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「
大
垣
ル
ネ
サ
ン
ス
先
賢
展
」は
、
市
制
九
十
周
年
記
念
事
業
「
大
垣
ル
ネ
サ
ン
ス
先
賢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
中
核
事
業
と
し
て
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

季
節
ご
と
に
、
「
ま
ち
の
個
性
」に
ち
な
ん
だ
郷
土
の
先
賢
を
紹
介
す
る
本
事
業
は
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
の
ご
参
加
・
ご
参
画
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
と
な
り
、
展
示
資
料
総
数
　

千
点
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
　

延
べ
五
千
人
、
来
場
者
数
　

延
べ
二
十
六
万
人
を
数
え
、
市
制
九
十
周
年
の
節
目
を

祝
う
一
大
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
 

私
た
ち
は
、
温
故
知
新
の
精
神
に
立
ち
返
り
、
郷
土
の
先
賢
が
切
磋
琢
磨
し
て
生
き
た
時
代
か
ら

多
く
の
事
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
先
賢
の
功
績
を
と
お
し
て
大
垣
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
 

こ
こ
に
、
本
事
業
を
記
録
誌
と
し
て
残
し
伝
え
る
と
と
も
に
、
こ
の
成
果
を
も
っ
て
、
市
制
百
周
年
に

向
け
た
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
皆
様
と
と
も
に
、
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

 お
わ
り
に
、「
大
垣
ル
ネ
サ
ン
ス
先
賢
展
」の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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あ
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つ
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春に観る『花と音楽のまち』大垣 
近代植物学の開拓者 

日本音楽を西洋に紹介した琴の名手 

大垣から世界へ羽ばたいた天才ピアニスト 

上石津町出身の偉大なる作曲家 

墨俣町が生んだ眩惑のピアニスト 

夏に想う「鉄道と交通のまち」大垣 
わが国最初の工学博士で日本鉄道界のリーダー 

鉄道界の元老で南満州鉄道社長の工学博士 

電気鉄道業界の先駆者で養老鉄道の創立者 

鉄道敷設の大家で橋梁学の工学博士 

船町湊の発展に尽くした船問屋 

秋に振り返る「歴史と文化のまち」大垣 
芭蕉と交友のあった大垣俳壇の指導者 

西洋医学の先駆者 

墨竹画を得意とした女流漢詩人 

幕末の漢詩人で勤皇の志士 

星厳とともに詩画の才能を発揮した才女 

大垣藩の藩政改革の推進者 

梵語学の道を究めた文学博士 

東大総長をつとめた大学教育の先駆者 

近代外科医学の最高峰に立った医学博士 

近代図書館学を確立した文学博士 

地質学を大衆化した理学博士 

社会教育育ての親 

冬に輝く「産業と防災のまち」大垣 
鵜森伏越樋の建設に命をかけた大垣藩士 

世界初の地震学教授となった理学博士 

治山・治水に尽くした大垣輪中の恩人 

世界的なスポーツ用品メーカーを創業した実業家 

産業の振興と学校教育の充実に尽くした実業人（名誉市民） 

青少年教育に尽力し、国産バルブコアを開発した企業人（名誉市民） 

市体連生みの親となった決断と人情の経営者（名誉市民） 

スポーツ・文化の振興にも貢献した日本のトラック王（名誉市民） 

経済界の活性化にリーダーシップを発揮した文化人（名誉市民） 

事業概要 
春に観る「花と音楽のまち」大垣 

夏に想う「鉄道と交通のまち」大垣 

秋に振り返る「歴史と文化のまち」大垣 

冬に輝く「産業と防災のまち」大垣 

関連事業 

関連データ 
展示（掲載）資料一覧 

協力者等一覧・主な参考文献 
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ス
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イ
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ん
 

 
飯沼　慾斎  
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小倉　末子  
江口　夜詩  
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土屋　義雄  
小川　宗一  
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田口　利八  
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ス
イ
ト
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■
本
誌
は
、大
垣
市
制
90
周
年
記
念
事
業
「
大
垣
ル
ネ
サ
ン
ス
先
賢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
中
核
事

業
と
し
て
、季
節
ご
と
に
「
ま
ち
の
個
性
」
を
テ
ー
マ
に
郷
土
の
先
賢
を
顕
彰
し
た
「
大
垣
ル
ネ

サ
ン
ス
先
賢
展
」
に
つ
い
て
の
記
録
誌
で
す
。 

 
　
テ
ー
マ 

開
催
期
間 

　
春
に
観
る
「
花
と
音
楽
の
ま
ち
」
大
垣
 

平
成
20
年
4
月
26
日（
土
）〜
平
成
20
年
5
月
25
日（
日
） 

　
夏
に
想
う
「
鉄
道
と
交
通
の
ま
ち
」
大
垣
 

平
成
20
年
6
月
28
日（
土
）〜
平
成
20
年
7
月
27
日（
日
） 

　
秋
に
振
り
返
る
「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
大
垣
 
平
成
20
年
10
月
4
日（
土
）〜
平
成
20
年
11
月
3
日
（
月
･
祝
） 

　
冬
に
輝
く
「
産
業
と
防
災
の
ま
ち
」
大
垣
 

平
成
21
年
2
月
7
日（
土
）〜
平
成
21
年
3
月
8
日（
日
） 

 

■
「
大
垣
ル
ネ
サ
ン
ス
先
賢
展
」
で
ご
紹
介
し
た
31
人
の
郷
土
の
先
賢
に
つ
い
て
、展
示
資
料
な
ど

を
解
説
と
と
も
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
人
物
の
敬
称
は
略
し
ま
し
た
。 

 

■
紙
面
の
都
合
上
、す
べ
て
の
展
示
資
料
の
画
像
を
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。
展
示
資
料
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、P. 
152
の
「
展
示（
掲
載
）資
料
一
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

■
年
譜
の
各
事
項
の
末
尾
の
数
字（
「
年
齢
」
）は
、生
ま
れ
た
年
を
「
1
」
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た

数
字
を
掲
載
し
て
お
り
、そ
の
時
点
の
年
齢
を
正
確
に
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
齢
の

目
安
と
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

■
本
誌
は
、大
垣
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
P
D
F
形
式
」
及
び
「e-B

ook

形
式
」
に
よ
り
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　h

ttp
://w

w
w
.city

.og
ak
i.lg
.jp
/ 

 

清
流
で
遊
び
、環
境
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の

地
道
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、市
制
90
周
年

を
記
念
し
て
「
市
の
魚
」
に
認
定
さ
れ
た
。
 

注
目
度
急
上
昇
中
！
 

市
民
の
皆
さ
ん
の
 

「
か
が
や
き
ラ
イ
フ
」
活
動
を
 

応
援
す
る
た
め
、「
水
都
大
垣
」
に
ち
な
み

誕
生
し
た
。
 

せん 

けん 

てん 

ぼん 

Ｃ ＯＮＴＥＮＴＳ  



飯
沼 

慾
斎

天明3年～慶応元年 
（1783～1865）

 

い

い
 

ぬ

ま

 

よ

く

 

さ

い

 
近
代
植
物
学
の
開
拓
者 

新
町
の
町
年
寄
で
あ
っ
た
西
村
信
左
衛
門
の
二
男
と
し
て
伊
勢
亀
山
で
生
ま
れ
る
。
幼
い
頃
か
ら
向
学

心
に
燃
え
、母
方
の
実
家
 

竹
島
町
の
飯
沼
定
九
郎
を
頼
り
、そ
の
弟
で
俵
町
の
町
医
 

飯
沼
長
顕（
初
代
龍
夫
）の

も
と
で
儒
学
・
医
学
の
勉
強
に
励
ん
だ
。の
ち
に
長
顕
の
娘
と
結
婚
し
、二
代
龍
夫
と
し
て
飯
沼
家
を
継

ぐ
と
、江
戸
で
蘭
方
医
学
を
学
び
、大
い
に
名
声
を
博
し
た
。
医
業
を
義
弟
に
譲
り
、現
在
の
長
松
町
に

平
林
荘
を
築
い
て
隠
退
し
た
後
、三
十
余
年
に
わ
た
っ
て
自
然
科
学
の
研
究
に
没
頭
。
日
本
で
最
初
の
体

系
的
な
植
物
図
鑑
「
草
木
図
説
」
を
著
し
、わ
が
国
に
お
け
る
近
代
植
物
学
の
礎
を
築
い
た
。
ま
た
、人

体
解
剖
、種
痘
、写
真
術
の
研
究
な
ど
に
も
取
り
組
ん
だ
。
 

し

ん

ざ

え

も

ん

 

し
ん
ま
ち
 

へ
い
り
ん
そ
う
 

あ
ら
わ
 

■
慾
斎
が
植
物
学
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、天
保

三
年（
一
八
三
二
）、五
十
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
蘭
学
医
と
し
て

活
躍
し
、
高
い
見
識
と
地
道
な
努
力
が
藩
主
か
ら
認
め
ら

れ
、
御
目
見
え
と
帯
刀
が
許
さ
れ
る
な
ど
名
実
と
も
に
高

名
な
医
者
で
あ
っ
た
が
、
医
者
の
仕
事
を
妻
の
弟
長
栄
に

譲
り
、
長
松
に
平
林
荘
を
築
い
て
、
植
物
学
の
研
究
に
熱

中
し
た
。
 

お
　
め
　
み
 

た
い
と
う
 

へ
い
り
ん
そ
う
 

■
慾
斎
の
調
査
・
研
究
活
動
は
徹
底

し
て
お
り
、
自
ら
伊
吹
山
、
白
山
、
御

岳
を
は
じ
め
、富
山
、愛
知
、三
重
、和

歌
山
の
山
地
奥
深
く
に
入
っ
て
植
物

を
採
集
し
た
。
野
山
か
ら
帰
る
と
、山

の
よ
う
に
採
集
し
た
植
物
を
一
本
一

本
手
に
取
り
、
大
き
さ
や
形
や
色
合

い
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、顕
微
鏡
を
入

手
し
て
、雄
し
べ
や
雌
し
べ
の
子
房
な

ど
、肉
眼
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
ま
で
確

か
め
た
。
 

 ■
『
草
木
図
説
』
は
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

植
物
学
者
リ
ン
ネ
に
よ
る
植
物
分
類

法
で
、日
本
の
植
物
（
草
類
一
二
一
五

種
、
木
類
六
百
余
種
）
を
分
類
し
た

植
物
図
鑑
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。

慾
斎
は
、
幕
末
期
の
弘
化
元
年
（
一
八

四
四
）か
ら
慶
応
元
年（
一
八
六
五
）に

か
け
て
、リ
ン
ネ
に
よ
る
植
物
分
類
法

を
紹
介
し
た「
泰
西
本
草
名
疏
」や
「
植

学
啓
原
」
な
ど
の
著
作
を
参
考
に
し
て
、

『
草
木
図
説
』三
十
巻（
草
部
二
十
巻
・

木
部
十
巻
）を
著
し
た
。
出
版
に
あ
た
っ

て
は
、
慾
斎
自
身
木
版
づ
く
り
に
も

参
加
し
、
墨
書
き
の
版
下
（
写
し
）
を

つ
く
っ
た
。
葉
の
表
面
は
黒
、
裏
は
白

と
し
た
り
、
茎
や
葉
脈
に
陰
影
を
つ

け
る
な
ど
、
工
夫
を
こ
ら
す
と
と
も

に
、
余
白
に
は
、
観
察
し
た
花
や
果

実
な
ど
の
解
剖
図
を
正
確
に
拡
大

し
て
記
録
し
た
。
ま
た
、
そ
の
次
頁

に
は
、説
明
を
事
細
か
に
記
し
た
。
 

た
い
せ
い
ほ
ん
ぞ
う
 

し
ょ
く
 

め
い
そ
 

あ
ら
わ
 

い
ん
え
い
 

は
ん
し
た
 

ペ
ー
ジ
 

■
伊
勢
亀
山（
東
海
道
の
宿
場
町
）で
生
ま
れ
た
慾
斎
は
、近
く
に
住
む
叔

父
が
営
む
店
「
鮫
屋
」
の
帳
場
で
遊
ぶ
う
ち
に
文
字
や
計
算
を
覚
え
た
。
ま

た
、店
で
見
聞
き
す
る
、め
ず
ら
し
い
品
物
や
、各
地
の
話
の
中
で
、特
に
慾
斎

が
関
心
を
示
し
た
の
は
、漢
方
医
や
学
問
の
事
だ
っ
た
。
そ
し
て
、寛
政
六
年

（
一
七
九
四
）、本
格
的
に
学
問
を
習
お
う
と
決
意
し
、学
問
に
理
解
の
あ
る

母
の
実
家
で
あ
る
大
垣
へ
ひ
と
り
旅
立
っ
た
。
 

さ
め
や
 

ち
ょ
う
ば
 

美濃路大垣宿軒別絵図面（部分）［大垣市立図書館蔵］ 

アヤメ レンゲ 

クロユリ スズカケソウ 

飯沼慾斎『稿本 草木図説』［個人蔵］ 
こうほん 

■
天
保
四
年（
一
八
三
三
）刊
。リ
ン
ネ
の
著

作
な
ど
を
参
考
に
編
纂
し
た
日
本
最
初
の

体
系
的
な
西
洋
植
物
学
の
紹
介
書
。
伊
藤

圭
介
の『
泰
西
本
草
名
疏
』は
、リ
ン
ネ
に
よ

る
植
物
分
類
法
の
紹
介
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

榕
菴
は
、文
政
五
年（
一
八
二
二
）に
西
洋
植

物
学
の
概
略
的
入
門
書
「
菩
多
尼
訶
経
」

を
刊
行
し
、の
ち
に
本
書
に
よ
っ
て
全
体
像

を
示
し
た
。
本
書
は
明
治
初
期
ま
で
、植
物

学
の
入
門
書
と
な
っ
た
。
 

宇
田
川
榕
菴
﹇
寛
政
十
年
〜
弘
化
三
年（
一

七
九
八
〜
一
八
四
六
）﹈は
、大
垣
藩
医
江
沢

養
樹
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、文
化
八
年（
一

八
一
一
）、蘭
学
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
宇

田
川
玄
真
の
養
子
と
な
っ
た
。わ
が
国
に
お
け

る
近
代
植
物
学
の
礎
を
築
い
た
慾
斎
と
榕
菴

は
、い
ず
れ
も
大
垣
ゆ
か
り
の
人
物
で
あ
っ
た
。 

 

ぼ
た
に
か

き
ょ
う

 

よ
う
じ
ゅ
 げ

ん
し
ん
 

宇田川榕菴『植学啓原』［大垣市立図書館蔵］ 
しょくがくけいげん うだがわようあん 

「飯沼慾斎邸跡」碑 
［大垣市俵町地内］ 

明治時代の平林荘 
［大垣市立荒崎小学校蔵］ 

天保年間に作成された絵地図。俵町西南角に慾斎のいた医師飯沼龍夫
宅があった。現在は道路上になっており、昭和59年（1984）、「飯沼慾斎生
誕二百年記念事業会」によって「飯沼慾斎邸跡」の碑が建立されている。 

ほどこ 

し
ぼ
う
 

お
 

め
 

■
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
刊
。ツ
ュ
ン
ベ

リ
ー
著
『
日
本
植
物
誌
』
を
も
と
に
、日
本

産
植
物
の
学
名
を
A
B
C
順
に
並
べ
、
対

応
す
る
和
名
と
漢
名
を
記
し
た
も
の
。
こ

れ
に
よ
り
リ
ン
ネ
に
よ
る
植
物
分
類
法
が

初
め
て
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
。
日
本
で
初

め
て
「
雄
し
べ
」
、「
雌
し
べ
」
、「
花
粉
」
な

ど
の
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
 

伊
藤
圭
介
﹇
享
和
三
年
〜
明
治
三
十
四
年

（
一
八
〇
三
〜
一
九
〇
一
）
﹈
は
、
名
古
屋
出

身
の
植
物
学
者
。
シ
ー
ボ
ル
ト
か
ら
教
え

を
受
け
、維
新
後
は
東
京
大
学
に
迎
え
ら

れ
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）、日
本
初

の
理
学
博
士
と
な
っ
た
。
 

 

伊藤圭介『泰西本草名疏』［東山動植物園蔵］ 
たいせいほんぞうめいそ 

春
に
観
る『
花
と
音
楽
の
ま
ち
』大
垣
 

慾斎による「草木図説」の自筆稿本は、全27巻からなり、計1618点の草類を収録している。すべてに色彩が施され、解説
が記されている。各巻の表紙には、掲載植物名の一覧があり、目次の役割をはたしている。 
 

が
く
け
い
げ
ん
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ハリヨ博士のコラム 

年
齢
 

1
 

12
 

18
 

22
  27

  28 
 

29 
 

33
 

40
  45

 
46 
 

50 
  62

 
67
 

69
 

70
  72 

 
74
 

77
  79 

  80
 

83
  

伊
勢
亀
山
で
生
ま
れ
る
 

学
問
を
志
し
大
垣
へ
出
て
飯
沼
長
顕
に
学
ぶ
 

こ
の
頃
、京
都
で
福
井
榕
亭
に
漢
方
医
学
を
学
ぶ
 

飯
沼
長
顕
の
長
女
と
結
婚
し
飯
沼
家
を
継
ぐ
 

本
草
学
の
大
家
　
小
野
蘭
山
に
入
門
す
る
 

江
馬
蘭
斎
の
門
人
　
吉
川
広
簡
に
蘭
学
を
学
び
蘭
方

医
を
志
す
 

江
戸
で
宇
田
川
榛
斎
・
藤
井
方
亭
か
ら
蘭
方
医
学
を
学
ぶ
 

大
垣
に
帰
り
、蘭
方
医
と
し
て
俵
町
で
開
業
す
る
 

養
父
 
長
顕
の
家
督
を
継
ぐ
 

江
馬
活
堂
、吉
川
三
英
ら
と
西
洋
の
書
物
を
会
読
し

精
通
す
る
 

大
垣
藩
主
の
御
目
見
え
・
帯
刀
を
許
さ
れ
る
 

岐
阜
県
初
の
人
体
解
剖
を
行
う
 

家
督
を
譲
り
、長
松
村
に
別
荘
「
平
林
荘
」
を
築
き

隠
退
す
る
 

こ
の
頃
、「
草
木
図
説
」
を
起
筆
す
る
 

種
痘
に
と
り
く
む
 

伊
藤
圭
介
か
ら
高
倍
率
の
顕
微
鏡
を
入
手
す
る
 

「
草
木
図
説
前
篇
引
」
を
著
す
 

写
真
術
の
研
究
を
は
じ
め
る
 

「
草
木
図
説
」の
出
版
届
を
天
文
台
に
提
出
す
る
 

「
草
木
図
説
」
草
部
第
一
帙
を
出
版
す
る
 

こ
の
頃
大
垣
藩
舎
密
局
で
鉄
砲
火
薬
製
造
を
研
究

す
る
 

「
草
木
図
説
」
草
部
第
二
帙
・
第
三
帙
を
出
版
す
る
 

幕
府
蕃
書
調
所
物
産
学
出
役
に
推
さ
れ
る
が
辞
退
す
る
 

「
草
木
図
説
」
草
部
第
四
帙
を
出
版
す
る
 

永
眠
 

天
明
3
年
 1
7
8
3
 

寛
政
6
年
 1
7
9
4
 

寛
政
12
年
 1
8
0
0
 

文
化
元
年
 1
8
0
4
 

 文
化
6
年
 1
8
0
9
 

 文
化
7
年
 1
8
1
0
 

文
化
11
年
 1
8
1
4
 

文
化
12
年
 1
8
1
5
 

文
政
5
年
 1
8
2
2
 

 文
政
10
年
 1
8
2
7
 

文
政
11
年
 1
8
2
8
 

天
保
3
年
 1
8
3
2
 

 弘
化
元
年
 1
8
4
4
 

嘉
永
2
年
 1
8
4
9
 

嘉
永
4
年
 1
8
5
1
 

嘉
永
5
年
 1
8
5
2
 

 安
政
元
年
 1
8
5
4
 

安
政
3
年
 1
8
5
6
 

安
政
6
年
 1
8
5
9
 

 文
久
元
年
 1
8
6
1
 

 文
久
2
年
 1
8
6
2
 

慶
応
元
年
 1
8
6
5

飯
沼
慾
斎
関
係
年
譜
 

「
此
書
ハ
皇
国
普
ク

所
在
ノ
草
木
真
図
ヲ

製
シ
形
状
殊
ニ
花
蕋

詳
説
シ
其
雌
雄
ヲ

弁
シ
綱
目
ヲ
分
チ
属

種
ヲ
定
メ
和
漢
蘭
ノ

三
名
ヲ
正
シ
従
前
未

明
所
ノ
功
用
ヲ
附
録

シ
タ
ル
和
漢
未
曽
有

ノ
本
草
書
ナ
リ
」
 

『新訂 草木図説』の附言の著者は、慾斎の長男長恪の養子となった飯沼（五作）

長蔵である。田中芳男は伊藤圭介に師事した博物学者で関屋龍吉（P.76）の

義父にあたる。 

■
『
草
木
図
説
』の
科
学
的
な
分
類
法
と
正

確
な
図
は
高
く
評
価
さ
れ
、慾
斎
の
没
後
に

お
い
て
も
、田
中
芳
男
「
新
訂
　
草
木
図
説
」

（
明
治
七
年
刊
）、牧
野
富
太
郎
「
増
訂
　
草

木
図
説
　
草
部
」（
明
治
四
十
年
刊
）、北
村

四
郎
「
草
木
図
説
　
木
部
」（
昭
和
五
十
二
年

刊
）と
い
う
よ
う
に
新
訂
・
増
訂
版
が
刊
行
さ

れ
広
く
活
用
さ
れ
た
。
ま
た
、国
内
の
み
な
ら

ず
、自
然
科
学
の
先
進
国
の
研
究
者
か
ら
も

高
く
評
価
さ
れ
、フ
ラ
ン
セ
ー
・
サ
バ
チ
ェ（
フ
ラ

ン
ス
）、ブ
レ
ッ
ド
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー（
イ
ギ
リ
ス
）、マ

ク
シ
モ
ビ
ッ
チ（
ロ
シ
ア
）等
の
著
書
に
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
 

「草木図説」の広告貼紙［東山動植物園蔵］ 

田中芳男 
『新訂 草木図説』 
［個人蔵・大垣市立図書館蔵］ 

頭部解剖図［東山動植物園蔵］ 解剖図［東山動植物園蔵］ 

詩幅［大垣城蔵］ 詩幅［個人蔵］ 

明治7年（1874）刊。 
全20巻。 

「
尺
蠖
之
屈
以
欲
伸
也
」
 

尺
取
り
虫
は
全
身
で
か
が
む
。
そ
れ
は
、あ
と
で
大
き

く
伸
び
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
 

と
う
え
ん
 

ふ
 

「
九
九
已
過
符
未
至
　
　
焉
失
笑
又
隠
机
」
 

八
十
一
歳
は
す
で
に
過
ぎ
た
け
れ
ど
、
仕
事
は
ま
だ

で
き
あ
が
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、そ
ん
な
に
あ
せ
っ
て
も

仕
方
が
な
い
と
ひ
と
り
笑
い
し
な
が
ら
、ま
た
我
を
忘

れ
て
机
に
向
か
っ
て
い
る
。
 

ちょうかく 

■
慾
斎
は
、文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
岐
阜
県
内
で
初
め

て
の
人
体
解
剖
を
お
こ
な
っ
た
。
十
二
月
、
弟
子
で
高
須

（
現
・
海
津
市
高
須
町
）
藩
医
の
浅
野
恒
進
と
今
村
墓

地
（
本
今
町
）で
刑
死
体
を
解
剖
し
て
い
る
。
平
林
荘
に

隠
退
し
て
も
慾
斎
は
、
新
し
い
学
問
の
知
識
を
積
極
的

に
吸
収
し
て
い
た
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）に
は
、
岐
阜

県
初
と
思
わ
れ
る
種
痘
を
三
十
人
程
に
実
施
し
た
。

ま
た
、慾
斎
の
研
究
は
医
学
・
植
物
学
の
み
な
ら
ず
動
物

学
の
分
野
に
も
お
よ
ん
だ
。
晩
年
に
は
、大
垣
藩
の
要
請

に
よ
り
大
垣
藩
舎
密
局
に
お
い
て
銃
砲
火
薬
製
造
の
研

究
に
従
事
し
た
り
、写
真
術
を
研
究
し
た
り
と
多
才
な

科
学
者
で
あ
っ
た
。
 

せ
い
み
 

魚禽譜［東山動植物園蔵］ 
ぎょきんふ 
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ハリヨ博士のコラム 

■
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
刊
。
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会

に
保
管
さ
れ
て
い
る
「
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
遺
産
」
と
さ
れ
た
資

料
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
鉛
筆
に
よ
る
書
き
込

み
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。
表
紙
に
は
、
最
上
段
に
「
ウ
ィ
ー

ン
駐
在
日
本
帝
国
公
使
戸
田
伯
爵
閣
下
に
謹
ん
で
献
呈
」

と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
中
央
に
は
「
日
本
の
民
族
音
楽
（
日

本
民
謡
集
）
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
お
り
、そ
の
下
に

「
手
書
き
の
原
譜
に
も
と
づ
く
歌
曲
お
よ
び
器
楽
曲
集
」
、

そ
し
て
「
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ボ
ク
レ
ッ
ト
教
授
に
よ
り
、

和
声
づ
け
お
よ
び
ピ
ア
ノ
曲
に
編
曲
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
楽
譜
の
発
見
を
き
っ
か
け
に
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九

八
七
）五
月
二
日
、大
垣
市
文
化
会
館
に
て
、「
ウ
ィ
ー
ン
と

大
垣
を
つ
な
ぐ
音
楽
の
か
け
橋
交
歓
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
 

明
治
の
元
勲
岩
倉
具
視
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
、
最
後
の
大
垣
藩
主
（
十
一
代
）
戸
田
氏
共
夫
人
と

な
っ
た
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
身
に
つ
い
た
品
位
や
社
交
性
、そ
の
容
貌
は
「
鹿
鳴
館
の
名
花
」
と
称
さ
れ

た
。
後
に
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
兼
ス
イ
ス
特
命
全
権
公
使
に
任
命
さ
れ
た
夫
氏
共
と
四
人
の
子

女
ら
と
と
も
に
ウ
ィ
ー
ン
へ
赴
任
。
英
語
や
ダ
ン
ス
を
得
意
と
し
た
上
に
、山
田
流
琴
の
名
人
で
も
あ
り
、

公
使
館
の
正
月
行
事
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
席
上
で
琴
を
演
奏
し
た
と
さ
れ
る
。
戸
田
家
令
嬢
の
ピ
ア
ノ
教

師
を
つ
と
め
た
ボ
ク
レ
ッ
ト
を
通
じ
て
、日
本
の
箏
曲
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
た
大
作
曲
家
ブ
ラ
ー
ム
ス

が
、極
子
の
奏
で
る
「
六
段
」
の
調
べ
を
聴
き
な
が
ら
ピ
ア
ノ
用
に
採
譜
し
た
と
い
う
。
 

戸
田 

極
子

安政4年～昭和11年 
（1857～1936）

 

と
 

だ

 

き

わ

 

こ

 
日
本
音
楽
を
西
洋
に
紹
介
し
た
琴
の
名
手 

げ
ん
く
ん
 

そ
う
き
ょ
く
 

さ
い
ふ
 

と

も

み

 

う
じ
た
か
 

は
く
し
ゃ
く
か
っ
か
 

つ
つ
し
 

け
ん
て
い
 

うじたか 

■
大
垣
市
出
身
の
文
化
勲
章
受
章
者
 

故
守
屋
多
々
志

画
伯
の
作
品
。
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
第
七
十
七
回
院

展
に
出
品
さ
れ
た
同
作
品
は
、
夫
氏
共
と
も
に
外
交
官

夫
人
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
に
滞
在
し
て
い
た
極
子
が
、ブ
ラ
ー

ム
ス
に
六
段
と
い
う
筝
曲
を
演
奏
し
て
い
る
場
面
が
描
か

れ
て
い
る
。
逆
三
角
形
の
大
胆
な
構
図
を
華
や
か
な
色
調

で
ま
と
め
た
守
屋
画
伯
円
熟
期
の
代
表
作
で
あ
る
。
 

も

り

や

た

だ

し

 

■
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
、
外

国
か
ら
の
賓
客
を
接
待
す
る
施
設

と
し
て
鹿
鳴
館
が
建
設
さ
れ
た
。二

階
に
は
大
舞
踏
場
が
あ
り
、こ
こ
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
西
洋
風
ダ
ン
ス
が

鹿
鳴
館
の
名
声
を
一
層
高
か
ら
し

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
毎
週
一
回
開

催
さ
れ
た
会
合
で
は
、常
時
戸
田
夫

妻
が
出
席
し
、極
子
の
美
貌
と
ダ
ン

ス
は
、
外
国
の
大
使
、
公
使
の
称
賛

の
的
と
な
っ
た
。
ま
た
、岩
倉
具
視
の

令
嬢
で
あ
る
こ
と
か
ら
た
ち
ま
ち
明

治
社
交
界
の
花
形
的
存
在
と
な
っ
た
。
 

ひ
ん
き
ゃ
く
 

日本初のバザーは、明治17年（1884）

6月、鹿鳴館において開催された「第

1回婦人慈善市」とされている。

極子もこのバザーに積極的に参

加し、社会福祉に尽くした。 

また、極子の二女米子の娘元子

（伯爵徳川達成夫人）は、大正7年

（1918）頃、小倉末子（P.10）から

ピアノの手ほどきを受けたという。 

鹿鳴館スタイルの極子［個人蔵］ 

ブラームスの書き込みのある楽譜『日本の民族音楽（日本民謡集）』（複製） 
［大垣市教育委員会蔵］ 

ウィーン時代の戸田公使一家［「戸田氏共公」から転載］ 

岩
倉
具
視
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
る
 

大
垣
藩
知
事
　
戸
田
氏
共
と
結
婚
す
る
 

長
女
 
孝
子
誕
生
 

長
男
 
氏
徳
誕
生
 

二
女
 
米
子
誕
生
 

三
女
 
幸
子
誕
生
 

東
京
日
比
谷
に
鹿
鳴
館
が
完
成
 

「
第
1
回
婦
人
慈
善
市
」に
参
加
す
る
 

ウ
ィ
ー
ン
へ
赴
く
 

ボ
ク
レ
ッ
ト
編
「
日
本
民
謡
集
」
が
出
版
さ
れ
る
 

ウ
ィ
ー
ン
か
ら
帰
る
 

夫
　
氏
共
永
眠（
83
歳
） 
 

永
眠
 

安
政
4
年
 1
8
5
7
 

明
治
4
年
 1
8
7
1
 

明
治
10
年
 1
8
7
7
 

明
治
11
年
 1
8
7
8
 

明
治
12
年
 1
8
7
9
 

明
治
14
年
 1
8
8
1
 

明
治
16
年
 1
8
8
3
 

明
治
17
年
 1
8
8
4
 

明
治
20
年
 1
8
8
7
 

明
治
21
年
 1
8
8
8
 

明
治
23
年
 1
8
9
0
 

昭
和
11
年
 1
9
3
6

戸
田
極
子
関
係
年
譜
 

守屋多々志画『ウィーンに六段の調（ブラームスと戸田伯爵極子夫人）』 
［大垣市守屋多々志美術館蔵］ 

しらべ ろくだん 

年
齢
 

1
 

15
 

21
 

22
 

23
 

25
 

27
 

28
 

31
 

32
 

34
 

80
  後列左から2人目が極子、3人目が夫氏共。後方に岐阜提灯が見られる 

春
に
観
る『
花
と
音
楽
の
ま
ち
』大
垣
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西
田
町（
現
・
寺
内
町
）の
士
族
の
家
に
生
ま
れ
た
。
戸
籍
上
は｢

末｣

。
幼
く
し
て
父
母
を
失
い
、神
戸
で

貿
易
業
を
営
む
兄
庄
太
郎
に
引
き
取
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
人
の
義
姉
マ
リ
ヤ
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
い
、神
戸
女

学
院
ピ
ア
ノ
科
を
卒
業
後
、東
京
音
楽
学
校
を
経
て
ベ
ル
リ
ン
王
立
音
楽
学
校（
ド
イ
ツ
）に
留
学
し
、天

性
の
才
能
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
開
戦
に
よ
り
、ド
イ
ツ
を
去
り
ア
メ
リ
カ
へ
渡

る
と
、シ
カ
ゴ
音
楽
学
校
教
授
と
し
て
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
、
演
奏
活
動
を
続
け
賞
賛
さ
れ
た
。
帰
国

後
は
、天
才
女
流
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
明
治
黎
明
期
の
洋
楽
界
を
リ
ー
ド
す
る
と
と
も
に
、東
京
音
楽
学

校（
現
・
東
京
藝
術
大
学
）教
授
と
し
て
多
く
の
優
秀
な
音
楽
家
を
育
成
し
た
。
 

小
倉 

末
子

明治24年～昭和19年 
（1891～1944）

 

お
 

ぐ

ら

 

す

え

 

こ

 
大
垣
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た
い
た
天
才
ピ
ア
ニ
ス
ト 

し
ょ
う
た
ろ
う
 

は
く
し
ゃ
く
か
っ
か
 

つ
つ
し
 

け
ん
て
い
 

●
楽
壇
の
新
星
帰
る
 

▽
小
倉
末
子
女
史
　
　
▽
マ
リ
ア
夫
人
の
気
焔
 

四
年
前
の
春
三
月
独
逸
伯
林
に
遊
び
後
紐
育
 

市
俄
高
に
於
て

天
才
閨
秀
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
名
を
恣
ま
に
し
た
る
小
倉
末
子
女
史

は（
大
正
五
年
四
月
）二
十
三
日
未
明
横
浜
着
の
鎌
倉
丸
で
帰

朝
し
た
。
小
柄
な
身
体
に
纏
ふ
た
質
素
な
洋
装
も
黒
瑪
瑙
の
如

に
涼
し
い
瞳
と
真
珠
の
や
う
に
美
し
い
歯
を
持
つ
た
女
史
は
歯

ぎ
れ
の
よ
い
調
子
で
語
つ
た
。
 

▲
桜
花
の
咲
く
頃
、サ
イ
ペ
リ
ア
線（
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
）を
通
つ
て

伯
林
へ
入
つ
た
の
は
足
掛
恰
度
五
年
前
で
す
。そ
こ
の
王
立
音
楽

学
校
を
目
的
と
し
て
参
り
ま
し
た
の
で
入
学
試
験
の
準
備
は
一

通
り
し
て
あ
つ
た
の
で
す
が
何
せ
ピ
ア
ノ
科
丈
で
も
志
願
者
が

五
十
人
其
内
十
人
許
り
し
か
採
ら
な
い
の
で
す
か
ら
却
々
骨

な
の
で
す
。
私
の
弾
り
ま
し
た
の
は
ブ
ラ
オ
ン
ス（
ブ
ラ
ー
ム
ス
）

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
外
一
曲
で
僥
倖
に
も
及
第（
合
格
）が
出
来

其
後
は
ブ
ラ
オ
ン
ス
の
お
弟
子
で
洋
琴
科
教
頭
の
バ
ル
ド
氏
か

ら
特
別
に
可
愛
が
ら
れ
色
々
と
励
ま
さ
れ
て
苦
し
い
然
し
楽

し
い
勉
強
を
続
け
ま
し
た
が
一
昨
年
八
月
国
交
断
絶
と
共
に

引
揚
ま
し
た
。
 

▲
翌
年
三
月
卒
業
と
い
ふ
惜
し
い
処
を
同
校
に
別
れ
て
倫
敦
か

ら
紐
育
に
渡
り
茲
で
一
二
回
演
奏
会
に
出
る
う
ち
市
俄
高
に

居
ら
れ
た
ロ
イ
テ
ル
さ
ん
か
ら
此
方
へ
来
て
は
と
の
お
勧
め
を
受

け
同
地
で
も
音
楽
界
へ
出
入
し
て
居
り
ま
し
た
際
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
コ
ン
サ
バ
ト
リ
ー
の
招
聘
に
依
り
終
に
同
学
館
の
教
授
と
し

て
今
ま
で
滞
ま
る
事
と
な
り
ま
し
た
。（
中
略
）女
史
の
滞
外
期

間
中
始
終
行
を
共
に
し
今
度
も
打
連
れ
て
帰
っ
て
来
た
令
兄
夫

人
マ
リ
ヤ〈
独
逸
婦
人
〉は
此
娘
は
誰
で
も
私
の
娘
だ
ら
う
と
申

す
の
で
す
よ
。
さ
う
で
せ
う
私
は
こ
の
娘
よ
り
も
長
く
日
本
に

居
る
の
で
す
。五
歳
で
こ
れ
が
父
母
を
亡
く
し
て
か
ら
は
ズ
ツ
と

私
が
育
て
た
の
で
す
も
の
と
い
う
丈
に
如
何
に
も
母
親
ら
し
い

態
度
で（
中
略
）因
に
末
子
女
史
は
近
く
音
楽
学
校
に
教
鞭
を

執
る
筈
で
華
族
会
館
の
初
演
奏
は
市
俄
高
滞
在
中
に
予
約
が

出
来
た
の
だ
さ
う
だ
。
 

ど
い
つ
べ
る
り
ん
 

お
い
 

て
ん
さ
い
け
い
し
ゅ
う
 

き
 

ち
ょ
う
 

く
ろ
め
の
う
 

は
な
 

ベ
ル
リ
ン
 

な
か
な
か
 

か
わ
い
 

ほ
か
 
き
ょ
く
 

や
 

ほ
ね
 

だ
け
 

し
あ
わ
せ
 

き
ゅ
う
だ
い
 

で
き
 

そ
の
ご
 

ピ
ア
ノ
 

そ
の
う
ち
 

ば
か
 

と
 

ひ
き
あ
げ
 

よ
 

つ
い
 

と
ど
 

う
ち
つ
 

れ
い
け
い
 

ド
イ
ツ
 

し
ょ
う
へ
い
 

こ
 

そ
こ
 

ち
な
み
 

と
 

は
ず
 

だ
け
 

い
か
 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
 

こ
こ
 

お
 

ロ
ン
ド
ン
 

し
か
 

な
に
 

お
う
り
つ
 

あ
し
か
け
 ち
ょ
う
ど
 

よ
う
 

す
ず
 

ひ
と
み
 

か
ら
だ
 

ま
と
 ほ

し
い
ま
 

の
ち
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
 
シ

カ

ゴ

 

シ

カ

ゴ

 

シ

カ

ゴ

 

こ
っ
ち
 

こ
の
こ
 

神戸山本通にあった神戸女学院音楽館前にて撮影。後列右から2人
目が末子。 

楽壇の新星帰る（大正5年（1916）4月24日 東京朝日新聞） 
［東京藝術大学音楽学部提供］ 

西
田
町（
現
・
寺
内
町
）で
生
ま
れ
る
 

父
母
を
亡
く
し
、神
戸
の
兄
に
引
き
取
ら
れ
る
 

神
戸
女
学
院
ピ
ア
ノ
科
に
入
学
す
る
 

神
戸
女
学
院
ピ
ア
ノ
科
を
卒
業
す
る
 

東
京
音
楽
学
校
に
入
学
す
る
 

ベ
ル
リ
ン
王
立
音
楽
学
校（
ド
イ
ツ
）に
入
学
す
る
 

第
一
次
世
界
大
戦
の
た
め
ド
イ
ツ
を
去
り
、ア
メ
リ
カ

に
渡
る
 

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
ト
リ（
ア
メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ
）

の
ピ
ア
ノ
講
師
と
な
る
 

帰
国
し
、東
京
音
楽
学
校
講
師
と
な
る
 
 

皇
后
陛
下
の
御
前
演
奏
で
賞
賛
さ
れ
る
 

東
京
音
楽
学
校
教
授
と
な
る
 

帝
国
劇
場
で
日
本
人
初
の
独
奏
会
を
開
く
 

永
眠
 

明
治
24
年
 1
8
9
1
 

明
治
29
年
 1
8
9
6
 

明
治
38
年
 1
9
0
5
 

明
治
43
年
 1
9
1
0
 

明
治
44
年
 1
9
1
1
 

　
 

1
9
1
2
 

大
正
3
年
 1
9
1
4
 

 大
正
4
年
 1
9
1
5
 

 大
正
5
年
 1
9
1
6
 

 大
正
6
年
 1
9
1
7
 

大
正
15
年
 1
9
2
6
 

昭
和
19
年
 1
9
4
4

小
倉
末
子
関
係
年
譜
 

明治43年（1910）2月頃撮影（推定） 
神戸女学院時代の末子［神戸女学院大学図書館蔵］ 

教え子に囲まれて［個人蔵］ 

大正7年（1918）3月、東京音楽学校奏楽堂内にて撮影。前列左から久野ひさ、小倉末（教授）、
頼母木こま、神戸絢、橘糸重、安藤幸、嶋崎赤太郎、茨木清次郎（校長）、グスターフ・クローン、
ハインリッヒ・ヴェルクマイスター、パウル・ショルツ、乙骨三郎、大須賀績、田村寛貞。奏楽堂は、現
在「旧東京音楽学校奏楽堂」として上野公園に移築復元されている。 

東京音楽学校卒業記念写真［東京藝術大学音楽学部蔵］ 

き
え
ん
 

年
齢
 

1
 

6
 

15
 

20
 

21
 

22
 

24
  25

  26 
  27

 
36
 

54
 

日本人最初の女性ゴルファーは末子である。

兄の庄太郎は神戸の六甲に日本人として

最初に別荘を所有し、日本初のゴルフ場「神

戸ゴルフ倶楽部」のメンバーとなった。そ

の関係で、末子もゴルフをおぼえ、日本人

で最初にゴルフをした女性となった。 

ハリヨ博士のコラム 

大正9年（1920）12月4、5日に開
催された東京音楽学校第39回
定期演奏会のプログラム。末子
はベートーヴェン誕生第百五十
年記念曲目の中でグスターフ・ク
ローン指揮のもと、ベートーヴェン
のピアノ協奏曲第3番作品37ハ
短調を演奏した。 

音楽演奏曲目梗慨第二十八 
［東京藝術大学音楽学部蔵］ 

明
治
45
年
 

大
正
元
年
 

春
に
観
る『
花
と
音
楽
の
ま
ち
』大
垣
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江
口 

夜
詩

明治36年～昭和53年 
（1903～1978）

 

え
 

ぐ

ち

 

よ

 

し

 
上
石
津
町
出
身
の
偉
大
な
る
作
曲
家 

上
石
津
町（
旧
・
時
村
）生
ま
れ
。
本
名
は
源
吾
。
海
軍
省
委
託
生
と
し
て
、東
京
音
楽
学
校（
現
・
東
京

芸
術
大
学
）に
学
び
、昭
和
天
皇
即
位
大
典
演
奏
会
で
は
吹
奏
楽
大
序
曲
「
挙
国
の
歓
喜
」
を
発
表
し

た
。
海
軍
退
役
後
、亡
妻
を
偲
ん
で
作
曲
し
た
「
忘
ら
れ
ぬ
花
」
が
大
ヒ
ッ
ト
。
そ
の
後
「
急
げ
幌
馬
車
」

「
心
の
ふ
る
さ
と
」「
月
月
火
水
木
金
金
」「
長
崎
の
ザ
ボ
ン
売
り
」「
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
」「
赤
い
ラ
ン
プ

の
終
列
車
」「
瓢
箪
ブ
ギ
」
な
ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
作
曲
し
た
。
ま
た
、歌
謡
学
校
を
設
立
し
、多
く
の
歌

手
や
作
詩
家
を
世
に
送
り
出
し
た
。
校
歌
や
社
歌
、町
民
歌
、地
域
の
音
頭
な
ど
も
数
多
く
作
曲
。
生
涯

に
わ
た
る
作
曲
数
は
四
千
曲
を
超
え
、大
衆
音
楽
の
父
と
し
て
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
 

夜詩が時尋常高等小学校
を卒業した大正7年（1918）
の作 

江口源吾筆  七言一句 
［日本昭和音楽村 
  江口夜詩記念館蔵］ 

■
作
詞
 

飛
鳥
井
帆
二
、歌
 

渡
瀬
春
枝
。
昭
和
七

年
（
一
九
三
二
）の
作
品
。
流
行
歌
で
は
は
じ
め
て

バ
ン
ジ
ョ
ー
を
伴
奏
に
使
い
、
作
編
曲
に
新
機
軸

を
打
ち
立
て
た
。
こ
の
歌
の
ヒ
ッ
ト
を
受
け
て
、
翌

年
春
、新
興
キ
ネ
マ
に
よ
り
映
画
化
さ
れ
た
。
 

緑
陰
幽
草
勝
花
時
 

　
大
正
七
年
　
七
月
　
江
口
源
吾
　
　
養
老
郡
時
村
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□印
　
□印
 

■
時
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業

し
た
夜
詩
は
、
海
軍
軍
楽
隊
に
応

募
し
、
横
須
賀
海
兵
団
に
入
団

し
た
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
、

当
時
皇
太
子
で
あ
っ
た
昭
和
天
皇

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
親
善
旅
行
随
行
軍

楽
隊
員
の
ひ
と
り
と
し
て
抜
て
き

さ
れ
、
六
か
月
間
に
わ
た
り
イ
ギ

リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
等
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
を
歴
訪
し
、
本
場
の
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
や
オ
ペ
ラ
に
接
し
た
。
 

楽譜ピース「夜の愁」［日本昭和音楽村江口夜詩記念館蔵］ 

■
作
詞
 

玉
置
光
三
、　
歌
 

河
司
晴
枝
。
昭
和
四
年
（
一
九

二
九
）十
二
月
発
売
の
レ
コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー
作
。
 

直筆色紙「忘られぬ花」［日本昭和音楽村江口夜詩記念館蔵］ 

楽譜ピース「時雨ひととき」 
［日本昭和音楽村江口夜詩記念館蔵］ 

「忘られぬ花」「時雨ひととき」はＡＢ面カップリングで11月発売にもかかわらず、

年末までに50万枚を売る大ヒットとなった。どちらをＡ面にするかを決めるとき、

カフェで働く人たちに試聴してもらったところ、「忘られぬ花」を聴いて泣き出

す人もいた。その涙をみた江口夜詩は「人の魂を揺り動かすものこそ、本当

の芸術だ」と、流行歌の作曲に生涯を打ち込んでいこうと決心した。 

ハリヨ博士のコラム ■
作
詞
 

西
岡
水
朗
、
歌

池
上
利
夫
。
昭
和
七
年（
一

九
三
二
）
、
亡
き
妻
を
偲

ん
で
作
曲
し
た
作
品
。
レ

コ
ー
ド
Ｂ
面
の
「
時
雨
ひ

と
と
き
」
と
と
も
に
大
ヒ
ッ

ト
と
な
り
、夜
詩
は
一
躍
、

流
行
歌
の
作
曲
家
と
な
っ

た
。
こ
の
歌
の
ヒ
ッ
ト
を

受
け
て
、
翌
年
春
に
は
、

映
画
化
も
さ
れ
た
。
 

楽譜ピース「心のふるさと」 
［日本昭和音楽村江口夜詩記念館蔵］ 

楽譜ピース「憧れのハワイ航路」 
［日本昭和音楽村江口夜詩記念館蔵］ 

■
作
詞
 

石
本
美
由
起
、

歌
 

岡
晴
夫
。
昭
和
二
十

三
年（
一
九
四
八
）の
作
品
。

夜
詩
が
得
意
と
す
る
明

る
く
軽
快
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、

戦
後
の
生
活
建
て
直
し

に
追
わ
れ
、ハ
ワ
イ
旅
行

な
ど
夢
の
時
代
に
、
人
々

に
希
望
を
与
え
た
。
戦
後

歌
謡
の
代
表
作
と
な
っ
た

本
作
は
、
作
詞
家
 

石
本

美
由
起
、
歌
手
 

岡
晴
夫

を
世
に
送
り
出
す
こ
と

と
な
っ
た
。
 

■
作
詞
 

大
木
惇
夫
、歌
 

関
種
子
。
昭
和
十
一
年
（
一

九
三
六
）の
作
品
。Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
「
国
民
歌
謡
」
と
し
て

放
送
さ
れ
、昭
和
十
四
年

に
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
。

国
民
精
神
の
高
揚
に
使

わ
れ
が
ち
だ
っ
た
流
行
歌

の
な
か
で
、こ
の
歌
は
純

情
な
抒
情
歌
と
し
て
ヒ
ッ

ト
し
た
こ
と
か
ら
、
夜
詩

の
最
も
気
に
入
っ
て
い
た

作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
 

じ
ょ
じ
ょ
う
か
 

春
に
観
る『
花
と
音
楽
の
ま
ち
』大
垣
 

し
の
 

ひ
ょ
う
た
ん
 

ほ
ろ
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■
作
詞
 

大
倉
芳
郎
、歌
 

春
日
八
郎
。
昭
和
二
十
七
年（
一
九

五
二
）の
作
品
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
中
に
、独
自
の
哀
愁
を
漂
わ

せ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
が
大
衆
に
受
け
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。ア
フ
タ
ー

ビ
ー
ト
の
前
間
奏
も
、
夜
詩
な
ら
で
は
の
力
作
で
、
春
日
八

郎
に
と
っ
て
は
歌
手
生
活
を
か
け
た
晴
れ
の
始
発
列
車
と

な
っ
た
。
 

楽譜ピース「赤いランプの終列車」 
［日本昭和音楽村江口夜詩記念館蔵］ 

ハリヨ博士のコラム 

大正14年（1925）撮影。右が夜詩。この年、
結婚し、デビュー作「千代田城を仰ぎて」
を発表した。 

東京音楽学校時代の夜詩 
［日本昭和音楽村江口夜詩記念館蔵］ 

パスポート［日本昭和音楽村江口夜詩記念館蔵］ 
昭和11年（1936）、夜詩は詩人西條八十とともに、「詩と音楽の

世界一周旅行」として、3か月間の欧州旅行にでた。 

さいじょうやそ 

昭和11年（1936）、東京駅にて。右が夜詩。 

西條八十と夜詩［日本昭和音楽村江口夜詩記念館蔵］ 
さいじょうやそ 

昭和35年（1960）撮影。左が夜詩。 
古賀政男と夜詩［日本昭和音楽村江口夜詩記念館蔵］ 

愛用の印鑑・スタンプ・スタンプ台［日本昭和音楽村江口夜詩記念館蔵］ 愛用のメトロノーム 
［日本昭和音楽村江口夜詩記念館蔵］ 

右から2人目が夜詩。「瓢箪ブギ」
を発表した翌年の昭和30年
（1955）、「江口夜詩作曲生活
30周年郷土訪問大演奏会」を
大垣市スポーツセンター（現・
大垣城ホール）で開催し市内
をパレードした際に養老の滝に
立ち寄った。 

養老の滝の夜詩 
［日本昭和音楽村江口夜詩記念館蔵］ 

昭和33年（1958）発表 

直筆の楽譜「コタンの夜」 
［日本昭和音楽村江口夜詩記念館蔵］ 

ハリヨ博士のコラム 

日本昭和音楽村は、昭和を駆け抜けた、偉大なる作曲家 江口夜詩を顕彰し、夜詩が愛した音楽、

芸術によって人々の集う場をつくろうと、平成6年（1994）上石津町（現・大垣市）にオープン。250席

の音楽専用ホールをもつ江口夜詩記念館、野外ステージ、フォークニューミュージック音楽館、イタリ

アンレストラン、コテージ、ダム湖を利用したカナディアンカヌー施設など、森と湖に囲まれた大自然の

中で、地域や世代、団体などの枠にとらわれない特色のある文化芸術活動の場となっています。 

日本昭和音楽村 

江口夜詩記念館全景 ホール 音楽村全景 

昭和25年（1950）1月

からスタートしたＮＨ

Ｋラジオ「今週の明星」

で「憧れのハワイ航

路」と古賀政男作曲

の「湯の町エレジー」が約1年間

にわたり毎週ヒットチャートの1位

争いをくりひろげ、全国のファンは

熱狂した。二人は「メロディーの

古賀」、「リズムの江口」歌謡界の

双壁といわれ、その後の日本流行

歌の大きな流れを作った。 

年
齢
 

1
 

16  
 

17
 

18
 

19 
    23

 
26
 

27
 

29
 

30
 

31
 

32
 

34
  38

 
44
 

46
 

47
 

50
 

52
 

53
  54

  70
 

72
 

76
   

養
老
郡
時
村（
現
・
大
垣
市
上
石
津
町
）で
生
ま
れ
る
 

時
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
す
る
 

横
須
賀
海
兵
団
に
入
団
す
る
 

第
一
期
軍
楽
補
習
生
を
首
席
で
卒
業
す
る
 

皇
太
子
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
親
善
旅
行
随
行
軍
楽
隊
員
と

し
て
選
抜
さ
れ
る
 

帰
国
後
、海
軍
省
委
託
生
と
し
て
東
京
音
楽
学
校（
現
・

東
京
芸
術
大
学
）に
入
学
す
る
 

デ
ビ
ュ
ー
作
「
千
代
田
城
を
仰
ぎ
て
」
発
表
 

吹
奏
楽
大
序
曲
「
挙
国
の
歓
喜
」
発
表
 

「
夜
の
愁
」で
レ
コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー
 

海
軍
を
退
役
す
る
 

「
忘
ら
れ
ぬ
花
」
、「
時
雨
ひ
と
と
き
」
発
表
 

「
十
九
の
春
」
、「
秋
の
銀
座
」
発
表
 

「
急
げ
幌
馬
車
」
発
表
 

詩
人
西
條
八
十
と
欧
州
に
旅
行
す
る
 

「
心
の
ふ
る
さ
と
」
発
表
 

「
月
月
火
水
木
金
金
」
発
表
 

「
緑
の
牧
場
」
発
表
 

「
長
崎
の
ザ
ボ
ン
売
り
」
、「
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
」
発
表
 

「
東
京
の
青
い
空
」
発
表
 

「
赤
い
ラ
ン
プ
の
終
列
車
」
発
表
 

「
瓢
箪
ブ
ギ
」
発
表
 

「
裏
町
ピ
エ
ロ
」
発
表
 

「
江
口
夜
詩
作
曲
生
活
30
周
年
郷
土
訪
問
大
演
奏
会
」
を
開
催
 

日
本
歌
謡
学
校
を
設
立
す
る
 

「
浮
草
の
宿
」
、「
ト
チ
チ
リ
流
し
」
発
表
 

上
石
津
町
立
時
小
学
校
校
歌
「
仰
ぐ
烏
帽
子
の
」
作
曲
 

上
石
津
町
名
誉
町
民
と
な
る
 

永
眠
 

明
治
36
年
 1
9
0
3
 

大
正
7
年
 1
9
1
8
 

大
正
8
年
 1
9
1
9
 

大
正
9
年
 1
9
2
0
 

大
正
10
年
 1
9
2
1
 

   大
正
14
年
 1
9
2
5
 

昭
和
3
年
 1
9
2
8
 

昭
和
4
年
 1
9
2
9
 

昭
和
6
年
 1
9
3
1
 

昭
和
7
年
 1
9
3
2
 

昭
和
8
年
 1
9
3
3
 

昭
和
9
年
 1
9
3
4
 

昭
和
11
年
 1
9
3
6
 

 昭
和
15
年
 1
9
4
0
 

昭
和
21
年
 1
9
4
6
 

昭
和
23
年
 1
9
4
8
 

昭
和
24
年
 1
9
4
9
 

昭
和
27
年
 1
9
5
2
 

昭
和
29
年
 1
9
5
4
 

昭
和
30
年
 1
9
5
5
 

 昭
和
31
年
 1
9
5
6
 

 昭
和
47
年
 1
9
7
2
 

昭
和
49
年
 1
9
7
4
 

昭
和
53
年
 1
9
7
8

江
口
夜
詩
関
係
年
譜
 

そうへき 
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墨
俣
町
中
町
生
ま
れ
。
幼
少
の
頃
か
ら
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
や
独
唱
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
面
で
非
凡
な
芸
術
的

才
能
を
発
揮
し
、東
安
中
学
校
か
ら
国
立
音
楽
大
学
付
属
中
学
校
声
楽
科
へ
編
入
し
た
。の
ち
に
ピ
ア

ノ
科
へ
転
向
し
、同
大
学
へ
入
学
し
た
。
天
性
の
並
は
ず
れ
た
ピ
ア
ノ
テ
ク
ニ
ッ
ク
、深
い
叙
情
性
は
在
学

当
時
か
ら
学
内
の
教
授
間
で
も
話
題
と
な
り
、ク
ラ
シ
ッ
ク
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
の
将
来
を
期
待
さ
れ
た

が
、や
が
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
道
に
入
っ
た
。
卒
業
後
、原
孝
太
郎
の
東
京
六
重
奏
団
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と

し
て
活
動
し
、さ
ら
に
、
淡
谷
の
り
子
、ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
ら
実
力
派
シ
ン
ガ
ー
の
伴
奏
・
編
曲
も
つ
と

め
た
。
の
ち
、ソ
リ
ス
ト（
独
奏
者
）と
し
て
独
立
、国
内
で
は
数
少
な
い
存
在
と
し
て
活
躍
し
た
。
 

戸
田 

義
明

昭和14年～平成15年 
（1939～2003)

 

と
 

だ

 

よ

し

 

あ

き

 
墨
俣
町
が
生
ん
だ
眩
惑
の
ピ
ア
ニ
ス
ト 

■
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
五
月
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
郊
外
の
街
ヌ
ー
サ

で
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
大
反
響
を
呼

び
、
翌
年
に
は
同
国
の
ヌ
ー
サ
の
ほ
か
、三

都
市
か
ら
招
待
さ
れ
公
演
し
た
。
義
明
の

名
は
、
海
外
に
も
知
れ
渡
っ
た
。
 

■
平
成
八
年（
一
九
九
六
）十
二
月
二
十
五
日
に
は
、大
垣
市
の

フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
で
あ
る
鹿
児
島
市
に
お
い
て
大
垣
市
・
鹿

児
島
市
友
好
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
し
喝
采
を
浴
び
た
。
 

■
平
成
六
年（
一
九
九
四
）十
一
月
、墨
俣
町

町
制
施
行
百
周
年
を
記
念
し
て
建
設
さ
れ

た
「
さ
く
ら
会
館
」
の
竣
工
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
か
れ
、以
後
毎
年
一
回
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
恒
例
と
な
っ
た
。
 

オーストラリア講演時の 
トーク原稿［個人蔵］ 

リサイタルのポスター［個人蔵］ 

墨
俣
町
に
生
ま
れ
る
 

墨
俣
小
学
校
に
入
学
す
る
 

東
安
中
学
校
に
入
学
す
る
 

国
立
音
楽
大
学
付
属
中
学
校
声
楽
科
へ
編
入
す
る
 

国
立
音
楽
大
学
付
属
高
校
声
楽
科
に
入
学
す
る
 

国
立
音
楽
大
学
付
属
高
校
ピ
ア
ノ
科
に
編
入
す
る
 

国
立
音
楽
大
学
ピ
ア
ノ
科
に
入
学
す
る
 

歌
手
 
吉
村
昭
子
と
結
婚
す
る
 

ソ
リ
ス
ト
と
し
て
独
立
す
る
 

墨
俣
町
公
民
館
に
て「
里
帰
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
す
る
 

大
垣
市
文
化
会
館
に
て
「
ふ
る
さ
と
に
音
楽
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
贈
ろ
う
」
を
開
催
す
る
 

こ
の
頃
か
ら
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
に
専
念
す
る
 

ス
イ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
音
楽
堂
が
完
成
し
、市
教
育
委

員
会
に
よ
る
中
学
生
音
楽
鑑
賞
教
室
が
始
ま
る
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
公
演
を
成
功
さ
せ
る
 
 

墨
俣
町
町
制
施
行
1
0
0
周
年
・
さ
く
ら
会
館
竣

工
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
土
曜
サ
ロ
ン
」
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
紹
介

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
な
る
 
 

東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催
す
る
 

永
眠
 

さ
く
ら
会
館
で
「
ピ
ア
ニ
ス
ト
戸
田
義
明
を
偲
ぶ

集
い
」
が
開
催
さ
れ
る
 

昭
和
14
年
 1
9
3
9
 

昭
和
20
年
 1
9
4
5
 

昭
和
26
年
 1
9
5
1
 

昭
和
27
年
 1
9
5
2
 

昭
和
29
年
 1
9
5
4
 

昭
和
30
年
 1
9
5
5
 

昭
和
32
年
 1
9
5
7
 

昭
和
45
年
 1
9
7
0
 

昭
和
54
年
 1
9
7
9
 

昭
和
58
年
 1
9
8
3
 

昭
和
59
年
 1
9
8
4
 

 昭
和
60
年
 1
9
8
5
 

平
成
4
年
 1
9
9
2
 

 平
成
6
年
 1
9
9
4
 

  平
成
11
年
 1
9
9
9
 

  平
成
15
年
 2
0
0
3
 

平
成
19
年
 2
0
0
7
 

 戸
田
義
明
関
係
年
譜
 

最前列左から5人目が6年生の義明。 
墨俣小学校時代［大垣市墨俣さくら会館蔵］ 

■
小
学
校
四
年
に
進
級
し
た
時
、

母
親
か
ら
お
祝
い
に
ハ
ー
モ
ニ
カ

が
贈
ら
れ
た
。
そ
の
日
の
夕
方
に

は
「
靴
が
鳴
る
」
な
ど
簡
単
な
も

の
は
吹
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

母
を
驚
か
せ
た
。
五
年
の
時
に
は
、

名
古
屋
の
ラ
ジ
オ
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
演
。
そ
の
時
唄
っ
た
「
こ
い

の
ぼ
り
」
が
評
判
を
呼
ん
だ
。
中

学
校
に
進
学
す
る
と
、声
楽
と
ピ

ア
ノ
を
習
い
始
め
、
本
格
的
に
音

楽
の
勉
強
を
し
た
い
と
希
望
し
、

上
京
し
た
。
 

■
義
明
は
、音
大
時
代
に
鍛
え
ぬ
か
れ
た
基
本
的
演
奏
力

と
絶
妙
の
編
曲
手
法
で
歌
謡
曲
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
巧
み
に

操
り
、
親
し
み
や
す
さ
と
奥
深
さ
の
両
面
を
共
存
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
稀
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
義
明
に
は
、
地

元
だ
け
で
な
く
、
関
東
を
は
じ
め
全
国
各
地
に
後
援
組
織

が
あ
っ
た
。
 

直筆楽譜『ムーンリバー』［個人蔵］ 

年
齢
 

1
 

7
 

13
 

14
 

16
 

17
 

19
 

32
 

41 
 

45
 

46
  47 

 
54
  56

   61
   65

 

「さくら会館」竣工記念 
コンサートのパンフレット 
［大垣市墨俣さくら会館蔵］ 

ハリヨ博士のコラム 

平成4年（1992）、大垣市スイト

ピアセンターの音楽堂が完成し

た際に、購入されたピアノはス

タインウェイとベーゼンドルファー

であった。この時、ピアニストの

間では“弾き手を選ぶ気難しい

ピアノ”と言われていた名器ベー

ゼンドルファーを最初に弾きこ

なしたのは義明だった。このピ

アノを好んだ義明は、その後毎

年のように、大垣市の中学生を

対象とした音楽鑑賞教室に

招かれた。 

春
に
観
る『
花
と
音
楽
の
ま
ち
』大
垣
 

ま
れ
 

義明の作品［大垣市墨俣さくら会館蔵・個人蔵］ 
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松
本 

荘
一
郎

嘉永元年～明治36年 
（1848～1903）

 

ま

つ
 

も

と

 

そ

う

 

い

ち

 

ろ

う

 
わ
が
国
最
初
の
工
学
博
士
で
日
本
鉄
道
界
の
リ
ー
ダ
ー
　 

現
在
の
兵
庫
県
丹
波
市
で
生
ま
れ
る
。
洋
学
者
箕
作
麟
祥
に
学
び
、の
ち
に
大
垣
藩
士
上
田
肇（
聴
秋
）の

推
薦
に
よ
り
大
垣
藩
士
に
迎
え
ら
れ
、大
垣
藩
校
に
入
学
し
た
。
藩
校
か
ら
大
学
南
校（
現
・
東
京
大
学
）

に
進
み
、選
ば
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
留
学
。
帰
国
後
、東
京
府
御
用
掛
を
振
り
出
し
に
開
拓
使
御
用
掛
、工
部

権
大
技
長
、鉄
道
庁
長
官
な
ど
を
歴
任
し
た
。
そ
の
間
、東
京
大
学
で
教
鞭
を
と
る
と
と
も
に
、東
海
道
線

や
信
越
線
の
敷
設
を
は
じ
め
、各
地
に
お
け
る
鉄
道
工
事
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、わ
が
国
の
鉄
道

の
発
展
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
。
明
治
二
十
一
年（
一
八
八
八
）に
は
、日
本
初
の
工
学
博
士
と
な
っ
た
。

大
垣
出
身
の
野
村
龍
太
郎
や
那
波
光
雄
、立
川
勇
次
郎
ら
多
く
の
優
秀
な
鉄
道
人
を
育
て
た
。
 

み
つ
く
り
り
ん
し
ょ
う
 

は
じ
め
 ち
ょ
う
し
ゅ
う
 

■
箕
作
塾
で
は
頭
角
を
現
し
、高
並
大
助（
の
ち
の
大
井
憲

太
郎
）、山
田
久
蔵
と
と
も
に
「
箕
作
塾
の
三
傑
」
と
い
わ
れ

た
が
、間
も
な
く
、経
済
的
な
理
由
か
ら
、帰
郷
を
決
意
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
時
、荘
一
郎
の
最
大
の
理
解
者
で
親

友
で
あ
っ
た
同
塾
の
大
垣
藩
士
上
田
肇（
聴
秋
）は
、そ
の
才

能
を
惜
し
み
、荘
一
郎
を
大
垣
藩
士
に
推
薦
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、大
垣
藩
で
は
当
初
「
書
生
な
ど
召
し
抱
え
る
前
例

が
な
い
」
と
し
て
、
認
め
な
い
者
が
多
か
っ
た
が
、
上
田
の
不

屈
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、も
と
も
と
学
問
に
深
い
理
解
を

示
し
て
い
た
大
垣
藩
は
、荘
一
郎
を
藩
士
と
し
て
迎
え
る
こ

と
に
し
、明
治
二
年
三
月
二
十
一
日
、「
藩
士
の
列
に
差
加
候
、・・・

切
米
二
十
俵
下
置
準
士
族
申
付
候
」
と
い
う
辞
令
書
を
下

し
た
。
 

■
大
垣
藩
士
と
な
っ
た
春
、荘
一
郎
は
、大
垣
藩
校
か
ら
大
学

南
校（
現
・
東
京
大
学
）へ
入
学
し
た
。
し
か
し
、藩
が
学
校
を

興
す
こ
と
と
な
り
九
月
、大
垣
藩
立
学
校
洋
学
寮
の
社
長
心

得
を
命
じ
ら
れ
帰
藩
し
た
。
再
び
東
京
留
学
の
命
が
下
っ
た

の
は
、翌
年
三
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
大
学
南
校
に
お
け
る
生
活

に
つ
い
て
荘
一
郎
は
「
私
は
普
段
の
生
活
は
何
ら
人
と
異
な
る

こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
人
が
静
ま
っ
た
夜
更

け
に
は
、一
人
机
に
向
い
英
書
を
研
究
し
、殆
ど
一
睡
も
し
な

い
で
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
生
活
に
耐
え
抜
け
た
の

は
、ま
っ
た
く
健
康
こ
そ
が
人
よ
り
優
れ
て
い
た
の
だ
と
、い
つ

も
父
母
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
 

お
こ
 

ほ
と
ん
 

は
じ
め
 

み
つ
く
り
 

ち
ょ
う
し
ゅ
う
 

さ
し
く
わ
え
そ
う
ろ
う
 

き
り
ま
い
 

く
だ
し
お
き
 

も
う
し
つ
け
そ
う
ろ
う
 

■
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）八
月
四
日
、
荘
一
郎
は
、『
為
留

学
米
国
に
被
差
遣
の
事
、
明
治
三
年
八
月
二
日
』
と
い
う

辞
令
を
手
に
し
た
。
最
下
級
の
学
生
な
が
ら
大
学
南
校
の

米
国
派
遣
留
学
生
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
寄
宿
舎
に
帰
っ

た
荘
一
郎
は
、
両
手
を
挙
げ
て
室
内
を
踊
り
ま
わ
る
ほ
ど

の
喜
び
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。
選
ば
れ
た
同
行
の
留
学
生
は

目
賀
田
種
太
郎
（
静
岡
藩
）、香
月
経
五
郎
（
佐
賀
藩
）、長

谷
川
雉
郎
（
姫
路
藩
）
だ
っ
た
。
九
月
二
十
九
日
、
太
平
洋

飛
脚
船
五
艘
の
内
の
一
つ
で
あ
る
「
チ
ャ
イ
ナ
号
」
に
乗
り

込
み
、ア
メ
リ
カ
へ
と
旅
立
っ
た
。
十
月
二
十
四
日
、サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
、日
記
に
よ
る
と
「
今
朝
早
起
甲
板
上

に
登
る
に
大
霧
濛
々
、
暫
く
に
し
て
朝
日
三
竿
の
外
遥
か

『
カ
リ
ホ
ル
ニ
ヤ
』
地
方
の
連
山
。（
中
略
）す
な
わ
ち
『
ゴ
ー

ル
デ
ン
ゲ
ー
ト
』
に
し
て
『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
』
港
の
咽
頭

な
り
。（
中
略
）
十
一
字
船
港
の
波
戸
場
に
至
る
。
祝
砲
二

発
旅
愁
を
破
る
」
と
あ
る
。
 

め

が

た

 た
ね
た
ろ
う
 

か
つ
き
け
い
ご
ろ
う

 

き
じ
ろ
う
 そ

う
 

ア
メ
リ
カ
 

も
う
も
う
 
し
ば
ら
 

■
丹
波
国
で
生
ま
れ
育
っ
た
荘
一
郎
は
、
十
二
歳
の
時
、
松

本
家
本
宅
が
あ
る
播
磨
国
粟
賀
村
に
帰
っ
た
が
、
翌
年
に

は
、
大
阪
で
緒
方
洪
庵
と
と
も
に
種
痘
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
た
叔
父
で
医
師
の
松
本
俊
平
の
家
に
住
み
込
む
こ
と

と
な
っ
た
。
大
阪
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、晩
年
『
鉄
道
時
報
』

の
記
者
に
、『
私
は
お
じ
の
家
に
厄
介
に
な
っ
て
い
た
と
き

は
、か
い
が
い
し
く
よ
く
働
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
従
兄
弟

の
端
は
勉
強
の
み
に
専
念
で
き
る
の
に
、自
分
に
は
そ
れ
と

同
じ
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
少
し
の
暇
も
与
え
ら
れ
ず
に

働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・・・
そ
う
思
っ
た
と
き
は
ど
う
に

も
残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
も
し
自
分
の

今
日
の
地
位
で
も
成
功
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
な
ら
、こ
の

成
功
は
全
く
も
っ
て
、あ
の
残
念
の
思
い
の
お
陰
で
あ
る
と

い
え
る
。
あ
れ
ほ
ど
悔
し
く
思
っ
た
こ
と
は
今
日
い
ま
ま
で

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
』
と
語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
苦
労
を

し
な
が
ら
、荘
一
郎
は
、池
内
大
学
に
漢
学
を
習
い
、の
ち
に

箕
作
麟
祥
の
塾
で
英
仏
学
を
学
ん
だ
。
 

は

り

ま

 

あ

わ
が

 

お
が
た
こ
う
あ
ん
 

い

と

こ

 

た
だ
し
 

い
け
う
ち
だ
い
が
く
 

み
つ
く
り
り
ん
し
ょ
う
 

し
ゅ
と
う
 

箕作麟祥先生門下生会案内［個人蔵］ 
亜行日記［個人蔵］ 

荘一郎の履歴書［個人蔵］ 

明治34年（1901）に荘一郎に宛てられた門下生の会の案内。 
次年度は、荘一郎が幹事になることが決められたようである。 

留学先のアメリカ・ニューヨー
ク州トロイ市までの道中を記
録した日記 

■
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ル
ク（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）ま

で
は
、
鉄
道
の
旅
で
あ
っ
た
。
鉄
道
と
の
最
初
の
出
会
い
で

あ
る
。
荘
一
郎
は
ア
メ
リ
カ
建
国
の
原
動
力
と
な
っ
た
鉄
道

を
目
の
当
た
り
に
し
、汽
車
の
美
し
く
て
便
利
な
こ
と
、ト

イ
レ
や
、ス
ト
ー
ブ
も
備
わ
っ
て
お
り
、「
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
カ
ル

（
カ
ー
）
」
と
呼
ば
れ
る
食
堂
車
で
食
事
を
し
「
文
明
と
は

便
利
な
こ
と
だ
」
と
嘆
息
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
に
よ
り
、

後
に
荘
一
郎
は
、日
本
に
お
い
て
、
食
堂
車
や
寝
台
車
を
導

入
す
る
こ
と
と
な
る
。
明
治
三
年（
一
八
七
〇
）十
一
月
四
日
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
た
荘
一
郎
と
長
谷
川
、目
賀
田
の
三

人
は
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
よ
り
も
物
価
が
安
く
人
々
も
純
朴
と

い
わ
れ
る
ツ
ロ
イ
府
（
ト
ロ
イ
市
）へ
の
留
学
を
希
望
し
た
。

は
じ
め
は
、
中
学
校
で
語
学
と
数
学
な
ど
を
勉
強
し
、
荘
一

郎
は
、レ
ン
セ
ラ
ー
工
科
大
学
に
入
学
、土
木
工
学
を
専
攻

し
た
。「
先
日
来
、英
国
の
方
へ
も
余
程
留
学
生
罷
り
越
し

候
由
、追
々
当
国
に
て
も
本
邦
人
相
増
す
べ
く
申
し
、し
か

し
人
民
租
税
中
よ
り
不
容
易
に
学
資
を
頂
戴
致
し
候
事

は
、実
に
恐
れ
入
り
候
事
に
て
、他
日
何
事
に
て
も
国
家
の

お
役
に
た
っ
て
、そ
の
お
返
し
を
し
た
い
と
痛
心
致
し
な
が

ら
、勉
学
に
奮
発
い
た
し
て
お
り
ま
す
」
と
家
族
に
書
き
送
っ

て
い
る
。
目
賀
田
種
太
郎
は
、
荘
一
郎
と
ト
ロ
イ
市
の
中
学

校
で
勉
強
し
た
の
ち
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
法
科
に
進
学
し
た
。

荘
一
郎
は
、帰
国
後
、彼
の
妹
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

ま
か
 

そ
う
ろ
う
よ
し
 

あ
い
 

留学先で仲間らと［個人蔵］ 
明治4年（1871）2月、ニューヨーク州トロイ市にて撮影。右から

荘一郎、目賀田種太郎、ジョージ・ヘンリー・リトルフィールド、長

谷川雉郎、山本重輔（のちの毛利重輔） 

めがたたねたろう 

きじろう じゅうすけ 

夏
に
想
う「
鉄
道
と
交
通
の
ま
ち
」
大
垣 
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ハリヨ博士のコラム 

荘一郎が学んだレンセラー工科大学には、後に開拓使としてともに活躍し

帝国鉄道庁総裁となった平井晴二郎も学んだ。昭和7年（1932）、同大学

に、各国の鉄道界の頂点に立った卒業生の名を冠した10の学生寮が建

設され、Matsmoto dormitory（松本寮）およびHirai dormitory（平

井寮）が現在に伝わっている。 

参考：レンセラー工科大学のホームページ 

 

■
ア
メ
リ
カ
最
古
の
工
科
大
学
で
あ
る
レ
ン

セ
ラ
ー
工
科
大
学
は
、邦
人
留
学
生
の
お
よ

そ
半
数
が
卒
業
で
き
な
い
ほ
ど
の
教
育
レ
ベ

ル
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、荘
一
郎
は
、山

本
重
輔
、目
賀
田
種
太
郎
、戸
田
氏
共（
最

後
の
大
垣
藩
主
）、大
鳥
圭
介
、伊
澤
修
二
、

濱
尾
新
ら
と
「
人
力
社
」
と
い
う
会
を
組

織
し
、日
曜
日
毎
に
集
ま
り
、互
い
に
切
磋

琢
磨
し
た
。
時
に
は
、郊
外
に
出
か
け
、バ
ス
・

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
楽
し
み
、刺
身
に
し
て
食
べ

る
な
ど
遊
ん
だ
り
も
し
た
。
 

う
じ
た
か
 

あ
ら
た
 

■
ア
メ
リ
カ
で
苦
学
す
る
こ
と
六
年
、
明

治
九
年
（
一
八
七
六
）八
月
、
荘
一
郎
は
帰

国
し
、大
鳥
圭
介
の
斡
旋
で
、東
京
府（
現
・

東
京
都
庁
）へ
入
り
、土
木
の
専
門
家
と

し
て
水
道
改
正
掛
長
、
道
路
改
正
委
員

な
ど
を
つ
と
め
、そ
の
一
方
で
、東
京
大
学

教
授
と
し
て
講
義
し
、
第
一
回
内
国
勧

業
博
覧
会
の
審
査
官
も
兼
ね
る
忙
し
さ

だ
っ
た
。
十
一
年
に
完
成
し
た
弾
正
橋
は
、

東
京
府
に
勤
務
し
た
荘
一
郎
が
設
計
し

た
国
産
第
一
号
の
鉄
橋
で
あ
る
。
京
橋

区（
現
・
中
央
区
）の
楓
川
に
か
け
ら
れ
た

が
、
関
東
大
震
災
後
の
帝
都
復
興
計
画

に
よ
り
廃
橋
と
な
り
、
昭
和
四
年（
一
九

二
九
）、江
東
区
富
岡
八
幡
宮
東
隣
り
に

移
設
さ
れ
、
名
称
も
「
八
幡
橋
」
と
改
め

ら
れ
た
。
菊
の
紋
章
の
あ
る
橋
と
し
て
も

有
名
な
同
橋
は
、鋳
鉄
か
ら
錬
鉄
に
い
た

る
過
渡
期
の
鉄
橋
と
し
て
近
代
橋
梁
技

術
史
上
に
お
い
て
も
価
値
が
高
く
、昭
和

五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
、
国
指
定
重
要

文
化
財
（
建
造
物
）
と
な
り
、
平
成
元
年

（
一
九
八
九
）に
は
、日
本
初
の
米
国
土
木

学
会
栄
誉
賞
が
贈
ら
れ
た
。
 

か
え
で
 

と
み
お
か
は
ち
ま
ん
ぐ
う
 

は
ち
ま
ん
ば
し
 

ち
ゅ
う
て
つ
 

れ
ん
て
つ
 

■
荘
一
郎
が
勉
学
に
励
ん
で
い
る
時
、

文
部
省
は
海
外
留
学
生
一
般
に
対

す
る
学
資
の
支
給
を
打
ち
切
る
こ

と
と
な
り
、
親
友
の
目
賀
田
種
太
郎

を
は
じ
め
多
く
の
者
が
帰
国
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
時
、荘
一
郎
は
、

「
・
・
・
元
よ
り
小
生
の
金
な
き
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
す
で
に
日
本
で
は

こ
の
件
を
聞
き
お
よ
び
大
垣
藩
の
藩

主
戸
田
従
五
位
（
氏
共
）の
留
守
邸

か
ら
、
小
生
を
自
費
生
と
し
て
差
し

止
め
て
お
く
よ
う
に
と
申
し
来
、
従

五
位
（
氏
共
）
よ
り
も
卒
業
ま
で
是

非
世
話
を
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
と

い
っ
て
く
れ
て
い
る
・
・
・
」
と
叔
父
に

送
っ
た
と
お
り
、ア
メ
リ
カ
遊
学
中
で
、

の
ち
に
同
大
学
に
留
学
し
た
戸
田

氏
共
（
明
治
八
年
入
学
、
同
期
に
は

平
井
晴
二
郎
、
原
口
要
ら
が
い
た
）の

援
助
も
あ
っ
て
、
同
大
学
に
留
学
し

た
邦
人
と
し
て
は
最
初
の
卒
業
生

と
し
て
優
秀
な
成
績
で
学
業
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、こ
の
時
、

ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
友
人
ら
に
も
助

け
ら
れ
て
お
り
、
大
学
の
先
生
の
斡

旋
で
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
運
河
の
役

人
と
な
り
一
日
に
四
ド
ル
の
日
給
を

得
た
り
も
し
た
。
当
時
、
年
間
の
授

業
料
は
二
百
ド
ル
だ
っ
た
と
い
う
。
 

か
な
め
 

留学時代の英語練習帳［個人蔵］ 
明治4年（1871）2月頃～6月頃 

留学時代の設計図面［個人蔵］ 

留学時代の製図ノート［個人蔵］ 

弾正橋［個人蔵］ 

荘一郎が設計したニューヨーク市
エリー運河に架かる橋の図面 

八幡橋（旧弾正橋）［東京都江東区］ 

八幡橋の菊の紋章 

レンセラー工科大学［個人蔵］ 

せいじろう 

マ ツ モト  ド ミト リ ー  ド ミト リ ー  ヒ ラ イ  

（http://www.lib.rpi.edu/dept/library/html/archives/buildings/north_e.html） 
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■
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）五
月
、
政

府
は
千
二
百
五
十
万
円
の
起
業
公
債
を

発
行
。
そ
の
中
か
ら
百
五
十
万
円
を
「
北

海
道
岩
内
幌
内
を
炭
鉱
を
開
鑿
す
る
事
」

と
い
う
条
件
で
開
拓
使
に
ま
わ
し
て
き
た
。

西
南
戦
争
後
、九
州
の
炭
鉱
の
出
炭
量
が

減
少
し
、北
海
道
の
炭
鉱
の
開
発
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
た
頃
で
あ
る
。
開
拓
使

長
官
黒
田
清
隆
は
、煤
田
開
採
事
務
掛（
炭

鉱
開
発
掛
）を
新
設
す
る
と
、鉄
道
建
設

を
計
画
し
、ア
メ
リ
カ
帰
り
の
荘
一
郎
を
登

用
し
た
。
荘
一
郎
は
、東
京
府
お
よ
び
東
京

大
学
を
辞
し
、開
拓
使
御
用
掛
に
転
じ
る

と
、直
ち
に
開
拓
使
の
邦
人
技
術
者
の
中

で
最
高
の
官
位
で
あ
る
副
長
に
就
任
し
た
。

十
二
月
に
は
、ア
メ
リ
カ
か
ら
招
い
た
Ｊ
・

Ｕ
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
が
到
着
す
る
と
、
鉄
道

敷
設
は
も
ち
ろ
ん
、
炭
鉱
開
発
・
市
街
整

備
・
石
狩
川
河
口
改
築
な
ど
の
事
業
を
手

掛
け
、明
治
十
五
年
十
一
月
に
は
幌
内
・

手
宮（
小
樽
）間
九
一．
三
キ
ロ
に
日
本
三
番

目（
北
海
道
初
）で
ア
メ
リ
カ
の
技
術
の
導

入
と
し
て
は
日
本
初
の
幌
内
鉄
道
を
完

成
さ
せ
た
。
荘
一
郎
は
、原
始
林
と
湿
地
の

原
野
を
蚊
の
攻
撃
や
森
林
で
の
遭
難
な

ど
の
苦
労
を
重
ね
測
量
し
、工
事
を
指
揮

し
て
、ア
メ
リ
カ
式
Ｓ
Ｌ
弁
慶
号
や
義
経

号
を
走
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
同
年
、
開
拓

使
は
廃
止
さ
れ
る
が
、明
治
十
七
年
ま
で
、

工
部
権
大
技
長
な
ど
に
任
じ
ら
れ
、多
く

の
官
営
事
業
に
力
を
注
い
だ
。
 

か
い
さ
く
 

す
す
た
か
い
さ
い
 

て
み
や
 

ほ
ろ
な
い
 

弁慶号［北海道大学附属図書館蔵］ 
明治13年（1880）10月撮影。 
「弁慶号」と命名された機関車は、現在、鉄道博物館（埼玉県大宮市）に保存展示されている。
運転室の横にローマ字、炭水車の横に漢字で「弁慶」と記されている。 

辞令［個人蔵］ 

弁慶号（第二番機関車停車場前にて） 
［北海道大学附属図書館蔵］ 

明治13年（1880）10月撮影。 
クロフォード他のアメリカ人技師たちと日本人関係者たち。
運転席にのぼるステップに立っているのが荘一郎か。 

鉄道全国普及のための建言書（草案） 
［個人蔵］ 

開拓使時代の荘一郎 
［北海道大学附属図書館蔵］ 

明治13年（1880）頃撮影。 

■
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
頃
か
ら
、
政
府
は
全
国
に
鉄

道
敷
設
計
画
を
立
て
て
い
た
。
明
治
十
三
年
、日
本
鉄
道

会
社
（
民
営
鉄
道
）の
創
立
に
先
立
っ
て
、
岩
倉
具
視
の
内

命
を
受
け
た
荘
一
郎
は
、ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
と
と
も
に
、青
森
・

東
京
間
の
実
地
調
査
に
あ
た
り
、
計
画
の
大
綱
決
定
に

尽
く
し
た
。
同
十
七
年
に
は
、
東
京
に
帰
り
、「
我
国
の
地

理
上
及
び
経
済
上
よ
り
す
る
も
ま
ず
東
海
道
を
完
成
し

以
て
東
京
・
大
阪
間
の
連
絡
を
図
り
、
し
か
る
後
中
仙
道

に
及
ぼ
す
べ
し
…
」
と
主
張
し
、
閣
議
決
定
を
促
す
。
 

明
治
十
九
年
か
ら
は
、
東
海
道
線
の
天
竜
川
以
東
横
浜

ま
で
の
鉄
道
建
設
を
総
指
揮
し
た
。
明
治
二
十
一
年
、わ

が
国
初
の
工
学
博
士
と
な
り
、そ
の
後
、
鉄
道
庁
部
長
を

経
て
、
同
二
十
六
年
、
鉄
道
創
業
時
代
の
長
官
井
上
勝
の

後
を
受
け
て
、
第
二
代
の
鉄
道
庁
長
官
と
な
っ
た
。
そ
の

後
は
、
わ
が
国
の
鉄
道
事
業
発
展
の
た
め
、
日
本
中
を
か

け
回
っ
て
部
下
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
 

 

た
い
こ
う
 

■
荘
一
郎
は
、
国
家
発
展
の
た
め
、
鉄
道
を
全
国
に
普
及
さ

せ
る
こ
と
を
訴
え
、そ
の
た
め
に
は
、私
設
鉄
道
を
国
有
化

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
た
。
鉄
道
国
有
法
は
、荘
一

郎
の
没
後
三
年
経
っ
た
、明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）に
公

布
さ
れ
た
。
 

鉄
道
ヲ
全
国
枢
要
ノ
地
ニ
普
及
セ
シ
メ
テ
、
大
ニ
運
輸
交

通
ノ
利
便
ヲ
発
達
シ
、
軍
事
国
防
上
、
経
済
殖
産
上
ノ

必
要
に
応
ス
ル
ノ
緊
急
国
務
ナ
ル
ハ
、
輿
論
ノ
是
認
ス
ル

所
ナ
リ
、而
シ
テ
鉄
道
の
拡
張
ハ
之
ヲ
国
家
の
事
業
ト
シ
、

其
延
長
布
設
ヲ
謀
ル
ト
同
時
ニ
既
成
ノ
私
設
鉄
道
ハ
之

ヲ
国
有
ニ
移
シ
テ
、
其
利
用
ヲ
完
全
ナ
ラ
シ
メ
サ
ル
可
ラ

サ
ル
カ
故
ニ
、
政
府
ハ
大
体
ノ
見
込
ヲ
確
定
シ
、
鉄
道
公

債
法
、
私
設
鉄
道
買
収
法
ノ
二
議
案
ヲ
衆
議
院
ニ
提
出

セ
リ
、
此
二
法
案
の
要
領
ハ
、
其
理
由
書
ニ
記
載
ス
ル
ガ

如
ク
ニ
シ
テ
、
衆
議
院
に
於
テ
モ
鉄
道
拡
張
ハ
固
ヨ
リ
正

面
ヨ
リ
之
ニ
反
対
セ
ス
、
私
設
鉄
道
買
収
ノ
如
キ
モ
、
其

必
要
ア
ル
ニ
当
リ
協
賛
ヲ
求
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ト
云
イ
、
絶
対

的
に
反
対
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ル
カ
如
シ
ト
雖
モ
、
私
設
鉄
道

買
収
法
案
ハ
、
第
一
読
会
ニ
於
テ
之
ヲ
否
決
シ
、
鉄
道
公

債
法
ハ
解
散
前
、
之
ヲ
議
ス
ル
ニ
及
バ
ザ
リ
シ
モ
特
別
審

査
委
員
会
ニ
於
テ
ハ
、
已
ニ
之
ヲ
否
決
セ
リ
、
而
シ
テ
、
此

二
法
案
ヲ
否
決
セ
ル
議
論
ノ
根
抵
ハ
、
政
府
ニ
信
用
ヲ
置

ク
コ
ト
能
ハ
ス
、
故
ニ
如
此
重
大
ニ
シ
テ
巨
額
ノ
資
本
ヲ

要
ス
ル
事
業
ハ
、
之
ヲ
協
賛
ス
可
ラ
ズ
ト
云
ニ
ア
ル
カ
如

シ
、
是
レ
所
謂
国
家
ノ
大
計
ヲ
感
情
ノ
犠
牲
ニ
供
ス
ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
、
殆
ト
反
駁
論
弁
ノ
価
値
ナ
シ
ト
謂
モ
不
可
ナ

シ
ト
雖
モ
、
表
面
上
反
対
・
・
・
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ハリヨ博士のコラム 

札幌駅前の胸像落成記念式典［個人蔵］ 

荘一郎のレリーフ［小樽市総合博物館蔵］ 札幌駅前の胸像建設落成記念絵ハガキ［個人蔵］ 

明治・大正期に活躍した大垣出身の主な鉄道関係者 

氏名 

河瀬　清蔵 

松本　荘一郎 

明石　兵之丞 

野村　龍太郎 

吉川　三次郎 

佐藤　古三郎 

加納　万次郎 

青木　鎌太郎 

立川　勇次郎 

西松　亥吉 

小川　末太郎 

古沢　謙吉 

塩川　敬吉 

中西　錬次郎 

山田　兵司 

那波　光雄 

戸田　進吉 

大塚　踐吉 

稲井　初司 

箕浦　戒二 

渡辺　良夫 

渡部　勉吾 

谷　直諒 

田中　耕三 

安藤　又三郎 

高木　清吉 

吉田　耕一 

佐竹　三吾 

後藤　悌次 

松川　義造 

長屋　脩 

種田　虎雄 

戸田　直温 

黒柳　謙吉 

三輪　真吉 

三原　種雄 

 

生年 

文政5年（1822） 

嘉永元年（1848） 

安政元年（1854） 

安政6年（1859） 

万延元年（1860） 

文久元年（1861） 

文久元年（1861） 

文久元年（1861） 

文久2年（1862） 

文久3年（1863） 

元治元年（1864） 

慶応3年（1867） 

慶応3年（1867） 

明治元年（1868） 

明治元年（1868） 

明治2年（1869） 

明治3年（1870） 

明治4年（1871） 

明治6年（1873） 

明治6年（1873） 

明治6年（1873） 

明治7年（1874） 

明治8年（1875） 

明治10年（1877） 

明治10年（1877） 

明治11年（1878） 

明治11年（1878） 

明治13年（1880） 

明治15年（1882） 

明治15年（1882） 

明治17年（1884） 

明治17年（1884） 

明治18年（1885） 

明治22年（1889） 

明治32年（1899） 

明治37年（1904） 

 

備考 

鉄道中属 

鉄道庁長官　工学博士　P.18 

鹿児島鉄道作業局出張所 

南満州鉄道社長　工学博士　P.26 

鉄道技師　アプト式を導入 

鉄道技師 

鉄道庁技師 

九州鉄道株式会社技師 

養老鉄道社長、京浜急行社長　P.28 

京都駅長（日本の三名駅長） 

鉄道院書記 

帝国鉄道庁参事 

鉄道庁建設局課長 

鉄道庁技師 

鉄道院書記 

鉄道庁技師　工学博士　P.32 

鉄道作業局書記 

工学士　鉄道局設計課 

京浜電気鉄道会社事務長 

鉄道庁技師 

名古屋駅首席助役 

鉄道院書記 

南満州鉄道技師 

鉄道院札幌鉄道局長 

南満州鉄道理事、大垣市長 

京浜電気鉄道会社技師 

工学士　北海道鉄道作業局 

鉄道政務次官、貴族院議員 

華北交通副総裁 

鉄道院技手 

鉄道局技師 

鉄道局運輸局長、（初代）近鉄社長 

華北運輸公司社長 

鉄道局技師 

広島鉄道管理局長 

鉄道総局長官官房 

 

年
齢
 

1
 

20 
  21

 
22
    23

   29
 

30
  31

   33
   35 

    37 
  

現
在
の
兵
庫
県
丹
波
市
に
生
ま
れ
る
 

大
阪
城
内
の
陸
軍
所
に
15
人
扶
持
で
出
仕
、負
傷
者
の

治
療
に
あ
た
る
 

神
戸
の
箕
作
麒
祥
の
塾
で
学
ぶ
 

大
垣
藩
士
族
と
な
る
 

東
京
留
学
を
命
じ
ら
れ
大
学
南
校
に
入
学
す
る
 

大
垣
藩
立
学
校
洋
学
寮
の
社
長
心
得
を
命
じ
ら
れ
帰

藩
す
る
 

再
び
東
京
留
学
の
命
に
よ
り
大
学
南
校
で
学
ぶ
 

レ
ン
セ
ラ
ー
工
科
大
学（
ア
メ
リ
カ
・ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ト
ロ

イ
市
）に
入
学
す
る
 

帰
国
。東
京
府
御
用
掛
と
な
る
 

東
京
大
学
三
学
部（
法
理
文
）の
学
科
教
導
担
当
を
嘱

託
さ
れ
る
 

開
拓
使
御
用
掛
と
な
る
 

開
拓
使
本
庁
物
産
局
煤
田
開
採
事
務
掛（
炭
鉱
開
発

掛
）副
長
と
な
る
 

開
拓
使
傭
米
国
人
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
と
と
も
に
青
森
・
東
京

間
、東
京
・
高
崎
間
の
調
査
を
行
う
 

小
樽
・
札
幌
間
の
鉄
道
敷
設
工
事
に
着
手
す
る
 

開
拓
使
廃
止
に
伴
い
、工
部
省
御
用
掛
と
な
り
、工
部

権
大
技
長
と
し
て
北
海
道
に
残
る
 

北
海
道
初
の
鉄
道
「
幌
内
鉄
道（
小
樽
・
札
幌
間
）」
を

開
通
さ
せ
る
 

東
京
に
転
任
し
、鉄
道
局
に
勤
務
す
る
 

中
山
道
よ
り
東
海
道
を
優
先
し
て
敷
設
す
る
方
が
有

利
と
の
調
査
報
告
を
行
い
、閣
議
決
定
を
促
す
 

 

嘉
永
元
年
 1
8
4
8
 

慶
応
3
年
 1
8
6
7
 

 明
治
元
年
 1
8
6
8
 

明
治
2
年
 1
8
6
9
 

   明
治
3
年
 1
8
7
0
 

  明
治
9
年
 1
8
7
6
 

明
治
10
年
 1
8
7
7
 

 明
治
11
年
 1
8
7
8
 

  明
治
13
年
 1
8
8
0
 

  明
治
15
年
 1
8
8
2
 

   明
治
17
年
 1
8
8
4
 

 松
本
荘
一
郎
関
係
年
譜
 

39
  41

 
42
  46 

 
48
 

50  
 

53
   56

 

閣
議
に
よ
り
、東
海
道
線
の
優
先
が
決
定
さ
れ
、東
海

道
線
の
天
竜
川
よ
り
東
の
鉄
道
敷
設
を
総
指
揮
す
る
 

わ
が
国
第
1
号
の
工
学
博
士
と
な
る
 

京
仁
鉄
道
商
議
員
と
な
る
 

台
湾
総
督
府
鉄
道
事
務
顧
問
と
な
る
 

鉄
道
庁
長
官（
第
2
代
）と
な
る
 

製
鉄
事
業
調
査
会
委
員
と
な
る
 

官
制
改
正
に
よ
り
鉄
道
作
業
局
長
官
と
な
る
 

旧
大
垣
藩
戸
田
家
家
政
議
員
と
な
る
 

第
6
回
万
国
鉄
道
会
議（
パ
リ
）出
席
の
た
め
米
英
仏
へ

出
張
す
る
 

永
眠
 

正
三
位
勲
一
等
瑞
宝
章
を
受
け
る
 

明
治
19
年
 1
8
8
6
 

 明
治
21
年
 1
8
8
8
 

明
治
22
年
 1
8
8
9
 

 明
治
26
年
 1
8
9
3
 

明
治
28
年
 1
8
9
5
 

明
治
30
年
 1
8
9
7
 

明
治
33
年
 1
9
0
0
 

  明
治
36
年
 1
9
0
3
 

    

■
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
、
荘
一
郎
は
、パ
リ
で
開
催

さ
れ
た
第
六
回
万
国
鉄
道
会
議
に
出
席
す
る
た
め
、
世

界
一
周
の
旅
に
出
た
。
そ
の
際
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
急
勾
配

を
登
る
ア
プ
ト
式
機
関
車
を
視
察
し
、ア
メ
リ
カ
で
は
、
留

学
時
代
に
世
話
に
な
っ
た
先
生
な
ど
と
再
会
し
て
い
る
。
 

荘一郎の葬儀記録［個人蔵］ 

荘一郎の長男で法学者の烝治による荘一郎の病態と葬儀までの記録。葬

儀では、野村龍太郎（P.26）や平井晴二郎らが葬儀本部をつとめ、留学時

代からの親友で義兄の目賀田種太郎も親族として参列している。 

弔辞［個人蔵］ 
荘一郎の後に鉄道作業局長官となった古市公威
による弔辞 

■
荘
一
郎
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
三
月
十
七

日
、
腎
臓
病
か
ら
肺
炎
を
併
発
し
亡
く
な
っ
た
。
翌
月
二

十
七
日
、荘
一
郎
の
功
績
を
称
え
、野
村
龍
太
郎
（
P. 
26
）、

古
市
公
威
、
渋
沢
栄
一
ら
が
発
起
人
と
な
り
、
帝
国
鉄
道

協
会
（
現
・
日
本
交
通
協
会
）に
、
鉄
道
に
関
す
る
内
外
の

図
書
等
を
収
集
し
た
「
松
本
文
庫
」
が
設
立
さ
れ
た
。
昭

和
四
年
（
一
九
二
九
）に
は
、平
井
晴
二
郎
、ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
と

と
も
に
、
北
海
道
鉄
道
生
み
の
親
と
し
て
、
札
幌
駅
前
に

胸
像
が
建
立
さ
れ
た（
現
在
は
鉄
道
博
物
館
蔵
）
。
ま
た
、

小
樽
市
総
合
博
物
館
に
は
、荘
一
郎
を
称
え
る
レ
リ
ー
フ
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。
技
術
家
と
し
て
全
精
力
を
鉄
道
事
業

に
注
ぎ
、日
本
の
鉄
道
の
創
業
期
お
よ
び
伸
長
期
の
礎
と

な
っ
た
荘
一
郎
は
、ま
た
、数
多
く
の
大
垣
人
や
西
濃
人
を

鉄
道
界
の
有
能
な
人
材
に
育
て
「
鉄
道
は
大
垣
人
」
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
 

欧米行日記 
［個人蔵］ 

明治33年（1900）年の日記。 

じょうじ 
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野
村 

龍
太
郎

安政6年～昭和18年 
（1859～1943）

 

の
 

む

ら

 

大
垣
藩
校
の
督
学
 
野
村
藤
陰
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
 

慶
応
義
塾
童
子
寮
に
入
学
す
る
 

東
京
英
語
学
校
に
入
学
す
る
 

東
京
開
成
学
校
に
入
学
す
る
 

東
京
大
学
理
学
部
土
木
工
学
科
を
卒
業
す
る
 
 

東
京
府
土
木
科
御
用
掛
と
な
る
 

一
等
技
手
と
し
て
鉄
道
局
に
入
る
 
 

東
海
道
線
横
浜
・
沼
津
間
工
事
を
担
当
す
る
 

箱
根
ト
ン
ネ
ル
工
事
を
担
当
す
る
 

甲
府
鉄
道
新
宿
・
八
王
子
間
工
事
を
担
当
す
る
 

鉄
道
局
建
築
課
勤
務
を
命
じ
ら
れ
、神
戸
へ
赴
任
す
る
 

濃
尾
震
災
の
被
害
状
況
調
査
、復
旧
工
事
を
指
揮
す
る
 

鉄
道
局
奥
羽
福
島
出
張
所
の
初
代
所
長
と
な
る
 

欧
米
各
国
の
鉄
道
事
情
を
視
察
す
る
 

工
学
博
士
と
な
る
 

養
成
社
の
理
事
と
な
る
 

満
州
・
韓
国
を
視
察
す
る
 

鉄
道
国
有
化
に
貢
献
す
る
 
 

満
州
・
韓
国
を
視
察
す
る
 

欧
米
各
国
の
鉄
道
事
情
を
視
察
す
る
 

南
満
州
鉄
道
総
裁
と
な
る
 

第
3
代
土
木
学
会
会
長
と
な
る
 

大
湊
興
業
株
式
会
社
初
代
社
長
と
な
る
 

南
満
州
鉄
道
社
長
と
な
る
 

養
成
社
社
長
と
な
る
 

帝
国
鉄
道
協
会
会
長
と
な
る
 

東
京
地
下
鉄
道
株
式
会
社
社
長
と
な
る
 

南
武
鉄
道
株
式
会
社
社
長
と
な
る
 

濃
飛
学
寮
の
理
事
長
を
辞
任
す
る
 

永
眠
 

安
政
6
年
 1
8
5
9
 

明
治
5
年
 1
8
7
2
 

明
治
7
年
 1
8
7
4
 

明
治
8
年
 1
8
7
5
 

明
治
14
年
 1
8
8
1
 

 明
治
19
年
 1
8
8
6
 

 明
治
20
年
 1
8
8
7
 

明
治
21
年
 1
8
8
8
 

明
治
23
年
 1
8
9
0
 

明
治
24
年
 1
8
9
1
 

明
治
27
年
 1
8
9
4
 

明
治
29
年
 1
8
9
6
 

明
治
32
年
 1
8
9
9
 

明
治
33
年
 1
9
0
0
 

明
治
37
年
 1
9
0
4
 

明
治
39
年
 1
9
0
6
 

 明
治
44
年
 1
9
1
1
 

大
正
2
年
 1
9
1
3
 

大
正
6
年
 1
9
1
7
 

大
正
7
年
 1
9
1
8
 

大
正
8
年
 1
9
1
9
 

大
正
9
年
 1
9
2
0
 

大
正
11
年
 1
9
2
2
 

大
正
13
年
 1
9
2
4
 

大
正
14
年
 1
9
2
5
 

昭
和
12
年
 1
9
3
7
 

昭
和
18
年
 1
9
4
3

野
村
龍
太
郎
関
係
年
譜
 

年
齢
 

1 
 

14
 

16
 

17
 

23
  28 

  29
 

30 
 

32
 

33
 

36
 

38
 

41
 

42 
 

46
 

48
  53

 
48
 

59
 

60
 

61
 

62
 

64
 

66
 

67
 

79
 

85
 

り

ゅ

う

 

た

 

ろ

う

 
鉄
道
界
の
元
老
で
南
満
州
鉄
道
社
長
の
工
学
博
士 

大
垣
藩
校
の
督
学
野
村
藤
陰
の
長
男
と
し
て
藤
江
村（
現
・
藤
江
町
）に
生
ま
れ
る
。
幼
い
頃
か
ら
学
問

を
好
み
、藩
校
で
は
優
秀
な
成
績
を
修
め
た
。
東
京
帝
国
大
学
で
土
木
工
学
を
専
攻
し
た
後
、鉄
道
局
の

技
師
と
な
り
、東
海
道
線
を
は
じ
め
各
地
の
鉄
道
敷
設
工
事
を
担
当
し
た
ほ
か
、濃
尾
大
震
災
で
被
災

し
た
橋
梁
や
線
路
の
修
復
も
手
が
け
た
。の
ち
に
工
学
博
士
と
な
り
、土
木
学
会
会
長
や
南
満
州
鉄
道

社
長
、東
京
地
下
鉄
道
社
長
等
を
歴
任
す
る
と
と
も
に
、岩
倉
鉄
道
学
校
の
校
長
を
つ
と
め
何
千
人
も

の
卒
業
生
を
世
に
送
り
、わ
が
国
の
鉄
道
交
通
の
発
展
に
尽
く
し
た
。
ま
た
、旧
大
垣
藩
士
の
子
弟
ら
を

養
成
す
る
養
成
社
の
社
長
を
つ
と
め
る
な
ど
、郷
土
の
後
進
の
指
導
に
心
を
配
っ
た
。
 

と
く
が
く
 

と
う
い
ん
 

龍太郎瞑想の木［大垣市保健センター］ 

濃飛学寮創立10周年記念［蓑洲会「野村龍太郎傳」（日本交通学会）から転載］ 

満州・韓国視察［蓑洲会「野村龍太郎傳」（日本交通学会）から転載］ 

ベルリンにて 
［蓑洲会「野村龍太郎傳」（日本交通学会）から転載］ 

■
龍
太
郎
は
、
藩

校
の
庭
に
あ
る
ト

ネ
リ
コ
の
木
の
下

で
瞑
想
し
て
い
る

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、

こ
の
ト
ネ
リ
コ
は「
龍

太
郎
瞑
想
の
木
」

と
称
さ
れ
た
。
現

在
は
、
大
垣
市
保

健
セ
ン
タ
ー
に
移

植
さ
れ
て
い
る
。
 

■
明
治
三
十
年（
一
八
九
七
）撮
影
。
前
年
か
ら
欧
米
各
国

の
鉄
道
事
情
を
視
察
し
て
い
た
龍
太
郎
は
ベ
ル
リ
ン（
ド
イ
ツ
）

で
、留
学
中
の
大
垣
出
身
者
と
出
会
っ
た
。
右
か
ら
渡
辺
謙

吉
、岡
田
朝
太
郎
、龍
太
郎
。
 

■
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
九
月
撮
影
。
龍
太
郎
は

逓
信
技
師
と
し
て
、
逓
信
大
臣
の
出
張
に
随
行
し
た
。
前

列
椅
子
席
右
か
ら
龍
太
郎
、
古
市
公
威
（
京
釜
鉄
道
会

社
総
裁
）、大
浦
兼
武
（
逓
信
大
臣
）、目
賀
田
種
太
郎
（
朝

鮮
政
府
財
政
顧
問
）、山
之
内
一
次
（
逓
信
省
鉄
道
局
長
）、

池
田
十
三
郎
（
逓
信
書
記
官
）
。
 

■
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）十
月
撮
影
。

前
列
中
央
が
龍
太
郎
、そ
の
左
は
関
屋

龍
吉
（
P. 
76
）
。
右
は
、
安
藤
又
三
郎
。

龍
太
郎
は
、
岐
阜
県
出
身
者
の
学
生
寮

「
濃
飛
学
寮
」
の
理
事
長
を
つ
と
め
た
。

関
屋
龍
吉
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

か
ら
理
事
と
な
り
終
戦
ま
で
つ
と
め
て

い
る
。
安
藤
又
三
郎
は
、
昭
和
十
二
年

か
ら
龍
太
郎
の
後
任
と
し
て
理
事
長

と
な
り
、の
ち
に
第
四
代
大
垣
市
長
と

な
っ
た
。
 

の
う
ひ
 

龍太郎の書 
［大垣市郷土館蔵］ 

傲
不
可
長
　
欲
不
可
縦
　
志
不
可
滿
　
楽
不
 

可
極
　
　
 

大
正
丙
辰
（
大
正
五
年
）
仲
春
　
蓑
洲
生
龍
□印
□印
 

傲
は
長
ず
可
か
ら
ず
。
欲
は
縦
に
す
る
可
か
ら
ず
。
志
は

滿
た
す
可
か
ら
ず
。
楽
し
み
は
極
む
可
か
ら
ず
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
「
蓑
洲
」
は
龍
太
郎
の
号
 

さ
し
ゅ
う
 

お
ご
り
 

べ
 

ほ
し
い
ま
ま
 

■
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

に
龍
太
郎
の
還
暦
を
記
念
し

て
製
作
さ
れ
た
。
朝
倉
文
夫

（
一
八
三
三
〜
一
九
六
四
）作
。
 

あ
さ
く
ら
 
ふ
み
お
 

ハリヨ博士のコラム 

野村龍太郎寿像［大垣市郷土館蔵］ 

夏
に
想
う「
鉄
道
と
交
通
の
ま
ち
」
大
垣 

養成社 

あずかりりょう 

 

養成社は、明治18年（1885）頃、旧大垣藩

領と幕府大垣藩預領の優秀な子弟を対象に、

人材の養成を目的として、学芸の奨励や学

費等の援助を行った。明治23年（1890）か

ら3年間にわたり、在京大垣青年会（会長　松井直吉

P.60）育成のために、毎年100円ずつ援助金を送った。

さらに、岐阜県尋常中学校大垣分校設立のために力

を尽くした。明治33年（1900）、文部大臣に「社団法

人養成社」の設立を申請し、これが認可されると、ます

ます活動は活発化した。こうした援助のもと、多くの人々

が育っていった。学資をうけた中には、法学の岡田朝

太郎、工学の那波光雄（P.32）、林学の小出房吉、医

学の望月代次、獣医学の小倉　太郎らがいる。大正

9年（1920）からは野村龍太郎が社長となった。 
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大
垣
藩
士
清
水
恒
右
衛
門
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、同
藩
士
立
川
清
助
の
養
子
と
な
っ
た
。
師
範
学
校

を
卒
業
し
教
師
と
な
っ
た
が
、そ
の
か
た
わ
ら
で
法
律
学
を
学
び
、代
言
人
（
弁
護
士
）と
し
て
、大
垣
で

開
業
し
た
。
そ
の
後
、
上
京
し
電
力
事
業
に
目
を
つ
け
実
業
界
に
転
身
し
、
東
京
と
横
浜
を
結
ぶ
わ
が

国
最
初
の
都
市
間
電
気
鉄
道
を
実
現
さ
せ
た
ほ
か
、次
々
に
電
気
事
業
を
興
し
た
。
晩
年
に
は
、養
老
鉄

道
株
式
会
社
を
創
立
す
る
と
と
も
に
、揖
斐
川
電
力
株
式
会
社（
現
・
イ
ビ
デ
ン
株
式
会
社
）の
初
代
社

長
を
つ
と
め
、西
濃
地
方
の
産
業
基
盤
を
築
い
た
。
 

立
川 

勇
次
郎

文久2年～大正14年 
(1862～1925)

 

た

ち
 

か

わ

 

ゆ

う

 

ろ

う

 

じ

 
電
気
鉄
道
業
界
の
先
駆
者
で
養
老
鉄
道
の
創
始
者 

だ
い
げ
ん
に
ん
 

■
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）二
月
二
十
五
日
、
高
速
の

輸
送
機
関
を
開
設
す
る
こ
と
が
、
都
市
の
発
展
に
つ
な
が

る
と
考
え
た
勇
次
郎
は
、
藤
岡
市
助
を
電
気
技
術
顧
問

に
迎
え
大
師
鉄
道
株
式
会
社
（
京
浜
急
行
電
鉄
の
前
身
）

を
設
立
し
、
翌
年
一
月
二
一
日
、
川
崎
六
郷
橋
〜
川
崎
大

師
間
の
営
業
を
開
始
し
た
。
京
都
、
名
古
屋
に
次
い
で
全

国
三
番
目
の
電
気
鉄
道
の
は
じ
ま
り
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

明
治
三
十
八
年
ま
で
に
品
川
〜
神
奈
川
間
を
開
通
さ
せ
、

わ
が
国
最
初
の
都
市
間
電
気
鉄
道
と
な
っ
た
。
昭
和
四
十

三
年
（
一
九
六
八
）
十
二
月
、
京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社

の
創
立
七
十
周
年
を
記
念
し
て
川
崎
大
師
駅
前
に
建
立

さ
れ
た
記
念
碑
に
は
、「
・
・
・
会
社
設
立
発
起
人
代
表
立

川
勇
次
郎
は
じ
め
先
人
の
遺
徳
を
偲
び
・
・
・
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
。
 

■
東
京
市
赤
坂
区
青
山
高
樹
町
の
自
宅
は
、
勇
次
郎
が

創
立
し
た
揖
斐
川
電
力
株
式
会
社
（
現
・
イ
ビ
デ
ン
株
式

会
社
）の
本
店
と
も
な
っ
た
。
 

■
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
、
日
本
の
エ
ジ
ソ
ン
と
呼

ば
れ
た
藤
岡
市
助
が
設
立
し
た
白
熱
舎
（
東
芝
の
前
身
）

が
電
球
の
国
産
化
に
成
功
し
た
。
こ
の
頃
、
藤
岡
を
知
っ

た
勇
次
郎
は
、
白
熱
舎
が
東
京
白
熱
電
燈
球
製
造
株
式

会
社
と
改
組
さ
れ
た
の
ち
明
治
三
十
一
年
に
同
社
取
締

役
に
就
任
し
、
電
球
、
電
気
機
器
の
普
及
に
つ
と
め
た
。
 

ふ
じ
お
か
い
ち
す
け
 

あ
め
み
や
け
い
じ
ろ
う
 

電気鉄道発祥の地碑［京浜急行川崎大師駅前］ 

東京の自宅における勇次郎と夫人［個人蔵］ 車両の横に立つのが勇次郎。 
東京市街鉄道［個人蔵］ 

中央は伏見宮、その左が勇次郎。 

東京白熱電燈球製造 
株式会社 
［個人蔵］ 

■
東
京
で
弁
護
士
と
し
て
開
業
し
た
勇
次
郎
は
、
明
治

二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
、
東
京
市
内
に
電
気
鉄
道
を
つ

く
る
計
画
を
立
て
て
い
た
宏
佛
海
ら
か
ら
法
律
相
談
を

受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
主
要
な
交
通
手
段
が
鉄
道
馬
車
で
あ
っ
た

当
時
、こ
の
計
画
は
時
期
尚
早
と
し
て
却
下
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
弁
護
士
の
仕
事
を
辞
め
た
勇
次
郎
は
、
九
州
の
炭

鉱
事
業
に
参
画
し
た
。
明
治
二
十
六
年
、
再
び
上
京
し
、

再
出
願
す
る
が
、こ
れ
も
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の

頃
、
同
じ
考
え
を
持
っ
て
い
た
実
業
家
雨
宮
敬
次
郎
、
電

気
工
学
者
藤
岡
市
助
ら
と
出
会
っ
た
勇
次
郎
は
、
一
緒

に
な
っ
て
新
た
に
出
願
す
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
三
十
六

年
、
東
京
市
街
鉄
道
と
し
て
よ
う
や
く
認
可
さ
れ
、
雨
宮

が
社
長
、
勇
次
郎
が
常
務
取
締
役
と
な
り
開
業
し
た
。

勇
次
郎
ら
は
、
乗
車
区
間
に
関
係
な
い
運
賃
三
銭
均
一

制
度
を
実
現
さ
せ
鉄
道
事
業
を
活
性
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
 

ハリヨ博士のコラム 

明治39年（1906）秋、勇次郎は、

東京・大阪間を6時間で走らせる

広軌高速度電気鉄道（日本電気

鉄道）を計画し、安田善次郎ら多

くの実業家の支援を受け、翌年2

月、発起人総代となって出願書を

提出した。現在の新幹線にあた

る鉄道の構想は、時代を先行し

すぎており、世間を驚かせた。こ

れに対して、政府は却下を繰り返

した。大正13年（1924）当時の

法制局長官であった大垣出身の

佐竹三吾は免許に賛成していた

が、この年5回目の出願も却下と

なり、勇次郎は世を去った。 

さんご 

夏
に
想
う「
鉄
道
と
交
通
の
ま
ち
」
大
垣 
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ハリヨ博士のコラム 

■
晩
年
の
勇
次
郎
は
、
郷
里
の
産
業
観
光
開
発
に
灯
を
つ

け
よ
う
と
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
、
養
老
鉄
道
株

式
会
社
を
創
立
し
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）に
大
垣
・
養

老
間
、
大
垣
・
池
野
間
を
開
通
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
養
老
・

桑
名
間
、
池
野
・
揖
斐
川
間
の
工
事
が
進
み
、
八
年
に
は

全
線
が
開
通
、
十
二
年
に
は
全
線
を
電
化
し
た
。
ま
た
、

大
正
元
年
に
は
、
揖
斐
川
電
力
株
式
会
社
（
現
・
イ
ビ
デ

ン
）
を
創
立
、
西
濃
地
方
の
近
代
化
の
立
役
者
と
も
な
っ

た
。
明
治
維
新
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
わ
が
国
の
近
代
化
の

流
れ
の
中
で
、
次
々
に
電
気
事
業
を
興
し
生
き
抜
い
た
勇

次
郎
の
功
績
は
大
き
く
、
没
後
の
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

に
は
、
養
老
駅
前
に
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
、
現
在
「
立
川

勇
次
郎
氏
顕
彰
会
」
に
よ
っ
て
毎
年
八
月
顕
彰
祭
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
。
 

大正4（1915）年11月15日撮影。大正天皇の即位を記念した御大典奉祝の山車が見られる。 
養老鉄道株式会社本社［イビデン株式会社蔵］ 

昭和2年（1927）。碑の撰文は南条文雄（P.56）による。 
顕彰碑落成記念［個人蔵］ 

大正11年（1922）4月4日撮影。前列左から2人目が勇次郎、右端が長男の龍。 

米国ＧＥ社を視察［個人蔵］ 

当時めずらしい自動車の後部座席
に乗るのが勇次郎。 

東京の自宅玄関前にて［個人蔵］ 

大
垣
藩
士
 

清
水
恒
右
衛
門
の
二
男
と
し
て
生

ま
れ
る
 

大
垣
藩
士
　
立
川
清
助
の
養
子
と
な
る
 
 

弁
護
士
試
験
に
合
格
、大
垣
で
開
業
す
る
 

 

文
久
2
年
 1
8
6
2
 

 明
治
14
年
 1
8
8
1
 

  立
川
勇
次
郎
関
係
年
譜
 

年
齢
 

1
  20

  

大
垣
英
語
学
校
を
創
立
す
る
 

東
京
で
弁
護
士
と
し
て
開
業
す
る
 

電
気
鉄
道
敷
設
免
許
を
出
願
す
る
 

九
州
で
大
垣
出
身
の
子
安
峻
と
炭
坑
事
業
に
参
画
す
る
 

電
気
工
学
者
 

藤
岡
市
助
、実
業
家
 

雨
宮
敬
次
郎

と
出
会
う
 

養
老
鉄
道
敷
設
願
書
を
提
出
す
る
 

大
師
電
気
鉄
道
株
式
会
社
を
設
立
す
る
 

東
京
白
熱
電
灯
製
造（
後
の
東
京
芝
浦
電
気
）取
締

役
に
就
任
す
る
 

東
京
市
街
鉄
道
株
式
会
社
常
務
取
締
役
と
な
る
 

養
老
鉄
道
株
式
会
社
を
設
立
し
、社
長
に
就
任
す
る
 

揖
斐
川
電
力
株
式
会
社
を
設
立
す
る
 

養
老
鉄
道
　
池
野
〜
養
老
間
の
営
業
を
開
始
す
る
 

西
横
山
発
電
所
全
工
事
完
了
 

揖
斐
川
電
化
工
業
株
式
会
社
を
設
立
し
社
長
に

就
任
す
る
 

養
老
鉄
道
株
式
会
社
の
池
野
〜
揖
斐
間
・
養
老
〜

桑
名
間
の
営
業
を
開
始
す
る
 

揖
斐
川
電
化
株
式
会
社
を
揖
斐
川
電
気
株
式
会

社
に
社
名
変
更
す
る
 

ゼ
ネ
ラ
ル
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
な
ど
を
視
察
す
る
 
 

揖
斐
川
電
気
株
式
会
社
が
養
老
鉄
道
株
式
会
社

を
合
併
す
る
 

養
老
鉄
道
全
線
電
化
工
事
が
完
了
す
る
 

永
眠
 

明
治
18
年
 1
8
8
5
 

明
治
19
年
 1
8
8
6
 

明
治
22
年
 1
8
8
9
 

明
治
24
年
 1
8
9
1
 

明
治
26
年
 1
8
9
3
 

 明
治
28
年
 1
8
9
5
 

明
治
31
年
 1
8
9
8
 

  明
治
36
年
 1
9
0
3
 

明
治
44
年
 1
9
1
1
 

　
 

1
9
1
2
 

大
正
2
年
 1
9
1
3
 

大
正
5
年
 1
9
1
6
 

大
正
6
年
 1
9
1
7
 

 大
正
8
年
 1
9
1
9
 

 大
正
10
年
 1
9
2
1
 

 大
正
11
年
 1
9
2
2
 

  大
正
12
年
 1
9
2
3
 

大
正
14
年
 1
9
2
5

24
 

25
 

28
 

30
 

32 
  34

 
37 
   42

 
50
 

51
 

52
 

55
 

56
  58

  60
  61

   62
 

64
 

■
勇
次
郎
は
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
両
国
の
企
業

家
が
、
互
い
に
手
を
結
び
知
恵
を
出
し
合
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
大
正
十
一
年

（
一
九
二
二
）に
は
、
東
京
電
気
（
旧
・
東
京
白
熱

電
燈
球
製
造
株
式
会
社
、
東
芝
の
前
身
）
取
締

役
と
し
て
、
同
社
販
売
部
長
で
長
男
の
龍
と
と

も
に
、
販
売
事
務
研
究
の
た
め
ア
メ
リ
カ
の
ゼ
ネ

ラ
ル
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
（
Ｇ
Ｅ
）
を
視
察
し
た
。

同
社
は
Ｇ
Ｅ
社
と
提
携
関
係
に
あ
っ
た
。
 

り
ゅ
う
 

明治10年（1877）に師範学校が岐阜に移転してから、大垣には中等学

校程度以上の学校はなくなり「文教のまち」を誇る大垣としては不満があっ

た。明治13年（1880）、岐阜県華陽学校大垣分校（中学校）が設置され、

那波光雄（P.32）、脇水鉄五郎（P.74）らを輩出したが、明治18年（1885）

9月、文部省の一県一校の方針により廃止された。この後、大垣には公

立の中等教育機関は設けられなかった。そのため、明治18年、大垣で

弁護士として開業していた勇次郎が発起人となり、金森金四郎、吉次郎

（P.82）父子の尽力によって「大垣英語学校」が創立された。 

明
治
45
年
 

大
正
元
年
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大
垣
藩
士
那
波
光
儀
の
長
男
と
し
て
袋
町（
現
・
本
町
）に
生
ま
れ
る
。
現
在
の
興
文
小
学
校
を
経
て
、

帝
国
大
学
工
科
大
学
土
木
工
学
科
を
卒
業
後
、鉄
道
界
に
入
り
、現
場
の
第
一
線
か
ら
、大
学
、研
究

所
、学
会
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
た
。
こ
の
間
、松
本
荘
一
郎
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
外
国
か
ら
も
た
ら
さ

れ
た
鉄
道
敷
設
技
術
に
、
独
自
の
工
夫
を
加
え
、わ
が
国
の
風
土
に
よ
り
適
合
し
た
新
し
い
技
術
の

開
発
に
挑
戦
し
続
け
た
。
特
に
橋
梁
工
事
に
つ
い
て
足
場
を
使
わ
な
い
で
ク
レ
ー
ン
に
よ
っ
て
架
橋

す
る
工
法
を
考
案
し
革
新
を
も
た
ら
し
た
ほ
か
、
土
木
分
野
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
料
の
実
用

化
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
。
 

那
波 

光
雄

明治2年～昭和35年 
（1869～1960）

 

な
 

わ

 

み

つ

 

お

 
鉄
道
敷
設
の
大
家
で
橋
梁
学
の
工
学
博
士 

な

わ

 み
つ
よ
し
 

■
大
学
を
卒
業
し
た
光
雄
は
、恩
師
の
白
石
直
治
が
社
長

を
つ
と
め
て
い
た
関
西
鉄
道
に
入
社
し
、
明
治
二
十
七
年

（
一
八
九
四
）、揖
斐
川
架
橋
（
長
島
・
桑
名
間
）の
設
計
お

よ
び
工
事
を
担
当
し
た
。
そ
の
際
、
河
底
が
軟
弱
な
た
め
、

基
礎
工
事
に
お
い
て
困
難
を
極
め
た
が
、
光
雄
の
研
究
に

よ
り
、
従
来
の
錬
瓦
井
筒
に
代
え
て
鉄
製
楕
円
井
筒
を

用
い
て
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
橋
桁
は
イ
ギ
リ

ス
製
で
あ
っ
た
が
、
一
部
不
足
し
て
い
た
た
め
、
光
雄
が
設

計
し
、
橋
梁
工
学
の
世
界
的
権
威
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人

技
師
べ
ー
カ
ー
に
称
賛
さ
れ
た
と
い
う
。
揖
斐
川
橋
梁
を

完
成
さ
せ
た
光
雄
は
、
続
い
て
木
津
川
橋
梁
（
大
河
原
・

笠
置
間
）の
設
計
・
工
事
に
着
手
し
た
。
工
事
は
光
雄
の

監
督
の
も
と
で
厳
格
を
極
め
、
鉄
道
工
事
の
模
範
と
し
て

語
り
伝
え
ら
れ
た
。
 

は
し
け
た
 

れ

ん

が

い

づ
つ

 

し
ら
い
し
な
お
じ
 

明治26年（1893）7月10日。工科大学長は古市公威、大学総長は濱尾新。 
帝国大学卒業証書［個人蔵］ 

大型の工具、測量機、潜水道具などが見られる。 
関西鉄道揖斐川橋梁の建設機材［個人蔵］ 

明治28年（1895）10月頃撮影。右から3人目が光雄。 
完成した関西鉄道揖斐川橋梁［個人蔵］ 

明治26年（1893）撮影。帝国大学工科大学土木工学科の学生一同。 
光雄は、養成社（P.27）から月5円の給費を受け特待生として卒業
した。最前列右から3人目が光雄。 

帝国大学の学生時代［個人蔵］ 

袋町（本町）の生家［個人蔵］ 

揖斐川架橋工事を終えた光雄は、休暇をもらい上京した際、

鉄道庁長官となっていた松本荘一郎（P.18）の官舎を訪

ね、技術者として指導・激励されたという。 

ハリヨ博士のコラム 

明治27年（1894）5月14日撮影。揖斐川東堤より全景を望む。 
建設途中の関西鉄道揖斐川橋梁［個人蔵］ 

明治30年（1897）春頃撮影。足場法による工事の様子がみられる。 
関西鉄道木津川橋梁架橋工事［個人蔵］ 

夏
に
想
う「
鉄
道
と
交
通
の
ま
ち
」
大
垣 
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後列左が光雄。 
ドイツにて［個人蔵］ 明治33年（1900）10月26日（パリ万国博

覧会　エッフェル塔絵葉書） 

留学先から家族に宛てた絵ハガキ［個人蔵］ 

十
四
日
、巴
里
府
ヘ
無
事
到
着
、十
五
日
ヨ
リ
日
々
博
覧
会
見
物
候
モ
其
ノ
広

大
ナ
ル
、見
尽
シ
難
ク
候
、丁
度
、京
都
岩
村
家
ノ
兄
、両
人
当
地
ニ
来
り
居
り

候
為
メ
頗
ル
好
都
合
ニ
候
、一
人
ハ
昨
日
米
国
ヲ
経
テ
帰
朝
ノ
途
ニ
就
キ
、一
人
ハ

来
月
、郵
船
会
社
ノ
用
ニ
テ
帰
朝
ノ
筈
ニ
候
、私
モ
明
二
十
七
日
晩
、伯
林
ヘ
向
ヶ

出
発
候
、先
方
ニ
モ
支
人
出
迎
ヒ
呉
れ
候
由
申
来
り
候
間
、大
二
好
都
合
二
候
、

此
ノ
図
ハ
世
界
最
高
ノ
「
エ
ッ
フ
ェ
ル
」
塔
ニ
テ
高
サ
千
尺
有
之
、小
生
モ
相
登
候
、

其
ノ
賃
銭
ハ
二
円
ニ
候
、市
内
ハ
眼
下
ニ
来
り
候
、其
他
ハ
博
覧
会
場
ニ
テ
日
本
浅

草
ノ
五
重
塔
モ
相
見
へ
候
も
其
低
キ
事
ハ
此
ノ
図
ノ
割
合
ニ
近
ク
候
、先
ハ
右
、

安
着
御
報
申
候
、 

巴
里
府
　
十
月
二
十
六
日
　
那
波
光
雄
 

道
路
ノ
良
キ
事
、車
・
馬
絡
繹
申
シ
テ
、道
路
ヲ
横
ナ
ル
ハ
危
険
ナ
ル
等
ヨ
リ
博

覧
会
ノ
規
模
ノ
大
ナ
ル
驚
ク
ト
云
フ
ヨ
リ
外
ハ
無
之
候
、皆
々
様
ニ
宜
敷
願
候
 

 

ら
く
え
き
 

辞令［個人蔵］ 

■
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
関
西
鉄
道
の
建
築
課
長

と
な
っ
て
い
た
光
雄
は
、
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
京
都
帝

国
大
学
理
工
科
大
学
土
木
工
学
科
助
教
授
に
迎
え
ら
れ

た
。
現
場
に
従
事
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
東
京
帝
国

大
学
か
ら
の
誘
い
も
断
っ
て
い
た
が
、
留
学
へ
の
誘
い
に
興

味
が
湧
き
決
意
し
た
と
い
う
。
光
雄
は
、
土
木
工
学
第
二

講
座
を
担
当
し
、
翌
年
二
年
間
の
留
学
を
命
じ
ら
れ
、ベ

ル
リ
ン
工
科
大
学
（
ド
イ
ツ
）に
留
学
、カ
ウ
エ
ル
教
授
に
師

事
し
鉄
道
工
学
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
欧
米
各
国
を

視
察
し
た
。
こ
の
間
、
週
に
一
通
以
上
の
ペ
ー
ス
で
家
族
宛

に
消
息
を
伝
え
た
。
 

右から2人目が光雄 
アイススケートを 
楽しむ光雄 
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留学先から家族に宛てた絵ハガキ［個人蔵］ 
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辞令［個人蔵］ 

那波式デリック・クレーンによる橋梁架設［個人蔵］ 

辞令［個人蔵］ 

明治39年（1906）、土木学科卒業記念。前列左から2人目が光雄。 
京都帝国大学教授時代［個人蔵］ 

左端が光雄 
帝国鉄道庁中津事務所長時代［個人蔵］ 

■
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
、
現
場
を
離
れ
、
鉄
道
院
公

務
局
設
計
課
長
に
転
じ
た
光
雄
は
、
国
有
化
以
前
の
会

社
間
で
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
設
計
方
法
を
統
一
し
、
現
場

で
の
設
計
・
施
工
の
合
理
化
を
図
っ
た
。
同
六
年
に
は
東

京
帝
国
大
学
工
科
大
学
教
授
を
兼
任
し
、
さ
ら
に
、
同

八
年
に
は
鉄
道
院
総
裁
官
房
研
究
所
長
と
な
っ
た
。
ま

た
、
同
十
一
年
に
は
、ロ
ー
マ
で
お
こ
な
わ
れ
た
第
九
回

国
際
鉄
道
会
議
に
出
席
す
る
と
と
も
に
、
欧
米
各
国
の

鉄
道
事
情
を
視
察
し
た
。
関
東
大
震
災
の
際
に
は
、
震

災
予
防
調
査
委
員
会
の
委
員
と
し
て
鉄
道
の
詳
細
な
被

災
状
況
を
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
、
そ
の
記
録
は
今
な

お
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
大
正
十
四
年
に
は
、メ
ー

ト
ル
法
実
施
準
備
委
員
会
委
員
長
と
な
り
、メ
ー
ト
ル

法
の
導
入
を
図
る
な
ど
国
際
的
感
覚
の
持
ち
主
で
あ
っ

た
。
明
治
中
期
か
ら
大
正
時
代
の
鉄
道
技
術
を
支
え
続

け
た
光
雄
は
、
大
正
十
五
年
、
鉄
道
省
大
臣
官
房
研
究

所
長
を
最
後
に
退
官
し
た
が
、
引
き
続
き
、
東
京
帝
国

大
学
講
師
と
し
て
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
ま
で
鉄
道

工
学
の
講
座
を
担
当
し
、
多
く
の
技
術
学
生
を
育
て
た
。

ま
た
、
昭
和
六
年
に
は
第
十
九
代
の
土
木
学
会
会
長
と

し
て
学
会
の
発
展
に
寄
与
し
、
鉄
道
界
の
重
鎮
と
し
て
、

そ
の
発
展
に
尽
く
し
た
。
さ
ら
に
、
退
官
後
の
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
、
明
治
初
期
に
日
本
で
活
躍
し
た
「
お
雇
い
外

国
人
」
た
ち
の
足
跡
を
「
明
治
以
後
｜
本
邦
土
木
と
外

人
」
と
し
て
ま
と
め
た
。
 

辞令［個人蔵］ 

明
治
2
年
 1
8
6
9
 

明
治
9
年
 1
8
7
6
 

明
治
14
年
 1
8
8
1
 

 明
治
18
年
 1
8
8
5
 

明
治
23
年
 1
8
9
0
 

明
治
26
年
 1
8
9
3
 

   那
波
光
雄
関
係
年
譜
 

年
齢
 

1
 

8
 

13 
  17

 
22 
 

25 
   

 
  

袋
町（
現
・
本
町
）に
生
ま
れ
る
 

興
文
第
四
校
に
入
学
す
る
 

岐
阜
県
華
陽
学
校
大
垣
分
校
（
中
学
校
）に
入
学

す
る
 

東
京
神
田
区
私
立
共
立
学
校
に
入
学
す
る
 

帝
国
大
学
工
科
大
学
土
木
工
学
科
に
入
学
す
る
 

帝
国
大
学
工
科
大
学
土
木
工
学
科
を
卒
業
す
る
 
 

関
西
鉄
道
会
社
に
入
社
す
る
 
 

柘
植
・
奈
良
間
線
路
測
量
に
着
手
す
る
 

  木
曽
・
揖
斐
川
架
橋
設
計
を
担
当
す
る
 
 

揖
斐
川
架
橋
工
事
に
着
手
す
る
 

揖
斐
川
架
橋
工
事
を
終
了
し
、
木
津
川
鉄
桁
設

計
に
着
手
す
る
 

柘
植
・
奈
良
間
線
路
工
事
を
担
当
す
る
 

関
西
鉄
道
株
式
会
社
　
建
築
課
長
と
な
る
 

関
西
鉄
道
株
式
会
社
を
依
願
退
職
し
、京
都
帝
国

大
学
助
教
授（
土
木
工
学
第
二
講
座
）と
な
る
 

土
木
工
学
研
究
の
た
め
2
年
間
ド
イ
ツ
へ
留
学
す
る
 

ド
イ
ツ
　
ベ
ル
リ
ン
工
科
大
学
に
入
学
す
る
 

帰
国
し
、京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
教
授
と
な
る
 

工
学
博
士
と
な
る
 
 

大
垣
中
学
校
に
50
円
を
寄
附
す
る
 

九
州
鉄
道
株
式
会
社
に
入
社
す
る
 

帝
国
鉄
道
庁
技
師
と
し
て
日
豊
線
の
建
設
に
従
事

す
る
 

帝
国
鉄
道
庁
中
津
建
設
事
務
所
長
と
な
る
 

鉄
道
院
大
分
建
設
事
務
所
長
と
な
る
 

デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
橋
梁
架
設
工
法
を
考
案

す
る
 

鉄
道
院
公
務
局
設
計
課
長
と
な
る
 

東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
教
授
を
兼
任
す
る
 

鉄
道
院
総
裁
官
房
研
究
所
長
と
な
る
 
 

震
災
予
防
調
査
委
員
会
委
員
と
な
る
 

満
州
・
支
那
の
鉄
道
事
情
を
視
察
す
る
 

第
9
回
国
際
鉄
道
会
議（
ロ
ー
マ
）に
出
席
 
 

欧
米
各
国
の
鉄
道
事
情
を
視
察
す
る
 

関
東
大
震
災
起
き
る
 

メ
ー
ト
ル
法
実
施
準
備
委
員
会
委
員
長
と
な
る
 

退
官
す
る
 
 

東
京
帝
国
大
学
講
師
と
な
る（
昭
和
11
年
ま
で
） 

「
鉄
道
震
害
調
査
書
」「
同
・
補
遺
」
を
発
行
す
る
 

第
19
代
土
木
学
会
会
長
と
な
る
 

「
明
治
以
後
｜

本
邦
土
木
と
外
人
」
を
発
行
す
る
 

永
眠
 

明
治
27
年
 1
8
9
4
 

 明
治
28
年
 1
8
9
5
 

 明
治
29
年
 1
8
9
6
 

明
治
31
年
 1
8
9
8
 

明
治
32
年
 1
8
9
9
 

 明
治
33
年
 1
9
0
0
 

 明
治
35
年
 1
9
0
2
 

明
治
37
年
 1
9
0
4
 

 明
治
39
年
 1
9
0
6
 

明
治
40
年
 1
9
0
7
 

 明
治
41
年
 1
9
0
8
 

明
治
44
年
 1
9
1
1
 

大
正
2
年
 1
9
1
3
 

 大
正
4
年
 1
9
1
5
 

大
正
6
年
 1
9
1
7
 

大
正
8
年
 1
9
1
9
 

 大
正
10
年
 1
9
2
1
 

大
正
11
年
 1
9
2
2
 

 大
正
12
年
 1
9
2
3
 

大
正
14
年
 1
9
2
5
 

大
正
15
年
 1
9
2
6
 

 昭
和
2
年
 1
9
2
7
 

昭
和
6
年
 1
9
3
1
 

昭
和
17
年
 1
9
4
2
 

昭
和
35
年
 1
9
6
0

26 
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  28
 

30 
 

31 
  32 

  34 
 

36 
  38

 
39 
  40

 
43
 

45
  47

 
49 
 

51 
  53

 
54 
  55

 
57
 

58 
  59

 
63
 

74
 

92
 

■
留
学
か
ら
帰
っ
た
光
雄
は
、
京
都
帝
国
大
学
教
授
に
昇

進
し
、
教
壇
に
立
っ
た
。
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）に

は
工
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
、
大
学
教
育
に
専
念

す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
翌
三
十
八
年
二
月
、
古
巣
の
関

西
鉄
道
か
ら
技
術
顧
問
を
委
嘱
さ
れ
、さ
ら
に
、三
十
九

年
八
月
に
は
九
州
鉄
道
の
仙
石
貢
に
嘱
望
さ
れ
、
野
村
龍

太
郎
（
P. 
26
）の
斡
旋
に
よ
り
、
九
州
鉄
道
へ
転
職
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
翌
四
十
年
、
九
州
鉄
道
は
鉄
道
国
有
法
に

よ
り
官
営
と
な
る
が
、
引
き
続
き
、
帝
国
鉄
道
庁
中
津
建

設
事
務
所
長
な
ど
と
し
て
、日
豊
線
そ
の
他
の
建
設
に
尽

く
し
た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）の
日
豊
線
大
分
川
橋

梁
工
事
で
は
、「
（
那
波
式
）デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
ー
ン
」
に
よ
る

架
橋
工
法
を
考
案
し
、そ
れ
ま
で
の
「
足
場
法
」
に
比
べ
て

安
全
、
迅
速
、
低
コ
ス
ト
な
工
法
と
し
て
革
新
を
も
た
ら

し
た
。
ま
た
、わ
が
国
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
水
路

橋
や
、
橋
脚
を
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
設
計
施
工
す
る
な

ど
、
新
技
術
を
導
入
し
た
。
 に

っ
ぽ
う
 

あ
っ
せ
ん
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谷 
九
太
夫
（
木
因
）正保3年～享保10年 

（1646～1725）
 

た

に
 

き

ゅ

う

 

だ

 

ゆ

う

 
船
町
湊
の
発
展
に
尽
く
し
た
船
問
屋 

船
町
湊
の
船
問
屋
谷
家
の
二
代
目
弥
兵
衛
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
幼
名
を
伊
勢
松
と
い
う
、十
五
歳

で
九
太
夫（
初
代
）と
名
を
改
め
、船
問
屋
の
仕
事
を
継
い
だ
。
谷
家
は
、豊
坂
丸
、亀
坂
丸
の
二
艘
を
持
っ

て
、藩
主
の
江
戸
往
復
の
御
用
船
を
つ
と
め
る
ほ
か
川
船
十
五
艘
を
持
ち
、船
町
湊
お
よ
び
大
垣
城
下
に
繁

栄
を
も
た
ら
し
た
。
高
橋
の
南（
船
町
三
丁
目
）に
残
る
船
町
中
組
常
夜
灯
は
、元
禄
の
頃
、九
太
夫（
木

因
）が
水
運
の
安
全
を
祈
願
し
て
建
て
た
も
の
と
い
う
。
俳
人
と
し
て
も
有
名
で
、松
尾
芭
蕉
と
は
と
も
に

京
都
の
北
村
季
吟
に
師
事
し
た
。二
人
の
交
流
は
幾
度
も
あ
り
、奥
の
細
道
の
旅
を
大
垣
で
終
え
た
時
も
、

九
太
夫（
木
因
）を
訪
問
し
て
い
る
。
 

そ
う
 

や

へ

い

 

み
な
と
 

き

ぎ

ん

 

船問屋の入口を飾った四布のれん。「谷」の文字を染め抜いている。 
谷家には、家紋の「陰左三つ巴」を染め抜いた五布のれんも掲げられていた。 

谷家のれん［大垣市立図書館蔵］ 

九太夫（木因）の孫季因（5代九太夫）によって谷家の来歴が記されている。 
咄つたえ［大垣市立図書館蔵］ 
はなし 

ハリヨ博士のコラム 

天保年間に作成された絵地図。「船問屋　九太夫」が谷家の屋敷。 
美濃路大垣宿軒別絵図面（部分）［大垣市立図書館蔵］ 

イメージ図 
平成20年（2008）、大垣市制90周年を記念して、「奥の

細道むすびの地周辺整備構想」を策定した。この構

想は、文化の薫り高い大垣の個性を生かし、中心市街

地の回遊性の誘発と市内外からの来訪者の増加を目

指して、「憩いとにぎわいの空間」を整備するものです。 

 

奥の細道むすびの地周辺整備構想 

夏
に
想
う「
鉄
道
と
交
通
の
ま
ち
」
大
垣 

対象区域 

むかゆうそう たいせいしゃ 

構想の対象区域は、水門川沿いの土地（左図

の桃色部分、約5,500平方メートル）とその周辺で、

次の機能の整備を進めます。 

◇歴史と文化の場の整備 
奥の細道むすびの地記念館の整備、先賢館の

整備、無何有荘大醒　（大垣藩藩老小原鉄心

（P.54）の別荘）の復元  

◇観光・交流産業促進の場の整備 
インフォメーション館の整備、観光・交流館の整備、

イベント広場の整備  

◇その他周辺整備 
周辺道路の遊歩道化、水門川の護岸修景、 

駐車場の整備、川舟運行の試みなど 
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年
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松
尾
芭
蕉
生
ま
れ
る
 

船
町
に
生
ま
れ
る
 

家
督
を
相
続
す
る
 

江
戸
で
芭
蕉
と
出
会
う
 

芭
蕉
と
鳶
の
付
句
を
め
ぐ
り
書
簡
を
応
酬
す
る
 

芭
蕉
、「
野
ざ
ら
し
紀
行
」
の
旅
で
大
垣
の
木
因（
九

太
夫
）亭
に
泊
ま
る（
第
1
回
来
訪
） 

家
督
を
娘
婿
に
譲
り
隠
居
す
る
 

芭
蕉
、「
笈
の
小
文
」の
旅
の
後
、赤
坂
に
滞
在
、木
因

（
九
太
夫
）と
会
う（
第
2
回
来
訪
） 

芭
蕉
、「
奥
の
細
道
」
の
旅
で
大
垣
に
至
り
木
因（
九

太
夫
）を
訪
ね
る（
第
3
回
来
訪
） 

芭
蕉
、江
戸
へ
向
か
う
途
中
、大
垣
に
滞
在（
第
4
回

来
訪
） 

芭
蕉
、大
阪
に
て
没
 

正
保
元
年
 1
6
4
4
 

正
保
3
年
 1
6
4
6
 

万
治
3
年
 1
6
6
0
 

天
和
元
年
 1
6
8
1
 

天
和
2
年
 1
6
8
2
 

貞
享
元
年
 1
6
8
4
 

 貞
享
3
年
 1
6
8
6
 

元
禄
元
年
 1
6
8
8
 

 元
禄
2
年
 1
6
8
9
 

 元
禄
4
年
 1
6
9
1
 

 元
禄
7
年
 1
6
9
4
 

 谷
九
太
夫（
木
因
）関
係
年
譜
 



谷 
木
因

正保3年～享保10年 
（1646～1725）

 

た

に
 

ぼ

く

 

い

ん

 
芭
蕉
と
交
友
の
あ
っ
た
大
垣
俳
壇
の
指
導
者 

船
町
湊
で
船
問
屋
を
営
ん
だ
谷
弥
兵
衛
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
十
五
歳
で
九
太
夫
を
名
乗
り
家
督

を
相
続
す
る
が
、四
十
歳
で
隠
退
し
、そ
の
後
は
風
雅
の
道
に
専
念
し
た
。
木
因
は
俳
号
。
京
都
の
北
村

季
吟
に
和
歌
や
俳
諧
を
学
び
、相
弟
子
の
松
尾
芭
蕉
と
親
交
を
も
っ
た
。
こ
れ
が
の
ち
の
数
度
に
わ
た
る

芭
蕉
の
大
垣
来
訪
や
大
垣
俳
壇
の
蕉
風
化
へ
の
大
き
な
力
と
な
っ
た
。
俳
諧
に
深
く
通
じ
、『
連
誹
秘
決

抄
或
問
』や
『
桜
下
文
集
』
等
を
著
し
、美
濃
の
俳
諧
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
 

み
な
と
 

や

へ

え

 

し
ょ
う
ふ
う
 

れ
ん
は
い
ひ
け
つ
 

お
う
か
ぶ
ん
し
ゅ
う
 

し
ょ
う
わ
く
も
ん
 

き

ぎ

ん

 

愛用の重硯箱［大垣市奥の細道むすびの地記念館蔵］ 
かさねすずりばこ 

木因筆「山ぶきや」画賛　 

洞竹画 
［大垣市教育委員会蔵］ 

どうちく 
木因筆「此萩の」画賛　 

洞竹画 
［大垣市教育委員会蔵］ 

どうちく 

このはぎ 

「観水軒」額［大垣市立図書館蔵］ 

芭蕉書簡　木因宛 
［大垣市立図書館蔵］ 

■
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
春
、

桑
名
滞
在
中
の
木
因
か
ら
干

白
魚
が
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
に

対
す
る
謝
礼
の
書
簡
。
大
垣

蕉
門
の
動
向
に
触
れ
る
と
と

も
に
、こ
の
年
大
垣
訪
問
の
意

志
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 

■
外
箱
（
外
家
）の
底
に
「
元

禄
十
二
卯
年
（
一
六
九
九
）
九

月
日
硯
箱
十
箇
　
ぬ
し
や
利

兵
衛
細
工
　
外
家
（
外
箱
）
　

船
町
大
工
源
四
郎
細
工
　
濃

州
大
垣
谷
木
因
」の
銘
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
組
硯
は
、
俳
席
に

用
い
ら
れ
た
。
 

■
「
観
水
軒
」
は
木
因
の
別
号

の
一
つ
。
師
の
北
村
季
吟
が
木

因
の
家
を
想
像
し
て
、こ
こ
で
の

月
の
眺
め
を
ほ
め
た
こ
と
に
木

因
が
感
激
し
、製
作
し
た
額
。（
現

存
す
る
の
は
後
世
の
複
製
品
） 

山
ぶ
き
や
 

　
 
鳥
に
水
か
ふ
 

 
 
 
　
井
手
の
さ
と
　
　
木
因
 

色
あ
る
浪
と
よ
み
し
を
 

此
萩
の
さ
ら
さ
に
ち
り
て
水
の
う
へ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
因
 

 

そ
ば
じ
ま
ど
う
ち
く
 

※
傍
島
洞
竹
は
狩
野
派
の
絵
師
で
大
垣
藩
画
員
 

秋
に
振
り
返
る「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
大
垣 
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尾
芭
蕉
生
ま
れ
る
 

船
町
に
生
ま
れ
る
 

家
督
を
相
続
す
る
 

江
戸
で
芭
蕉
と
出
会
う
 

芭
蕉
と
鳶
の
付
句
を
め
ぐ
り
書
簡
を
応
酬
す
る
 

芭
蕉
、「
野
ざ
ら
し
紀
行
」
の
旅
で
大
垣
の
木
因（
九

太
夫
）亭
に
泊
ま
る（
第
1
回
来
訪
） 

家
督
を
娘
婿
に
譲
り
隠
居
す
る
 

芭
蕉
、「
笈
の
小
文
」の
旅
の
後
、赤
坂
に
滞
在
、木
因

（
九
太
夫
）と
会
う（
第
2
回
来
訪
） 

芭
蕉
、「
奥
の
細
道
」
の
旅
で
大
垣
に
至
り
木
因（
九

太
夫
）を
訪
ね
る（
第
3
回
来
訪
） 

芭
蕉
、江
戸
へ
向
か
う
途
中
、大
垣
に
滞
在（
第
4
回

来
訪
） 

芭
蕉
、大
阪
に
て
没
 

正
保
元
年
 1
6
4
4
 

正
保
3
年
 1
6
4
6
 

万
治
3
年
 1
6
6
0
 

天
和
元
年
 1
6
8
1
 

天
和
2
年
 1
6
8
2
 

貞
享
元
年
 1
6
8
4
 

 貞
享
3
年
 1
6
8
6
 

元
禄
元
年
 1
6
8
8
 

 元
禄
2
年
 1
6
8
9
 

 元
禄
4
年
 1
6
9
1
 

 元
禄
7
年
 1
6
9
4
 

 谷
木
因
関
係
年
譜
 



伝
馬
町
で
版
木
彫
を
職
業
と
し
て
い
た
鷲
見
荘
蔵
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
大
垣
藩
侍
医
江
馬
元
澄

（
初
代
春
齢
）の
養
子
と
な
り
、医
学
の
道
に
入
っ
た
。
名
は
元
恭
、通
称
春
齢（
二
代
）、号
は
好
蘭
斎（
蘭

斎
）と
い
っ
た
。
養
父
を
師
と
し
て
漢
方
医
と
し
て
活
躍
し
た
が
、四
十
六
歳
で
蘭
学
を
志
し
、江
戸
で
前

野
良
沢
や
杉
田
玄
白
に
学
び
、大
阪
・
京
都
な
ど
よ
り
早
く
美
濃
に
西
洋
医
学
を
も
た
ら
し
た
。
患
者
に

は
慈
悲
深
く
接
し
、自
ら
は
倹
約
を
第
一
義
と
し
て
、硯
の
水
さ
え
井
戸
水
を
用
い
ず
、雨
水
を
受
け
て

用
い
た
と
い
う
。
す
ぐ
れ
た
才
知
を
も
っ
て
日
夜
学
問
に
励
む
と
と
も
に
、蘭
学
塾
「
好
蘭
堂
」
を
創
設

し
、多
く
の
門
人
を
世
に
送
り
出
し
た
。
 

江
馬 

蘭
斎
延享4年～天保9年 
（1747～1838）

 

え
 

ま

 

ら

ん

 

さ

い

 
西
洋
医
学
の
先
駆
者 

■
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
、
杉
田
玄
白
・
前
野
良
沢
・
中

川
淳
庵
ら
が
解
剖
学
書
「
タ
ー
ヘ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ア
」
を
翻
訳

し
て
出
版
し
た
日
本
最
初
の
本
格
的
な
西
洋
医
学
の
翻

訳
書
。
本
文
四
巻
、
付
図
一
巻
か
ら
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

蘭
学
は
急
速
に
広
が
っ
た
。
蘭
斎
は
、
寛
政
四
年
（
一
七
九

二
）
、
江
戸
に
赴
き
、
杉
田
玄
白
か
ら
「
解
体
新
書
」
の
詳

し
い
講
義
を
受
け
、
翌
年
に
は
、
前
野
良
沢
か
ら
蘭
学
を

学
ん
だ
。
 

■
江
馬
春
斎
筆
。
七
十

歳
の
蘭
斎
像
。
家
訓
は
文

化
二
年（
一
八
〇
五
）、蘭

斎
が
、養
父
元
澄
の
教
訓

を
も
と
に
つ
く
っ
た
も
の
。

倹
約
を
第
一
と
す
る
こ

と
、
人
と
し
て
の
慈
悲
と

実
意
を
も
つ
こ
と
な
ど
、

医
を
業
と
す
る
者
の
心

得
を
記
し
て
い
る
。
 

も
と
ず
み
 

杉田玄白書簡  蘭斎宛［個人蔵］ 

肖像画（家訓十二ヶ条）［個人蔵］ 

江馬邸鳥瞰図［個人蔵］ 

解体新書［個人蔵］ 

す
ず
り
 

し
ゅ
ん
れ
い
 

げ
ん
き
ょ
う
 

こ
う
ら
ん
さ
い
 

わ
し
み
し
ょ
う
ぞ
う
 

え

ま

も

と

ず

み

 

秋
に
振
り
返
る「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
大
垣 

■
江
馬
活
堂
筆
。
活
堂
は
、
蘭
斎
の
孫
で
蘭
方

医
と
し
て
活
躍
し
、「
藤
　
漫
筆
」
九
十
巻
、「
近

聞
雑
録
」
百
巻
な
ど
を
執
筆
し
て
い
る
。
 

■
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
六
月
一
日
付
、
玄

白
六
十
二
歳
の
時
の
も
の
。
ま
ず
、
当
年
は
珍

し
く
オ
ラ
ン
ダ
人
が
江
戸
に
来
た
が
、
別
に
格

別
の
事
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
四
月
、
商
館

長
ヘ
ム
ミ
イ
が
フ
ラ
ン
ス
婦
人
の
細
工
に
な
る
　

製
の
ホ
ー
フ
ト（
頭
部
）
を
持
っ
て
参
府
東
上
し

た
の
で
、こ
の
解
剖
模
型
を
見
た
玄
白
が
大
変

驚
い
て
い
る
。
次
い
で
、
蘭
斎
所
蔵
の
「
ア
ー
ル
ド

ゲ
ワ
ス
」
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
本
草
の
参
考
書
を
、

高
崎
藩
松
平
侯
医
嶺
春
泰
と
大
槻
玄
沢
が
供

覧
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
玄
白
が
わ
き
か
ら
見

せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
内
容
に
惹

か
れ
、そ
の
薬
物
の
効
能
を
安
岡
玄
真
（
の
ち
の

宇
田
川
榛
斎
）に
翻
訳
さ
せ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
書
か
れ
て
い
る
。
 

ろ
う
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■
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）に
江
戸

か
ら
戻
っ
た
蘭
斎
は
、
藩
医
と
し
て

仕
え
な
が
ら
、
藤
江
の
自
宅
で
蘭

学
塾
「
好
蘭
堂
」
を
開
い
た
。
こ
の

塾
で
学
ん
だ
門
人
は
、
そ
の
後
、
全

国
各
地
に
蘭
学
を
広
め
て
い
っ
た
。

飯
沼
慾
斎
（
P.
4
参
照
）
も
そ
の
一

人
で
あ
る
。
 

■
蘭
斎
は
オ
ラ
ン
ダ
書
翻
訳
の
た

め
幾
種
類
も
の
単
語
帳
を
作
っ
て

い
る
。
医
学
用
語
を
主
と
し
た
も

の
や
一
般
的
な
単
語
の
も
の
、
あ
る

い
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
の
も
の
や
折
本
仕

立
に
し
た
も
の
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
出
典
を
明
記
し
凡

例
を
つ
け
た
も
の
で
蘭
斎
の
研
究

の
跡
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
 

江馬家門人姓名録［個人蔵］ 

寛政10年（1798） 

西本願寺御門跡御病気ニ付京都江罷越候一件覚書 
［個人蔵］ 

蘭斎のオランダ単語帳 
［個人蔵］ 

版
木
彫
 

鷲
見
荘
蔵
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
 

養
父
元
澄
が
藩
主
戸
田
氏
教
の
侍
医
と
な
る
 

 

延
享
4
年
 1
7
4
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安
永
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年
 1
7
7
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 江
馬
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関
係
年
譜
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政
7
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政
10
年
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文
化
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年
 1
8
0
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文
化
2
年
 1
8
0
5
 

文
化
3
年
 1
8
0
6
 

文
化
4
年
 1
8
0
7
 

文
化
9
年
 1
8
1
2
 

文
化
10
年
 1
8
1
3
 

文
化
13
年
 1
8
1
6
 

文
政
3
年
 1
8
2
0
 

 天
保
元
年
 1
8
3
0
 

天
保
2
年
 1
8
3
1
 

天
保
3
年
 1
8
3
2
 

天
保
8
年
 1
8
3
7
 

天
保
9
年
 1
8
3
8
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35
 

41
 

42
 

43
  

 
 44

 
46
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49
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58
 

59
 

60
 

61
 

66
 

67
 

70
 

74
  84

 
85
 

86
 

91
 

92
 

■
江
戸
で
蘭
学
を
学
ん
で
大
垣
に
帰
っ

た
頃
は
、漢
方
医
全
盛
の
世
で
あ
り
、

蘭
方
医
と
な
っ
た
蘭
斎
の
診
察
を

求
め
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。

そ
の
頃
、
京
都
西
本
願
寺
法
主
 

文
如
上
人
が
長
い
間
、
病
に
伏
せ
て

い
た
。
信
徒
一
同
大
い
に
心
配
し
て

い
た
時
、「
大
垣
の
江
馬
蘭
斎
と
い

う
蘭
医
は
治
療
が
大
変
う
ま
い
」

と
い
う
者
が
お
り
、
本
町
の
縁
覚
寺

を
通
じ
て
、
本
願
寺
か
ら
治
療
の

依
頼
が
あ
っ
た
。
弟
子
や
供
回
り
を

連
れ
た
蘭
斎
は
、
早
速
上
洛
し
て

法
主
を
診
察
し
た
と
こ
ろ
、
処
方

し
た
薬
剤
が
功
を
奏
し
、
難
病
は

全
治
し
た
。
こ
の
話
が
広
が
り
、
蘭

斎
は
在
京
中
に
、
日
々
二
百
人
余

り
を
診
察
し
た
と
い
う
。
こ
の
後
、

蘭
方
医
と
し
て
の
蘭
斎
の
名
声
は

大
い
に
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
 

ぶ
ん
に
ょ
し
ょ
う
に
ん
 

ほ
っ

す

 
五液診法の写本［個人蔵］ 

■
蘭
斎
が
前
野
良
沢
の
も
と
で
学

ん
で
い
る
時
、
オ
ラ
ン
ダ
の
医
師
ボ

イ
セ
ン
の
内
科
書
「
人
体
の
排
泄

物
に
つ
い
て
の
論
」
を
翻
訳
し
た
も

の
。
五
液
（
尿
・
大
便
・
汗
・
唾
液
・

お
う
吐
物
）
の
検
査
に
よ
る
診
断

法
を
説
明
し
て
い
る
。
寛
政
五
年（
一

七
九
三
）
頃
か
ら
翻
訳
を
始
め
、
文

化
十
三
年
（
一
八
一
六
）に
出
版
さ

れ
た
。
わ
が
国
最
初
の
西
洋
内
科

診
断
書
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

養
父
が
没
し
、江
馬
家
を
継
ぐ
 

大
垣
藩
士
郡
奉
行
の
娘
 

乃
宇
と
結
婚
す
る
 

長
女
 

多
保（
細
香
）生
ま
れ
る
 

「
論
語
訓
　
解
」
を
完
成
さ
せ
る
 

藩
主
の
侍
医
と
し
て
江
戸
に
下
る
 
 

二
女
 

柘
植
生
ま
れ
る
 
 

妻
 

乃
宇
永
眠
 

大
垣
藩
士
の
娘
 

佐
野
と
結
婚
す
る
 

再
び
江
戸
に
下
り
杉
田
玄
白
か
ら
「
解
体
新
書
」

の
講
義
を
受
け
る
 

前
野
良
沢
に
つ
き
蘭
学
を
学
ぶ
 

大
垣
藤
江
村
に
開
業
す
る
 
 

蘭
学
塾
「
好
蘭
堂
」
を
開
設
す
る
 

京
都
西
本
願
寺
法
主
の
病
気
を
治
療
す
る
 

「
五
液
診
法
」
の
開
板
願
書
を
出
す
 

「
家
訓
十
二
ケ
条
」
を
記
す
 

藩
主
氏
教
診
察
の
た
め
江
戸
に
下
る
。
藩
主
永
眠
 

侍
医
を
退
任
。二
女
柘
植
の
夫
松
斎
が
継
ぐ
 

司
馬
江
漢
が
訪
問
す
る
 

頼
山
陽
初
め
て
江
馬
家
を
訪
問
す
る
 

「
五
液
診
法
」
を
刊
行
す
る
 

養
嗣
子
松
斎
が
没
し
た
た
め
、
再
び
医
業
に
専
念

す
る
 

「
言
志
篇
」
を
記
す
 

妻
 

佐
野
 

永
眠
 

「
人
生
観
」
を
記
す
 

 

遺
書
を
記
す
 

永
眠
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江
馬 

細
香

天明7年～文久元年 
（1787～1861）

 

え
 

ま

 

さ

い

 

こ

う

 
墨
竹
画
を
得
意
と
し
た
女
流
漢
詩
人 

ぎ
ょ
く
り
ん
お
し
ょ
う
 

し
ょ
う
む
 

う
じ
の
り
 

じ

い

 

た

ほ

 

■
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
冬
、
七
十
歳
に
な
っ
た
細
香

は
脳
出
血
に
か
か
り
、
年
の
暮
に
吐
血
し
た
。
細
香
の
師

頼
山
陽
も
、
肺
結
核
で
は
あ
っ
た
が
同
様
に
吐
血
し
て
い

た
の
で
、
そ
の
病
状
が
似
て
い
る
の
に
驚
き
、
自
分
を
慰

め
た
。
病
気
は
翌
年
五
月
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
癒
え
た
が
、

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
、
脳
出
血
が
再
発
し
、
師
山
陽

の
没
し
た
三
十
年
目
の
同
じ
く
白
菊
の
匂
う
晩
秋
の
九

月
四
日
永
眠
し
た
。
 

 吾
が
年
七
十
四
 

情
味
灰
よ
り
も
冷
や
や
か
な
り
 

無
病
の
身
仍
ほ
痩
せ
 

綿
衣
窄
く
裁
た
ん
と
欲
す
 

 こ
の
詩
が
細
香
の
遺
稿
の
絶
筆
と
な
っ
て
い
る
。
 

■
細
香
は
七
回
に
わ
た
っ
て
京
都
の
頼
山
陽
を
訪
ね
、
詩

の
指
導
を
受
け
た
だ
け
で
な
く
、
日
常
的
に
書
簡
を
往

復
し
て
添
削
指
導
を
受
け
た
。
山
陽
の
朱
が
入
っ
た
詩

稿
が
、
今
も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
二
人
の
交
流
が
深

ま
る
中
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
、
頼
山
陽
は
細
香

に
求
婚
し
た
が
、
父
の
蘭
斎
の
一
存
で
断
っ
て
し
ま
っ
た
。

胸
中
深
く
山
陽
へ
の
思
慕
を
秘
め
て
い
た
細
香
は
、ひ
ど

く
落
胆
し
た
と
い
わ
れ
る
。
一
方
、
細
香
の
心
を
知
る
由

も
な
い
山
陽
は
、
彼
女
を
断
念
し
、
友
人
の
養
女
と
結
婚

し
た
。
こ
れ
を
境
と
し
て
細
香
は
心
な
ら
ず
も
一
生
を

未
婚
の
ま
ま
過
ご
す
に
至
っ
た
。
 

水墨竹の図 
［大垣市教育委員会蔵］ 細香5歳の作。 

竹と雀の図［個人蔵］ 

細香詩稿　山陽添削　梅花［個人蔵］ 

湘夢遺稿［大垣市立図書館蔵］ 
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永
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年
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永
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年
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年
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 1
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こ
う
さ
い
し
ゃ
 

は
く
お
う
し
ゃ
 

ら
い
さ
ん
よ
う
 

う
ら
が
み
し
ゅ
ん
き
ん
 

竹
月
蕭
騒
憶
写
真
　
千
年
　
矣
李
夫
人
 

閨
窓
掃
盡
無
塵
點
　
一
瓣
名
香
要
手
親
 

秋
に
振
り
返
る「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
大
垣 

大
垣
藩
主
の
侍
医
江
馬
蘭
斎
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
る
 

赤
坂
の
矢
橋
邸
で
荻
生
徂
徠
の
書
を
臨
書
す
る
 

こ
の
頃
、玉
 
に
墨
竹
画
を
学
ぶ
 

頼
山
陽
初
め
て
江
馬
家
を
訪
問
す
る
 
 

頼
山
陽
の
門
人
と
な
る
 
 

浦
上
春
琴
に
南
宋
画
を
学
ぶ
 

頼
山
陽
か
ら
求
婚
さ
れ
る
 
 

初
め
て
京
に
上
り
、頼
山
陽
ら
と
清
遊
す
る
 

二
回
目
の
山
陽
訪
問
 

三
回
目
の
山
陽
訪
問
 
 

こ
の
頃
、詩
社
「
白
　
社
」
を
結
成
す
る
 

伊
豆
原
麻
谷
に
「
白
　
社
集
会
図
」
を
描
か
せ
る
 
 

四
回
目
の
山
陽
訪
問
 

五
回
目
の
山
陽
訪
問
 

父
蘭
斎
の「
論
語
訓
　
解
」
を
刊
行
す
る
 

六
回
目
の
山
陽
訪
問
 

伊
勢
に
遊
ぶ
 

七
回
目
、最
後
の
山
陽
訪
問
 

頼
山
陽
没
す
 

京
都
に
上
る
 

父
 

蘭
斎
 

病
没
す
る
 
 

名
古
屋
・
京
都
に
遊
ぶ
 

京
都
・
大
阪
に
遊
ぶ
 

こ
の
頃
詩
社
「
黎
祁
吟
社
」
を
結
成
す
る
 
 

詩
社
「
咬
菜
社
」の
社
長
と
な
る
 

京
都
に
遊
ぶ
 

脳
出
血
で
倒
れ
る
 

脳
出
血
再
発
 
永
眠
 

大
垣
藩
主
戸
田
氏
教
の
侍
医
江
馬
蘭
斎
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。
名
を
多
保
、字
を
細
香
、号
を
湘

夢
と
い
う
。
幼
少
の
頃
よ
り
書
画
の
才
能
に
富
み
、京
都
の
玉
　
和
尚（
後
に
永
観
堂
住
職
）に
墨
竹
画

を
学
び
、後
に
は
浦
上
春
琴
に
師
事
し
、南
宋
画
も
学
ん
だ
。
父
の
蘭
斎
を
訪
ね
た
儒
者
・
詩
人
と
し
て

有
名
で
あ
っ
た
頼
山
陽
に
入
門
後
は
、
詩
文
・
書
画
と
も
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
生
涯
の
師
と
慕
っ

た
。
美
濃
の
文
人
と
も
さ
か
ん
に
交
流
し
、梁
川
星
巌
・
紅
蘭
夫
妻
ら
頼
山
陽
の
門
下
生
と
「
白
　
社
」

を
、小
原
鉄
心
ら
と
と
も
に
「
咬
菜
社
」
を
結
成
し
た
。
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星巌66歳の作。 

河野鉄兜・藤井竹外の詩とあわせて「吉野

三絶」と称されている。 

現
在
の
曽
根
町
に
生
ま
れ
、幼
少
の
頃
か
ら
華
渓
寺
住
職
太
随
和
尚
に
歴
史
や
詩
文
を
学
ぶ
。
江
戸
で

学
ん
だ
の
ち
帰
郷
し
、私
塾
「
梨
花
村
草
舎
」
を
開
く
。
妻
の
紅
蘭
と
の
五
年
に
わ
た
る
西
国
の
旅
を
経

て
、江
戸
お
玉
が
池
に
「
玉
池
吟
社
」
を
開
き
、詩
壇
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
。
ま
た
、藤
田
東
湖
や
佐
久

間
象
山
ら
と
交
わ
り
、時
事
へ
の
関
心
を
も
高
め
た
。の
ち
に
京
都
鴨
川
畔
に
居
を
移
し
、勤
王
の
志
士

の
導
き
手
と
な
っ
た
。
京
都
で
流
行
し
た
コ
レ
ラ
に
か
か
り
没
し
た
が
、
直
後
に
「
安
政
の
大
獄
」
が
起

こ
っ
た
た
め
、世
間
か
ら
「
死（
詩
）に
上
手
」
と
評
さ
れ
た
。
 

梁
川 

星
巌

寛政元年～安政5年 
（1789～1858）

 

や

な
 

が

わ

 

せ

い

 

が

ん

 
幕
末
の
漢
詩
人
で
勤
王
の
志
士 

り

か

そ

ん

そ

う

し

ゃ

 

じ
ょ
う
ず
 

き
ん
の
う
 

ぎ
ょ
く
ち
ぎ
ん
し
ゃ
 

と
う
こ
 

た
い
ず
い
お
し
ょ
う
 

鉄如意 
［大垣市教育委員会蔵 岐阜県指定重要文化財］ 

明星津石 
［大垣市教育委員会蔵 岐阜県指定重要文化財］ 

か
ん
 

■
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）、
赤
坂
の
金
生
山
を
訪
れ
た
と

き
、
市
橋
村
谷
理
九
郎
か
ら
譲
り
受
け
て
珍
重
し
た
。
こ

の
よ
う
な
穴
の
多
い
石
灰
岩
の
奇
石
は
、中
国
で
は
「
太
湖

石
」
と
呼
ば
れ
、文
人
に
珍
重
さ
れ
、庭
園
等
に
配
さ
れ
た
。

日
本
で
は
金
生
山
が
産
出
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
 

「
吾
が
郷
西
山
の
下
澗
水
（
谷
川
の
水
）
あ
り
。い
わ
ゆ
る

明
星
津
な
る
も
の
す
な
わ
ち
こ
れ
な
り
。
多
く
の
怪
石
を

出
す
。・・・
其
の
色
蒼
黒
、峯
巒
洞
壑
悉
具
わ
る
。
信
に
希

世
の
宝
な
り
。
」
と
言
い
、明
星
津
石
歌
を
作
っ
て
い
る
。
 

寛
政
元
年
 1
7
8
9
 

寛
政
7
年
 1
7
9
5
 

文
化
4
年
 1
8
0
7
 

 文
化
6
年
 1
8
0
9
 

文
化
7
年
 1
8
1
0
 

 文
化
14
年
 1
8
1
7
 

文
政
2
年
 1
8
1
9
 

文
政
3
年
 1
8
2
0
 

文
政
4
年
 1
8
2
1
 

文
政
5
年
 1
8
2
2
 

文
政
9
年
 1
8
2
6
 

文
政
10
年
 1
8
2
7
 

天
保
3
年
 1
8
3
2
 

 天
保
5
年
 1
8
3
4
 

弘
化
2
年
 1
8
4
5
 

弘
化
3
年
 1
8
4
6
 

安
政
5
年
 1
8
5
8

梁
川
星
巌
関
係
年
譜
 

よしの こうのてっとう ふじいちくがい 

今
来
古
往
事
茫
々

石
馬
無
声
抔
土
荒
 

春
入
桜
花
満
山
白

南
朝
天
子
御
魂
香
 

私
が
吉
野
山
に
来
て
花
を
見
る
と
い
う
今
日
と
い
う
日
は
、現
に
こ
こ
に
あ
る
の
だ
が
、昔
の
こ
と
は
み
な

過
ぎ
去
っ
て
、す
べ
て
の
事
は
茫
々
と
し
て
何
も
な
い
。
御
陵
の
前
に
あ
る
石
の
馬
は
声
も
な
い
し
、御
陵
に

盛
り
上
げ
ら
れ
た
土
も
荒
れ
果
て
て
い
る
。
 

春
は
桜
の
木
に
吹
き
入
っ
て
、こ
の
よ
う
に
白
く
爛
漫
と
花
を
さ
か
せ
た
。
変
わ
ら
ぬ
の
は
こ
の
春
だ
け
だ
。

春
の
力
で
開
い
た
花
に
埋
も
れ
て
、南
朝
の
天
子
さ
ま
の
御
魂
は
、い
つ
ま
で
も
香
う
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
 

山水の図 
［個人蔵　大垣市指定重要文化財］ 

吉野懐古 
［華渓寺蔵　大垣市指定重要文化財］ 

年
齢
 

1
 

7
 

19
  21

 
22
  29

 
31 
 

32
 

 
33
 

34 
 

38
 

39
 

44
  46

 
57
 

58
 

70
 

秋
に
振
り
返
る「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
大
垣 

さんぜつ 

曽
根
村（
現
・
曽
根
町
）に
生
ま
れ
る
 

華
渓
寺
太
隨
和
尚
に
学
ぶ
 

江
戸
で
学
ぶ
 
 

山
本
北
山
の
　
疑
塾
に
入
る
 

大
垣
に
帰
る
 

再
び
江
戸
の
　
疑
塾
に
入
る
 
 

北
山
門
下
の
十
哲
と
い
わ
れ
る
 

帰
郷
後
、塾
「
梨
花
村
草
舎
」
開
く
 

こ
の
頃
、詩
社
「
白
　
社
」
を
結
成
す
る
 

紅
蘭
と
結
婚
す
る
 

単
身
で
旅
に
出
る
 

紅
蘭
と
西
国
へ
の
旅
に
出
る
 

帰
郷
す
る
 

京
都
木
屋
町
に
住
む
 

頼
山
陽
没
す
 
 

江
戸
に
住
む
 

詩
塾
「
玉
池
吟
社
」
を
開
く
 

大
垣
に
帰
る
 

京
都
に
住
む
 

安
政
の
大
獄
は
じ
ま
る
 
 

永
眠
 

東
村
西
村
春
有
無
　
梅
花
欲
老
白
模
糊
　
春
風
吹
雪
上
客
榻
　
興
來
爲
此
雪
棧
圖
 

連
峰
去
天
不
盈
尺
　
長
棧
帯
雪
光
絡
繹
　
馬
影
凌
兢
何
爲
者
　
定
知
遠
道
疲
行
没
 

噫
吁
戲
危
乎
高
哉
　
蜀
道
之
難
々
於
上
　
　
天
誰
其
事
之
李
　
謫
仙
古
來
憚
嶮
乃
 

爾
々
况
復
値
此
風
　
雪
　
圖
成
自
笑
還
　
自
哭
我
亦
年
來
踪
　
牢
落
十
踰
函
關
七
 

渡
河
　
綴
冰
珠
脚
　
跼
蹐
何
似
山
中
伴
　
山
翁
尊
前
占
瑞
話
　
年
豐
何
當
歸
來
第
 

屋
□
爛
醉
高
歌
拆
掌
　
重
與
看
此
白
玲
瓏
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■
白
　
社
は
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
に
結
成
さ
れ
た

漢
詩
を
研
鑚
す
る
た
め
の
結
社
。
江
戸
時
代
に
お
い
て

は
儒
学
者
・
文
人
の
素
養
と
し
て
、
漢
詩
の
才
能
が
要
求

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、こ
の
よ
う
な
結
社
で
、
互
い
に
自
作

の
詩
を
発
表
し
、
批
評
し
あ
っ
た
。
美
濃
地
方
に
お
い
て

は
、
安
永
・
天
明
年
間
に
岐
阜
の
山
田
鼎
石
が
主
唱
し
た

「
鳳
鳴
社
」
と
弘
化
・
嘉
永
年
間
の
「
咬
菜
社
」
、文
化
・
文

政
年
間
の
「
白
　
社
」
の
三
つ
が
知
ら
れ
て
い
る
。
文
化
十

年
（
一
八
一
三
）の
頼
山
陽
に
よ
る
大
垣
訪
問
は
、
美
濃
漢

詩
界
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、山
陽
の
門
下
生
に
な
る
者

が
急
増
し
た
。
白
　
社
は
、こ
う
し
た
山
陽
の
門
下
生
が

中
心
で
あ
っ
た
。
参
加
し
た
主
な
人
物
は
、
梁
川
星
巌
（
P. 

50
）・
紅
蘭
夫
妻
を
は
じ
め
、
揖
斐
の
柴
山
老
山
、
上
有
知

（
現
・
美
濃
市
）の
村
瀬
藤
城
、
大
垣
の
江
馬
細
香
（
P. 
48
）

を
主
軸
と
し
て
、村
瀬
藤
城
の
門
下
生
で
あ
る
下
有
知（
現
・

関
市
）の
塚
原
篁
園
、
大
垣
の
金
森
匏
庵
（
金
森
吉
次
郎
 

P.  
82
の
祖
父
）
、
高
田
（
養
老
）の
柏
淵
蛙
亭
、
日
比
野
草

川
、
服
部
　
岳
、
墨
俣
の
沢
井
樵
歌
、石
原
東
堤
と
い
っ
た

美
濃
漢
詩
界
の
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
白
　

社
の
同
人
は
、
月
一
回
、
伝
馬
町
の
実
相
寺
に
集
ま
り
、

詩
文
に
つ
い
て
大
い
に
論
議
し
、
研
鑚
に
つ
と
め
た
。
 

現
在
の
曽
根
町
の
生
ま
れ
。
幼
名
は
、き
み
、の
ち
に
紅
蘭
と
号
し
た
。
十
四
歳
の
時
、
遊
学
先
の
江
戸

か
ら
戻
っ
た
梁
川
星
巌
が
開
い
た
「
梨
花
村
草
舎
」
で
詩
文
を
学
び
、十
七
歳
で
星
巌
と
結
婚
。
夫
婦
で

五
年
に
も
お
よ
ぶ
西
国
の
旅
に
出
、各
地
で
見
聞
し
た
こ
と
を
も
と
に
三
十
一
首
の
優
れ
た
詩
を
残
し

た
。
そ
の
後
、京
都
や
江
戸
に
お
い
て
多
く
の
文
人
墨
客
と
交
わ
り
、生
涯
に
四
百
余
首
の
詩
を
つ
く
っ

た
と
さ
れ
る
。
画
に
も
才
能
を
発
揮
し
、数
多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
る
。
 

張 
紅
蘭

文化元年～明治12年 
（1804～1879）

 

ち

ょ

う
 

こ

う

 

ら

ん

 

ぼ
っ
か
く
 

り

か

そ

ん

そ

う

し

ゃ

 

■
老
龍
琴
（
七
絃
琴
）
は
、
中

国
の
伝
統
楽
器
で
、弦
は
七
本
。

琴
柱
は
な
く
徽
と
呼
ば
れ
る

印
が
十
三
あ
り
、
こ
れ
に
従

い
左
手
で
弦
を
押
さ
え
て
右

手
で
弾
く
。
 

嘉
永
五
年（
一
八
五
二
）四
月
、

紅
蘭
は
、
京
都
の
商
人
か
ら

こ
の
古
い
琴
を
買
い
求
め
た
。

琴
の
裏
に
は
「
老
龍
」
の
二

字
が
刻
し
て
あ
り
、
印
に
「
笑

傲
烟
霞
」
の
四
字
が
あ
る
。

買
琴
歌
に
よ
れ
ば
、
非
常
に

喜
ん
で
い
る
様
子
で
、
漆
が

古
く
木
目
は
髪
の
よ
う
に
細

い
、
断
紋
が
梅
花
の
よ
う
で
、

五
百
年
く
ら
い
前
の
も
の
だ

と
言
っ
て
い
る
。
 

老龍琴（七絃琴）［大垣市郷土館蔵］ 

文
化
元
年
 1
8
0
4
 

文
化
14
年
 1
8
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文
政
2
年
 1
8
1
9
 

文
政
3
年
 1
8
2
0
 

文
政
5
年
 1
8
2
2
 

文
政
9
年
 1
8
2
6
 

文
政
10
年
 1
8
2
7
 

天
保
3
年
 1
8
3
2
 

 弘
化
2
年
 1
8
4
5
 

弘
化
3
年
 1
8
4
6
 

嘉
永
5
年
 1
8
5
2
 

安
政
5
年
 1
8
5
8
 

 安
政
6
年
 1
8
5
9
 

万
延
元
年
 1
8
6
0
 

文
久
3
年
 1
8
6
3
 

明
治
10
年
 1
8
7
7
 

明
治
12
年
 1
8
7
9
 

 張
紅
蘭
関
係
年
譜
 

紅蘭筆 群蝶之図［個人蔵］ 

星
巌
と
と
も
に
詩
画
の
才
能
を
発
揮
し
た
才
女 

秋
に
振
り
返
る「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
大
垣 

こ
う
ず
ち
 

か
し
わ
ぶ
ち
あ
て
い
 

こ
う
え
ん
 

ほ
う
あ
ん
 

し
も
う
ち
 

と
う
じ
ょ
う
 

ほ
う
め
い
し
ゃ
 

こ
う
さ
い
し
ゃ
 

て
い
せ
き
 

け
ん
さ
ん
 

き
 

買
琴
歌
 

 壬
子
の
夏
建
卯
の
月
。
 

商
人
琴
を
携
え
て
来
り
て
夸
説
す
。
 

か
く
の
如
き
の
器
は
世
に
希
な
る
と
こ
ろ
と
。
 

古
漆
断
紋
は
髪
よ
り
も
細
し
。
 

余
の
琴
を
求
む
る
こ
と
年
久
し
。
 

何
ん
ぞ
料
ら
ん
や
一
旦
尤
物
を
見
ん
と
は
。
 

古
気
森
然
と
し
て
来
り
て
人
を
衝
く
。
 

目
悦
び
心
抬
び
て
口
訥
な
る
が
ご
と
し
。（
以
下
略
）
 

よ
ろ
こ
 

は
か
 

ゆ
う
 

こ
 

こ
と
じ
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

10
 

11
 

1
2 3

4

5

6

7

8

9

10

11

條
風
百
草
一
齊
花
　
朶
朶
分
明
剪
綺
霞
　
也
識
東
君
鍾
愛
甚
　
送
春
偏
到
粉
侯
家
 

低
飛
無
力
舞
　
　
　
奈
此
春
光
駘
蕩
何
　
誰
氏
窈
娘
吮
　
管
　
也
應
依
様
畫
眉
螺
 

故
臺
芳
草
罩
煙
霏
　
萬
古
青
陵
事
已
非
　
愛
箇
貞
魂
吹
不
散
　
春
風
随
處
作
團
飛
 

曽
根
村（
現
・
曽
根
町
）に
生
ま
れ
る
 

星
巌
の
塾
「
梨
花
村
草
舎
」で
学
ぶ
 

こ
の
頃
、詩
社
「
白
　
社
」
を
結
成
す
る
 

星
巌
と
結
婚
す
る
 

星
巌
と
西
国
へ
の
旅
に
出
る
 

帰
郷
す
る
 

京
都
木
屋
町
に
住
む
 

頼
山
陽
没
す
 
 

江
戸
に
住
む
 

大
垣
に
帰
る
 

京
都
に
住
む
 

老
龍
琴
を
購
入
す
る
 

安
政
の
大
獄
は
じ
ま
る（
翌
年
ま
で
） 
 

捕
ら
え
ら
れ
る
 

釈
放
さ
れ
る
 

京
都
の
旧
宅
に
住
む
 

星
巌
遺
稿
を
完
成
さ
せ
る
 

美
濃
に
遊
び
曽
根
村
に
寄
る
 

永
眠
 

梁
川
星
巌
 

柴
山
老
山
 

服
部
　
岳
 

塚
原
篁
園
 

石
原
東
堤
 

村
瀬
藤
城
 

張
　
紅
蘭
 

江
馬
細
香
 

沢
井
樵
歌
 

日
比
野
草
川
 

柏
淵
蛙
亭
 

白　社集会図［個人蔵］ 
はくおうしゃ 

年
齢
 

1
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29
  42 

 
43
 

49
 

55
  56

 
57
 

60
 

74 
 

76
 

ハリヨ博士のコラム 

紅蘭は、氏を常に「張」あ

るいは「張氏」と称した。こ

れは曽祖母の生家が尾張

であり、家格が大垣の稲津

家（紅蘭の父は稲津長好）

よりもかなり上であることを

誇りとして

いたため

である。 
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小
原 

鉄
心

文化14年～明治5年 
（1817～1872）

 

お
 

は

ら

 

て

っ

 

し

ん

 
大
垣
藩
の
藩
政
改
革
の
推
進
者 

大
垣
藩
士
小
原
忠
行
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
藩
老
と
し
て
大
垣
藩
の
財
政
・
軍
政
改
革
を
推
進
し
た
。

ペ
リ
ー
来
航
時
は
浦
賀
に
出
兵
、禁
門
の
変
に
際
し
て
は
御
所
を
守
護
し
た
。
明
治
新
政
府
の
も
と
で
参
与

と
な
り
、大
垣
藩
の
大
参
事
と
な
っ
た
。
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
は
、子
忠
迪
が
幕
府
軍
の
先
鋒
と
な
り
砲
を
発

し
た
が
、時
勢
を
説
き
、激
論
の
末
に
藩
論
を
勤
王
に
統
一
し
た
。
一
方
で
文
雅
風
流
を
好
み
、林
村（
現
・
林

町
）に
別
荘
「
無
何
有
荘
」
を
構
え
、東
西
の
志
士
や
学
者
、文
人
と
詩
文
を
談
じ
国
事
を
論
じ
た
。
梅
を
こ

よ
な
く
愛
し
、酒
を
好
み
、酔
い
に
ま
か
せ
て
筆
を
揮
っ
た
話
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
 

た
だ
み
ち
 

き
ん
の
う
 

む
か
ゆ

う

そ

う

 

ふ
る
 

せ
ん
ぽ
う
 

鉄心書「禁中において二首を賦す」［個人蔵　大垣市指定重要文化財］ 

■
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
、
将
軍
徳
川
慶
喜
は
大

政
を
奉
還
し
、つ
い
で
朝
廷
は
、
王
政
復
古
の
大
号

令
を
発
令
す
る
と
、
明
治
新
政
府
は
、
広
く
人
材
を

天
下
に
求
め
た
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
一
月
三
日
、

五
十
二
歳
の
鉄
心
は
選
ば
れ
て
京
都
に
入
り
、
参
与

と
し
て
国
事
に
参
画
し
た
。
こ
の
日
に
、
旧
幕
府
軍

と
新
政
府
軍
と
の
間
に
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
が
起
こ
っ

た
。
当
時
、
大
垣
藩
兵
を
率
い
、
慶
喜
の
親
衛
隊
と

し
て
大
阪
に
い
た
鉄
心
の
子
忠
迪
は
、
鳥
羽
街
道
の

先
陣
を
命
じ
ら
れ
、二
日
午
後
、
淀
に
着
い
た
。
鉄
心

は
、こ
れ
を
聞
い
て
ひ
ど
く
驚
い
た
。
父
鉄
心
は
朝
廷

方
に
あ
り
、
子
忠
迪
は
幕
府
方
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
鉄
心
は
、
早
速
、
使
者
を
忠
迪
の
も
と
に
送
り

説
得
し
た
が
、
既
に
隊
は
戦
闘
に
入
っ
て
い
た
。
鉄
心
が

心
配
し
た
か
い
も
な
く
、つ
い
に
大
垣
藩
は
一
時
「
朝
敵
」

の
汚
名
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
、
鉄
心
は
、

父
と
し
て
の
気
持
ち
を
詩
に
よ
ん
だ
。
 

大
義
我
が
兵
曽
て
推
す
所
 

何
に
由
っ
て
今
日
戦
端
を
開
く
 

楚
氛
面
を
遮
っ
て
漫
漫
と
し
て
黒
し
 

翻
え
っ
て
官
軍
を
認
め
て
仇
視
し
来
る
 

 
 
戊
辰
正
月
五
日
禁
中
に
在
り
此
の
二
首
を
賦
す
 

龍
旗
已
に
及
ぶ
澱
江
の
潯
 

尚
聴
く
砲
声
上
林
を
振
う
 

遥
か
に
望
む
洛
南
炎
焔
の
赤
き
を
 

自
ら
疑
う
我
が
燃
ん
と
欲
す
る
心
を
写
す
か
と
 

　
　
鉄
心
徴
士
　
小
原
　
寛
 

か
つ
 

お
 

よ
 

な
お
 

は
る
 

え
ん
え
ん
 

す
で
 

で
ん
こ
う
 

ほ
と
り
 

そ
ふ
ん
 

さ
え
ぎ
 

八
日
、
鉄
心
は
急
ぎ
京
都
を
出
発
し
、
十
日
に
帰
藩
し
て

時
勢
を
説
き
、
約
四
時
間
に
わ
た
る
激
論
の
末
、
藩
論
を

勤
王
に
ま
と
め
た
。
即
刻
急
使
を
京
都
へ
送
り
、
朝
廷
へ

の
忠
勤
の
旨
を
誓
約
し
た
。
そ
の
後
、
諸
藩
は
大
垣
藩
に

な
ら
っ
て
帰
順
し
て
い
っ
た
。
鉄
心
は
、
藩
や
国
の
進
む
べ

き
道
を
真
剣
に
考
え
、
賢
明
な
判
断
に
よ
っ
て
、
将
来
を

見
通
し
た
。
 

「
百
禮
之
会
　
非
酒
不
行
 

辛
未
秋
菊
花
月
書
此
為
 

萬
家
醸
春
楼
主
人
 

鉄
心
酔
生
」
 

 百
礼
の
会
　
酒
あ
ら
ず
ん
ば
　
行
な
わ
ず
 

さ
け
 

お
こ
 

明治4年（1871）9月の作 
酔中大書［個人蔵　大垣市指定重要文化財］ 

■
鉄
心
の
酒
好
き
は
有
名
で
、
行
き
つ
け
の
酒
屋
で
、
盃

を
傾
け
、
酔
い
が
廻
り
、
興
が
の
る
と
筆
を
と
り
、
鮮
や
か

に
大
書
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
梅
を
愛
し
、
多
く
の
遺
墨
や

詩
文
を
の
こ
し
た
鉄
心
は
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
、
江

馬
細
香
（
P. 
48
）
を
社
長
に
推
薦
し
て
、
宇
野
南
村
・
松
倉

瓦
鶏
・
鳥
居
研
山
・
溪
毛
芥
（
南
条
文
雄
　
P. 
56
の
父
）ら

と
詩
文
を
楽
し
む
「
咬
菜
社
」
を
結
成
し
て
い
る
。
 

こ
う
さ
い
し
ゃ
 

が
け
い
 

な
ん
そ
ん
 

か
た
む
 

き
ょ
う
 

さ
か
ず
き
 

秋
に
振
り
返
る「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
大
垣 

大
義
我
兵
曽
所
推
　
何
由
今
日
戦
端
開
 

楚
氛
遮
面
漫
漫
黒
　
翻
認
官
軍
仇
視
来
 

　
　
戊
辰
正
月
五
日
在
禁
中
賦
此
二
首
 

龍
旗
已
及
澱
江
潯
　
尚
聴
砲
聲
振
上
林
 

遥
望
洛
南
炎
焔
赤
　
自
疑
写
我
欲
燃
心
 

　
　
鉄
心
徴
士
　
小
原
　
寛
 

明治6年（1873）刊。 
鉄心遺稿［大垣市立図書館蔵］ 
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年
齢
 

1
 

14
  20

 
26
 

27
 

32
  34

 
37
 

38
  40

 
47
 

48
 

52
 

53
 

56
  

大
垣
藩
士
小
原
忠
行
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
 

8
代
藩
主
戸
田
氏
庸
に
御
目
見
え
し
、二
十
人
扶
持

を
賜
る
 

こ
の
頃
か
ら
斎
藤
拙
堂
に
学
ぶ
 

家
督
を
継
ぎ
藩
の
会
計
事
務
を
執
る
 

江
戸
の
梁
川
星
巌
を
訪
問
す
る
 

詩
社
「
咬
菜
社
」
を
結
成
し
、江
馬
細
香
を
社
長
に

す
る
 

9
代
藩
主
戸
田
氏
正
か
ら
藩
政
改
革
の
命
令
を
受
け
る
 

ペ
リ
ー
の
来
航
に
あ
た
り
浦
賀
に
藩
兵
を
派
遣
す
る
 

ペ
リ
ー
の
再
来
に
あ
た
り
藩
兵
と
と
も
に
浦
賀
の
警

護
に
つ
く
 

林
村（
現
・
林
町
）に
別
荘
「
無
何
有
荘
」
を
構
え
る
 

藩
主
に
従
い
京
都
を
守
護
す
る
 

禁
門
の
変
で
長
州
藩
を
撃
退
す
る
 

朝
廷
に
召
さ
れ
て
参
与
職
に
就
く
 

大
垣
藩
大
参
事
と
な
る
 

永
眠
 

文
化
14
年
 1
8
1
7
 

天
保
元
年
 1
8
3
0
 

 天
保
7
年
 1
8
3
6
 

天
保
13
年
 1
8
4
2
 

天
保
14
年
 1
8
4
3
 

嘉
永
元
年
 1
8
4
8
 

 嘉
永
3
年
 1
8
5
0
 

嘉
永
6
年
 1
8
5
3
 

安
政
元
年
 1
8
5
4
 

 安
政
3
年
 1
8
5
6
 

文
久
3
年
 1
8
6
3
 

元
治
元
年
 1
8
6
4
 

明
治
元
年
 1
8
6
8
 

明
治
2
年
 1
8
6
9
 

明
治
5
年
 1
8
7
2

小
原
鉄
心
関
係
年
譜
 



梵
語
学
の
道
を
究
め
た
文
学
博
士 

■
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
文
雄
と
笠
原
研
寿
の
二
人
は
、

本
山
か
ら
選
ば
れ
て
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
り
、

横
浜
か
ら
出
向
、そ
の
道
中
、香
港
や
セ
イ
ロ
ン（
ス
リ
ラ
ン

カ
）に
寄
港
し
、旅
の
様
子
を
本
山
に
報
告
し
て
い
る
。
 

■
日
本
に
帰
国
し
た
文
雄
は
、実
父
毛
芥
の
一
周
忌
に
あ

た
る
明
治
十
七
年（
一
八
八
四
）十
月
、郷
里
大
垣
の
誓
運

寺
に
立
ち
寄
り
、毛
芥
の
霊
前
に
礼
拝
の
の
ち
、母
操
と
兄

弟
た
ち
に
留
学
中
の
出
来
事
な
ど
を
報
告
し
た
。
そ
し
て
、

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
、こ
の
日
の
記
念
に
と
四
兄
弟

が
筆
を
と
っ
た
。
 

大谷大学図書館蔵の同書は、病に倒れ、先に帰国した親友の笠原研寿に贈呈したものである。 

■
イ
ギ
リ
ス
に
着
い
た
文
雄
と
笠
原
研
寿
は
、日
本
学
生

会
に
参
加
し
て
、
英
語
を
学
ん
だ
。
大
垣
出
身
の
関
谷
清

景（
P. 
80
）と
も
親
し
く
交
流
し
た
。
明
治
十
二
年（
1
8
7
9
）、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
博
士
の
も
と

で
梵
語
研
究
を
は
じ
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
文
雄
は
博
士
に

協
力
し
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
の
「
金
剛
般
若
経
」「
無
量

寿
経
」「
阿
弥
陀
経
」「
般
若
心
経
」「
尊
勝
陀
羅
尼
」
の

刊
行
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
、不
朽
の
名
著
と
い
わ
れ
た
英

文
「
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
」
を
著
し
、
明
治
十
七
年
三
月

十
八
日
、マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ（
修
士
号
）の
学
位
を
受

け
た
。
イ
ギ
リ
ス
留
学
八
年
に
お
よ
ぶ
苦
学
が
実
り
、帰
国

の
途
に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
文
雄
は
三
月
二
十
八
日
、ロ
ン

ド
ン
を
出
発
し
た
。
 

■
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
大
垣
藩
は
、藩
老
小
原
鉄
心
の

提
案
で
僧
兵
隊
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
文
雄
も
隊

員
の
一
人
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
文
雄
は
大
垣
藩
士
の
子

弟
に
限
ら
れ
て
い
た
藩
校
へ
の
入
学
が
認
め
ら
れ
、大
垣
藩

督
学
野
村
藤
陰
に
漢
学
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

父
毛
芥
と
兄
良
順
に
す
す
め
ら
れ
、
広
瀬
淡
窓
の
門
人
で

本
郷
村
光
慶
寺
の
稲
葉
道
貫
に
仏
教
学
を
学
ぶ
こ
と
と

な
っ
た
。
明
治
元
年（
一
八
六
八
）、大
垣
藩
の
僧
兵
隊
は
解

散
、同
年
四
月
、文
雄
は
学
問
の
道
を
志
し
、両
親
の
許
し

を
得
る
と
と
も
に
、
稲
葉
道
貫
の
紹
介
状
を
携
え
て
京
都

東
本
願
寺
の
高
倉
学
寮（
大
谷
大
学
の
前
身
）に
向
か
っ
た
。
 

南条笠原両師書簡［大谷大学博物館蔵］ 

四兄弟寄せ書き［誓運寺蔵］ 

マックス・ミュラー書簡 文雄宛 
［岐阜県歴史資料館蔵］ 

大明三蔵聖教目録［大谷大学図書館蔵・岐阜県歴史資料館蔵］ 

高倉学寮入学許可証［誓運寺蔵］ 

高倉学寮木札［誓運寺蔵］ 

船
町
の
誓
運
寺
住
職
渓
毛
芥
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
大
垣
藩
校
で
学
ん
だ
の
ち
、東
本
願
寺
の
高

倉
学
寮
に
入
学
し
た
。
そ
の
後
、本
山
か
ら
選
ば
れ
て
イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
し
、オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で

梵
語（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
）学
を
研
究
し
た
。
明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）に
は
、今
日
の
仏
教
研
究
に
お

い
て
も
欠
か
せ
な
い
不
朽
の
名
著
『
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
』
を
編
纂
し
、「
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ（
修

士
号
）
」
の
学
位
を
う
け
た
。
明
治
二
十
一
年
、わ
が
国
初
の
文
学
博
士
と
な
り
、の
ち
に
真
宗
大
谷
大

学
学
長
を
つ
と
め
た
。
こ
の
間
、各
校
で
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
、近
代
的
な
仏
教
研
究
の
普
及
に
尽
力
す

る
と
と
も
に
、「
梵
文
入
楞
伽
経
」
な
ど
の
研
究
書
を
は
じ
め
多
く
の
著
書
を
残
し
た
。
 

た
に
も
う
か
い
 

き
ょ
う
べ
ん
 

ぼ
ん
ぶ
ん
に
ゅ
う
り
ょ
う
が
き
ょ
う
 

だ
い
み
ん
さ
ん
ぞ
う
し
ょ
う
ぎ
ょ
う
も
く
ろ
く
 

御
用
之
儀
、在
之
間
、明
 

廿
八
日
卯
刻
、知
事
所
へ
 

可
被
罷
出
者
也
 

　
　
辰
五
月
　
　
知
事
□印
 

濃
州
 

　
僧
恪
子
 

 御
用
の
儀
、之
在
間
、明
廿
八
日
卯
刻
、 

知
事
所
へ
罷
り
出
ら
れ
る
べ
き
も
の
な
り
。
 

　
　
辰
五
月
　
　
知
事
 

濃
州
 

　
僧
恪
子
 

ま
か
 

こ
れ
あ
る
 

と
く
が
く
 

も
う
か
い
 

と
う
い
ん
 

こ
ん
ご
う
は
ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ
う
 

は
ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ
う
 

だ
い
め
い
さ
ん
ぞ
う
し
ょ
う
ぎ
ょ
う
も
く
ろ
く
 

あ

み

だ

き

ょ

う

 

南
条 

文
雄
嘉永2年～昭和2年 
（1849～1927）

 

な

ん
 

じ

ょ

う

 

ぶ

ん

 

ゆ

う

 

ひ
ろ
せ
た
ん
そ
う
 

ど
う
か
ん
 

か
さ
は
ら
け
ん
じ
ゅ
 

そ
ん
し
ょ
う
だ
ら
に
 

秋
に
振
り
返
る「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
大
垣 

 

和
気
祥
を
成
す
 

甲
申
十
月
 

雲
嶂
題（
長
男
　
溪
良
順:

誓
運
寺
住
職
） 

 留
学
功
成
り
浩
気
振
う
。
他
を
知
る
万
里
幾
酸
辛
。

団
楽
詩
酒
児
戯
を
談
じ
、
要
ず
北
堂
垂
白
の
親
を

慰
め
ん
。
 

刺
山（
二
男
　
泉
得
雄:

久
瀬
川
大
泉
寺
住
職
） 

 詩
を
賦
し
酒
を
斟
み
情
真
な
る
を
覚
ゆ
。
膝
下
 

須
ら
く
苦
辛
を
談
ず
べ
か
ら
ず
。
相
遇
う
二
兄
と

一
弟
と
。
団
楽
半
夜
慈
親
を
慰
む
。
 

僧
恪
文
雄（
三
男
　
南
条
文
雄
） 

 秋
風
落
節
を
揺
が
し
、
喜
気
満
顔
に
生
ず
。
一
樽

今
日
の
酒
。
対
酌
し
て
三
兄
に
侍
す
。
 

円
義（
四
男
　
藤
円
　:

中
町
乗
蓮
寺
住
職
） 

 
う
ん
し
ょ
う
 

か
な
ら
 

し
ざ
ん
 

す
べ
か
 

ゆ
る
 く

 

ま
こ
と
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校訂自筆草稿「梵文入楞伽経」 
 ［大谷大学博物館蔵］ 

バルトリハリ歓学の歌 ［誓運寺蔵］ 

愛用の懐中時計 
［岐阜県歴史資料館蔵］ 

南条文雄・泉芳　訳自筆草稿「邦訳梵文入楞伽経」 
［大谷大学博物館蔵］ 

■
明
治
十
七
年（
一
八
八
四
）

十
月
、文
雄
は
東
京
に
出
て
、

東
京
大
谷
教
校
教
授
に
就

任
す
る
と
と
も
に
、
翌
年

二
月
に
は
、
東
京
帝
国
大

学
文
科
大
学
で
梵
語
学
の

嘱
託
講
師
と
な
っ
た
。
二
十

年
一
月
、
本
山
寺
務
所
と

東
京
帝
国
大
学
に
辞
表
を

提
出
し
て
イ
ン
ド
・
中
国
の

仏
教
遺
跡
を
探
訪
し
た
。

旅
先
で
、
養
父
神
興
が
病

気
で
倒
れ
た
と
の
報
に
接
し
、

五
月
に
急
遽
帰
国
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
神
興
の
病
状

は
悪
化
が
進
み
六
月
に
没

し
た
た
め
、
文
雄
は
憶
念

寺
を
継
ぐ
こ
と
と
な
る
。

二
十
一
年
二
月
に
は
、名
古

屋
普
通
学
校
長
兼
教
授
と

な
り
、
清
沢
満
之
ら
と
講

壇
に
立
っ
た
。
同
年
六
月
に

は
、
日
本
第
一
号
の
文
学

博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
、

三
十
九
年
に
は
、
帝
国
学

士
院
の
会
員
と
な
り
、
翌

年
二
月
に
は
大
谷
派
最
高

の
学
位
で
あ
る
「
講
師
」
の

称
号
が
授
け
ら
れ
た
。
大

正
三
年
（
一
九
一
四
）七
月

に
は
真
宗
大
谷
大
学
学
長

に
就
任
し
た
。
 

大谷大学卒業記念写真 ［大谷大学真宗総合研究所蔵］ 

■
文
雄
は
、碩
果
・
小
老
南
な
ど
と
号
し
た
が
、碩
果
は
大

き
い
柿
、す
な
わ
ち
大
垣
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
小
老
南
は
養
父
南
条
神
興
の
号
が
老
南

で
あ
っ
た
た
め
、養
父
を
慕
っ
て
称
し
た
も
の
と
い
う
。
 

バ
ル
ト
リ
ハ
リ
 

じ
ん
こ
う
 

き
ょ
 ま

ん
し
 

大正2年（1913）に発行された「梵文入楞伽経」
の自筆草稿。推敲の跡が見られる。 

大正11年（1922）卒業生（第29期生）。最前列右から6人目が学長の文雄。背景の校舎「尋源館（旧本館）」（大正2年建築）は、大谷大学のシンボルとして現存している。 
 
 

ほうやくぼんぶんにゅうりょうがきょう ほうけい ぼんぶんにゅうりょうがきょう 

じんげんかん 

せ
き
か
 

昭和2年（1927）2月に発行された泉芳　との共訳による「邦
訳梵文入楞伽経」の自筆草稿。推敲の跡が見られる。 

学
問
は
人
を
し
て
美
且
つ
好
な
ら
し
む
。
 

学
問
は
善
く
宝
を
蓄
う
る
所
為
り
。
 

学
問
は
共
に
遠
方
に
往
く
可
し
。
 

学
問
は
真
に
是
れ
無
尽
蔵
な
り
。
 

学
問
は
名
を
揚
げ
衆
皆
服
す
。
 

学
問
は
亦
是
れ
第
三
の
目
。
 

学
問
は
百
歳
の
寿
を
保
つ
。
 

人
学
問
無
く
ば
禽
獣
に
齊
し
。
 

壬
寅
（
明
治
三
十
五
年
）
六
月
二
十
一
日
　
 

伐
　
呵
利
勧
学
の
歌
梵
・
英
・
漢
三
体
を
録
す
 

溪
順
康
住
の
嘱
の
為
な
り
 

碩
果
生
　
南
條
文
雄
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船
町
の
誓
運
寺
住
職
渓
毛
芥
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
る
 

大
垣
藩
僧
兵
隊
に
入
り
、藩
校
で
の
学
問
を
許
さ
れ
る
 

大
垣
藩
校
督
学
野
村
藤
陰
に
漢
学
を
学
ぶ
 

京
都
東
本
願
寺
高
倉
学
寮
に
入
学
す
る
 

福
井
県
憶
念
寺
住
職
南
条
神
興
の
養
子
と
な
る
 

学
友
笠
原
研
寿
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
す
る
 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
梵
語
学
を
研
究
す
る
 

英
訳『
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
』を
編
纂
す
る
 

「
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ（
修
士
号
）」（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
）の
学
位
を
う
け
帰
国
す
る
 

東
京
大
谷
教
校
の
教
授
と
な
る
 

東
京
大
学
講
師
と
な
る
 

文
学
博
士
と
な
る
 

華
族
女
学
校（
現
・
学
習
院
）の
英
語
講
師
と
な
る
 

真
宗
大
学（
現
･
大
谷
大
学
）教
授
と
な
る
 

帝
国
学
士
院（
現
･
日
本
学
士
院
）会
員
と
な
る
 

大
谷
派
の
最
高
学
位
「
講
師
」の
称
号
を
う
け
る
 

真
宗
大
谷
大
学（
現
･
大
谷
大
学
）学
長
と
な
る
 

永
眠
 

嘉
永
2
年
 1
8
4
9
 

慶
応
2
年
 1
8
6
6
 

 明
治
元
年
 1
8
6
8
 

明
治
4
年
 1
8
7
1
 

明
治
9
年
 1
8
7
6
 

明
治
12
年
 1
8
7
9
 

明
治
16
年
 1
8
8
3
 

明
治
17
年
 1
8
8
4
 

  明
治
18
年
 1
8
8
5
 

明
治
21
年
 1
8
8
8
 

明
治
23
年
 1
8
9
0
 

明
治
34
年
 1
9
0
1
 

明
治
39
年
 1
9
0
6
 

明
治
40
年
 1
9
0
7
 

大
正
3
年
 1
9
1
4
 

昭
和
2
年
 1
9
2
7

南
条
文
雄
関
係
年
譜
 

年
齢
 

1
 

18 
  20

 
23
 

28
 

31
 

35
 

36 
   37 

 
40
 

42
 

53
 

58
 

59
 

66
 

79
 



大
垣
藩
士
和
田
為
助
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、の
ち
旧
大
垣
藩
士
松
井
喜
太
郎
の
婿
養
子
と
な
る
。
幼

い
頃
か
ら
大
垣
藩
校
で
学
び
、貢
進
生
と
し
て
大
学
南
校
（
現
・
東
京
大
学
）へ
進
学
。
文
部
省
の
第
一

期
海
外
留
学
生
と
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
（
ア
メ
リ
カ
）に
留
学
し
、「
ド
ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー

（
博
士
号
）」
の
学
位
を
う
け
る
。
帰
国
後
は
東
京
大
学
理
学
部
教
授
、帝
国
大
学
農
科
大
学
学
長
、第

七
代
東
京
帝
国
大
学
総
長
を
歴
任
。
こ
の
間
、わ
が
国
初
の
理
学
博
士
と
な
っ
た
。
ま
た
、文
部
省
の
実

業
教
育
局
長
、高
等
学
務
局
長
、専
門
学
務
局
長
を
歴
任
し
、実
業
教
育
・
大
学
教
育
の
充
実
に
つ
と

め
た
。
和
田
万
吉（
P. 
66
）は
実
弟
。
 

松
井 

直
吉

安政4年～明治44年 
（1857～1911）

 

ま

つ
 

い

 

な

お

 

き

ち

 
東
大
総
長
を
つ
と
め
た
大
学
教
育
の
先
駆
者 

こ
う
し
ん
せ
い
 

む
こ
 

■
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
帰
国
し
た
直
吉
は
東
京
大

学
理
学
部
講
師
と
な
り
、
翌
年
に
は
、
教
授
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
第
三
高
等
中
学
校
（
現
・
京
都
大
学
）
教
諭
兼
教

頭
を
経
て
、二
十
三
年
、
帝
国
大
学
に
農
科
大
学
が
で
き

る
と
、
教
授
兼
（
初
代
）
学
長
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
明
治
二

十
一
年
に
は
、日
本
初
の
博
士
号
授
与
者
と
し
て
理
学
博

士
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、三
十
八
年
十
二
月
二
日
に
は
農
科

大
学
長
兼
東
京
帝
国
大
学
総
長
と
な
っ
た
。
 

留学時代のデッサン［個人蔵］ 

学位記「ドクター・オブ・フィロソフィー（博士号）」 
コロンビア大学［個人蔵］ 

明治38年（1905）、文部省第一期海外留学生の同期が、ポーツマス条約全権大使小
村寿太郎外相の歓送会を記念して撮影。前列右から小村寿太郎，松井直吉，原口要，
菊地武夫，齋藤修一郎，後列右から平井晴二郎，長谷川芳之助，古市公威，南部球吾，
鳩山和夫。この年、直吉は東京帝国大学総長をつとめている。 

文部省第一期海外留学生の同期［個人蔵］ 

学位記「博士号」 
［個人蔵］ 

■
明
治
四
年（
一
八
七
一
）、直
吉
は
成
績
優
秀
の
た
め
、大

垣
藩
貢
進
生
と
し
て
関
谷
清
景（
P. 
80
）と
と
も
に
大
学
南

校
に
入
学
し
、化
学
を
専
攻
し
た
。
同
八
年
、数
百
名
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
十
一
人
の
文
部
省
第
一
期
海
外
留
学
生
の

一
員
と
し
て
、ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
へ

留
学
し
た
。
十
一
年
に
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
鉱
山
学
校
化
学

科
を
卒
業
し
大
学
院
へ
進
学
。
十
三
年
、有
田
陶
土
の
研
究

に
よ
っ
て
、
当
時
の
日
本
人
と
し
て
は
極
め
て
ま
れ
な
最
高

学
位
「
ド
ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー（
博
士
号
）」
を
授

与
さ
れ
た
。
 

■
直
吉
は
、
若
い
時
か
ら
美
術
に
親
し
み
、
大

学
に
つ
と
め
て
か
ら
も
美
術
鑑
賞
に
強
い
興

味
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
政
府
に
招
か
れ
哲

学
や
経
済
学
を
講
義
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人

フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
も
交
友
し
た
。
 

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
、
文
部
省
は
美
術

振
興
の
た
め
文
部
省
公
設
美
術
展
覧
会
（
文

展
）
を
開
く
こ
と
と
な
り
、そ
の
審
査
委
員
と

し
て
任
命
さ
れ
た
四
十
二
人
の
内
の
一
人
と
な
っ

た
。
直
吉
は
西
洋
画
の
部
の
主
任
審
査
委
員

と
し
て
、
明
治
の
文
豪
森
鴎
外
や
、日
本
の
西

洋
画
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
黒
田
清
輝
・
浅
井

忠
ら
の
審
査
委
員
を
ま
と
め
、ま
た
日
本
画
の

部
の
審
査
委
員
も
兼
任
し
た
。
 

 

せ
い
き
 

ち
ゅ
う
 

も
り
お
う
が
い
 

秋
に
振
り
返
る「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
大
垣 
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■
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
、
新
海
竹
太
郎
作
。

直
吉
を
追
慕
す
る
た
め
仲
間
ら
に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
た
。
現
在
は
、
学
生
食
堂
も
あ
り
賑
わ
い

の
あ
る
東
京
大
学
農
学
部
三
号
館
の
一
階
正

面
で
学
生
た
ち
を
見
守
っ
て
い
る
。
 

直吉の胸像［東京大学農学部蔵］ 

明治40年（1907）、前列右から森鴎外、直吉。 
初期文展審査員［個人蔵］ 

裏面には、直吉とともに文展審査委員をつとめた洋画家浅井忠
による直吉の似顔絵が描かれている。 

直吉の名刺［岐阜県歴史資料館蔵］ 

フェノロサ（1853－1908）は日本の伝統的美術に興

味を持ち、伝統的日本画の復興を提唱した。そして

新日本画運動を起こし、東京美術学校（現・東京芸

術大学）の開設に努力し、日本の近代美術に大きな

影響を与えている。直吉が第三高等中学校（現・京

都大学）教諭兼教頭であったとき、奈良に古美術の

調査にきたフェノロサを案内したと伝えられている。 

ハリヨ博士のコラム 

ハリヨ博士のコラム 

大垣出身の主な博士 

博士のまち 大垣 

学位 

工学博士 

 

 

 

 

 

理学博士 

 

 

 

 

医学博士 

 

 

 

 

文学博士 

 

 

法学博士 

 

薬学博士 

林学博士 

 

獣医学博士 

博士号取得年 

明治21年 

明治32年 

明治37年 

大正8年 

大正8年 

大正13年 

明治21年 

明治24年 

大正6年 

大正10年 

昭和6年 

明治24年 

大正3年 

大正10年 

大正10年 

昭和17年 

明治21年 

大正9年 

昭和3年 

明治43年 

明治34年 

大正2年 

明治33年 

大正8年 

明治28年 

大正2年 

生年 

嘉永元年 

安政6年 

明治2年 

明治2年 

明治元年 

明治15年 

安政4年 

安政元年 

慶応3年 

明治19年 

明治18年 

安政4年 

明治14年 

明治6年 

明治14年 

明治32年 

嘉永2年 

慶応元年 

明治3年 

明治10年 

慶応元年 

慶応2年 

安政4年 

明治15年 

慶応元年 

明治4年 

8代大垣藩主戸田氏庸肖像画［大垣城蔵］ 

 

天保11年（1840）、8代大垣藩主戸田氏庸が

藩士の文武奨励のため、江戸の昌平坂学問

所にならい藩校「学問所」を開いた。藩校は、

のちに「致道館」、さらに「敬教堂」などと改称

されたが、その伝統と校風は多くの人材を育て、

のちに大垣は、「博士のまち」といわれた。 

ちどうかん  けいきょうどう 

うじつね 

■明治26年（1893）、帝国大学卒業生158人中、大垣町出身者は6人を数

えた。政治学科 桑原八司（新馬場町）、土木工学科 那波光雄P.32（袋町）・

杉野茂吉（歩行町）・中西錬次郎（外側町）、造船工学科 小島門彌（室村）、

地質学科 脇水鉄五郎P.74（西外側町）。那波光雄は後に「大垣は旧藩時代

から教学に力を入れ、維新後も大垣出身の先輩は常に後進の指導・援助に

努力し、わたしたち後進もまた、その感化を受け向学の志に燃えて、意気さ

かんなものがあった。」と述べている。 

■明治21年（1888）、日本ではじめて博士号をうけた50人のうち3人が大

垣（町）出身であった。当時の大垣町が、現在の中心市街地の区域だけ

であったことを考えると、一層驚かされる。 

明治21年（1888）5月7日に誕生した最初の博士は、次の25人である。 

法学博士…箕作麟祥・田尻稲次郎・菊地武夫・穂積陳重・鳩山和夫 

医学博士…池田謙斎・橋本綱常・三宅秀・高木兼寛・大澤謙二 

工学博士…松本荘一郎（P.18）・古市公威・原口要・長谷川芳之助・志田林三郎  

文学博士…小中村清矩・重野安繹・加藤弘之・島田重禮・外山正一  

理学博士…伊藤圭助・長井長義・矢田部良吉・山川健次郎・菊池大麓  

翌月7日にも次の25人に博士学位が与えられ、わずかひと月の間に50人の

博士が生まれた。 

法学博士…井上正一・木下廣次・熊野敏三・岡村輝彦・富井政章  

医学博士…田口和美・佐藤進・緒方正規・佐々木政吉・小金井良精  

工学博士…高松豊吉・谷口直貞・平井晴二郎・辰野金吾・巌谷立太郎  

文学博士…黒川真頼・川田剛・中村正直・南条文雄（P.56）・末松謙澄  

理学博士…寺尾寿・小藤文次郎・松井直吉（P.60）・箕作佳吉・桜井錠二 

□枠＝大垣出身者 

 

大
垣
藩
士
和
田
為
助
の
二
男
と
し
て
東
長
町
に

生
ま
れ
る
 

大
垣
藩
校
に
入
学
す
る
 

大
垣
藩
貢
進
生
と
し
て
大
学
南
校
に
入
学
す
る
 

旧
大
垣
藩
士
松
井
喜
太
郎
の
婿
養
子
と
な
る
 

文
部
省
第
1
期
海
外
留
学
生
と
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学（
ア
メ
リ
カ
）に
留
学
す
る
 

バ
チ
ェ
ラ
ー
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
）

の
学
位
を
う
け
る
 

ド
ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
）

の
学
位
を
う
け
る
 
 

帰
国
し
て
東
京
大
学
理
学
部
講
師
と
な
る
 

東
京
大
学
理
学
部
教
授
と
な
る
 

帝
国
大
学
工
科
大
学
教
授
と
な
る
 

第
三
高
等
中
学
校
教
諭
兼
教
頭
と
な
る
 

理
学
博
士
と
な
る
 

帝
国
大
学
農
科
大
学
教
授
兼（
初
代
）学
長
と
な
る
 

文
部
省
実
業
教
育
局
長
と
な
る
 

文
部
省
高
等
学
務
局
長
と
な
る
 

文
部
省
専
門
学
務
局
長
と
な
る
 

農
科
大
学
長
兼
東
京
帝
国
大
学
総
長
と
な
る
 

文
展
審
査
員
と
な
る
 

永
眠
 

安
政
4
年
 1
8
5
7
 

 元
治
元
年
 1
8
6
4
 

明
治
4
年
 1
8
7
1
 

明
治
5
年
 1
8
7
2
 

明
治
8
年
 1
8
7
5
 

 明
治
11
年
 1
8
7
8
 

 明
治
13
年
 1
8
8
0
 

  明
治
14
年
 1
8
8
1
 

明
治
19
年
 1
8
8
6
 

明
治
20
年
 1
8
8
7
 

明
治
21
年
 1
8
8
8
 

明
治
23
年
 1
8
9
0
 

明
治
30
年
 1
8
9
7
 

明
治
31
年
 1
8
9
8
 

明
治
35
年
 1
9
0
2
 

明
治
38
年
 1
9
0
5
 

明
治
40
年
 1
9
0
7
 

明
治
44
年
 1
9
1
1

松
井
直
吉
関
係
年
譜
 

年
齢
 

1
  8

 
15
 

16
 

19
  22

 
 
 24

   25
 

30 
 

31
 

32
 

34
 

41
 

42
 

46
 

49
 

51
 

55
 

氏名 

松本　荘一郎（P.18） 

野村　龍太郎（P.26） 

那波　光雄（P.32） 

矢橋　賢吉 

高橋　辰二郎 

松井　元太郎 

松井　直吉（P.60） 

関谷　清景（P.80） 

脇水　鉄五郎（P.74） 

関根　秀三郎 

阿藤　質 

佐藤　三吉（P.64） 

望月　代次 

真島　卯吉 

早野　龍三 

吉益　修夫 

南条　文雄（P.56） 

和田　万吉（P.66） 

川合　貞一 

松本　烝治 

岡田　朝太郎 

平山　松治 

小出　房吉 

宮井　健吉 

小倉　　太郎 

可児　岩吉 
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■
三
吉
と
美
濃
苗
木
藩（
現
・
中
津

川
市
）出
身
の
青
山
胤
道
と
は
、東

京
大
学
医
科
大
学
の
同
級
生
で
あ
っ

た
。
明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）、政

府
派
遣
の
留
学
生
と
し
て
選
ば
れ

た
二
人
は
、と
も
に
ベ
ル
リ
ン
大
学（
ド

イ
ツ
）に
学
び
、帰
国
後
わ
ず
か
一

年
で
教
授
に
就
任
し
た
。
三
吉
三

十
一
歳
、
青
山
二
十
九
歳
と
い
う

若
さ
だ
っ
た
。
明
治
二
十
四
年
に
は
、

と
も
に
医
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
、

の
ち
に
は
、「
外
科
の
佐
藤
、内
科
の

青
山
」
と
称
え
ら
れ
た
。
 

大
垣
藩
士
佐
藤
只
五
郎
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
東
京
大
学
医
科
大
学（
現
・
東
京
大
学
医
学
部
）を

卒
業
後
、ド
イ
ツ
人
の
ス
ク
リ
バ
教
授
の
助
手
と
な
り
外
科
の
道
へ
進
ん
だ
。
そ
の
後
、ベ
ル
リ
ン
大
学（
ド
イ

ツ
）に
学
び
、帝
国
大
学
教
授
、同
大
学
医
科
大
学
付
属
医
院（
現
・
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
）長
、

同
大
学
医
科
大
学（
現
・
東
京
大
学
医
学
部
）学
長
を
歴
任
し
た
。
外
科
手
術
に
無
菌
法
や
止
血
法
な
ど

画
期
的
な
手
法
を
取
り
入
れ
、今
日
の
基
本
術
式
と
な
る
い
く
つ
も
の
工
夫
を
考
案
し
た
。
ま
た
、日
本

外
科
学
会
の
初
代
会
長
と
な
る
な
ど
近
代
外
科
医
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
昭
和
八
年（
一
九
三
三
）、

大
垣
市
立
診
療
所（
現
・
大
垣
市
民
病
院
）の
開
所
に
あ
た
っ
て
は
、門
下
生
を
所
長
と
し
て
派
遣
し
た
。
 

佐
藤 

三
吉

安政4年～昭和18年 
（1857～1943）

 

さ
 

と

う

 

さ

ん

 

き

ち

 
近
代
外
科
医
学
の
最
高
峰
に
立
っ
た
医
学
博
士 

た
だ
ご
ろ
う
 

■
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）、
水
谷
鉄
也
作
。
佐
藤
外
科

の
門
下
生
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
現
在
は
、
東
京
大
学

医
学
部
付
属
病
院
管
理
研
究
棟
の
通
称
「
バ
ス
通
り
」
に

面
す
る
庭
に
親
友
青
山
胤
道
の
胸
像
と
並
ん
で
置
か
れ

て
い
る
。
台
座
に
は
、
学
生
た
ち
に
取
り
囲
ま
れ
て
臨
床

講
義
す
る
三
吉
の
レ
リ
ー
フ
が
あ
る
。
門
下
生
た
ち
は
、三

吉
か
ら
学
問
・
技
術
と
と
も
に
、そ
の
徳
の
高
さ
を
学
び
、

心
か
ら
三
吉
を
尊
敬
し
て
い
た
。
三
吉
の
胸
像
は
、Ｊ
Ｒ

東
京
総
合
病
院
と
縁
覚
寺
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。
 

た
ね
み
ち
 

た
た
 

た
ね
み
ち
 

大正元年（1912）、佐藤外
科大手術室にて 

臨床講義中の三吉 
『東京大学医学部外科学第二 
講座百年のあゆみ』から転載 

佐藤三吉筆五言絶句『罷相作』 
［縁覚寺蔵］ 

三吉の胸像［東京大学医学部付属病院蔵］ 

佐藤三吉先生顕彰碑除幕式［個人蔵］ 

■
三
吉
の
妻
は
体
調
を
崩
し
、
実
家
で
養
生
す
る
た
め
別

居
し
た
。
ま
た
長
男
も
幼
く
し
て
脳
疾
患
に
侵
さ
れ
、
目

が
不
自
由
と
な
り
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）に
は
、脳
溢

血
で
突
然
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、三
吉
は
、こ
の

間
、愚
痴
ひ
と
つ
言
わ
ず
、長
男
を
生
き
が
い
と
し
て
最
善

を
尽
く
し
、娘
貞
子
の
母
親
が
わ
り
も
つ
と
め
た
。
温
厚
で
、

自
分
に
は
厳
し
く
、
私
利
私
欲
の
た
め
に
動
く
こ
と
が
全

く
な
い
人
格
者
で
あ
っ
た
。
誰
に
対
し
て
も
相
手
の
身
に
な
っ

て
尽
く
し
、
臨
終
の
患
者
の
願
を
き
い
て
、そ
の
子
ど
も
に

学
資
を
送
り
続
け
た
と
い
う
話
も
残
っ
て
い
る
。
 

大
垣
藩
士
佐
藤
只
五
郎
の
三
男
と
し
て
新
地
町
に

生
ま
れ
る
 

小
原
鉄
心
付
き
の
給
仕
と
な
る
 

上
京
し
、司
馬
凌
海
の
塾
で
ド
イ
ツ
語
を
学
ぶ
 

南
校（
現
・
東
京
大
学
）に
入
学
す
る
 

医
学
を
志
し
、第
一
大
学
区
医
学
校（
現
・
東
京
大

学
医
学
部
）へ
転
校
す
る
 

東
京
大
学
医
科
大
学（
現
・
東
京
大
学
医
学
部
）を

卒
業
す
る
 
 

ス
ク
リ
バ
教
授
の
助
手
と
な
る
 

政
府
派
遣
の
留
学
生
と
し
て
、ベ
ル
リ
ン
大
学（
ド
イ

ツ
）に
留
学
す
る
 

帰
国
し
、帝
国
大
学（
現
・
東
京
大
学
）教
授
と
な
る
 

岐
阜
県
知
事
小
崎
利
準
の
娘
滋
子
と
結
婚
す
る
 

医
学
博
士
と
な
る
 
 

帝
国
大
学
医
科
大
学
付
属
医
院
第
二
医
院
の
外
科

主
任
と
な
る
 

日
本
外
科
学
会
を
創
立
し
初
代
会
長
と
な
る
 

東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
付
属
医
院（
現
・
東
京
大

学
医
学
部
附
属
病
院
）長
と
な
る
 

宮
内
省
御
用
掛
と
な
り
、明
治
天
皇
の
侍
医
と
な
る
 

日
本
鉄
道
医
協
会
（
現
・
日
本
交
通
医
学
会
）
を

設
立
し
初
代
会
頭
と
な
る
 

東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
（
現
・
東
京
大
学
医
学

部
）学
長
と
な
る
 

永
眠
 

佐
藤
三
吉
関
係
年
譜
 

前列左端が三吉、右端が青山胤道 
親友青山胤道と三吉［個人蔵］ 

あおやまたねみち 

昭和44年（1969）、門下生らによって大垣城西の常葉神社境内
に建てられた。後に大垣市医師会館（新田町）に移設され現在に
至っている。 

自宅にて［個人蔵］ 

□印
 

　
　
避
賢
初
罷
相
　
楽
聖
且
銜
杯
 

　
　
為
問
門
前
客
　
今
朝
幾
個
来
 

　
　
　
　
　
昭
和
己
巳
（
昭
和
四
年
）
盛
夏
　
 

文
山
書
　
□印
　
□印
 

愛用品［東京大学医学図書館蔵］ 
ペーパーナイフ、文鎮、墨挟み、葉巻置き台、筆、水差、硯、メガネ、

懐中時計、右下は聴診器（部分）。 

ぶんちん はさ はまき みずさし すずり 

ちょうしんき 

年
齢
 

1
  14

 
15
 

16
 

17 
  26

  
 
 27 

 
 
 31

 
33
 

35
   43

 
45 
  56

 
58
  62

  87
 

秋
に
振
り
返
る「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
大
垣 

■
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
夏
の
書
。
唐
の
詩
人
李
適
之
作

五
言
絶
句
「
罷
相
作（
相
を
罷
め
し
と
き
作
る
）」
 

三
吉
は
書
道
に
親
し
み
、
文
山
と
号
し
て
多
く
の
書
を
残

し
た
。
 

り
せ
き
し
 

安
政
4
年
 1
8
5
7
 

 明
治
3
年
 1
8
7
0
 

明
治
4
年
 1
8
7
1
 

明
治
5
年
 1
8
7
2
 

明
治
6
年
 1
8
7
3
 

 明
治
15
年
 1
8
8
2
 

  明
治
16
年
 1
8
8
3
 

 明
治
20
年
 1
8
8
7
 

明
治
22
年
 1
8
8
9
 

明
治
24
年
 1
8
9
1
 

  明
治
32
年
 1
8
9
9
 

明
治
34
年
 1
9
0
1
 

 　
　
　
　
 1
9
1
2
 

大
正
3
年
 1
9
1
4
 

 大
正
7
年
 1
9
1
8
 

 昭
和
18
年
 1
9
4
3

明
治
45
年
 

大
正
元
年
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大
垣
藩
士
和
田
為
助
の
三
男
と
し
て
東
長
町
に
生
ま
れ
る
。
帝
国
大
学
文
科
大
学
を
卒
業
後
、
帝
国

大
学
附
属
図
書
館
に
勤
務
し
、
約
三
十
年
間
に
わ
た
り
館
長
を
つ
と
め
た
。
こ
の
間
、
図
書
館
経
営
に

関
す
る
研
究
・
建
議
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、日
本
文
庫
協
会
（
現
・
日
本
図
書
館
協
会
）
、
文
部
省

図
書
館
員
教
習
所
の
創
設
な
ら
び
に
「
図
書
館
雑
誌
」
を
創
刊
す
る
な
ど
全
国
の
図
書
館
の
発
展
に

貢
献
し
た
。
ま
た
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
を
兼
任
し
、わ
が
国
最
初
の
図
書
館
学
講
座
を

担
当
す
る
な
ど
図
書
館
学
の
研
究
・
教
育
の
発
展
に
つ
く
し
た
。
松
井
直
吉
（
P. 
60
）は
実
兄
。
 

和
田 

万
吉

慶応元年～昭和9年 
（1865～1934）

 

わ
 

だ

 

ま

ん

 

き

ち

 
近
代
図
書
館
学
を
確
立
し
た
文
学
博
士 

■
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
、
万
吉
は
、
欧
米
各
国
の

図
書
館
視
察
の
旅
に
出
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸

国
（
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ

リ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
ス
イ
ス
な
ど
）
を
回
り
各
地

の
図
書
館
を
精
力
的
に
視
察
し
、わ
が
国
の
図
書
館
の
行

く
べ
き
方
向
を
考
え
た
。
 

欧米視察の際に家族に宛てた葉書［個人蔵］ 
イギリス（ロンドン）、フランス（パリ）からのもの。フランスからの葉書には

パリ滞在中の洋画家和田三造による万吉の似顔絵が描かれている。 
わださんぞう 

二都初遊日記［個人蔵］ 

旅行中に使った名刺 
［個人蔵］ 

道志亭日記［個人蔵］ 

も
ず
め
た
か
み
 

こ
な
か
む
ら
き
よ
の
り
 

明治25年（1892）建築。レンガ造りで、白い
石材による尖塔アーチが、入口・窓に配さ
れた中期ゴシック様式に基づく建物。屋根
は木造瓦葺。 

東京帝国大学附属図書館［個人蔵］ 

明治42年（1909）9月23日、ロン
ドンにて撮影。右が万吉、左は
早稲田大学から派遣され、欧
米を視察していた佐藤功一。
佐藤は、早稲田大学に建築科
を創設したことで知られる建築
家。同大学のシンボルとなって
いる大隈講堂などを残した。 

欧米各国の図書館を視察 
［個人蔵］ 

■
「
道
志
亭
日
記
」
と
題
さ
れ
た
帝
国
大
学
の
学
生
か

ら
同
大
学
図
書
館
へ
勤
務
し
始
め
る
頃
の
日
記
に
は
、

岡
倉
由
三
郎
（
英
語
学
者
）・
白
鳥
庫
吉（
東
洋
史
学
者
）・

三
好
学
（
植
物
学
者
）
ら
と
の
交
友
、
自
著
「
普
通
論
理

学
」
の
出
版
、
兄
の
松
井
直
吉
（
P. 
60
）
が
、
帝
国
大
学
農

科
大
学
長
と
な
っ
て
京
都
か
ら
赴
任
す
る
こ
と
へ
の
喜
び

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
 

ど
う
し
て
い
 

く
ら
き
ち
 

■
明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）、兄
直
吉
の
友
人
和
田
垣
謙

三
の
世
話
で
大
学
図
書
館
に
奉
職
し
た
万
吉
は
、田
中
稲
城

に
初
め
て
図
書
館
の
こ
と
を
学
び
、そ
れ
以
来
、生
涯
を
図
書

館
の
発
展
に
捧
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。二
十
五
年
、大
学
に
独

立
し
た
図
書
館
を
完
成
さ
せ
た
万
吉
は
、翌
年
、帝
国
大
学

図
書
館
管
理
心
得（
事
実
上
の
館
長
）と
な
っ
た
。二
十
九
年

に
は
、文
科
大
学
助
教
授
と
な
り
併
せ
て
大
学
図
書
館
管
理

を
命
じ
ら
れ
、同
年
六
月
「
帝
国
大
学
図
書
館
の
規
模
拡
張

に
関
す
る
建
議
」
を
提
出
。こ
の
建
議
に
よ
り
発
足
し
た
「
東

京
帝
国
大
学
図
書
館
商
議
会
」
は
、現
在
も
「
図
書
行
政
商

議
会
」
と
し
て
受
け
継
が
れ
、重
要
事
項
が
審
議
さ
れ
て
い

る
。
明
治
三
十
年
、館
長
制
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
初
代
館
長

と
な
り
、大
学
図
書
館
の
経
営
に
手
腕
を
発
揮
し
、図
書
館

が
大
学
の
中
枢
機
関
と
な
る
基
礎
を
築
い
た
。
 

い
な

ぎ

 

な
お
き
ち
 

わ
だ
が
き
け
ん
 

■
文
科
大
学
で
、物
集
高
見
や
小
中
村
清
矩
ら
の
指
導
の
も
と
国
文
学
を
学

ん
で
い
た
明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）八
月
、学
友
の
岡
倉
由
三
郎（
岡
倉
天

心
の
弟
で
の
ち
の
英
語
学
者
）と
と
も
に
奈
良
・
京
都
を
旅
し
た
。
十
六
日
間

の
旅
行
中
、精
力
的
に
寺
社
仏
閣
を
め
ぐ
り
大
文
字
の
送
り
火
も
見
物
し
て

い
る
。
行
く
先
の
寺
院
な
ど
で
は
、岡
倉
天
心
の
紹
介
も
あ
っ
て
、書
生
の
身
分

に
も
か
か
わ
ら
ず
、手
厚
い
待
遇
を
受
け
た
。
ま
た
、京
都
で
は
当
時
、第
三

高
等
中
学
校
（
現
・
京
都
大
学
）
教
諭
兼

教
頭
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
兄
松
井
直
吉

（
P. 
60
）
宅
に
も
寄
っ
て
い
る
。
往
路
は
船

で
あ
っ
た
が
、
復
路
は
汽
車
を
利
用
し
大

垣
も
通
過
し
て
い
る
。
旅
行
時
に
使
っ
た

名
刺
で
は
、一
時
、戸
田
家
の
養
子
と
な
っ
て

い
た
の
か
、「
戸
田
万
吉
」
と
名
の
っ
て
い
る
。
 

秋
に
振
り
返
る「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
大
垣 ぞ

う
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■
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一
日
、
関
東
大
震
災

が
起
こ
り
、
図
書
館
の
建
物
・
蔵
書
を
焼
失
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、館
長
で
あ
っ
た
万
吉
に
と
っ
て
終
生
心
の
痛
手
と
な
っ

た
。
万
吉
は
、
直
ち
に
、
図
書
館
の
復
興
に
尽
く
し
、
大
学

内
外
、
政
府
、
諸
外
国
に
支
援
を
求
め
、
再
建
の
道
筋
を

立
て
、
同
年
十
一
月
二
十
九
日
に
退
官
し
た
。
新
し
い
建

物
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）に
完
成
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
万
吉
は
、
退
官
後
も
、
東
京
商
科
大
学
予
科
、
国

学
院
大
学
、
法
政
大
学
、
東
洋
大
学
の
各
講
師
、
聖
心
女

学
院
高
等
専
門
学
校
教
授
を
つ
と
め
、
図
書
館
学
、
国
文

学
な
ど
を
講
義
し
た
。
 

■
万
吉
は
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
文
科
大
学
教
授
を

兼
任
し
、
学
生
に
図
書
館
学
を
講
義
し
た
。
日
本
に
お
け

る
図
書
館
学
の
講
義
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。
翌
年
、

文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
、さ
ら
に
、
文
部
省
の
図
書
館

員
養
成
の
計
画
立
案
に
参
加
し
、
大
正
十
年
文
部
省
図

書
館
員
教
習
所
を
設
立
し
、
講
師
と
し
て
図
書
館
史
、
洋

書
目
録
法
等
の
講
義
を
行
い
後
進
の
育
成
に
つ
と
め
た
。

講
義
の
合
間
に
は
図
書
館
員
と
し
て
の
資
質
や
心
得
を

熱
心
に
語
っ
た
と
い
う
。
 

■
万
吉
は
、
大
学
の
図
書
館
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
図
書

館
界
全
体
の
発
展
を
図
る
た
め
明
治
二
十
五
年
（
一
八

九
二
）三
月
、日
本
文
庫
協
会
（
現
・
日
本
図
書
館
協
会
）

の
創
立
に
参
画
し
た
。
明
治
三
十
七
年
、
同
協
会
の
会

長
と
な
っ
た
万
吉
は
、『
図
書
館
雑
誌
』
の
発
行
を
提
唱

し
、
徳
川
頼
倫
侯
爵
の
支
援
を
受
け
て
、
明
治
四
十
年
に

そ
の
創
刊
を
果
た
し
た
。『
図
書
館
雑
誌
』
は
、
現
在
も

日
本
図
書
館
協
会
の
機
関
誌
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
。
 

よ
り
み
ち
 

自筆論文 
「読書と図書館」 
［個人蔵］ 

明治44年（1911）5月13日撮影。 
東京帝国大学図書館長室にて［個人蔵］ 

前列中央が万吉 
文部省図書館員教習所卒業式［個人蔵］ 

図書館雑誌［個人蔵］ 名刺と封筒［個人蔵］ 

和田万吉（率　）筆 
七言二句 
［個人蔵］ 

□印
 

　
　
聖
澤
雲
天
 

　
　
何
以
服
臣
心
 

　
　
銕
石
未
全
衰
　
 

甲
戌
（
昭
和
九
年
）
初
夏
　
率
　
　
□印
　
□印
 

69 68



自筆表札［個人蔵］ 
後列で立っている
のが万吉 

自宅玄関前での 
家族写真［個人蔵］ 

■
万
吉
が
長
年
暮
ら
し
た
東
京
市
本
郷
区
駒
込
西
片
町

（
現
・
文
京
区
西
片
）
は
、
明
治
以
降
、
東
京
大
学
が
近
い

関
係
で
関
谷
清
景
（
P. 
80
）
、
夏
目
漱
石
な
ど
多
く
の
学

者
、
文
人
が
居
住
し
学
者
町
と
い
わ
れ
た
。
万
吉
は
、
十

六
歳
年
下
の
妻
と
の
間
に
八
人
の
子
供
を
も
う
け
た
。
 

こ
ま
ご
め
に
し
か
た
ま
ち
 

に
し
か
た
 

■
万
吉
は
の
ち
に
友
人
か
ら
「
煙
霞
の
癖
あ
り
」
と
い
わ

れ
た
よ
う
に
、
旅
行
が
好
き
で
、日
本
中
を
歩
き
、と
り
わ

け
関
西
に
は
よ
く
出
か
け
、
文
人
墨
客
、
高
僧
と
の
交
歓

を
楽
し
み
、
旅
先
か
ら
家
族
に
手
紙
を
寄
せ
た
と
い
う
。

「
車
窓
の
景
色
日
本
一
は
、
脇
水
鉄
五
郎
博
士
（
P. 
74
）の

説
で
も
越
美
南
線
﹇
美
濃
太
田
（
美
濃
加
茂
市
）
―
北
濃

（
郡
上
市
）﹈で
あ
る
。
」
と
も
話
し
た
。
葉
書
に
は
戯
画
や

風
刺
漫
画
を
好
ん
で
描
き
、「
卍
子
」
、「
曼
子
」
、「
大
笑

子
」
な
ど
と
号
し
た
。
 

え
つ
み
な
ん
せ
ん
 

え
ん
か
 

へ
き
 

家族に宛てた葉書［個人蔵］ 
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大
垣
藩
士
和
田
為
助
の
三
男
と
し
て
東
長
町
に
生

ま
れ
る
 

東
京
大
学
予
備
門
に
入
学
す
る
 

慶
応
元
年
 1
8
6
5
 

 明
治
14
年
 1
8
8
1
 

 和
田
万
吉
関
係
年
譜
 

年
齢
 

1 
  17

  

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ム
の
戯
曲（
訳
本
）「
み
な
れ
ざ
を
」

を
出
版
す
る
 

学
友
岡
倉
由
三
郎（
岡
倉
天
心
の
弟
）と
奈
良
・
京

都
を
旅
行
す
る
 

帝
国
大
学
文
科
大
学
国
文
科
を
卒
業
す
る
 
 

帝
国
大
学
文
科
大
学
附
属
図
書
館
に
つ
と
め
る
 

帝
国
大
学
に
独
立
し
た
図
書
館
を
建
設
す
る
 
 

日
本
文
庫
協
会
（
現
･
日
本
図
書
館
協
会
）
を
設

立
す
る
 

帝
国
大
学
図
書
館
管
理
心
得
（
事
実
上
の
館
長
）

と
な
る
 

「
帝
国
大
学
図
書
館
の
規
模
拡
張
に
関
す
る
建
議
」

を
提
出
す
る
 
 

帝
国
大
学
文
科
大
学
助
教
授
兼
帝
国
大
学
附
属

図
書
館
管
理
と
な
る
 

東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
長
と
な
る
 

第
1
回
図
書
館
事
項
講
習
会
で
、目
録
編
纂
法
を

講
義
す
る
 

日
本
文
庫
協
会
（
現
･
日
本
図
書
館
協
会
）
会
長

と
な
る
 

「
図
書
館
雑
誌
」
を
創
刊
す
る
 

欧
米
各
国
の
図
書
館
を
視
察
す
る
 

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
（
兼
任
）
と
な
り

図
書
館
学
講
座
を
は
じ
め
る
 

文
学
博
士
と
な
る
 

文
部
省
図
書
館
員
教
習
所
を
開
設
し
講
師
と
な
る
 

日
本
図
書
館
協
会
顧
問
と
な
る
 

永
眠
 

明
治
20
年
 1
8
8
7
 

 明
治
22
年
 1
8
8
9
 

 明
治
23
年
 1
8
9
0
 

 明
治
25
年
 1
8
9
2
 

  明
治
26
年
 1
8
9
3
 

 明
治
29
年
 1
8
9
6
 

   明
治
30
年
 1
8
9
7
 

明
治
36
年
 1
9
0
3
 

 明
治
37
年
 1
9
0
4
 

 明
治
40
年
 1
9
0
7
 

明
治
42
年
 1
9
0
9
 

大
正
7
年
 1
9
1
8
 

 大
正
8
年
 1
9
1
9
 

大
正
10
年
 1
9
2
1
 

大
正
12
年
 1
9
2
3
 

昭
和
9
年
 1
9
3
4

23 
  25 

  26 
  28 

   29 
  32

   
 
 33

 
39 
  40

 
 
 43

 
45
 

54 
  55

 
57
 

59
 

70
 

著書［個人蔵］ 

著書「校註　狂言選集」の稿本資料（昭和5年（1930）頃）と執筆契約書および著書［個人蔵］ 

万吉の著書は、図書館学、書誌学、国語・国文学から能・謡曲など広範囲におよぶ。 
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大
垣
藩
士
脇
水
貫
一
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
帝
国
大
学
理
科
大
学
地
質
学
科
を
卒
業
し
、帝
国
大

学
農
科
大
学
の
地
質
学
・
土
壌
学
の
講
師
を
経
て
教
授
と
な
っ
た
。
欧
州
留
学
の
後
、森
林
立
地
・
地
質
学

の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
。
地
質
学
に
関
す
る
わ
か
り
や
す
い
著
作
を
数
多
く
出
版
し
た
。
当
時
、無
尽

蔵
と
い
わ
れ
て
い
た
大
垣
の
地
下
水
に
つ
い
て
も
将
来
へ
の
警
鐘
を
発
し
て
い
る
。
晩
年
は
、名
勝
お
よ
び
天

然
記
念
物
の
調
査
の
た
め
、全
国
各
地
を
奔
走
し
た
。
佐
渡
「
尖
閣
湾
」
や
岩
手
「
龍
泉
洞
」
な
ど
景
勝

地
の
命
名
や
北
海
道
二
股
温
泉
等
の
効
能
を
広
く
紹
介
し
た
。「
根
尾
の
菊
花
石
」
の
特
別
天
然
記
念

物
指
定
も
鉄
五
郎
の
推
挙
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
 

脇
水 

鉄
五
郎

慶応3年～昭和17年 
（1867～1942）

 

わ

き
 

み

ず

 

て

つ

 

ろ

う

 

ご

 
地
質
学
を
大
衆
化
し
た
理
学
博
士 

ふ
た
ま
た
 

ほ
ん
そ
う
 

せ
ん
か
く
わ
ん
 

り
ゅ
う
せ
ん
ど
う
 

け
い
し
ょ
う
 

■
鉄
五
郎
の
実
弟
岩
越
彦
次
郎（
雪
峯
）は
、大
垣
に
住
み
、

大
日
本
書
道
作
振
会
・
泰
東
書
道
院
の
審
査
員
を
つ
と
め
た
。

兄
の
鉄
五
郎
も
書
道
に
親
し
み
、「
寿
山
」
と
号
し
て
多
く

の
書
を
残
し
た
。
鉄
五
郎
の
書
は
さ
す
が
雪
峯
の
兄
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
す
ぐ
れ
て
い
た
。
 

じ
ゅ
ざ
ん
 

い
わ
こ
し
ひ
こ
じ
ろ
う
 
せ
っ
ぽ
う
 

脇水鉄五郎筆 
五言一句 
［個人蔵］ 

鉄五郎の著書 
［個人蔵］ 

鉄五郎の油彩画「伊吹山」［個人蔵］ 

明治23年（1890）7月撮影。3列目右から4人目が鉄五郎。 
最前列右から4人目は那波光雄（P.32）。 

第一高等中学校卒業記念［個人蔵］ 

明治37年（1904）度の卒業記念写真。前列右から2人目が
助教授の鉄五郎。前列左から2人目が農科大学長の松井直吉。
（Ｐ．60） 

帝国大学農科大学卒業記念写真 
［「講農會廿五週年紀念號」から転載］ 

上京後の数学、英語、 
地質学についてのノート 

自筆ノート［個人蔵］ 帝国大学地質学教室にて 
［個人蔵］ 

実弟と鉄五郎一家［個人蔵］ 

大
垣
藩
士
脇
水
貫
一
の
長
男
と
し
て
西
外
側
町
に

生
ま
れ
る
 

興
文
義
校
第
一
校
に
入
学
す
る
 

興
文
学
校
を
卒
業
す
る
 

岐
阜
県
華
陽
学
校
大
垣
分
校
初
等
科
を
卒
業
す
る

東
京
英
語
学
校
に
入
学
す
る
 

第
一
高
等
中
学
校
を
卒
業
す
る
 

帝
国
大
学
理
科
大
学
地
質
学
科
を
卒
業
す
る
 
 

帝
国
大
学
農
科
大
学
の
地
質
学
・
土
壌
学
の
講
師
と
な
る
 

「
地
質
学
雑
誌
」
に
「
美
濃
国
赤
坂
金
生
山
の
石
灰

岩
層
」
を
寄
稿
す
る
 

国
会
議
事
堂
の
建
築
用
石
材
調
査
を
担
当
す
る
 

地
質
学
研
究
の
た
め
欧
州（
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

イ
タ
リ
ア
・ハ
ン
ガ
リ
ー
）に
留
学
す
る
 

東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
教
授
と
な
る
 

理
学
博
士
と
な
る
 

「
大
垣
市
の
地
下
水
問
題
」
を
発
表
し
、自
噴
水
の

保
全
を
論
じ
る
 

文
部
省
か
ら
名
勝
お
よ
び
天
然
記
念
物
調
査
を

嘱
託
さ
れ
る
 

内
閣
か
ら
国
立
公
園
委
員
会
委
員
を
嘱
託
さ
れ
る
 

天
然
資
源
に
関
す
る
調
査
を
お
こ
な
い
、全
国
各
地

の
調
査
を
始
め
る
 

文
部
省
か
ら
天
然
資
源
研
究
に
関
す
る
調
査
を

嘱
託
さ
れ
る
 

文
部
省
か
ら
資
源
科
学
研
究
所
創
立
委
員
を
嘱
託
さ
れ
る
 

永
眠
 

慶
応
3
年
 1
8
6
7
 

 明
治
8
年
 1
8
7
5
 

明
治
14
年
 1
8
8
1
 

明
治
17
年
 1
8
8
4
 

 明
治
23
年
 1
8
9
0
 

明
治
26
年
 1
8
9
3
 

 明
治
35
年
 1
9
0
2
 

 明
治
42
年
 1
9
0
9
 

　
 

1
9
1
2
 

 大
正
6
年
 1
9
1
7
 

大
正
8
年
 1
9
1
9
 

昭
和
3
年
 1
9
2
8
 

 昭
和
4
年
 1
9
2
9
 

 昭
和
6
年
 1
9
3
1
 

昭
和
7
年
 1
9
3
2
 

 昭
和
15
年
 1
9
4
0
 

 昭
和
16
年
 1
9
4
1
 

昭
和
17
年
 1
9
4
2

脇
水
鉄
五
郎
関
係
年
譜
 

□印
　
翰
墨
伴
清
閑
 

　
　
寿
山
　
鐡
書
　
□印
　
□印
 

※
「
理
学
博
士
脇
水
鉄
五
郎
」
と
い
う
落
款
も
使
用
し
て
い
る
。
 

明治34年（1901）9月4日大垣にて撮影。 
後列右が鉄五郎、左は弟の岩越彦次郎（雪峯）。 

せっぽう 

明治14年（1881）1月29日 興文学校卒業証書［個人蔵］ 

■
鉄
五
郎
は
、一
般
向

け
の
書
籍
と
し
て
、「
日

本
風
景
誌
」「
日
本

風
景
の
研
究
」「
車
窓

か
ら
観
た
自
然
界（
東
海
道
）」「
車
窓
か
ら
観
た
自
然
界（
山

陽
道
）」
な
ど
を
出
版
し
た
。
鉄
五
郎
の
文
章
は
論
理
が
一
貫

し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、表
現
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、地

質
学
の
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、一
般
大
衆
に
人
気
が
あ
っ
た
。
 

年
齢
 

1
  9

 
15
 

18
  24

 
27
  36 

  43
 

46
  51

 
53
 

62
  63

  65
 

66
  74

  75
 

76
 

明
治
45
年
 

大
正
元
年
 

鉄五郎は、ベルリン（ド

イツ）で学んでいた

時、同じくベルリンに

留学していた小倉

末子（P.10）と出会っ

たという。2人は食

卓をともにしながら、

郷里の話に花を咲

かせたということで

ある。 

ハリヨ博士のコラム ■
明
治
四
十
五
年（
一
九
一
二
）七
月
、海
外
留
学
を
命
じ

ら
れ
、ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
で

研
究
し
た
。
帰
国
す
る
と
農
科
大
学
に
復
職
し
た
が
、そ

の
頃
農
科
大
学
に
は
ま
だ
農
業
の
主
要
学
科
で
さ
え
講
座

が
な
く
、
地
質
学
や
土
壌
学
の
講
座
の
設
置
は
遅
れ
た

た
め
、鉄
五
郎
は
二
十
年
以
上
も
助
教
授
を
つ
と
め
た
。
友

人
た
ち
は
、そ
の
こ
と
を
さ
か
ん
に
同
情
し
た
が
、
当
の
鉄

五
郎
は
ま
っ
た
く
取
り
合
わ
ず
、黙
々
と
学
問
研
究
に
い
そ

し
ん
だ
。
そ
の
後
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）に
農
科
大
学

教
授
と
な
り
、同
八
年
に
は
理
学
博
士
の
学
位
を
受
け
た
。
 

■
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）、
大
垣

市
教
育
会
主
催
の
講
演
会
で
鉄

五
郎
は
「
大
垣
市
の
地
下
水
問
題
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。
ま
ず
、
大

垣
の
自
噴
の
井
戸
水
が
飲
料
水

と
し
て
す
べ
て
の
美
点
を
備
え
て

お
り
、
広
い
世
界
の
中
で
誇
り
に

で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

そ
し
て
、
大
垣
の
地
下
水
の
本
源

を
、
地
上
を
流
れ
て
い
る
河
川
の

水
が
地
中
に
し
み
こ
ん
だ
も
の
と
、

西
濃
の
平
野
を
囲
ん
で
い
る
山
地
に
降
っ
た
雨
や
雪
が
そ
の

ま
ま
地
中
に
し
み
て
地
下
水
と
な
っ
た
も
の
と
が
、地
層
の

間
を
も
ぐ
っ
て
大
垣
付
近
に
噴
き
出
し
て
い
る
と
説
明
し

た
。
そ
し
て
最
後
に
、
大
垣
の
自
噴
水
を
守
る
た
め
に
は
、

第
一
に
市
民
が
井
戸
を
掘
る
数
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
第
二
に
工
場
な
ど
が
使
う
地
下
水
の
量
を

制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
訴
え
た
。
さ
ら
に
西

濃
の
深
井
戸
を
守
る
た
め
に
は
、た
だ
大
垣
だ
け
が
心
配

し
て
い
た
だ
け
で
は
効
果
は
な
く
、
西
濃
全
体
が
共
存
共

栄
の
主
義
で
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
し
た
。
 

秋
に
振
り
返
る「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
大
垣 
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大
垣
藩
校
で
教
官
を
つ
と
め
た
一
柳
元
吉
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
を

卒
業
し
文
部
省
に
入
省
後
、異
例
の
昇
進
で
文
部
省
督
学
官
兼
参
事
官
と
な
り
、当
時
立
ち
遅
れ
て
い

た
社
会
教
育
の
振
興
を
図
っ
た
。
欧
米
の
青
少
年
教
育
の
実
情
を
視
察
し
た
後
、三
十
八
歳
の
若
さ
で

文
部
省
普
通
学
務
局
長
と
な
る
。
青
年
教
育
お
よ
び
そ
の
指
導
者
の
育
成
と
結
集
を
目
的
に
、日
本
青

年
協
会
を
設
立
し
、「
真
ん
中
を
歩
こ
う
」「
土
台
石
に
な
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、青
年
教
育
を

全
国
的
規
模
で
展
開
し
た
。
文
部
省
社
会
教
育
局
長
、国
民
精
神
文
化
研
究
所（
現
・
国
立
教
育
政
策

研
究
所
）所
長
を
歴
任
し
、「
社
会
教
育
育
て
の
親
」
と
称
さ
れ
た
。
 

関
屋 

龍
吉

明治19年～昭和51年 
（1886～1976）

 

せ

き
 

や

 

り

ゅ

う

 

き

ち

 
社
会
教
育
育
て
の
親 

ひ
と
つ
や
な
ぎ
げ
ん
き
ち
 

■
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）、
大
学
を
卒
業
し
、
教
育

行
政
の
道
に
進
む
た
め
文
部
省
に
入
ろ
う
と
決
め
て
い
た

龍
吉
は
、高
等
文
官
試
験
に
も
合
格
。
翌
年
三
月
、文
部
省

試
補
と
し
て
採
用
さ
れ
、役
人
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

大
正
三
年（
一
九
一
四
）、文
部
省
督
学
官
兼
参
事
官
に
任

命
さ
れ
、翌
年
に
は
、専
門
学
務
局
実
業
教
育
課
長
と
な
っ

た
。
こ
の
頃
、龍
吉
は
、東
京
高
等
工
業
附
属
補
習
学
校
に

「
国
民
の
心
得
」
と
い
う
名
前
の
学
科
を
設
け
、自
ら
週
一

回
講
義
を
行
い
、『
国
民
の
心
得
』
を
出
版
し
た
。こ
れ
が
日

本
初
の
公
民
科
設
置
と
公
民
科
教
科
書
と
い
わ
れ
て
い
る
。

大
正
十
一
年
四
月
に
は
、
欧
米
へ
教
育
制
度
と
青
少
年
教

育
の
視
察
に
出
張
し
、同
十
三
年
、三
十
八
歳
で
文
部
省
普

通
学
務
局
長
と
な
っ
た
。
高
級
官
僚
と
し
て
は
最
も
若
い
局

長
で
、異
例
の
昇
進
だ
っ
た
。
こ
の
役
職
が
、社
会
教
育
と
の

生
涯
に
わ
た
る
関
係
と
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
 

龍吉愛用の灰皿［個人蔵］ 

■
龍
吉
は
、父
の
弟
子
で
日
本
鉄
道
の
要
職
に
あ
っ
た
吉
川

義
幹
の
養
子
と
な
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、明
治
三
十
年（
一
八

九
七
）、義
幹
が
突
然
亡
く
な
っ
た
た
め
、そ
の
妻
与
喜
子
の

実
家
関
屋
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
大
垣
中
学
一
年

の
課
程
を
終
え
て
翌
三
十
二
年
春
上
京
し
、東
京
府
中
学

（
翌
年
東
京
府
立
第
一
中
学
校
に
改
称
）に
入
学
し
た
。
そ

の
後
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
に
進
学
、
夏

目
金
之
助
（
の
ち
の
漱
石
）や
松
本
烝
治
（
松
本
荘
一
郎
P. 

18
の
長
男
）な
ど
の
講
義
を
受
け
た
。
ま
た
、
弓
術
部
に
属

し
、後
に
財
団
法
人
生
弓
会
の
理
事
長
を
つ
と
め
た
。
 

大
垣
藩
の
儒
学
者
一
柳
元
吉
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
る
 

東
京
府
中
学
校
に
入
学
す
る
 

第
一
高
等
学
校
大
学
予
科
第
一
部
に
入
学
す
る
 

東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
へ
入
学
す
る
 

文
官
高
等
試
験
合
格
 

文
部
省
試
補
と
な
る
 

文
部
省
督
学
官
兼
文
部
省
参
事
官
と
な
る
 

専
門
学
務
局
実
業
教
育
課
長
と
な
り
、『
国
民
の

心
得
』
を
出
版
す
る
 

文
部
大
臣
秘
書
官
兼
文
部
省
参
事
官
と
な
る
 

濃
飛
学
寮
の
理
事
と
な
る
 

秘
書
課
長
と
な
る
 

欧
米
の
教
育
制
度
お
よ
び
青
少
年
教
育
の
実
態
を

視
察
す
る
 

文
部
省
普
通
学
務
局
長
と
な
る
 
 

総
合
雑
誌
「
青
年
講
座
」
を
発
刊
す
る
 

社
会
教
育
協
会
を
発
足
さ
せ
る
 

ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
を
視
察
す
る
 

日
本
青
年
協
会
を
設
立
す
る
 

文
部
省
社
会
教
育
局
長
と
な
る
 

大
日
本
連
合
婦
人
会
を
発
足
さ
せ
る
 

国
民
精
神
文
化
研
究
所（
現
・
国
立
教
育
政
策
研
究
所
）

の（
初
代
）所
長
と
な
る
 

大
日
本
女
子
社
会
教
育
会
を
結
成
す
る
 

ブ
ラ
ジ
ル
を
視
察
す
る
 

永
眠
 

明
治
19
年
 1
8
8
6
 

明
治
32
年
 1
8
9
9
 

明
治
37
年
 1
9
0
4
 

明
治
40
年
 1
9
0
7
 

明
治
44
年
 1
9
1
1
 

　
 

1
9
1
2
 

大
正
3
年
 1
9
1
4
 

大
正
4
年
 1
9
1
5
 

 大
正
5
年
 1
9
1
6
 

大
正
9
年
 1
9
2
0
 

大
正
10
年
 1
9
2
1
 

大
正
11
年
 1
9
2
2
 

 大
正
13
年
 1
9
2
4
 

 大
正
14
年
 1
9
2
5
 

昭
和
2
年
 1
9
2
7
 

昭
和
3
年
 1
9
2
8
 

昭
和
4
年
 1
9
2
9
 

昭
和
6
年
 1
9
3
1
 

昭
和
9
年
 1
9
3
4
 

 昭
和
19
年
 1
9
4
4
 

昭
和
23
年
 1
9
4
8
 

昭
和
51
年
 1
9
7
6

関
屋
龍
吉
関
係
年
譜
 

明治31年（1898）撮影。 

大垣中学一年の龍吉［個人蔵］ 

大正14年（1925）撮影。 
文部省普通学務局長の龍吉［個人蔵］ 

ベルリン（ドイツ）にて［個人蔵］ 
大正12年（1923）撮影。 

日本青年協会本部会館 
［財団法人日本青年協会蔵］ 

関屋龍吉書 
「真ん中を歩け・土台石になろう」 
［財団法人日本青年協会蔵］ 

明治42年（1909）撮影。 

帝大三年の龍吉 
［個人蔵］ 

日本青年協会分塾の表札 
［個人蔵］ 

年
齢
 

1
 

14
 

19
 

22
 

26
 

27
 

29 
 

30
  31 

 
35
 

36
 

37
  39

  40
 

42
 

43
 

44
 

46
 

49
  59

 
63
 

91
 

じ
ょ
う
じ
 

明
治
45
年
 

大
正
元
年
 

■
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
地
域
の
中
堅

青
年
育
成
の
組
織
作
り
を
各
方
面
に
働

き
か
け
、財
団
法
人
日
本
青
年
協
会
を
創

設
し
た
。
翌
年
に
は
、
全
国
各
地
で
推
薦

さ
れ
た
二
十
六
人
の
青
年
を
東
京
麻
布
の

本
部
会
館
に
集
め
、
龍
吉
も
寝
食
を
と
も

に
し
、
身
を
も
っ
て
指
導
し
た
。
後
に
は
、

各
地
に
道
場
も
設
け
た
。「
真
ん
中
を
歩

け
」「
土
台
石
に
な
ろ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

こ
こ
で
教
育
を
受
け
た
人
は
五
千
人
に
お

よ
ぶ
と
い
う
。
昭
和
四
年
に
は
、文
部
省
社

会
教
育
局
長
と
な
り
、
家
庭
教
育
の
振

興
を
図
っ
た
。
ま
た
児
童
の
校
外
指

導
の
た
め
に
、
帝
国
少
年
団
協
会

を
設
立
し
、少
年
団
活
動
の
普
及

に
努
め
た
。
こ
れ
ら
の
活
躍
か
ら
、

龍
吉
は
、「
社
会
教
育
育
て
の
親
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

秋
に
振
り
返
る「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
大
垣 
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現
在
の
安
八
郡
輪
之
内
町
楡
俣
に
生
ま
れ
る
 
 

幼
く
し
て
大
垣
藩
士
伊
藤
作
之
丞
政
明
の
養
子

と
な
る
 

養
父
の
後
を
継
ぎ
、
知
行
50 
石
の
詰
番
所
役
と

な
る
 

大
目
付
役
と
な
る
 

郡
奉
行
加
役
と
な
る
 

郡
奉
行
本
役
と
な
る
 

知
行
70
石
と
な
る
 

鵜
森
伏
越
樋
御
用
掛
と
な
る
 

伏
越
樋
を
完
成
さ
せ
た
功
績
に
よ
り
、
幕
府
よ
り

綿
入
一
重
を
賜
わ
る
 

伏
越
樋
の
工
事
を
改
修
し
完
成
さ
せ
る
 
 

切
腹
自
殺
す
る
 

■
鵜
森
伏
越
樋
の
建
設
は
、藩
の
財
政
再

建
と
い
う
藩
主
の
意
図
と
も
合
致
し
た

た
め
、
大
垣
藩
に
と
っ
て
最
大
の
御
手
伝

普
請（
幕
府
と
し
て
の
事
業
）と
な
り
、予

定
通
り
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）に
完
成

し
た
。
し
か
し
、そ
の
後
川
床
下
の
樋
管

が
揖
斐
川
の
水
流
に
よ
っ
て
洗
い
出
さ
れ

て
吹
き
上
が
り
、ほ
と
ん
ど
そ
の
効
果
を

な
く
し
た
た
め
、悪
水
路
を
塩
喰
村
南
端

ま
で
延
長
し
、根
古
地
村
対
岸
で
放
流
す

る
と
い
う
改
修
工
事
を
お
こ
な
い
翌
年
に

完
成
し
た
。
 

現
在
の
安
八
郡
輪
之
内
町
楡
俣
に
生
ま
れ
、
幼
く
し
て
大
垣
藩
士
伊
藤
作
之
丞
政
明
の
養
子
と
な
っ

た
。
当
時
、大
垣
輪
中
の
南
部
は
、た
び
重
な
る
水
害
に
悩
ま
さ
れ
た
た
め
、藩
主
戸
田
氏
教
は
郡
奉
行

で
あ
っ
た
伝
右
衛
門
を
伏
越
樋
御
用
掛
（
工
事
責
任
者
）に
任
じ
伏
越
樋
の
築
造
に
あ
た
ら
せ
た
。
伝

右
衛
門
は
、輪
中
内
の
悪
水（
不
要
な
水
）を
放
出
す
る
た
め
、横
曽
根
村
と
安
八
郡
塩
喰
村（
輪
之
内

町
）の
鵜
森
を
結
ぶ
揖
斐
川
の
川
底
下
に
木
製
ト
ン
ネ
ル
を
埋
め
、
揖
斐
川
の
下
流
へ
流
す
難
工
事
を

成
し
遂
げ
た
。こ
れ
に
よ
り
、田
畑
の
収
穫
が
増
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、伏
越
樋
は
明
治
末
期
に

行
わ
れ
た
木
曽
三
川
改
修
工
事
が
完
成
す
る
ま
で
、樋
管
を
取
り
替
え
な
が
ら
引
き
継
が
れ
た
。
 

伊
藤 

伝
右
衛
門

寛保元年～天明5年 
（1741～1785）

 

い
 

と

う

 

で

ん

 

も

ん

 

え

 
鵜
森
伏
越
樋
の
建
設
に
命
を
か
け
た
大
垣
藩
士 

ふ
せ
こ
し
ひ
ご
よ
う
が
か
り
 

う
じ
の
り
 

こ
お
り
ぶ
ぎ
ょ
う
 

に
れ
ま
た
 

い
と
う
さ
く
の
じ
ょ
う
ま
さ
あ
き
 

■
伝
右
衛
門
は
、
大
垣
藩
最
大
の
難
工
事
と
な
っ
た
伏
越

樋
の
建
設
に
一
身
を
さ
さ
げ
る
決
意
で
の
ぞ
み
、
成
功
さ

せ
た
が
、
完
成
後
の
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）五
月
二
十
三

日
切
腹
自
殺
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年
の
工
事
の
不
成
功
と

人
々
の
非
難
に
あ
っ
た
の
を
機
会
に
、
責
任
を
と
る
覚
悟

を
決
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
右
衛
門
は
、
家
族
で

あ
る
、お
ち
か
・
お
み
せ
・
お
ま
ん
宛
に
そ
れ
ぞ
れ
遺
書
を

残
し
た
。
 

■
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
十
月
五
日
、

伝
右
衛
門
は
大
垣
藩
の
大
目
付
役
と
な
っ
た
。
 

伊藤伝右衛門遺績碑拓本［片野記念館蔵］ 

大目付役拝命書［片野記念館蔵］ 

林慶司画　鵜森伏越樋普請図［大垣市輪中館蔵］ 

寛
保
元
年
 1
7
4
1
 

  明
和
4
年
 1
7
6
7
 

 安
永
2
年
 1
7
7
3
 

安
永
5
年
 1
7
7
6
 

天
明
元
年
 1
7
8
1
 

天
明
2
年
 1
7
8
2
 

天
明
3
年
 1
7
8
3
 

天
明
4
年
 1
7
8
4
 

 天
明
5
年
 1
7
8
5

伊
藤
伝
右
衛
門
関
係
年
譜
 

ぶ
し
ん
 

お
て
つ
だ
い
 

明治41年（1908）6月1日撮影。 
伊藤伝右衛門遺績碑除幕式［片野記念館蔵］ 

く
さ
か
べ
と
う
さ
く
 

さ
っ
し
ん
じ
ん
み
ん
 

て
ん
が
く
 

■
後
に
伝
右
衛
門
の
功
績
は
改
め
て
見
直
さ
れ
、
金
森
吉

次
郎（
P. 
82
）ら
に
よ
っ
て
、鵜
森
神
社
境
内
に
顕
彰
碑
が
建

立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
吉
次
郎
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）十
一
月
、従
五
位
が
追
贈
さ
れ
た
。
碑
の
篆
額

「
殺
身
仁
民
（
人
々
の
た
め
に
一
身
を
捧
げ
る
）
」
は
戸
田

氏
共
に
よ
る
も
の
で
、
岐
阜
県
知
事
小
　
利
準
が
文
を
作

成
し
、
明
治
三
筆
の
一
人
と
さ
れ
た
日
下
部
東
作
が
書
い

た
。
同
碑
は
、
杭
瀬
川
の
改
修
工
事
に
よ
り
平
成
十
五
年

（
二
〇
〇
三
）、
大
垣
市
横
曽
根
地
内
に
移
設
さ
れ
た
。
 

年
齢
 

1
   27

  33
 

36
 

41
 

42
 

43 
 

44
  45

 

冬
に
輝
く「
産
業
と
防
災
の
ま
ち
」
大
垣 

「明朝は快せつふく（切腹）」の文字が認められる。 
こころよく 

娘おみせ宛遺書［片野記念館蔵］ 

に
れ
ま
た
 

わ
た
い
れ
ひ
と
え
 

ほ
ん
や
く
 

こ
お
り
ぶ
ぎ
ょ
う
か
や
く
 

ち
ぎ
ょ
う
 

こ
く
 

つ
め
ば
ん
し
ょ
や
く
 

い
と
う
さ
く
の
じ
ょ
う
ま
さ
あ
き
 

79 78



大
垣
藩
士
関
谷
玄
助
の
長
男
と
し
て
歩
行
町
に
生
ま
れ
る
。
大
垣
藩
貢
進
生
と
し
て
、大
学
南
校（
現
・

東
京
大
学
）に
学
び
、機
械
工
学
研
究
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
へ
も
留
学
し
た
。
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）、

東
京
大
学
地
震
観
測
所
助
手
と
な
り
、外
国
人
科
学
者
ミ
ル
ン
、ユ
ー
イ
ン
グ
を
中
心
に
始
ま
っ
た
日
本

の
地
震
研
究
を
受
け
つ
ぎ
、わ
が
国
に
お
け
る
地
震
学
の
基
礎
を
築
い
た
。
こ
の
間
、火
山
の
破
裂
や
地

震
が
発
生
す
る
た
び
に
、病
を
押
し
て
現
地
へ
赴
き
研
究
を
深
め
る
と
と
も
に
、論
文
を
発
表
し
、人
心

の
動
揺
を
お
さ
え
る
よ
う
つ
と
め
た
。
ま
た
、全
国
に
地
震
観
測
網
を
作
り
、地
震
の
予
防
と
予
知
の
調

査
研
究
を
深
め
る
た
め
震
災
予
防
調
査
会
を
発
足
さ
せ
た
。
明
治
十
九
年
に
は
、世
界
初
の
地
震
学
を

専
門
と
す
る
教
授
と
な
っ
た
。
 

関
谷 

清
景

安政元年～明治29年 
（1854～1896）

 

せ

き
 

や

 

き

よ

 

か

げ

 
世
界
初
の
地
震
学
教
授
と
な
っ
た
理
学
博
士 

お
か
ち
ま
ち
 

こ
う
し
ん
せ
い
 

■
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
一
月
十
五
日
に
東
京
帝

国
大
学
理
科
大
学
校
内
に
設
置
し
た
ユ
ー
イ
ン
グ
の
地

震
計
が
描
い
た
地
動
に
よ
る
波
線
を
再
現
し
た
も
の
。
清

景
が
考
案
し
た
、
針
金
細
工
に
よ
っ
て
地
震
動
を
示
す
雛

型
は
、
高
い
評
価
を
受
け
、
教
材
な
ど
と
し
て
大
量
生
産

さ
れ
、
国
内
外
で
活
用
さ
れ
た
。
清
景
は
全
国
の
地
震
観

測
業
務
を
と
り
し
き
る
役
職
を
兼
ね
、
地
震
観
測
網
の

整
備
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
日
本
初
の
震
度
階
（
「
微
」・

「
弱
」・「
強
」・「
烈
」
の
四
段
階
）
も
定
義
し
て
い
る
。
 

■
矢
橋
大
理
石
株
式
会
社
を

創
業
し
た
矢
橋
亮
吉
は
、
書
生

と
し
て
清
景
の
家
に
住
み
込
み

指
導
を
受
け
た
。
亮
吉
は
、
歩

行
町
の
清
景
の
誕
生
地
が
他
人

の
所
有
に
な
っ
て
い
る
の
を
買
い

取
り
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

四
月
、こ
こ
に
「
関
屋
先
生
誕
生

之
地
」
と
記
し
た
記
念
碑
を
建

立
し
、
付
近
を
小
公
園
と
し
て

市
に
寄
付
し
た
。
 

■
清
景
は
、
大
垣
藩
校
敬
教
堂

で
野
村
藤
陰
に
漢
学
を
学
ぶ
一

方
で
、
江
馬
活
堂
（
四
代
春
齢
）
、

五
代
春
齢
か
ら
蘭
学
を
学
ん
だ
。

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
十
月
、

貢
進
生
制
度
に
よ
り
大
垣
藩
か

ら
は
清
景
と
松
井
直
吉
（
P. 
60
）

が
選
ば
れ
、
大
学
南
校
（
現
・
東

京
大
学
）に
入
学
し
た
。
そ
の
後
、

文
部
省
第
二
期
海
外
留
学
生
と

し
て
、ロ
ン
ド
ン
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ
で
機
械
工
学
を
学
ん
だ
。
 

「地震動の性質を示す雛型の説明」の草稿 
［東京大学地震研究所蔵］ 

清景の履歴書［東京大学地震研究所蔵］ 

清景書状江馬活堂宛［個人蔵］ 

地震動の性質を示す雛型の説明（図）［東京大学地震研究所蔵］ 

「関谷先生誕生之地」碑除幕式［個人蔵］ 

■
留
学
先
の
ロ

ン
ド
ン
に
到
着

し
て
四
か
月
後
、

故
郷
の
師
 

江
馬

活
堂
に
送
っ
た

手
紙
。
明
治
九

年
（
一
八
七
六
）

十
二
月
二
十
五

日
付
。
現
地
で

も
友
人
が
で
き
、

会
話
に
も
不
自

由
し
て
い
な
い
と

記
し
て
い
る
。
 

大
垣
藩
士
関
谷
玄
助
の
長
男
と
し
て
歩
行
町
に

生
ま
れ
る
 

大
垣
藩
貢
進
生
に
選
ば
れ
、大
学
南
校（
現
・
東
京

大
学
）に
入
学
す
る
 

文
部
省
第
２
期
海
外
留
学
生
と
し
て
、イ
ギ
リ
ス
へ

留
学
す
る
 

肺
結
核
と
な
り
帰
国
し
、神
戸
で
療
養
す
る
 

神
戸
師
範
学
校
事
務
職
と
な
る
 
 

神
戸
師
範
学
校
副
校
長
と
な
る
 

東
京
大
学
地
震
観
測
所
助
手
と
な
る
 

東
京
大
学
助
教
授
と
な
る
 
 

日
本
地
震
学
会
会
員
と
な
る
 

地
震
専
門
誌
「
日
本
地
震
学
会
報
告
」
を
発
行
す
る
 

帝
国
大
学
地
震
学
教
授（
世
界
初
の
地
震
学
専
門

の
教
授
）と
な
る
 

磐
梯
山
噴
火
の
調
査
に
赴
き
、「
磐
梯
山
破
裂
の
記
」

を
発
表
す
る
 

肺
結
核
を
再
発
さ
せ
療
養
生
活
に
入
る
 

理
学
博
士
と
な
る
 
 

濃
尾
大
震
災
が
起
き
る
 

震
災
予
防
調
査
会
を
発
足
さ
せ
る
 

永
眠
 

こ
う
べ
 

安
政
元
年
 1
8
5
4
 

 明
治
3
年
 1
8
7
0
 

 明
治
9
年
 1
8
7
6
 

 明
治
10
年
 1
8
7
7
 

明
治
12
年
 1
8
7
9
 

 明
治
13
年
 1
8
8
0
 

明
治
14
年
 1
8
8
1
 

 明
治
17
年
 1
8
8
4
 

明
治
19
年
 1
8
8
6
 

 明
治
21
年
 1
8
8
8
 

 明
治
22
年
 1
8
8
9
 

明
治
24
年
 1
8
9
1
 

 明
治
25
年
 1
8
9
2
 

明
治
29
年
 1
8
9
6
 

 関
谷
清
景
関
係
年
譜
 

地震学に関し震災予防調査会に於いて 
従事すべき研究の概要（草稿） 
［東京大学地震研究所蔵］ 

■
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
十
月
二
十
八
日
午
前
六

時
三
十
七
分
十
一
秒
、
濃
尾
大
震
災
が
発
生
し
た
。
こ
の

時
、
兵
庫
県
明
石
で
療
養
中
の
た
め
、
す
ぐ
に
現
地
に
赴

け
な
か
っ
た
清
景
は
、
翌
日
か
ら
「
震
災
地
方
の
人
士
に

告
く
」
な
ど
と
題
し
た
論
文
を
次
々
に
発
表
、
各
方
面
に

配
布
し
、被
災
者
の
動
揺
の
鎮
静
と
震
災
対
策
に
動
い
た
。

そ
し
て
、
濃
尾
大
震
災
の
体
験
に
よ
っ
て
、
一
層
の
地
震
学

の
研
究
の
必
要
性
を
感
じ
た
清
景
は
、
同
年
十
一
月
十

七
日
「
今
回
ノ
震
災
ニ
付
取
調
委
員
設
置
ノ
義
ニ
付
建
議
」

を
政
府
に
提
出
。
こ
れ
に
よ
り
、
翌
年
、
震
災
予
防
調
査

会
が
発
足
し
た
。
清
景
は
、設
立
後
も
意
見
書
を
提
出
し
、

地
震
計
の
改
良
や
地
震
予
知
と
震
災
予
防
の
重
要
性
を

説
い
て
い
る
。
 

年
齢
 

1
  17

  23
  24

 
26
  27

 
28
  31 

 
33
  35

  36
 

38
  39

 
43
 

濃尾大震災が発生した10月28日は「岐阜県地震防災の日」、そして、毎月28日

は「岐阜県防災点検の日」とされています。いつか来る地震に備えて、備蓄品、

避難経路、家族間の連絡方法など、家庭や事業所において確認しましょう。 

ハリヨ博士のコラム 

冬
に
輝
く「
産
業
と
防
災
の
ま
ち
」
大
垣 

岐阜県地震防災の日 
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金
森 

吉
次
郎

元治元年～昭和5年 
（1864～1930）

 

か

な
 

も

り

 

き

ち

 

じ

 

ろ

う

 
治
山
・
治
水
に
尽
く
し
た
大
垣
輪
中
の
恩
人 

上
魚
屋
町（
現
・
魚
屋
町
）生
ま
れ
。
幼
少
期
か
ら
賢
く
、読
書
好
き
で
、何
事
に
も
情
熱
的
で
あ
っ
た
。
治

山
・
治
水
の
た
め
活
躍
し
て
い
た
静
岡
県
の
実
業
家
金
原
明
善
の
生
き
方
に
大
き
な
感
銘
を
受
け
、自
分
も

社
会
や
人
々
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
決
意
す
る
。
明
治
二
十
四
年（
一
八
九
一
）、濃
尾
大
震
災
が
発
生
す

る
と
、早
期
復
旧
を
政
府
等
に
訴
え
る
な
ど
し
て
被
災
者
を
救
っ
た
。二
十
九
年
の
大
洪
水
時
に
は
、一
刻
の

猶
予
も
な
い
中
、独
断
で
堤
防
の
切
り
割
り
を
決
行
し
、大
垣
輪
中
八
千
の
家
屋
と
四
万
の
人
命
を
救
っ

た
。
さ
ら
に
、「
水
を
治
む
る
の
本
は
、山
を
治
む
る
に
在
り
」
の
思
想
を
も
っ
て
、県
内
山
林
へ
の
植
林
を
推

進
し
、私
財
を
投
げ
う
っ
て
治
山
・
治
水
の
た
め
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
。
 

き
ん
ば
ら
め
い
ぜ
ん
 

お
さ
 

も
と
 

あ
 

■
吉
次
郎
の
父
金
四
郎
は
、
字
を
恬
敏
、
号
を
澹
庵
と

号
し
た
。
鎖
国
体
制
が
崩
壊
し
た
の
ち
、
横
浜
に
出
て

製
茶
貿
易
を
は
じ
め
、
三
井
と
な
ら
ぶ
業
績
を
あ
げ
成

功
を
お
さ
め
た
。
ま
た
、
蚕
糸
が
将
来
有
望
な
輸
出
品

と
な
る
こ
と
に
着
眼
し
、
製
糸
工
場
を
経
営
し
て
巨
万

の
富
を
築
い
た
。
吉
次
郎
は
、
父
の
影
響
を
受
け
、
立
川

勇
次
郎
（
P. 
28
）
ら
と
と
も
に
大
垣
英
語
学
校
を
設
立

す
る
な
ど
教
育
に
力
を
い
れ
た
り
、
京
都
妙
心
寺
大
法

院
へ
の
佐
久
間
象
山
墓
道
標
の
寄
進
や
、
真
照
寺
（
綾
野

町
）
、
松
濤
寺
（
中
川
町
）
、
万
福
寺
（
墨
俣
町
）
な
ど
に

棟
瓦
な
ど
の
寄
進
を
し
た
。
 

き
ん
し
ろ
う

 さ
ん
し
 

て
ん
び
ん
 

た
ん
あ
ん
 

（
大
意
） 

明
光
は
欠
け
る
こ
と
な
く
、こ
の
時
代
を
揺
り
動
か
す
。

天
と
地
が
幾
度
か
変
遷
し
て
い
く
の
を
か
え
り
み
る
。
遥

か
に
韓
国
の
王
宮
の
今
夜
の
月
を
想
う
。
新
し
い
王
は
二

度
と
時
代
と
人
々
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
い
。
 

 

美濃路大垣宿軒別絵図面（部分）［大垣市立図書館蔵］ 
天保年間に作成された絵地図。生家は「納屋　金四郎」と
記されている。 

金森製糸工場［大垣市立図書館蔵］ 
父金四郎が創業した製糸工場は、近代的な設備を誇り、多くの女性が働いた。 

金森吉次郎（毅庵）筆七言絶句［個人蔵］ 

父金四郎の書「不飛不鳴」［個人蔵］ 
明治22年（1889）5月の書 

「
鳴
か
ず
飛
ば
ず
」
 

将
来
の
活
躍
に
備
え
て
、機
会
を
待
つ
。
 

 

ハリヨ博士のコラム 

吉次郎による主な顕彰事業 

年月 

明治24年7月 

明治24年8月 

明治32年12月 

明治33年3月 

明治33年5月 

明治41年6月 

明治42年 

大正6年2月 

大正8年12月 

 

顕彰内容 

梁川星巌翁（P.50）贈位申告祭 

所郁太郎経歴調査 

薩摩義士追弔大法会（桑名海蔵寺） 

飯沼慾斎（P.4）顕彰碑建設（大垣公園） 

宝暦治水碑建設（油島千本松原） 

伊藤伝右衛門（P.78）顕彰碑建設 

金原明善翁伝記出版遺勲内申弔祭 

伊藤伝右衛門（P.78）贈位申請 

薩摩義士碑建設（京都伏見大黒寺） 

 

■
吉
次
郎
の
祖
父
嘉
兵
衛
（
匏
庵
）は
商
人
で
あ
っ
た
が
、

学
問
を
好
み
、
多
く
の
書
物
を
集
め
、
頼
山
陽
や
梁
川
星

巌
（
P. 
50
）、
江
馬
細
香
（
P. 
48
）ら
と
交
際
し
、
白
　
社
と

い
う
漢
詩
結
社
の
同
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
吉
次
郎
も
こ

れ
を
受
け
継
ぎ
、「
毅
庵
」
と
号
し
て
多
く
の
詩
文
を
残

し
て
い
る
。
 

か

へ

え

 ほ
う
あ
ん
 

　
□印
　
明
光
無
缺
蕩
斯
年
　
照
見
乾
坤
 

　
　
　
幾
変
遷
　
遥
想
韓
宮
今
夜
月
　
 

　
　
　
新
王
不
復
去
年
人
　
　
毅
菴
□印
 

 

冬
に
輝
く「
産
業
と
防
災
の
ま
ち
」
大
垣 
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■
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）十
月
二
十
八
日
、美
濃
地

方
を
襲
っ
た
濃
尾
大
震
災
に
よ
る
被
害
は
、
県
内
で
死
者

五
千
人
、
全
半
壊
家
屋
八
万
五
千
戸
と
い
う
惨
状
で
、
特

に
震
源
地
の
根
尾
谷
に
近
い
西
濃
地
方
の
被
害
は
大
き
か
っ

た
。
吉
次
郎
も
母
を
亡
く
し
た
が
、「
自
分
の
こ
と
よ
り
人
々

の
た
め
に
」
と
い
う
考
え
で
、
直
ち
に
、
電
報
で
政
府
に
惨

状
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、母
の
鮮
血
が
つ
い
た
衣
服
の
ま

ま
上
京
し
、
皇
室
に
一
日
も
早
い
災
害
復
旧
を
訴
え
た
。

吉
次
郎
の
行
動
に
よ
り
、
政
府
は
、三
百
五
十
万
円
を
支

出
し
て
、
被
災
者
を
救
済
す
る
と
と
も
に
、
道
路
、
堤
防
、

山
林
の
復
旧
費
を
出
し
た
。
ま
た
、震
災
の
直
後
か
ら
、「
時

事
新
報
」
が
救
援
の
た
め
の
論
陣
を
張
っ
て
い
た
の
を
た
よ

り
に
、
発
行
し
て
い
た
福
沢
諭
吉
に
種
々
の
尽
力
を
依
頼

し
た
。
福
沢
は
、罹
災
地
の
救
援
・
復
興
に
、引
き
続
き
「
時

事
新
報
」
に
よ
っ
て
尽
力
す
る
と
返
事
を
送
っ
た
。
そ
し
て
、

翌
二
十
五
年
一
月
八
日
付
「
時
事
新
報
」
の
社
説
で
「
震

災
地
の
手
当
は
遅
々
す
可
ら
ず
」
と
題
し
た
論
文
を
発
表

し
た
。
 

■
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
七
月
、
降
り
続
い
た
豪
雨

に
よ
り
堤
防
が
決
壊
し
、大
垣
城
天
守
閣
の
石
垣
下
部
ま

で
浸
水
す
る
ほ
ど
の
大
洪
水
と
な
っ
た
。
大
垣
輪
中
に
流

れ
込
ん
だ
水
を
引
か
せ
る
た
め
に
は
、
堤
防
を
切
る
し
か

方
法
は
な
い
と
決
断
し
た
吉
次
郎
は
、
大
垣
郡
役
所
の
許

可
が
で
な
い
ま
ま
、
激
し
い
風
雨
の
中
、
村
人
を
集
め
、
船

で
横
曽
根
権
現
下
の
堤
防
の
乙
澪
（
あ
ら
か
じ
め
水
が
流

れ
や
す
く
し
て
あ
る
所
）
切
り
を
決
行
し
た
。
こ
の
吉
次

郎
の
決
断
に
よ
り
、
輪
中
内
の
濁
水
は
一
挙
に
揖
斐
川
へ

流
れ
出
し
、八
千
戸
の
家
屋
と
四
万
人
の
命
を
救
う
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
決
断
を
さ
せ
た
の
は
、
同
月
の
初
め
に
病

没
し
た
父
金
四
郎
が
、
前
年
に
村
人
か
ら
切
り
割
り
に
よ

い
場
所
を
聞
き
、手
近
に
あ
っ
た
団
扇
に
そ
の
こ
と
を
書
き

つ
け
た
こ
と
を
も
と
に
、「
も
し
大
洪
水
に
な
っ
て
輪
中
内

の
水
が
引
か
な
い
時
は
、
横
曽
根
権
現
下
で
堤
防
の
切
り

割
り
を
実
行
せ
よ
」
と
い
う
遺
言
を
残
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
吉
次
郎
は
、
人
々
が
こ
の
洪
水
の
恐
ろ
し

さ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
七

月
、大
垣
城
の
石
垣
に
洪
水
点
を
刻
み
標
柱
を
建
立
し
た
。

そ
し
て
、さ
ら
に
当
時
進
め
ら
れ
て
い
た
三
川
分
流
工
事
が

一
日
も
早
く
完
成
す
る
よ
う
、
県
会
・
国
会
な
ど
へ
働
き

か
け
た
。
 

金森吉次郎宛（福沢）諭吉書状［個人蔵］ 

父金四郎の遺訓が記された団扇 

（「乙澪切団扇撮影帳」） 
［大垣市立図書館蔵］ 

うちわ 

おとみお 

明治29年大洪水点の標柱［大垣城蔵］ 

大垣の吉次郎邸［西圓寺］ 金森家居宅の瓦［大垣市郷土館蔵］ 

（
読
み
下
し
文
）
 

御
手
紙
拝
誦
。
陳
ば
、
震
災
地
、
目
下
の
惨
状
云
々
義
、

幾
重
に
も
察
し
入
り
候
。
此
方
に
て
も
出
来
る
だ
け
の

尽
力
は
致
し
候
つ
も
り
、
尚
、
特
派
員
差
し
出
し
候
義

は
、
相
談
も
い
た
さ
ず
て
は
、か
な
わ
ず
。
こ
れ
は
近
日
、

御
返
詞
い
た
す
べ
く
、
か
の
水
源
の
山
岳
崩
壊
と
水
害

の
掛
念
（
懸
念
）に
付
て
は
、
早
々
、
執
筆
い
た
し
候
つ
も

り
に
て
、先
日
来
、毎
日
毎
日
、左
様
思
い
居
り
候
な
か
、

日
出
よ
り
日
没
ま
で
客
来
の
み
に
て
寸
暇
を
得
ず
。
誠

に
困
り
申
し
候
。い
ず
れ
、
一
両
日
中
に
は
何
か
紙
面

に
記
し
申
す
べ
く
、ご
覧
く
だ
さ
る
べ
く
候
。
右
、
御
拝

答
ま
で
。
匆
々
頓
首
 

十
二
月
二
十
二
日
　
　
諭
吉
 

金
森
吉
次
郎
様
 

　
　
　
　
　
几
下
 

 

の
ぶ
れ
 

御
手
紙
拝
誦
。
陳
ば
、震
災
地
目
下
 

之
惨
状
云
々
義
幾
重
ニ
も
察
入
候
 

此
方
ニ
て
も
出
来
る
丈
之
尽
力
ハ
 

致
候
積
り
、尚
、特
派
員
差
出
候
義
ハ
 

相
談
も
不
致
て
は
不
叶
、是
ハ
 

近
日
御
返
詞
可
致
、彼
の
水
源
 

之
山
嶽
崩
壊
と
水
害
之
掛
念
 

ニ
付
て
は
早
々
執
筆
致
候
積
 

ニ
て
先
日
来
毎
日

く
左
様
 

思
ひ
居
候
中
、日
出
よ
り
 

日
没
ま
て
客
来
の
み
 

ニ
て
寸
暇
を
得
ず
誠
ニ
困
申
候
 

何
れ
一
両
日
中
ニ
は
何
か
 

紙
面
ニ
記
し
可
申
、御
覧
可
被
下
候
 

右
、御
拝
答
ま
で
　
匆
々
頓
首
 

十
二
月
廿
二
日
　
　
諭
吉
 

金
森
吉
次
郎
様
 

　
　
　
　
　
几
下
 

是
歳
夏
秋
兩
次
三
大
川
暴
漲
氾
濫
西
濃
各
郡
浩
渺
如
湖
　
在
茲
 

天
守
閣
浸
礎
石
及
五
尺
民
屋
漂
蕩
人
畜
慘
厄
田
園
荒
廢
比
之
所
 

謂
慶
安
三
寅
洪
水
其
害
最
甚
矣
恐
後
世
礎
石
刻
痕
漫
滅
特
表
焉
 

「
権
げ
ん
下
に
テ
横
曽
根
よ
り
、切
割
の
事
」
 

お
と
み
お
 

石垣に刻まれている線が洪水点 

金森家居宅の屋根瓦と伝えられている 外側町にあった居宅と思われる。昭和2年（1927）、草道島町の西圓寺に移築された。 

（
標
柱
側
面
碑
文
）
 

大
正
十
二
年
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
金
森
吉
次
郎
建
之
 

（
標
柱
裏
面
碑
文
）
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年
齢
 

1
  11 

 
15
 

22
  24

 
27
  28

   32
 

33 
  34

  36
 

37
 

45
 

60
    67

 

実
業
家
　

金
森
金
四
郎
の
二
男
と
し
て
上
魚
屋
町（
現
・

魚
屋
町
）に
生
ま
れ
る
 

興
文
第
四
義
校
に
入
学
す
る
 

金
原
明
善
小
伝
を
読
み
、治
山
・
治
水
を
志
す
 

父
　

金
四
郎
、立
川
勇
次
郎（
P. 
28
）ら
と
大
垣
英
語
学

校
を
創
立
す
る
 

木
曽
三
川
改
修
工
事
が
は
じ
ま
り
促
進
に
尽
く
す
 

岐
阜
県
会
議
員
、大
垣
町
会
議
員
、大
垣
輪
中
水
利
土

功
会
議
員
と
な
る
 

金
原
明
善
を
訪
問
し
、治
山
・
治
水
に
対
す
る
決
意
を

一
層
強
く
す
る
 

濃
尾
大
震
災
に
よ
る
復
旧
に
尽
力
す
る
 

大
垣
輪
中
評
議
員
と
な
る
 

大
洪
水
に
よ
る
大
垣
輪
中
内
の
濁
水
排
出
の
た
め
堤
防

を
切
り
割
る
 

金
原
明
善
と
根
尾
谷
・
揖
斐
谷
に
赴
き
、山
地
崩
壊
の

実
情
を
視
察
す
る
 

桑
名
海
蔵
寺
に
て
薩
摩
義
士
の
追
弔
会
を
開
催
す
る
 

衆
議
院
議
員
と
な
る
 

岐
阜
県
山
林
会
副
会
頭
と
な
る
 

治
水
功
労
者
と
し
て
宮
中
観
桜
会
に
招
か
れ
る
 

大
垣
公
園
に
銅
像
が
建
立
さ
れ
る
 

大
垣
城
天
守
閣
の
石
垣
に
明
治
29
年
大
洪
水
時
の
洪

水
点
を
刻
む
 

永
眠
 

元
治
元
年
 1
8
6
4
 

 明
治
7
年
 1
8
7
4
 

明
治
11
年
 1
8
7
8
 

明
治
18
年
 1
8
8
5
 

 明
治
20
年
 1
8
8
7
 

明
治
23
年
 1
8
9
0
 

 明
治
24
年
 1
8
9
1
 

  明
治
28
年
 1
8
9
5
 

明
治
29
年
 1
8
9
6
 

 明
治
30
年
 1
8
9
7
 

 明
治
32
年
 1
8
9
9
 

明
治
33
年
 1
9
0
0
 

明
治
41
年
 1
9
0
8
 

大
正
12
年
 1
9
2
3
 

   昭
和
5
年
 1
9
3
0

金
森
吉
次
郎
関
係
年
譜
 

■
明
治
三
十
年（
一
八
九
七
）七
月
、吉
次
郎
は
金
原
明
善

を
招
き
、山
田
省
三
郎
ら
地
元
有
志
と
と
も
に
、揖
斐
川
水

源
地
根
尾
谷
・
揖
斐
谷
に
赴
き
、震
災
や
前
年
の
水
害
後
の

山
岳
崩
壊
の
実
況
を
視
察
し
た
。
そ
し
て
、被
災
状
況
の
説

明
書
を
つ
け
て
政
府
に
送
り
、治
山
対
策
を
訴
え
た
。
亀
裂

が
で
き
た
山
岳
地
帯
は
、前
年
の
豪
雨
で
山
崩
れ
や
崖
崩
れ

が
発
生
し
、清
流
を
ほ
こ
る
揖
斐
川
の
流
れ
は
濁
り
、川
底

に
土
砂
を
た
め
、再
び
洪
水
に
よ
る
被
災
の
起
こ
る
危
険
性

を
は
ら
ん
で
い
た
。こ
う
し
た
山
々
を
復
興
さ
せ
る
た
め
に
吉

次
郎
は
、植
林
の
重
要
性
を
訴
え
、同
年
、森
林
法
を
成
立

さ
せ
た
。こ
れ
に
よ
り
、県
内
の
公
有
林
の
総
面
積
の
約
一
割

に
あ
た
る
山
々
に
一
億
八
千
万
本
の
植
林
を
実
現
さ
せ
る
と

と
も
に
、以
後
の
植
林
費
の
支
出
を
決
定
さ
せ
た
。こ
の
時
、

吉
次
郎
も
揖
斐
川
上
流
の
村
々
へ
三
十
万
本
の
苗
木
を
寄

贈
し
、以
後
も
全
国
各
地
へ
寄
贈
し
続
け
た
。
ま
た
、明
治
末

期
に
分
流
工
事
が
完
成
す
る
と
、引
き
続
き
上
流
改
修
工

事
の
た
め
に
尽
力
し
た
。
そ
れ
ま
で
、山
岳
出
身
の
山
場
議

員
と
下
流
部
出
身
の
水
場
議
員
と
が
何
か
に
つ
け
て
対
立

し
て
い
た
が
、吉
次
郎
の
「
水
を
治
む
る
の
本
は
山
を
治
む
る

に
在
り
」
の
思
想
が
結
実
し
、治
山
・
治
水
を
一
体
と
し
て

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

■
長
年
に
わ
た
っ
て
郷
土
大
垣
や
岐
阜
県
だ
け
で
な
く
、全

国
的
な
立
場
に
立
っ
て
、広
く
国
家
・
社
会
の
治
水
と
山
林

事
業
に
尽
く
し
た
吉
次
郎
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
、
大

垣
輪
中
水
害
予
防
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
、
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）、大
垣
公
園
に
彼
の
銅
像
が
建
て
ら
れ
、八
月

六
日
除
幕
式
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
像
は
、そ
の
後
、
昭
和

十
九
年（
一
九
四
四
）、太
平
洋
戦
争
中
の
金
属
回
収
で
取

り
除
か
れ
た
が
、昭
和
二
十
九
年
に
再
建
さ
れ
た
。
人
々
の

吉
次
郎
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
示
す
出
来
事
で
あ
る
。
 

金森吉次郎翁寿像除幕式［個人蔵］ 

金森吉次郎宛小室翠雲書状［個人蔵］ 

西濃山岳震災図（美濃国根尾谷震災実況図）［個人蔵］ 

き
ん
ば
ら
め
い
ぜ
ん
 

東京千駄ヶ谷にあった吉次郎邸の内部が描かれている。床の間を背にするのが吉次郎。
その向かいに座るのが小室翠雲。吉次郎邸を訪れたことへの礼などが記されている。小室
翠雲（明治7年（1874）～昭和20年（1945））は、文展審査員をつとめた日本画家。 

根尾谷を視察する吉次郎たち 
「金森吉次郎翁」から転載 

後列左から3人目が吉次郎、6人目が山田省三郎、前列左端が金原明善 

衆議院議員当選祝宴会（巻） 
［個人蔵］ 

青木　槁画。明治33年（1900）年、吉次郎の衆議員議員当選を
祝して大垣の料亭「吉岡楼」で開かれた祝宴会の模様。会場に
集まり、祝宴が繰り広げられ、駅で見送られるまでが描かれている。 
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水
野 

利
八

明治17年～昭和45年 
（1884～1970）

 

み

ず
 

の

 

り

 

は

ち

 
世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー
カ
ー
を
創
業
し
た
実
業
家 

大
工
棟
梁
水
野
利
八
の
二
男
と
し
て
西
船
町（
現
・
南
切
石
町
）に
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
仁
吉（
後
に
利
八

を
襲
名
）
。
濃
尾
大
震
災
に
よ
り
自
宅
が
焼
失
、そ
の
二
年
後
に
は
父
を
も
亡
く
し
、
水
野
家
再
興
を

誓
っ
て
、
大
阪
・
京
都
の
商
家
で
修
業
し
た
。
奉
公
先
で
は
、
商
才
を
発
揮
す
る
一
方
、
第
三
高
等
学
校

（
現
・
京
都
大
学
）野
球
ク
ラ
ブ
の
試
合
に
魅
了
さ
れ
る
。
帰
省
後
、戦
地
生
活
を
経
て
、大
阪
で
弟
利
三

と
洋
品
店
「
水
野
兄
弟
商
会
」
を
創
業
。ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
販
売
、オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
を
始
め
成
功
す
る
。

現
在
の
高
校
野
球
や
社
会
人
野
球
大
会
の
前
身
と
な
る
大
会
を
主
催
す
る
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
、多
種
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
用
品
を
提
供
し
、世
界
的
な
メ
ー
カ
ー
に
発
展
さ
せ
た
。
 

り
ぞ
う

 

に
き
ち
 

と
う
り
ょ
う
 

「井桁屋　五郎右衛門」とあるのが利八の生家 

美濃路大垣宿軒別絵図面（部分）［大垣市立図書館蔵］ 
いげたや 

■
利
八（
幼
名
は
仁
吉
、
後
に
父
の
名
利
八

を
襲
名
）が
生
ま
れ
た（
明
治
十
七
年
）五
月

十
五
日
は
、
大
垣
市
民
が
心
待
ち
に
す
る
八

幡
神
社
の
例
大
祭
「
大
垣
祭
」
の
日
だ
っ
た
。

父
は
、そ
の
日
「
う
ち
に
、八
幡
さ
ま
が
生
ま

れ
て
ご
ざ
っ
た
」
と
喜
ん
だ
と
い
う
。
旧
大
垣

藩
出
入
り
の
大
工
で
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た

父
は
、「
殿
様
ご
用
の
棟
梁
」
と
呼
ば
れ
、
大

垣
の
町
の
建
築
を
手
広
く
引
き
受
け
繁
栄

し
て
い
た
。
利
八
の
生
家
の
間
口
が
十
三
間
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
わ
か
る
。
 

み
ょ
う
じ
た
い
と
う
 

と
う
り
ょ
う
 

に
き
ち
 

り
は
ち
 

興文高等小学校 
1年時の学籍簿（部分） 
［大垣市立興文小学校蔵］ 

■
小
学
校
時
代
の
利
八

は
、久
瀬
川
を
中
心
に
、

愛
宕
神
社
や
大
垣
城
の

周
辺
、や
が
て
は
“山
行

き
”
と
称
し
て
赤
坂
村

（
現
・
赤
坂
町
）の
金
生
山
に
ま
で
、
弁
当
持
ち
で
遠
征
し
て
遊
ん
だ
と
い
う
。
興
文
高
等
小

学
校
一
年
時
の
成
績
は
、第
一
回
小
試
験
が
七
十
八
人
中
十
三
番
で
上
位
だ
っ
た
。
明
治
二
十

四
年（
一
八
九
一
）、濃
尾
大
震
災
に
よ
り
、水
野
家
は
倒
壊
・
焼
失
し
、利
八
の
す
ぐ
下
の
妹
も

犠
牲
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、こ
の
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
、一
家
は
仮
住
居
の
ま
ま
で
、大
工
と

し
て
働
き
続
け
た
父
も
そ
の
二
年
後
に
世
を
去
り
、き
び
し
い
生
活
と
な
っ
て
い
た
。こ
の
時
、利

八
は
「
自
分
の
手
で
水
野
家
を
再
興
す
る
」
と
い
い
、そ
の
証
と
し
て
「
間
口
は
昔
と
同
じ（
十
三

間
）で
も
、高
さ
百
尺
の
店
を
た
て
て
み
せ
る
」
と
誓
っ
た
。
そ
し
て
明
治
二
十
九
年
四
月
二
十
八

日
、興
文
高
等
小
学
校
を
一
年
で
中
退
し
、大
志
実
現
の
第
一
歩
を
大
阪
の
地
に
求
め
た
。
 

 

あ
た
ご
 

あ
か
し
 

利八は、良い品物を良心的に販売すること
で信用を得て、次 に々獲得していった顧客に
独特のランクづけをして大切にした。当時の
職制「吉、三、七、助」により「仁吉」は「仁七」
と名乗っている。 

利八が奉公時代に作成した 
取引先番付表（顧客名簿） 
［ミズノ株式会社蔵］ 

利八は第九師団第二十三補助輸卒隊第二小隊第三分隊に配属された。 
日露戦争軍隊手帳［ミズノ株式会社蔵］ 

陸軍病院で療養中の明治
39年（1906）1月1日の日記。
「勉学をなすは、将来、大
実業家たらんがためなり」
とある。以後、連日ハードな
勉強の日々を送ったことが
書き留められている。この
年の4月1日、利八はついに
起業することとなる。 

療養中（創業年）の日記 
［ミズノ株式会社蔵］ 

明治38年（1905）7月13日の日記。出征の日、亡き父の墓へ参詣し、井筒屋
（利八の実家）から停車所（大垣駅）まで見送られ、金沢に向かったことが
記されている。 

日露戦争出征日記［ミズノ株式会社蔵］ 

■
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
、
利
八
は
、
小
堀
商
店
を

辞
し
て
大
垣
に
帰
省
し
、日
露
戦
争
の
補
充
兵
と
し
て
翌

年
七
月
、
召
集
さ
れ
戦
場
へ
向
か
っ
た
。
玄
界
灘
を
渡
る

船
中
で
は
、
野
球
談
義
に
花
が
咲
き
、「
将
来
、
実
業
人
の

野
球
チ
ー
ム
で
大
会
を
開
い
て
み
た
ら
お
も
し
ろ
い
」
と

利
八
が
発
案
し
、
戦
友
同
士
で
議
論
し
あ
っ
た
と
い
う
。

戦
地
で
は
、「
昨
日
も
山
を
越
え
、
今
日
も
山
を
越
ゆ
。
実

に
道
は
困
難
な
り
」
と
い
う
行
軍
の
間
中
、
雨
が
降
り
し

き
り
、
も
と
も
と
頑
強
で
な
か
っ
た
利
八
の
身
体
は
蝕
ま

れ
、つ
い
に
野
戦
病
院
に
入
院
と
な
り
、
十
月
に
帰
国
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
金
沢
の
陸
軍
病
院
で
五
か
月

の
闘
病
生
活
を
経
て
翌
年
三
月
大
垣
へ
帰
っ
た
。
こ
の
療

養
期
間
中
に
、
経
済
や
数
学
、
作
文
な
ど
広
く
勉
強
に
励

み
、
水
野
家
再
興
の
大
望
を
実
現
す
る
べ
く
、
退
院
後
の

方
針
を
固
め
て
い
っ
た
。
 

■
興
文
高
等
小
学
校
の
担
任
で
あ
っ
た
堤
道
太
郎
の
勧

め
で
大
阪
行
き
を
決
意
し
た
利
八
は
、
大
阪
道
修
町
の
薬

種
問
屋
「
川
崎
屋
」
に
奉
公
に
で
た
。
奉
公
先
で
の
生
活

は
、
入
浴
は
週
に
一
度
、
散
髪
は
二
か
月
に
一
度
と
い
う
小

僧
生
活
で
、
目
が
あ
い
て
か
ら
夜
寝
る
ま
で
が
勤
務
時
間

だ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
番
頭
格
で
仕
入
れ
の
一
切
を
任

さ
れ
る
ほ
ど
商
才
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
空
い
た
時
間

を
み
つ
け
て
は
、
経
済
雑
誌
「
実
業
之
日
本
」
な
ど
を
読

み
漁
り
、
経
済
学
を
学
ん
だ
。
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇

〇
）に
は
、母
の
勧
め
で
、京
都
の
織
物
問
屋
「
小
堀
商
店
」

に
奉
公
し
た
。
こ
こ
で
も
、
一
年
足
ら
ず
で
番
頭
に
な
る

と
い
う
異
例
の
出
世
を
見
せ
た
利
八
は
、
次
々
に
顧
客
を

広
げ
、企
業
経
営
の
基
礎
を
身
に
付
け
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
京
都
の
地
で
商
売
に
夢
中
だ
っ
た
利
八
は
、
第
三
高

等
学
校
（
現
・
京
都
大
学
）
野
球
ク
ラ
ブ
の
試
合
に
魅
了

さ
れ
、そ
の
後
の
生
涯
を
ス
ポ
ー
ツ
に
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
 

ど
し
ょ
う
ま
ち
 

あ
さ
 

冬
に
輝
く「
産
業
と
防
災
の
ま
ち
」
大
垣 

む
し
ば
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利八の名刺［ミズノ株式会社蔵］ 

部下への命令書複写機と命令書［ミズノ株式会社蔵］ 

昭和4年（1929）10月から翌5年8月まで、欧米歴訪の視察旅行にでた。
11カ国、80都市を訪問し、スポーツ用品メーカーやオリンピック施設をはじ
め、関連施設を視察した。 

利八のパスポート［ミズノ株式会社蔵］ 

利八は自らも野球に熱中し、40歳を過ぎるまで
二塁手として美津濃チームの練習に打ち込んだ。 

美津濃チームの利八［ミズノ株式会社蔵］ 大阪北区蜆橋北西角の新店舗［ミズノ株式会社蔵］ 
大正2年（1913）に移転した新店舗。 昭和2年（1927）、大阪淀屋橋に高さ100尺のビルを完成させた。

13間の間口は、濃尾大震災によって失われた生家のサイズであっ
た。利八が大垣を出た時に母に誓った大志が実現したのである。 

大阪淀屋橋の新社屋［ミズノ株式会社蔵］ 

会社設立趣意書［ミズノ株式会社蔵］ 

処世規約［ミズノ株式会社蔵］ 

大阪実業団野球大会で優勝旗を授与する利八［ミズノ株式会社蔵］ 

創業時の屋号 
“イズ日” 

■
部
下
へ
の
命
令
は
必
ず
書
類
で
書
き
残
し
、
一
定
の
日

数
の
後
、
正
確
な
報
告
を
求
め
た
。
そ
の
た
め
、カ
ー
ボ
ン

紙
を
利
用
し
た
複
製
機
を
考
案
し
、
命
令
を
発
す
る
際

に
、
部
下
と
利
八
が
同
じ
書
類
を
持
て
る
よ
う
に
し
た
。
 

■
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
、
大
阪

実
業
団
野
球
大
会
を
美
津
濃
商
店
が

主
催
し
た
。
春
秋
二
回
、
六
十
回
開
催

し
た
同
大
会
は
、
現
在
の
都
市
対
抗
野

球
大
会
に
発
展
し
て
い
る
。
利
八
は
、日

露
戦
争
出
征
の
船
中
で
戦
友
に
語
っ
た

大
会
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
大
正

二
年
（
一
九
一
三
）に
は
、
関
西
学
生
連

合
野
球
大
会
を
主
催
し
た
。
こ
の
大
会

は
、二
年
後
の
大
正
四
年
、朝
日
新
聞
社

の
要
請
で
、開
催
権
を
放
棄
し
、現
在
の

全
国
高
校
野
球
大
会
に
発
展
し
て
い
る
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
、利
八
は
春
の
中

学
生
野
球
大
会
を
開
催
し
、こ
れ
は
“セ

ン
バ
ツ
”の
前
身
と
な
っ
た
。
 

ハリヨ博士のコラム 

「美津濃商店」店名の由来 

「美津濃商店」の店名の由来は、利八が美

濃大垣の西船町生まれであることから「美濃」

の間に、湊を意味する「津」をあてて名付け

られたという。将来店が発展したとき、子孫以

外の人材に立派な才能を持った人が出てく

ることも考え命名した。その後、「美津濃運動

用品株式会社」などと改名されながら、昭和

62年（1987）に社名標記が「ミズノ」と統一

されるまで“美津濃”の文字が使用された。 

みなと 

り
ぞ
う
 

い
げ

た
や

 

■
療
養
生
活
を
終
え
た
利
八
は
、
大
垣
へ
帰
る
と
、
す
ぐ
に
大
阪

へ
出
て
、
大
阪
北
区
芝
田
町
の
北
野
中
学
（
現
・
北
野
高
校
）の

近
く
で
間
借
り
し
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
四
月
一
日
、

弟
利
三
と
洋
品
雑
貨
や
野
球
ボ
ー
ル
を
販
売
す
る
「
水
野
兄
弟

商
会
」
を
創
業
し
た
。
創
業
資
金
（
資
本
金
）は
百
五
十
円
。
当
初

は
「
本
日
の
販
売
金
額
、
靴
下
六
、カ
ラ
ー
三
、
九
十
七
銭
」
と
あ
り
、
小
規
模
な
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
会
社
は
、
す
で
に
「
組
合
組
織
」
に
な
っ
て
お
り
、「
何
人
と
い
え
ど
も
誠

実
に
て
才
力
あ
り
、
奮
闘
的
人
物
は
、
店
主
た
る
の
資
格
を
得
る
」
な
ど
と
規
約
し
、さ
ら

に
、
従
業
員
は
兄
弟
二
人
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仕
入
課
、
販
売
課
、
庶
務
課
、そ
し
て
商
況

課
ま
で
置
い
て
い
た
。
日
本
一
に
な
る
と
い
う
意
味
を
こ
め
て
、
生
家
の
井
桁
屋
の
頭
文
字

「
井
」
の
中
に
「
日
」
の
字
を
い
れ
た
“イ
ズ
日
”
印
の
屋
号
を
大
き
く
書
き
込
ん
だ
箱
車
を

引
き
な
が
ら
、
水
野
兄
弟
は
大
阪
の
ま
ち
を
売
り
歩
き
、
着
実
に
売
上
高
を
あ
げ
て
い
っ

た
。
そ
し
て
、
翌
年
か
ら
始
め
た
運
動
服
の
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
が
評
判
と
な
り
事
業
は
拡
大

し
て
い
っ
た
。
明
治
四
十
三
年
に
は
更
な
る
飛
躍
を
目
指
そ
う
と
、
大
阪
梅
田
新
道
に
店

舗
を
移
転
し
、
同
時
に
店
名
を
「
美
津
濃
商
店
」
と
改
名
、
既
製
運
動
服
の
生
産
・
販
売

を
開
始
し
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
全
国
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。
明
治
四
十
五
年
に
は
、
弟
利
三
が
上
京
し
東
京
支
店
も
開
設
し
た
。
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大
阪
北
区
で「
水
野
兄
弟
商
会
」
を
創
業
す
る
 

運
動
服
の
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
を
始
め
る
 

店
名
を
「
美
津
濃
商
店
」
と
改
称
す
る
 

大
阪
実
業
団
野
球
大
会（
現
・
都
市
対
抗
野
球
大
会

の
前
身
）を
開
催
す
る
 

関
西
学
生
連
合
野
球
大
会（
現
・
全
国
高
校
野
球
大

会
の
前
身
）を
開
催
す
る
 

亡
父
の「
利
八
」
を
襲
名
す
る
 

硬
式
野
球
ボ
ー
ル
の
規
格
化
を
提
唱
す
る
 

東
京
実
業
団
野
球
大
会
を
開
催
す
る
 

全
国
実
業
団
優
勝
野
球
大
会
を
開
催
す
る
 

オ
ー
バ
ー
ス
ェ
タ
ー
、カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
、ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
グ

な
ど
を
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
、ア
イ
デ
ア
製
品
を
発
売
す
る
 

国
産
ス
キ
ー
の
生
産
を
開
始
す
る
 

大
阪
淀
屋
橋
に
高
さ
1
0
0
尺
、間
口
13
間
の
本
社

ビ
ル
を
建
て
る
 

欧
米
11
か
国
を
視
察
す
る
 

創
業
30
周
年
を
記
念
し
、グ
ラ
イ
ダ
ー
の
製
造
を

開
始
す
る
 

大
阪
府
か
ら
実
業
功
績
者
の
表
彰
を
受
け
る
 

社
名
を
「
美
津
濃
株
式
会
社
」に
変
更
す
る
 

養
老
工
場
を
開
設
す
る
 

日
本
社
会
人
野
球
協
会
表
彰
を
受
け
る
 

全
国
高
校
野
球
連
盟
か
ら
表
彰
さ
れ
る
 

藍
綬
褒
章
を
受
け
る
 

勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
け
る
 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
へ
の
協
力
に
対
し
、日
本
体

育
協
会
、日
本
陸
上
競
技
連
盟
か
ら
表
彰
を
受
け
る
 

美
津
濃
株
式
会
社
取
締
役
会
長
に
就
任
す
る
 

永
眠
 

従
五
位
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
け
る
 

遺
志
に
よ
り
財
団
法
人
水
野
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
が

設
立
さ
れ
る
 

業
界
人
初
の「
野
球
殿
堂
」
入
り
を
果
た
す
 

明
治
39
年
 1
9
0
6
 

明
治
40
年
 1
9
0
7
 

明
治
43
年
 1
9
1
0
 

明
治
44
年
 1
9
1
1
 

 大
正
2
年
 1
9
1
3
 

 大
正
4
年
 1
9
1
5
 

大
正
5
年
 1
9
1
6
 

 大
正
6
年
 1
9
1
7
 

大
正
7
年
 1
9
1
8
 

 大
正
12
年
 1
9
2
3
 

昭
和
2
年
 1
9
2
7
 

 昭
和
4
年
 1
9
2
9
 

昭
和
11
年
 1
9
3
6
 

 昭
和
16
年
 1
9
4
1
 

昭
和
17
年
 1
9
4
2
 

昭
和
18
年
 1
9
4
3
 

昭
和
29
年
 1
9
5
4
 

昭
和
30
年
 1
9
5
5
 

昭
和
31
年
 1
9
5
6
 

昭
和
39
年
 1
9
6
4
 

  昭
和
44
年
 1
9
6
9
 

昭
和
45
年
 1
9
7
0
 

   昭
和
46
年
 1
9
7
1

年
齢
 

1
  8

  10
 

12
  13

 
17
 

22
   

大
工
棟
梁
水
野
利
八
の
二
男
と
し
て
西
船
町（
現
・
南

切
石
町
）に
生
ま
れ
る
 

興
文
尋
常
小
学
校
に
入
学
す
る
 

濃
尾
大
震
災
に
よ
り
自
宅
が
焼
失
、妹
を
失
う
 

父
 
利
八
が
亡
く
な
る
 

興
文
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
興
文
高
等
小
学
校
に

入
学
す
る
 

大
阪
道
修
町
の
薬
種
問
屋
「
川
崎
屋
」へ
奉
公
に
出
る
 

京
都
の
織
物
問
屋
「
小
堀
商
店
」に
奉
公
す
る
 

大
垣
へ
帰
る
 

日
露
戦
争
の
補
充
兵
と
し
出
征
す
る
 

肺
尖
カ
タ
ル
に
お
か
さ
れ
、帰
国
し
、療
養
生
活
に
入
る
 

 

明
治
17
年
 1
8
8
4
 

 明
治
24
年
 1
8
9
1
 

 明
治
26
年
 1
8
9
3
 

明
治
28
年
 1
8
9
5
 

 明
治
29
年
 1
8
9
6
 

明
治
33
年
 1
9
0
0
 

明
治
38
年
 1
9
0
5
 

   水
野
利
八
関
係
年
譜
 

昭和10年（1935）頃製造 

オフィシャル大学ボール 
［ミズノ株式会社蔵］ 

記念絵ハガキ 
（水野新道（右上）・西船倶楽部（右下）・水野家頌徳碑（左）） 
［ミズノ株式会社蔵］ 

■
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
八
月
十
日
、
利
八
は
、
実
業

団
野
球
大
会
の
始
祖
、
学
生
野
球
大
会
の
先
駆
者
と
し

て
全
国
高
等
学
校
野
球
連
盟
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。「
第
三

十
七
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
」
開
会
式
で
、
中

澤
良
夫
高
野
連
会
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
り
、
胸
に

記
念
バ
ッ
チ
を
付
け
て
も
ら
っ
た
利
八
は
、
大
観
衆
の
拍
手

の
中
、う
れ
し
涙
で
ス
タ
ン
ド
が
ほ
ん
や
り
潤
ん
だ
と
い
う
。

ま
た
、
生
涯
を
ス
ポ
ー
ツ
界
の
発
展
に
尽
く
し
た
利
八
は
、

没
後
の
昭
和
四
十
六
年
七
月
二
十
二
日
、
業
界
人
と
し
て

初
の
野
球
殿
堂
入
り
を
果
た
し
た
。
 

■
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
、
利
八
は
、
関
西
学
生
連
合
野

球
大
会
を
朝
日
新
聞
社
主
催
の
全
国
中
等
学
校
優
勝
野

球
大
会
へ
と
引
き
継
ぐ
と
、
そ
の
第
二
回
大
会
を
前
に
、

ボ
ー
ル
の
規
格
統
一
を
提
唱
し
た
。
素
材
と
な
る
良
質
の

ゴ
ム
や
羊
毛
の
調
達
、
皮
革
業
者
の
指
導
な
ど
の
た
め
に

全
国
を
駆
け
回
り
、こ
れ
を
成
し
遂
げ
、ア
メ
リ
カ
に
は

な
い
反
発
力
の
基
準
ま
で
設
定
し
、
自
社
工
場
の
二
階
窓

か
ら
落
と
し
利
八
の
目
の
高
さ
ま
で
跳
ね
返
っ
た
ボ
ー
ル

に
合
格
印
を
与
え
た
。
こ
れ
が
、「
四
メ
ー
ト
ル
十
二
セ
ン

チ
の
高
さ
か
ら
大
理
石
板
に
落
と
し
、
一
メ
ー
ト
ル
四
十

五
セ
ン
チ
ま
で
跳
ね
上
が
っ
た
も
の
」
と
い
う
不
思
議
な

数
値
と
な
っ
て
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
ま
で
生
き

続
け
た
公
式
ボ
ー
ル
の
規
定
の
起
源
で
あ
る
。
戦
後
、
野

球
ボ
ー
ル（
一
個
四
五
〇
円
）
は
二
十
数
年
間
値
上
げ
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
野
球
フ
ァ
ン
に
迷
惑
か
け
た
ら
あ

か
ん
」
と
利
八
は
語
っ
た
。
 

東京球場でのオールスター第1戦試合開始前に利八のひ孫の手で除幕された。 
利八の野球殿堂入り除幕式［ミズノ株式会社蔵］ 

メガネ、時計式計算機、懐中時計 
利八の愛用品［ミズノ株式会社蔵］ 

ハリヨ博士のコラム 

カッターシャツの名付け親 

カッターシャツ、ボストンバッグ、ランパン（ランニング

パンツ）…は、現在、普通名詞として使われているが、

これらは利八によるネーミングであり、アイデア商品

であった。ボストンバッグは語呂がいいから、カッター

シャツは“勝ったシャツ”からネーミングされたという。 

全国高等学校野球連盟表彰状と 
表彰式の利八 
［ミズノ株式会社蔵］ 

■
利
八
は
西
船
町
（
現
・
南
切
石
町
）に
お
け
る
道
路
拡

張
に
際
し
、
水
野
家
の
敷
地
を
無
償
で
提
供
し
た
。
そ
の

た
め
こ
の
道
路
は
「
水
野
新
道
」
と
称
さ
れ
た
。
そ
し
て

家
屋
を
西
船
倶
楽
部
（
西
船
町
の
集
会
施
設
か
）
と
し
て

提
供
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十

月
十
六
日
、
利
八
夫
妻
、
弟
の
利
三
夫
妻
を
は
じ
め
、
西

船
町
・
東
船
町
・
南
切
石
町
の
住
民
、
市
長
、
市
議
会
議

員
ら
約
二
百
人
が
出
席
し
、
新
道
開
通
と
倶
楽
部
の
開

館
を
記
念
し
て
、
常
楽
寺
境
内
に
建
立
さ
れ
た
「
水
野
家

頌
徳
碑
」
の
除
幕
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
 

し
ょ
う
と
く
ひ
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荒
尾
町
生
ま
れ
。
神
戸
高
等
商
業
学
校
を
卒
業
後
、大
垣
共
立
銀
行
に
入
行
。
以
来
、明
治
・
大
正
・
昭

和
の
三
世
六
十
有
余
年
に
わ
た
り
、取
締
役
、頭
取
、会
長
等
の
要
職
を
歴
任
し
、地
方
金
融
界
の
安
定

と
地
方
産
業
、特
に
中
小
企
業
の
育
成
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
さ
ら
に
、大
垣
商
工
会
議
所
会
頭

の
ほ
か
幾
多
の
公
職
を
歴
任
し
、郷
土
の
発
展
に
献
身
的
な
努
力
を
続
け
た
。
ま
た
、大
垣
高
等
学
校

を
新
設
し
理
事
長
に
就
任
す
る
な
ど
私
学
の
振
興
を
図
っ
た
ほ
か
、商
工
業
女
子
従
業
員
対
象
の
大
垣

市
立
第
一
女
子
高
等
学
校
設
立
世
話
人
会
長
と
な
る
な
ど
、学
校
教
育
の
充
実
に
尽
力
す
る
と
と
も

に
、大
垣
城
の
再
建
や
大
垣
市
観
光
協
会
の
設
立
に
尽
く
す
な
ど
市
民
の
文
化
向
上
に
貢
献
し
た
。
 

土
屋 

義
雄

明治17年～昭和45年 
（1884～1970）

 

大
垣
市
名
誉
市
民 

つ

ち
 

や

 

よ

し

 

お

 
産
業
の
振
興
と
学
校
教
育
の
充
実
に
尽
く
し
た
実
業
人 

■
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）、義
雄
は
、

大
垣
商
工
会
議
所
会
頭
に
就
任
し
た
。
長

年
、金
融
業
界
で
活
躍
し
て
き
た
義
雄
は
、

時
代
の
流
れ
を
つ
か
み
、
先
を
見
通
す
力

を
身
に
つ
け
て
き
た
。
大
垣
の
経
済
を
復

興
さ
せ
る
た
め
、
中
小
企
業
の
発
展
に
心

を
く
だ
い
た
彼
は
、
次
の
言
葉
を
の
こ
し
て

い
る
。「
戦
後
の
統
制
が
は
ず
さ
れ
、
す
べ

て
の
業
者
が
自
主
的
経
営
、
真
の
自
由
競

争
の
時
代
に
な
り
ま
す
。
中
小
企
業
は
大

企
業
の
ま
ね
を
し
な
い
で
、よ
い
品
物
を
よ

り
安
く
つ
く
る
こ
と
が
今
後
は
必
要
で
す
。

ま
た
、
郷
土
の
産
業
の
発
展
の
た
め
に
は
、

中
小
企
業
同
士
が
互
い
に
同
調
協
力
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
資
本
の
蓄
積
が
必
要
で
あ
り
、
企
業
の

合
理
化
、
生
産
の
増
強
こ
そ
が
大
切
な
こ

と
で
す
」。
こ
の
よ
う
な
指
導
力
や
新
し
い

時
代
と
経
済
の
発
展
を
見
通
す
力
が
認

め
ら
れ
、
義
雄
は
、
昭
和
四
十
三
年
ま
で
連

続
し
て
会
頭
を
つ
と
め
、
今
日
の
産
業
都

市
大
垣
の
基
盤
を
築
い
た
。
 

土屋義雄（向陽）筆「竹影」 
武藤嘉門画賛［個人蔵］ 

明治37年（1904）頃撮影。 
神戸高等商業学校学生時代の義雄［個人蔵］ 

昭和12年（1937）4月撮影。前列左が義雄。 
家族とともに［個人蔵］ 

明治42年（1909）撮影。 

大垣共立銀行に 
入行頃の義雄［個人蔵］ 

大正2年（1913）撮影。前列左から4人目が義雄。 

大垣共立銀行本店行員 
［株式会社大垣共立銀行「大垣共立銀行百年史」から転載］ 

■
昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
）頃
の
作
。

岐
阜
県
知
事
を
つ
と
め
て
い
た
武
藤
嘉
門

﹇
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
〜
昭
和
三
十

八
年（
一
九
六
三
）﹈
と
の
合
作
。
義
雄
が

竹
を
描
き
、
題
を
九
十
歳
の
嘉
門
が
記

し
て
い
る
。
 

か
も
ん
 

　
□印
 

　
　
抱
節
元
無
心
 

　
　
凌
雲
如
有
意
 

　
　
　
九
十
翁
嘉
門
題
 

　
　
　
　
　
□印
 
□印
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
竹
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
陽
　
□印
 

 

冬
に
輝
く「
産
業
と
防
災
の
ま
ち
」
大
垣 

昭和33年（1958）10月1日撮影。前列右から5人目が義雄。その右に田口利八（副会頭）（P.108）、 
左に小川宗一（副会頭）（P.100）。後から2列目の右から5人目は須　潔（P.106）。 

大垣商工会議所会頭の義雄［個人蔵］ 
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■
義
雄
は
、
学
校
教
育
の
充
実
に
も
尽
力
し
、
商
業
の

発
展
の
た
め
に
は
単
独
の
商
業
学
校
を
つ
く
る
必
要
が

あ
る
と
訴
え
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
大
垣
商
業

高
校
の
設
立
を
実
現
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
私
学
の
振
興
に

も
力
を
尽
く
し
、
大
垣
高
校
の
設
立
に
尽
力
す
る
と
と

も
に
、
初
代
理
事
長
に
就
任
し
、
経
営
基
盤
を
確
立
し

た
。
昭
和
三
十
九
年
に
は
、
働
き
な
が
ら
勉
強
し
た
い
と

い
う
願
い
を
も
つ
多
く
の
女
子
従
業
員
の
た
め
に
、
市
立

大
垣
第
一
女
子
高
等
学
校
の
開
設
を
成
し
遂
げ
た
。
 

 

土屋義雄筆　「大垣城再建古詩」［個人蔵］ 

■
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）四
月
、
巨
鹿
城
（
大
垣
城

の
別
称
）
再
建
を
祝
っ
て
詠
ん
だ
詩
。
古
く
か
ら
城
下
町
大

垣
の
象
徴
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
国
宝
大
垣
城
は
、
昭

和
二
十
年
七
月
の
戦
災
で
焼
失
し
た
が
、
近
代
都
市
と
し

て
再
生
し
た
大
垣
市
の
発
展
か
ら
も
、
市
民
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
し
て
大
垣
城
再
建
を
の
ぞ
む
声
が
年
ご
と
に
高
ま
っ

た
。
戦
後
十
一
年
を
経
た
昭
和
三
十
一
年
六
月
、「
国
宝

大
垣
城
再
建
会
」
が
結
成
さ
れ
、
義
雄
が
委
員
長
を
つ
と

め
た
。
各
町
内
で
は
、
再
建
浄
財
が
募
ら
れ
、
昭
和
三
十
三

年
二
月
に
天
守
閣
跡
で
地
鎮
祭
、五
月
に
は
市
制
四
十
周

年
記
念
式
典
に
あ
わ
せ
て
起
工
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
城

は
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
に
完
成
し
、
ま
ち
に
活
気
を
与

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

土屋義雄（向陽） 
筆山水画「雨後新緑」 
［個人蔵］ 
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花
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城
郭
春
駘
蕩
 
香
雲
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市
人
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垣
城
再
建
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賦
 

 
 
昭
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三
十
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年
四
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向
陽
 

土
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□印
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土屋義雄先生像 
［大垣日本大学高等学校蔵］ 

（
大
意
）
 

巨
鹿
城
（
大
垣
城
の
別
称
）
は
青
空
に
高
く
そ
び
え
、
今

よ
り
五
百
年
ほ
ど
前
に
創
建
さ
れ
た
と
い
う
。
石
田
三
成

が
こ
の
城
を
拠
点
と
し
、
東
軍
（
徳
川
家
康
）に
対
抗
し
、

関
ヶ
原
合
戦
の
前
哨
戦
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
戸

田
公
が
移
封
さ
れ
、二
百
年
あ
ま
り
に
お
よ
び
、
戸
田
公

に
よ
る
治
世
を
全
う
さ
れ
た
。
明
治
維
新
に
よ
り
廃
城

と
な
り
、天
主
閣
の
み
が
残
さ
れ
、厳
か
に
存
在
し
て
い
た
。

天
主
閣
は
人
々
か
ら
仰
ぎ
見
ら
れ
、
国
宝
と
な
っ
た
。
昭

和
の
戦
火
に
よ
り
城
の
砦
は
砕
か
れ
、
敗
北
し
残
さ
れ
た

瓦
や
土
台
に
は
寂
し
く
鴉
が
啼
い
て
い
た
。
荒
涼
と
し
、

た
だ
広
く
草
が
生
え
て
い
る
の
が
見
え
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

郷
土
大
垣
の
人
々
は
こ
の
姿
を
惜
し
み
、
再
建
を
考
え
、

新
し
く
修
復
し
、建
造
す
る
こ
と
を
計
画
し
た
。
黒
い
瓦
、

白
い
壁
は
昔
の
姿
を
あ
ら
わ
し
、
天
主
閣
に
登
り
、
眺
め

る
と
、
往
古
が
し
の
ば
れ
、
感
慨
深
い
た
め
息
が
で
る
。
多

く
の
家
の
甍
が
連
な
り
、
大
変
、
町
が
に
ぎ
わ
い
、
栄
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
山
や
河
は
龍
虎
が
と
ぐ
ろ
を
巻
く

よ
う
な
形
を
な
し
て
い
る
。
城
郭
は（
桜
の
）
花
で
満
開
と

な
り
、春
の
の
ど
か
な
景
色
で
、美
し
い
雲
が
広
が
り
、人
々

を
喜
ば
せ
て
い
る
。
 

　
大
垣
城
再
建
を
成
し
、
喜
び
賦
す
 

　
昭
和
三
十
四
年
四
月
　
向
陽
　
土
屋
義
雄
 

い
ら
か
 

つ
ら
 

お
う
こ
 

お
 

か
ら
す
 

な
 

と
り
で
 

ま
っ
と
 

く
だ
 

き
ょ
ろ
く
じ
ょ
う
 

ふ
 

昭和59年（1984）建立。 
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（
解
説
）
 

昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
正
月
。
前
年
の
四
月
に
大
垣

市
名
誉
市
民
、
十
一
月
に
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
章
し

た
喜
び
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
 

（
大
意
）
自
画
像
自
題
 

あ
わ
た
だ
し
く
八
十
有
余
年
が
過
ぎ
た
。
年
を
と
り
、
驚

き
経
済
の
変
遷
を
省
み
る
。
 

銀
行
に
勤
め
、
百
年
半
ば
。
寸
効
（
自
分
の
手
柄
の
謙
称
）

は
成
し
が
た
く
、遠
く
は
て
し
な
い
 

天
皇
よ
り
新
た
に
叙
勲
式
典
に
て
勲
章
を
賜
い
、
眼
前
に

め
で
た
く
喜
ば
し
い
光
景
を
あ
ら
た
に
見
る
。
 

況
や
名
誉
市
民
の
推
薦
を
得
て
、自
ら
の
祝
事
と
と
も
に
、

た
だ
生
き
長
ら
え
た
こ
と
を
喜
ぶ
。
 

昭
和
三
十
九
年
四
月
大
垣
名
誉
市
民
に
薦
め
ら
れ
、
同

年
十
一
月
新
た
に
叙
勲
式
典
に
て
勲
章
を
賜
う
 

　
昭
和
四
十
年
正
月
八
十
二
翁
　
向
陽
 

 
い
わ
ん
 

■
市
制
四
十
五
周
年
を
記
念
し
て
現
在
の
市
役
所
庁
舎

が
落
成
し
た
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）四
月
一
七
日
、

義
雄
は
、
大
垣
の
経
済
・
文
化
・
教
育
な
ど
多
方
面
に
わ

た
る
業
績
が
認
め
ら
れ
て
、二
人
目
の
名
誉
市
民
の
称
号

を
受
け
た
。
祝
賀
会
は
翌
月
二
日
、
大
垣
市
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー（
現
・
大
垣
城
ホ
ー
ル
）に
お
い
て
各
界
代
表
者
約

六
百
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
た
。
そ
し
て
、こ
の
年
の
十

一
月
に
は
、
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
章
し
た
。
 

土屋義雄（向陽）筆 
自画像賛「自画像自題」 
［個人蔵］ 

大垣市名誉市民章受章祝賀会［大垣市蔵］ 

大
垣
共
立
銀
行
に
入
行
す
る
 
 

大
垣
共
立
銀
行
が
安
田
保
善
社
の
傘
下
に
入
る
こ

と
が
決
議
さ
れ
る
 

大
垣
共
立
銀
行
取
締
役
と
な
る
 

大
垣
共
立
銀
行
支
配
人
と
な
る
 
 

大
垣
商
業
会
議
所
議
員
と
な
る
 

大
垣
共
立
銀
行
常
務
と
な
る
 

大
垣
共
立
銀
行
専
務
と
な
る
 

大
垣
共
立
銀
行
社
長
と
な
る
 

大
垣
共
立
銀
行
が
安
田
保
善
社
の
傘
下
を
離
脱
し

自
主
経
営
に
乗
り
出
す
 

大
垣
商
工
会
議
所
会
頭
と
な
る
 
 

大
垣
共
立
銀
行
頭
取
と
な
る
 

初
代
大
垣
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
と
な
る
 
 

大
垣
商
業
高
校
の
設
立
に
尽
力
す
る
 

大
垣
市
観
光
協
会
の
設
立
に
尽
力
す
る
 

黄
綬
褒
章
を
受
け
る
 

大
垣
市
功
労
章
を
受
け
る
 
 

「
国
宝
大
垣
城
再
建
会
」
委
員
長
と
な
る
 

大
垣
共
立
銀
行
会
長
と
な
る
 

大
垣
高
校
の
新
設
を
実
現
し
、理
事
長
に
就
任
す
る
 

大
垣
市
名
誉
市
民
の
称
号
と
名
誉
市
民
章
を
受
け
る

勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
け
る
 
 

大
垣
市
立
大
垣
第
一
女
子
高
等
学
校
の
設
立
を

実
現
さ
せ
る
 

大
垣
共
立
銀
行
相
談
役
と
な
る
 

永
眠
 

明
治
42
年
 1
9
0
9
 

  大
正
12
年
 1
9
2
3
 

大
正
14
年
 1
9
2
5
 

 昭
和
5
年
 1
9
3
0
 

昭
和
17
年
 1
9
4
2
 

昭
和
19
年
 1
9
4
4
 

昭
和
20
年
 1
9
4
5
 

 昭
和
25
年
 1
9
5
0
 

 昭
和
26
年
 1
9
5
1
 

 昭
和
28
年
 1
9
5
3
 

昭
和
30
年
 1
9
5
5
 

昭
和
31
年
 1
9
5
6
 

 昭
和
37
年
 1
9
6
2
 

昭
和
38
年
 1
9
6
3
 

昭
和
39
年
 1
9
6
4
 

   昭
和
42
年
 1
9
6
7
 

昭
和
45
年
 1
9
7
0

26
   40

 
42
  47

 
59
 

61
 

62
 

 
 67

  68
  70

 
72
 

73
  79

 
80
 

81
    84

 
87
 

現
在
の
荒
尾
町
に
生
ま
れ
る
 

大
垣
共
立
銀
行
開
業
さ
れ
る
 

神
戸
高
等
商
業
学
校
を
卒
業
す
る
 

明
治
17
年
 1
8
8
4
 

明
治
29
年
 1
8
9
6
 

明
治
40
年
 1
9
0
7

土
屋
義
雄
関
係
年
譜
 

年
齢
 

1
 

13
 

24
 

土屋義雄（向陽）筆「慶雲」［大垣市蔵］ 
昭和40年（1965）正月。「向陽」は義雄の号。 

　
　
自
画
像
自
題
 

□印
 

　
匆
々
八
十
有
餘
年
　
老
去
驚
省
経
済
遷
 

　
従
事
銀
行
半
百
歳
　
寸
効
難
就
易
茫
然
 

　
天
家
新
賜
叙
勲
典
　
眼
看
祥
光
瑞
色
新
 

　
況
得
名
誉
市
民
薦
　
自
家
自
賀
喜
甎
全
 

　
　
　
昭
和
三
十
九
年
四
月
大
垣
市
名
誉
市
民
薦
 

　
　
　
　
同
年
十
一
月
新
賜
叙
勲
典
 

　
　
　
　
昭
和
四
十
年
正
月
八
十
二
翁
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
陽
　
□印
　
□印
 

せ
ん
 ぜ
ん
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前列左が宗一、後列左は、現・太平洋工業
名誉会長の小川哲也。 

現
在
の
一
宮
市
生
ま
れ
。
鉄
道
省
勤
務
を
経
て
、西
外
側
町
に
自
動
車
用
タ
イ
ヤ
バ
ル
ブ
コ
ア
を
製
造
す

る
「
太
平
洋
工
業
合
名
会
社
」
を
設
立
。
国
内
の
自
動
車
生
産
台
数
が
年
間
わ
ず
か
四
百
五
十
台
程
の

時
代
に
、バ
ル
ブ
コ
ア
の
国
産
化
に
着
手
し
、世
界
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
に
成
長
さ
せ
た
。
ま
た
、大
垣
商
工

会
議
所
会
頭
の
ほ
か
幾
多
の
公
職
を
歴
任
し
、郷
土
の
発
展
に
献
身
的
な
努
力
を
続
け
た
。
特
に
生
涯

を
通
し
て
打
ち
込
ん
だ
軟
式
テ
ニ
ス
で
は
、国
体
選
手
・
監
督
と
し
て
出
場
し
た
ほ
か
、日
本
軟
式
庭
球

連
盟
の
要
職
に
就
き
、選
手
の
育
成
・
施
設
の
充
実
に
つ
と
め
る
な
ど
、普
及
発
展
に
尽
力
し
た
。
さ
ら

に
、大
垣
市
青
年
の
家
の
建
設
資
金
を
寄
付
、財
団
法
人
小
川
科
学
技
術
財
団
を
設
立
す
る
な
ど
、青

少
年
の
健
全
育
成
・
科
学
技
術
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
 

小
川 

宗
一

明治34年～平成2年 
（1901～1990）

 

大
垣
市
名
誉
市
民 

お
 

が

わ

 

そ

う

 

い

ち

 
青
少
年
教
育
に
尽
力
し
、国
産
バ
ル
ブ
コ
ア
を
開
発
し
た
企
業
人 ■

時
計
よ
り
も
難
し

い
と
い
う
精
密
製
品
を
、

全
く
の
素
人
集
団
が

つ
く
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

簡
単
に
事
が
運
ば
な

い
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

や
っ
と
売
れ
た
製
品
と
、

返
品
さ
れ
て
く
る
数

が
近
い
と
い
う
惨
憺

た
る
成
績
で
不
良
品

の
山
が
で
き
、
経
営
は

苦
し
く
な
る
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
バ
ル
ブ
コ
ア

が
よ
う
や
く
使
え
る

製
品
と
な
っ
た
の
は
、

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）

頃
に
自
社
開
発
し
た

空
気
漏
れ
検
査
機
に

よ
っ
て
、
品
質
の
均
一
化

が
保
て
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
っ
た
。
 

さ
ん
た
ん
 

■
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）八
月
八
日
、
宗
一
は
自
動
車
用

バ
ル
ブ
コ
ア
の
国
産
化
を
目
指
し
て
会
社
を
設
立
し
た
。

社
名
は
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
、
今
は
「
小
川
」
だ
が
、

太
平
洋
の
よ
う
に
大
き
な
会
社
に
す
る
。
太
平
洋
は
英

語
で
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク（
P
a
c
i
f
i
c
）で
外
国
人
に
も
分

か
る
と
い
う
こ
と
で
「
太
平
洋
工
業
合
名
会
社
」
と
決
め

た
。
御
殿
町
に
あ
っ
た
宗
一
の
自
宅
を
本
社
と
し
、養
父（
初

代
会
長
）
小
川
惣
吉
が
所
有
す
る
西
外
側
町
の
七
軒
長

屋
を
改
造
し
て
工
場
と
し
た
。
社
員
は
関
係
者
四
人
を

含
め
て
十
人
。
設
備
は
旋
盤
、ボ
ー
ル
盤
、
生
ゴ
ム
か
ら
ゴ

ム
を
作
る
釜
、ハ
ン
ド
プ
レ
ス
が
主
体
と
い
う
絵
に
描
い
た

よ
う
な
町
工
場
で
あ
っ
た
。
実
体
の
分
か
ら
な
い
バ
ル
ブ
コ

ア
と
い
う
も
の
を
造
る
会
社
が
誕
生
し
た
こ
と
に
、
奇
異

の
目
を
向
け
る
人
々
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
 

■
車
の
タ
イ
ヤ
に
必
ず
装
着
さ
れ
る
バ
ル
ブ
コ
ア
は
、タ
イ

ヤ
の
空
気
が
も
れ
な
い
よ
う
に
す
る
タ
イ
ヤ
バ
ル
ブ
の
芯

と
な
る
製
品
。「
バ
ル
ブ
コ
ア
は
時
計
を
つ
く
る
よ
り
難
し

い
」
と
か
「
空
気
は
見
え
な
い
か
ら
、
不
良
箇
所
が
わ
か
ら

な
い
」（
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
談
）
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
宗
一

を
は
じ
め
社
員
の
努
力
と
執
念
に
よ
り
、
初
の
国
産
化
に

成
功
し
た
。
 

創業当時の太平洋工業合名会社工場［太平洋工業株式会社蔵］ 

上は、校庭でソフトテニス
仲間らと。前列右から4人
目が宗一。 

愛知一中時代の宗一 
［太平洋工業株式会社蔵］ 

若き日の宗一［太平洋工業株式会社蔵］ 

バルブコアがデザインされている。 

創業当時の社章 
［太平洋工業株式会社蔵］ 

■
宗
一
は
、
現
在
の
一
宮
市
で
生
ま
れ
た
が
、
父

の
い
と
こ
で
大
垣
に
住
む
小
川
惣
吉
の
養
子

と
な
っ
た
。
小
学
校
四
年
生
の
時
、
担
任
の
教

師
か
ら
テ
ニ
ス
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、そ
れ
以

来
、テ
ニ
ス
に
明
け
暮
れ
、
国
体
に
も
出
場
す

る
ほ
ど
活
躍
し
た
。
中
学
校
を
卒
業
後
、
難

関
の
鉄
道
省
教
習
所
普
通
部
に
合
格
、
修
了

後
は
、
名
古
屋
鉄
道
局
に
配
属
さ
れ
た
。
し

か
し
、
役
人
生
活
だ
け
に
満
足
で
き
ず
、
家

か
ら
の
希
望
も
あ
っ
て
、
大
正
十
五
年
（
一
九

二
六
）に
大
垣
に
も
ど
っ
た
。
他
人
が
や
っ
て
い

な
い
事
業
を
始
め
た
い
と
考
え
な
が
ら
、
思

う
よ
う
な
事
業
が
見
つ
か
ら
ず
、
悩
む
日
々
を
送
っ
て
い
た

あ
る
日
、バ
ル
ブ
コ
ア
を
知
り
、こ
れ
こ
そ
求
め
て
い
た
事
業

だ
と
決
心
し
た
。
大
垣
で
は
、
ま
だ
自
動
車
の
珍
し
い
時

で
、
人
々
は
あ
き
れ
た
が
、「
や
が
て
日
本
で
も
車
は
増
え

て
い
く
。
そ
れ
に
、
値
段
は
安
い
が
、
車
種
に
関
係
な
く
ど

ん
な
車
に
も
使
え
、
消
耗
が
激
し
く
将
来
性
が
あ
る
」
と

先
を
見
通
し
た
決
断
で
あ
っ
た
。
 

昭和12年（1937）頃撮影 

創業初期の工場内［太平洋工業株式会社蔵］ 

昭和13年（1938）頃に使用
していたダンボール箱 

バルブコア発送用の箱 
［太平洋工業株式会社蔵］ 

創業当時のバルブコア［太平洋工業株式会社蔵］ 
昭和7年（1932）から10年頃のケース入りバルブコア。創業時は
バルブインサイドと呼ばれていた。 

自社開発のバルブ 

コア空気漏れ検査機 
［太平洋工業株式会社蔵］ 

も 

冬
に
輝
く「
産
業
と
防
災
の
ま
ち
」
大
垣 
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■
宗
一
は
昭
和
四
十
年（
一

九
六
五
）
に
開
催
し
た

岐
阜
国
体
の
軟
式
庭

球
競
技
の
大
垣
開
催
に

尽
力
す
る
と
と
も
に
、

開
催
を
前
に
施
設
の
充

実
を
図
る
た
め
奔
走
し
、

自
ら
、
西
公
園
庭
球
場

の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
建
設
資

金
を
寄
贈
、
鉄
骨
二
階

建
の
立
派
な
施
設
を
完

成
さ
せ
、
国
体
運
営
を

成
功
に
導
い
た
。
 

西大垣工場の誕生［太平洋工業株式会社蔵］ 

バルブコアの製造風景。女子社員が多く、当時の大垣では「嫁が欲しければ太平洋へ
行け」といわれたほどであった。 

本社工場内風景［太平洋工業株式会社蔵］ 

美和町の本社正門［太平洋工業株式会社蔵］ 美和町の本社工場［太平洋工業株式会社蔵］ 

強くて正確な動きのできるネジ頭部ブリッジを開
発し、昭和12年（1937）、「チェックバルブ」の名
称で特許局に登録された。出願人および考案者
に小川宗一の名が記されている。 

バルブコア実用新案特許の登録証 
［太平洋工業株式会社蔵］ 

昭和35年（1960）に建設され、プレスから溶接、研磨、メッキ、塗装、
組み立てまで、一貫生産がおこなえる工場として建設された。同
年11月11日付東海日日新聞は「世界的水準をゆく」と報じている。 

世界的水準をゆく太平洋工業大垣西工場 
［太平洋工業株式会社蔵］ 

昭和40年（1965）、岐阜国体において軟式庭球
の総監督をつとめた宗一は、胴上げで祝福された。 

岐阜国体において軟式庭球岐阜県チーム 
が総合優勝を果たす［個人蔵］ 

昭和39年（1964）8月1日 
右端が宗一。 

西公園庭球場開き［大垣市蔵］ 

昭和35年（1960） 

昭和39年（1964）12月16日 
大垣市青年の家完工開所式［大垣市蔵］ 

■
昭
和
十
三
年（
一
九
三
八
）、

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
に
改

組
し
、
工
場
を
美
和
町
に
新

築
移
転
し
た
。
戦
時
下
に
あ
っ

て
、ア
メ
リ
カ
資
本
は
閉
め
出

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
す
で
に

バ
ル
ブ
コ
ア
の
国
内
市
場
を
独

占
し
て
い
た
同
社
は
、
殺
到

す
る
注
文
を
捌
き
き
れ
な
い

状
態
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
九
年
七
月
、
日
本

工
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
表
示
工

場
に
認
定
さ
れ
、バ
ル
ブ
コ
ア

の
国
内
シ
ェ
ア
は
、一
層
高
ま
っ

た
。
そ
の
後
も
会
社
は
躍
進

を
続
け
、バ
ル
ブ
コ
ア
の
生
産

量
世
界
第
一
位
の
座
に
つ
い
た
。

ま
た
、
他
の
自
動
車
部
品
や

住
宅
関
連
機
器
部
門
等
の
製

造
に
も
発
展
し
て
い
っ
た
。「
世

界
の
も
の
さ
し
で
会
社
を
見
、

他
よ
り
一
歩
先
ん
じ
る
」
緻
密

な
分
析
と
読
み
の
確
か
さ
、「
七

分
の
勝
算
が
あ
れ
ば
、
断
行

す
べ
き
時
が
あ
る
」
と
い
う

実
行
力
、
弱
音
を
は
か
ず
徹

底
的
に
や
り
ぬ
く
根
性
、
誠

実
な
人
柄
の
賜
物
で
あ
る
。
 

た
ま
も
の
 

ち
み
つ
 

さ
ば
 

■
宗
一
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
も
意
を
注
ぎ
、
青
少

年
セ
ン
タ
ー
の
建
設
資
金
を
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）

十
月
、
夫
妻
で
寄
贈
、
北
公
園
内
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
「
大
垣
市
青
年
の
家
」
が
完
成
し
た
。
他
の
市
町
村

に
先
駆
け
て
の
整
備
で
あ
っ
た
。
 

■
当
時
、タ
イ
ヤ
バ
ル
ブ
は
輸

入
品
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
名

も
知
ら
れ
て
い
な
い
国
産
品
を

売
り
込
む
こ
と
は
、
大
変
困

難
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
宗
一
は
、

タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
に
採
用
さ
れ

な
く
て
は
将
来
は
な
い
と
考
え
、

何
が
あ
ろ
う
と
、
毎
週
一
回
、

必
ず
横
浜
ゴ
ム
と
神
戸
の
ダ
ン

ロ
ッ
プ
に
顔
を
出
し
て
売
り
込

み
続
け
た
。
断
り
続
け
ら
れ

な
が
ら
半
年
以
上
が
経
っ
た

あ
る
日
、ダ
ン
ロ
ッ
プ
の
イ
ギ
リ

ス
人
技
師
が
大
垣
の
工
場
を

訪
れ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、

設
備
と
工
程
を
視
察
し
た
結

果
、昭
和
十
一
年（
一
九
三
六
）、

つ
い
に
五
万
本
の
注
文
を
受

け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
続
い
て
、

横
浜
ゴ
ム
や
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
と

の
取
引
も
開
始
さ
れ
、
さ
ら

に
技
術
的
な
問
題
も
克
服
し

な
が
ら
、
市
場
も
拡
大
し
て
い

き
、
業
績
も
伸
び
て
い
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
、バ
ル
ブ
コ
ア
の
将
来

性
に
着
目
し
、
波
に
遅
れ
ま
い

と
発
足
し
た
メ
ー
カ
ー
が
何

社
も
あ
っ
た
が
、ほ
と
ん
ど
は

企
業
と
し
て
大
成
し
な
か
っ
た
。

バ
ル
ブ
コ
ア
の
製
造
が
考
え
て

い
た
ほ
ど
簡
単
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
に
も
原
因
は
あ

る
が
、パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
太

平
洋
工
業
の
製
品
に
は
、
当

時
流
通
し
て
い
た
製
品
に
は

な
か
っ
た
実
用
新
案
を
と
っ
た

ネ
ジ
頭
部
の
ブ
リ
ッ
ジ
の
開
発

が
あ
っ
た
た
め
、後
発
メ
ー
カ
ー

は
そ
の
壁
を
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 

103 102



■
好
ん
で
書
い
た
文
字
で
、
若
く

し
て
亡
く
な
っ
た
愛
息
の
戒
名

に
も
「
瑞
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

「
宗
洋
」
は
宗
一
の
号
。
 

■
昭
和
五
十
五
年（
一
九
八
〇
）太
平
洋
工
業
創
業
五
十
周

年
記
念
の
記
念
品
と
し
て
、こ
の
文
字
入
り
の
皿
を
社
員
や

関
係
者
に
配
っ
た
。
右
上
の
印
に
は
、「
尺
取
虫
」
と
あ
る
。

何
事
に
も
不
屈
の
精
神
で
乗
り
越
え
て
き
た
“尺
取
虫
精

神
”は
宗
一
の
経
営
理
念
で
あ
る
。「
尺
取
り
虫
が
縮
む
の

は
、次
に
伸
び
る
た
め
に
縮
む
の
だ
。
し
か
し
、そ
の
縮
み
方

は
、
後
ろ
向
き
で
も
消
極
的
な
せ
い
で
も
な
い
。
前
向
き
は

新
し
い
前
進
に
む
か
っ
て
の
み
縮
む
の
で
あ
る
。・・・
」
ど
ん

な
困
難
に
直
面
し
て
も
一
歩
一
歩
地
道
に
前
進
し
な
が
ら

決
し
て
後
退
は
し
な
い
。
宗
一
は
そ
う
い
う
精
神
で
経
営
に

あ
た
り
、太
平
洋
工
業
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
い
っ
た
。
 

■
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）、市
青
年
の
家
と
と
も
に
、

青
少
年
育
成
の
た
め
に
日
本
福
祉
大
学
附
属
図
書
館
「
慈

昭
館
」
の
建
設
費
と
図
書
を
寄
贈
し
た
。
そ
の
後
も
毎
年

図
書
の
寄
付
を
続
け
、昭
和
四
十
二
年
に
は
「
小
川
文
庫
」

が
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
六
十
年
、
科
学
技
術
に
つ
い

て
学
術
・
教
育
・
試
験
研
究
を
お
こ
な
う
研
究
者
や
産
業

振
興
団
体
な
ど
を
助
成
す
る
財
団
の
設
立
の
た
め
私
財

を
投
じ
た
。
 

し
ょ
う
か
ん
 

じ
 

宗一の書「心」と記念皿［太平洋工業株式会社蔵］ 

昭和43年（1968）9月13日、大垣商工会議所ホールにて就任披露式が開催された。 
大垣商工会議所会頭に就任［太平洋工業株式会社蔵］ 

産業振興のほか、テニス界でも活躍し、体育・教育・福祉の振興にも貢献した功績により、
昭和63年（1988）大垣市名誉市民の称号が贈られた。 

名誉市民章の伝達［大垣市蔵］ 

日本福祉大学附属図書館の寄贈［太平洋工業株式会社蔵］ 

宗一の書「瑞祥」 
［太平洋工業株式会社蔵 

久
徳
町
に
大
垣
西
工
場
を
建
設
し
、昭
和
38
年
に

同
地
へ
本
社
を
移
転
す
る
 

工
業
標
準
化
実
施
優
良
工
場
と
し
て
通
商
産
業

大
臣
賞
を
受
賞
す
る
 

「
大
垣
市
青
年
の
家
」
の
建
設
資
金
を
寄
附
す
る
 

大
垣
市
功
労
章
を
受
け
る
 
 

西
公
園
庭
球
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
建
設
資
金
を
寄
附

す
る
 
 

「
大
垣
市
青
年
の
家
」
が
完
成
す
る
 

岐
阜
国
体
に
て
軟
式
テ
ニ
ス
の
総
監
督
を
つ
と
め
、

総
合
優
勝
を
果
た
す
 
 

日
本
軟
式
庭
球
連
盟
副
会
長
と
な
る
 
 

日
本
福
祉
大
学
附
属
図
書
館
「
慈
昭
館
」
の
建
設

資
金
を
寄
附
す
る
 

文
部
大
臣
表
彰（
体
育
功
労
）を
受
け
る
 
 

大
垣
市
軟
式
庭
球
連
盟
会
長
と
な
る
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
取
締
役
会
長
と
な
る
 

藍
綬
褒
章
を
受
け
る
 
 

大
垣
商
工
会
議
所
会
頭
と
な
る
 

株
式
を
東
京
・
名
古
屋
証
券
取
引
所
、市
場
第
一
部

に
上
場
す
る
 

大
垣
市
軟
式
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
長
と
な
る

勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
け
る
 

財
団
法
人
小
川
科
学
技
術
財
団
を
設
立
す
る
 

太
平
洋
工
業
の
男
子
軟
式
テ
ニ
ス
部
が
日
本
実
業
団

リ
ー
グ
戦
で
優
勝
し
、日
本
リ
ー
グ
入
り
を
果
た
す
 

大
垣
市
名
誉
市
民
の
称
号
と
名
誉
市
民
章
を

受
け
る
 

永
眠
 
 

正
六
位
を
贈
ら
れ
る
 

遺
族
に
よ
り
大
垣
市
少
年
ス
ポ
ー
ツ
振
興
小
川
基
金

が
設
置
さ
れ
る
 

昭
和
35
年
 1
9
6
0
 

 昭
和
37
年
 1
9
6
2
 

 昭
和
38
年
 1
9
6
3
 

昭
和
39
年
 1
9
6
4
 

   昭
和
40
年
 1
9
6
5
 

    昭
和
41
年
 1
9
6
6
 

 昭
和
42
年
 1
9
6
7
 

昭
和
43
年
 1
9
6
8
 

 昭
和
45
年
 1
9
7
0
 

 昭
和
46
年
 1
9
7
1
 

 昭
和
60
年
 1
9
8
5
 

昭
和
62
年
 1
9
8
7
 

 昭
和
63
年
 1
9
8
8
 

 平
成
2
年
 1
9
9
0
 

 平
成
3
年
 1
9
9
1

60 
  62 

  63
 

64
 

 
   65 

     66 
  67

 
68 
  70

  71
  85

 
87 
  88 

  90 
 

牛の置物［太平洋工業株式会社蔵］ 
丑年生まれの宗一は、牛の置物を収集し、応接間のケースに並べて楽しんだ。小さ
な置物は孫の信也（現・太平洋工業社長）から贈られたオランダ出張のおみやげ。 

明
治
34
年
 1
9
0
1
 

   大
正
10
年
 1
9
2
1
 

 大
正
11
年
 1
9
2
2
 

大
正
13
年
 1
9
2
4
 

昭
和
5
年
 1
9
3
0
 

  昭
和
11
年
 1
9
3
6
 

 昭
和
13
年
 1
9
3
8
 

 昭
和
16
年
 1
9
4
1
 

 昭
和
22
年
 1
9
4
7
 

昭
和
24
年
 1
9
4
9
 

 昭
和
26
年
 1
9
5
1
 

昭
和
28
年
 1
9
5
3

小
川
宗
一
関
係
年
譜
 

年
齢
 

1 
    21 

  22
 

24
 

30 
   36 

  38 
  41 

  47 
 

49 
  51

 
53  
 

 
 

現
在
の
一
宮
市
の
毛
織
業
を
営
む
家
の
二
男
と
し
て

生
ま
れ
る
 
 

父
の
従
兄
弟
で
、
大
垣
に
住
む
小
川
惣
吉
の
養
子

と
な
る
 

愛
知
県
立
第
一
中
学
校
（
現
・
旭
丘
高
校
）を
卒
業

す
る
 

鉄
道
省
東
京
鉄
道
局
教
習
所
普
通
部
に
入
学
す
る
 

鉄
道
省
名
古
屋
鉄
道
局
に
勤
務
す
る
 

西
外
側
町
に
「
太
平
洋
工
業
合
名
会
社
」
を
設
立

し
、社
員
10
人
で
自
動
車
用
バ
ル
ブ
コ
ア
の
製
造
を

始
め
る
 

横
浜
・
神
戸
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
で
製
品
が
採
用

さ
れ
る
 

「
太
平
洋
工
業
株
式
会
社
」
に
改
組
し
、工
場
を

美
和
町
に
移
転
す
る
 

東
京
の
バ
ル
ブ
メ
ー
カ
ー
「
桜
井
自
動
車
工
器
」
を

吸
収
合
併
す
る
 

西
濃
軟
式
庭
球
連
盟
会
長
と
な
る
 

自
動
車
用
プ
レ
ス
製
品
を
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業

（
当
時
）に
納
入
し
、
取
引
を
開
始
す
る
 

岐
阜
県
軟
式
庭
球
連
盟
会
長
と
な
る
 

東
海
軟
式
庭
球
連
盟
会
長
と
な
る
 
 

太
平
洋
工
業
会
社
取
締
役
社
長
と
な
る
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す
 

ざ

き

 

き

よ

し

 
市
体
連
生
み
の
親
と
な
っ
た
決
断
と
人
情
の
経
営
者 

昭和44年（1969）9月23日、住宅建材の新工場（衣浦工場）の地鎮祭
であいさつをする取締役社長の潔。 

新工場地鎮祭［イビデン株式会社提供］ 

昭和30年（1955）12月、第1回越年マラソンを開催した。右が潔、
中央は山本市長。 

第1回越年マラソン開催［財団法人大垣市体育連盟蔵］ 
昭和40年（1965）10月、第20回国民体育大会秋季大会において、
岐阜県が総合優勝に輝き、喜びにわく選手団。中央が潔。 

岐阜国体にて総合優勝に輝く［財団法人大垣市体育連盟蔵］ 

昭和41年（1966）12月、大垣市体育連盟
創立15周年を記念し、大垣市スポーツセン
ター（現 大垣城ホール）で記念式典、北陸
上競技場で記念植樹（イチョウの木）が行
われた。中央でスコップを持つのが潔。 

明
治
35
年
 1
9
0
2
 

大
正
12
年
 1
9
2
3
 

大
正
13
年
 1
9
2
4
 

昭
和
6
年
 1
9
3
1
 

昭
和
15
年
 1
9
4
0
 

昭
和
22
年
 1
9
4
7
 

昭
和
25
年
 1
9
5
0
 

昭
和
26
年
 1
9
5
1
 

昭
和
30
年
 1
9
5
5
 

昭
和
31
年
 1
9
5
6
 

昭
和
33
年
 1
9
5
8
 

昭
和
36
年
 1
9
6
1
 

昭
和
37
年
 1
9
6
2
 

昭
和
39
年
 1
9
6
4
 

昭
和
40
年
 1
9
6
5
 

昭
和
41
年
 1
9
6
6
 

昭
和
44
年
 1
9
6
9
 

昭
和
46
年
 1
9
7
1
 

昭
和
47
年
 1
9
7
2
 

昭
和
48
年
 1
9
7
3
 

  昭
和
53
年
 1
9
7
8

大
垣
市
名
誉
市
民
 

年
齢
 

1
 

22
 

23
 

30
 

39
 

46
 

49
 

50
 

54 
 

55
 

57
 

60 
 

61
 

63
 

64
 

65
 

68
 

70
 

71
 

72 
 

体育連盟15周年記念植樹 
［財団法人大垣市体育連盟蔵］ 

昭和45年（1970）1月26日、同じく藍綬褒章を受けた池田文夫と、
全国日本学士会アカデミア賞を受賞した田口利八（P.108）と
潔の三人の祝賀会が市商工会議所で開催された。前列、左
から池田文夫、潔、田口利八。後列、左から山本市長、小川宗一
会頭（P.100）、土屋斉副会頭（P.114）。 

藍綬褒章受章祝賀会［イビデン株式会社提供］ 

昭和46年（1971）、大垣市体育連盟20周年を記念し、招待女子
実業団バレーボール大会を開催するとともに、記念誌を発行した。
右が潔。 

体育連盟20周年記念誌編集会議 
［財団法人大垣市体育連盟蔵］ 

潔の書斎には、母校である慶応義塾大学の
創始者福沢諭吉の全集、同大学の同級生
であった千宗左による茶道全集のほか、スポー
ツ関係の書籍が並んだ。 

潔の愛読書［個人蔵］ 

■
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
、
揖
斐

川
電
気
工
業
の
営
業
課
長
と
し
て
迎

え
ら
れ
た
当
時
の
同
社
は
、
電
力
か

ら
カ
ー
バ
イ
ド
へ
と
拡
張
を
続
け
て
お

り
一
大
発
展
期
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

中
、
潔
は
、
生
来
持
っ
て
い
た
群
を
抜

く
人
柄
と
行
動
力
で
実
績
を
挙
げ
、

昭
和
二
十
二
年
に
は
、
常
務
取
締
役
、

同
三
十
七
年
に
は
社
長
に
就
任
し
た
。

し
か
し
、こ
の
時
会
社
は
、
石
油
の
燃

料
革
命
で
カ
ー
バ
イ
ド
・
肥
料
も
生

産
低
迷
の
苦
境
に
あ
っ
た
。
潔
は
こ
こ

で
「
脱
化
学
、
住
宅
産
業
へ
」
と
従
来

の
電
気
化
学
工
業
か
ら
の
大
転
換
を

指
揮
し
、メ
ラ
ミ
ン
化
粧
板
な
ど
の
建

材
で
同
社
の
繁
栄
を
築
い
た
。
立
川

勇
次
郎
（
P. 
28
）が
初
代
社
長
を
つ
と

め
た
同
社
は
、そ
の
後
も
、時
代
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
、今
日
の
発
展
に
至
っ

て
い
る
。
ま
た
、
潔
は
経
営
理
念
「
企

業
は
人
な
り
」
を
実
践
し
、
社
員
か

ら
は
「
う
ち
の
お
や
じ
」
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
従
業
員
に
対
し
て
思
い
や
り
が

あ
り
、人
の
和
を
大
切
に
し
、底
知
れ

ぬ
包
容
力
が
あ
る
と
評
さ
れ
る
人
情

家
で
も
あ
っ
た
。
 

冬
に
輝
く「
産
業
と
防
災
の
ま
ち
」
大
垣 

鳥
取
市
生
ま
れ
。
揖
斐
川
電
気
工
業
（
現
・
イ
ビ
デ
ン
）に
入
社
し
営
業
部
門
を
経
て
、取
締
役
社
長
に

就
任
。「
脱
化
学
、住
宅
産
業
へ
」
の
転
換
を
指
揮
し
同
社
の
繁
栄
を
築
い
た
。
経
営
理
念
「
企
業
は
人

な
り
」
を
実
践
し
、底
知
れ
ぬ
包
容
力
の
あ
る
人
情
家
で
あ
り
、「
須
　
学
校
」
と
呼
ば
れ
る
経
済
人
塾

を
主
宰
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
ま
た
、大
垣
商
工
会
議
所
副
会
頭
、岐
阜
県
教
育
委
員
会
委
員
長

の
ほ
か
幾
多
の
公
職
を
歴
任
し
、郷
土
の
発
展
に
献
身
的
な
努
力
を
続
け
た
。
特
に
、ス
ポ
ー
ツ
を
こ
よ

な
く
愛
し
、県
内
に
先
が
け
て
大
垣
市
体
育
連
盟
を
発
足
さ
せ
、初
代
会
長
に
就
任
。
今
日
の
大
垣
市

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
基
礎
を
築
く
と
と
も
に
、青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献
し
た
。
 

■
潔
は
ま
た
「
ス
ポ
ー
ツ
お
や
じ
」
の
異
名
が
あ
っ
た
。
柔

道
四
段
・
剣
道
三
段
、
大
学
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー

の
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
彼
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
人
間

に
は
根
性
が
あ
る
」
と
い
つ
も
人
に
語
っ
て
い
た
。
戦
後
の

荒
廃
し
た
社
会
情
勢
の
中
で
、い
ち
早
く
ス
ポ
ー
ツ
の
有

効
性
と
そ
の
振
興
を
唱
え
、
次
代
の
若
者
の
健
全
育
成
に

目
を
向
け
、
多
く
の
社
会
的
地
位
に
あ
り
な
が
ら
体
育

連
盟
の
結
成
に
駆
け
回
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
二
十
六
年
（
一

九
五
一
）に
は
、
岐
阜
県
内
に
先
が
け
て
大
垣
市
体
育
連

盟
を
発
足
さ
せ
、
初
代
会
長
と
し
て
以
後
二
十
二
年
間
、

数
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。
昭
和
三
十
一
年
に
は
須
　

体
育
奨
励
基
金
も
発
足
さ
せ
た
。
ま
た
、
昭
和
四
十
年
、

総
合
優
勝
の
感
動
に
ひ
た
っ
た
岐
阜
国
体
誘
致
の
陰
の

功
労
者
と
し
て
、
潔
は
関
係
者
の
語
り
草
と
な
っ
て
い
る
。

旅
費
は
全
て
自
費
で
、
中
央
に
誘
致
を
働
き
か
け
た
の

で
あ
る
。
 

昭和48年（1973）11月15日、市体育連盟
によって建立された。2代目会長森直之
の筆で「スポーツの父　須　潔　ここに
眠る」と刻まれている。 

潔の墓碑［慈渓寺］ 

鳥
取
市
に
生
ま
れ
る
 

慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
す
る
 

大
同
電
力（
関
西
電
力
の
前
身
）に
入
社
す
る
 

鳥
取
県
因
幡
銀
行
取
締
役
支
配
人
と
な
る
 

揖
斐
川
電
気
工
業
に
入
社
す
る（
営
業
課
長
） 

揖
斐
川
電
気
工
業
常
務
取
締
役
と
な
る
 

大
垣
商
工
会
議
所
副
会
頭
と
な
る
 

大
垣
市
体
育
連
盟
を
結
成
、初
代
会
長
と
な
る
 

岐
阜
県
体
育
協
会
副
会
長
と
な
る
 

須
　
体
育
奨
励
基
金
を
発
足
さ
せ
る
 

大
垣
市
功
労
章
を
受
け
る
 

文
部
大
臣
表
彰（
体
育
功
労
）を
受
け
る
 

揖
斐
川
電
気
工
業
取
締
役
社
長
と
な
る
 

岐
阜
県
教
育
委
員
会
委
員
長
と
な
る
 

中
部
経
済
連
合
会
副
会
長
と
な
る
 

大
垣
青
年
重
役
会（
O
J
B
）を
発
足
さ
せ
る
 

藍
綬
褒
章
を
受
け
る
 

岐
阜
県
教
育
懇
話
会
会
長
と
な
る
 

勲
三
等
旭
日
中
綬
章（
産
業
発
展
功
労
）を
受
け
る
 

永
眠
 
 

従
四
位
 
 

大
垣
市
名
誉
市
民
の
称
号
と
名
誉
市
民
章
を
受
け
る
 

大
垣
市
体
育
連
盟
須
　
章
が
制
定
さ
れ
る
 

須
　
潔
関
係
年
譜
 

須
　 

潔
明治35年～昭和48年 
（1902～1973）
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田
口 

利
八

明治40年～昭和57年 
（1907～1982）

 

た
 

ぐ

ち

 

り

 

は

ち

 
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
に
も
貢
献
し
た
日
本
の
ト
ラ
ッ
ク
王 

現
在
の
長
野
県
南
木
曽
町
生
ま
れ
。
戦
後
の
復
興
と
発
展
に
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
果
た
す
役
割
の
重

要
性
を
洞
察
し
、現
在
の
下
呂
市
萩
原
町
に
中
古
ト
ラ
ッ
ク
一
台
で
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
「
田
口
自
動
車
」

を
創
業
。
拠
点
を
大
垣
に
移
す
と
、全
国
に
路
線
網
を
開
拓
し
、わ
が
国
最
大
の
長
距
離
路
線
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
企
業
へ
と
成
長
さ
せ
た
。
こ
の
間
、
業
界
団
体
の
要
職
を
つ
と
め
る
一
方
、
大
垣
商
工
会
議
所
会

頭
の
ほ
か
幾
多
の
公
職
を
歴
任
し
、郷
土
の
発
展
に
献
身
的
な
努
力
を
続
け
た
。
ま
た
、大
垣
市
総
合

体
育
館
の
建
設
な
ど
に
多
額
の
寄
附
を
お
こ
な
っ
た
ほ
か
、財
団
法
人
田
口
福
寿
会
を
設
立
し
、市
内

の
小
中
学
校
に
図
書
を
寄
附
す
る
な
ど
、大
垣
市
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。
 

大
垣
市
名
誉
市
民 

昭和3年（1928）の松本連隊入隊時、無事に帰還できることを祈っ
て贈られたもの。千人針とは布に多数の女性が赤糸でひと針
ずつ縫って千個の縫玉をつくり、出征兵士の無事の帰還を祈っ
て贈ったもの。 

出征時の千人針［西濃運輸株式会社蔵］ 

■
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
四
月
、
利
八
は
、
事
業
拡
大
の

た
め
大
垣
に
拠
点
を
移
し
た
。
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
六

台
の
ト
ラ
ッ
ク
を
持
つ
事
業
主
と
な
っ
て
い
た
。
大
垣
を
進

出
先
に
選
ん
だ
理
由
は
、
日
本
の
真
ん
中
で
、
運
輸
事
業

に
と
て
も
良
い
位
置
に
あ
る
こ
と
、
地
下
水
が
豊
富
で
工

業
の
発
展
性
が
大
き
く
、
人
的
資
源
も
豊
富
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
で
あ
る
。
大
都
市
の
名
古
屋
や
岐
阜
で
な
く
、
大

垣
を
選
ん
だ
の
は
、「
事
業
は
十
年
先
を
み
て
や
る
の
だ
」

と
い
う
持
論
で
、
現
在
よ
り
も
将
来
性
に
賭
け
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
利
八
の
予
想
通
り
、
大
垣
に
は
化
学
繊
維
、

化
学
肥
料
工
場
な
ど
が
次
々
と
建
設
さ
れ
て
い
っ
た
。
 

■
昭
和
二
年（
一
九
二
七
）、二
十
歳
の
時
一
回
目
の
徴
兵
を
う
け
た
利
八

は
、戦
車
隊
に
配
属
さ
れ
、満
州
で
軍
隊
生
活
を
三
年
間
過
ご
し
た
。
そ
の

軍
隊
生
活
か
ら
生
涯
を
か
け
る
仕
事
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
民

間
輸
送
の
手
段
と
い
え
ば
、当
時
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
が
大
八
車
や
馬
車
で

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
に
戦
車
の
威
力
や
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
力
を
目
の

当
た
り
に
し
た
の
で
あ
る
。「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
事
業
に
し
た
ら
必
ず
成
功

す
る
。
ト
ラ
ッ
ク
に
は
鉄
道
に
な
い
機
動
力
が
あ
る
。
小
回
り
の
き
く
ト
ラ
ッ

ク
事
業
し
か
な
い
。
」
と
決
意
し
た
の
で
あ
る
。
除
隊
し
た
利
八
は
、す
ぐ
に

ト
ラ
ッ
ク
事
業
を
進
め
る
準
備
に
入
り
、軍
隊
時
代
の
戦
友
の
紹
介
で
、中

古
ト
ラ
ッ
ク
を
一
台
購
入
し
た
。
同
時
に
結
婚
話
も
持
ち
上
が
り
、昭
和
五

年
二
月
三
日
に
結
婚
式
を
あ
げ
、そ
の
一
週
間
後
の
二
月
十
一
日
に
萩
原

町（
現
・
下
呂
市
萩
原
町
）で
「
田
口
自
動
車
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
 

同郷の夫人、長男とともに。 

「田口自動車」創業の頃 
の利八［西濃運輸株式会社蔵］ 

昭和23年（1948）大垣・名
古屋間。翌年には、大垣・大
阪間の路線免許を取得した。 

路線免許状 
［西濃運輸株式会社蔵］ 

大垣に進出した頃。左から2人目が利八。 
大垣城前に勢ぞろいした田口自動車［西濃運輸株式会社蔵］ 

水都産業株式会社定款・設立登記申請書類 
［西濃運輸株式会社蔵］ 

■
終
戦
の
翌
年
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
十
一
月
一

日
、
利
八
は
、「
水
都
産
業
株
式
会
社
」
を
設
立
し
た
。
戦

後
の
復
興
に
か
け
る
人
々
の
気
迫
は
す
ご
い
も
の
で
、
ト

ラ
ッ
ク
会
社
に
仕
事
が
殺
到
し
た
。
ま
た
、こ
の
こ
ろ
資
本

家
と
労
働
者
の
対
立
も
激
化
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
で

水
都
産
業
は
、
労
使
協
調
と
顧
客
第
一
主
義
を
貫
き
、
ま

た
た
く
間
に
東
海
地
区
で
一
位
・
二
位
を
争
う
企
業
に

成
長
し
て
い
っ
た
。
こ
の
水
都
産
業
が
、
昭
和
二
十
三
年
十

月
「
西
濃
ト
ラ
ッ
ク
運
輸
」
、同
三
十
年
一
月
「
西
濃
運
輸
」

と
社
名
変
更
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
 

■
利
八
は
い
つ
も
先
を
見
通
し
た
経
営
を
し
、
昭
和
二
十

二
年
（
一
九
四
七
）
、
東
京
・
大
阪
間
の
「
長
距
離
輸
送
定

期
便
構
想
」
を
打
ち
出
し
、
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
二
日

に
達
成
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、業
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
し
て
全
国
に
路
線
網
を
開
拓
し
、わ
が
国
最
大
の
長
距

離
路
線
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
企
業
へ
と
成
長
さ
せ
た
。
 

昭和11年（1936）に更新のもの。 

利八の自動車運転免許証 
［西濃運輸株式会社蔵］ 

冬
に
輝
く「
産
業
と
防
災
の
ま
ち
」
大
垣 

昭和25年（1950）12月2日には名古屋・
東京間の路線免許を取得した。 

富士山を眺めながら走る西濃運輸のトラック 
［西濃運輸株式会社蔵］ 
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自筆原稿［西濃運輸株式会社蔵］ 

■
「
道
路
整
備
行
政
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

道
路
交
通
の
困
難
化
や
混
雑
化
の
根
本
的
な
原
因
は
、

道
路
行
政
の
立
ち
遅
れ
に
あ
る
と
し
、
道
路
補
修
事
業
の

財
源
確
保
等
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
 

愛用の朱肉入れと印鑑入れ［西濃運輸株式会社蔵］ 

利八の名刺入れと名刺［西濃運輸株式会社蔵］ 

都市対抗野球で応援する利八 
［西濃運輸株式会社蔵］ 

■
利
八
は
、事
業
を
始
め
た
頃
の
苦
し
み
を
思
い
返
し
、そ
れ

を
バ
ネ
に
し
て
き
た
。
初
心
を
忘
れ
ぬ
た
め
に
、ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ

た
印
鑑
入
れ
や
机
な
ど
も
、直
し
て
は
生
涯
使
い
続
け
た
。
朱

肉
入
れ
は
、故
郷
木
曽
の
材
で
で
き
た
も
の
を
愛
用
し
た
。
 

■
利
八
は
地
域
社
会
お
よ
び
公
共

の
た
め
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。

第
二
の
故
郷
大
垣
を
愛
し
、「
地
域

社
会
の
発
展
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
」

と
大
垣
城
乾
隅
櫓
の
再
建
、
大
垣

市
総
合
体
育
館
の
建
設
な
ど
に
多

額
の
寄
付
を
し
た
。
昭
和
四
十
二

年
（
一
九
六
七
）に
設
立
し
た
財
団

法
人
田
口
福
寿
会
は
、
小
中
学
校

へ
の
教
育
用
図
書
（
田
口
文
庫
）の

寄
贈
、
交
通
遺
児
の
高
校
生
へ
の
育

英
資
金
の
援
助
、
母
子
家
庭
の
子

弟
援
助
、
そ
の
他
、
体
育
振
興
、
文

化
活
動
な
ど
へ
幅
広
い
助
成
が
続

け
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
六
年
の

田
口
福
寿
会
へ
の
千
三
百
万
株
（
百

二
十
億
円
相
当
）も
の
追
加
寄
付
は
、

全
国
を
驚
か
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
 

い
ぬ
い
す
み
や
ぐ
ら
 

夫人と孫の義隆（現・西濃運
輸株式会社社長）とともに、自
宅の庭でくつろぐ利八 

夫人・孫と 
［西濃運輸株式会社蔵］ 

昭和57年（1982）の手帳。この年7月28日に永眠、名誉
会長となった。 

利八の手帳［西濃運輸株式会社蔵］ 

■
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）三
月
二
十
五
日
、
利
八
は

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
に
推
さ
れ
て
就
任
し
、
名
実

と
も
に
、「
ト
ラ
ッ
ク
王
」
と
な
っ
た
。
 

■
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
、

利
八
に
よ
っ
て
創
部
さ
れ
た
西
濃
運

輸
野
球
部
は
、
地
域
の
期
待
に
応

え
て
、
二
年
後
に
全
国
社
会
人
都

市
対
抗
野
球
大
会
に
初
出
場
を
果

た
し
た
。
四
十
七
年
に
は
、
黄
獅
子

旗
（
第
三
位
）
を
、
平
成
六
年
（
一
九

九
四
）
に
は
、
初
の
白
獅
子
旗
（
準

優
勝
）
を
獲
得
し
た
。
創
業
者
利
八

の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
不
屈
の
精

神
で
戦
う
同
社
野
球
部
の
活
躍
は

地
域
に
活
力
を
与
え
続
け
て
い
る
。
 

大垣市総合体育館竣工式［大垣市蔵］ 
昭和55年（1980）12月25日、利八は、この体育館の建設費として6億円を寄付した。 

大垣城乾隅櫓起工式［大垣市蔵］ 
昭和41年（1966）11月3日、起工式にて鍬入れをおこなう利八。

利八はこの隅櫓の建設費として、1,500万円を寄付した。 

くわ 

書「労使協調」［西濃運輸株式会社蔵］ 

私
の
一
番
楽
し
い
こ
と
は
、 

一
生
涯
を
貫
く
仕
事
を
も
つ
こ
と
。
 

世
の
中
で
一
番
尊
い
事
は
、
 

社
会
の
為
に
奉
仕
し
、
決
し
て
自
慢
し
な
い
こ
と
。
 

世
の
中
で
一
番
い
け
な
い
事
は
、
 

う
そ
を
つ
く
こ
と
。
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43
   44

 
49
  50

 
53
 

54
   56

 
58
 

59
 

60
  61

  63
 

64
  65

 
66
   68

 
71
 

72
 

75
  76

   

大
垣
｜
大
阪
間
の
長
距
離
路
線
免
許
を
取
得
す
る
 
 

岐
阜
県
貨
物
自
動
車
協
会（
現
・
岐
阜
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
）会
長
と
な
る
 

名
古
屋
｜
東
京
間
の
長
距
離
路
線
免
許
を
取
得
す
る
 

社
名
を
「
西
濃
運
輸
株
式
会
社
」に
改
名
す
る
 

大
垣
市
剣
道
協
会
会
長
、西
濃
剣
道
協
会
会
長
と
な
る
 

大
垣
市
体
育
連
盟
顧
問
と
な
る
 

江
口
夜
詩（
P. 
12
）作
詞
作
曲
に
よ
る
社
歌
が
つ
く
ら
れ
る
 

日
本
生
産
性
本
部
自
動
車
運
送
事
業
近
代
化
専
門

使
節
団
長
と
し
て
渡
米
す
る
 

西
濃
運
輸
野
球
部
を
創
部
す
る
 

全
国
社
会
人
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
初
出
場
を
果
た
す
 

財
団
法
人
岐
阜
県
交
通
安
全
協
会
会
長
と
な
る
 

藍
綬
褒
章
を
受
け
る
 

岐
阜
県
公
安
委
員
長
と
な
る
 

大
垣
城
乾
隅
櫓
の
再
建
に
1
千
5
百
万
円
を
寄
附
す
る
 

大
垣
市
功
労
章
を
受
け
る
 

財
団
法
人
田
口
福
寿
会
を
設
立
す
る
 

全
国
日
本
学
士
会
ア
カ
デ
ミ
ア
賞
を
受
け
る
 

大
垣
市
都
市
計
画
審
議
会
会
長
と
な
る
 

内
閣
総
理
大
臣
表
彰（
交
通
安
全
普
及
）を
受
け
る
 

大
垣
商
工
会
議
所
会
頭
と
な
る
 

岐
阜
経
済
大
学
理
事
長
と
な
る
 

全
国
社
会
人
都
市
対
抗
野
球
大
会
で
黄
獅
子
旗（
第

3
位
）を
獲
得
す
る
 

中
部
経
済
連
合
会
副
会
長
と
な
る
 

勲
二
等
旭
日
重
光
章
を
受
け
る
 

大
垣
市
総
合
体
育
館
建
設
の
た
め
6
億
円
を
寄
附
す
る
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
会
長
と
な
る
 

社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
と
な
る
 

永
眠
 

正
四
位
を
贈
ら
れ
る
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
名
誉
会
長
と
な
る
 

大
垣
市
名
誉
市
民
の
称
号
と
名
誉
市
民
章
を
受
け
る
 

昭
和
24
年
 1
9
4
9
 

  昭
和
25
年
 1
9
5
0
 

昭
和
30
年
 1
9
5
5
 

 昭
和
31
年
 1
9
5
6
 

昭
和
34
年
 1
9
5
9
 

昭
和
35
年
 1
9
6
0
 

  昭
和
37
年
 1
9
6
2
 

昭
和
39
年
 1
9
6
4
 

昭
和
40
年
 1
9
6
5
 

昭
和
41
年
 1
9
6
6
 

 昭
和
42
年
 1
9
6
7
 

 昭
和
44
年
 1
9
6
9
 

昭
和
45
年
 1
9
7
0
 

 昭
和
46
年
 1
9
7
1
 

昭
和
47
年
 1
9
7
2
 

  昭
和
49
年
 1
9
7
4
 

昭
和
52
年
 1
9
7
7
 

昭
和
53
年
 1
9
7
8
 

昭
和
56
年
 1
9
8
1
 

 昭
和
57
年
 1
9
8
2

年
齢
 

1
 

21
 

24
  27

 
35
 

36
  37

   40
  42

    

現
在
の
長
野
県
南
木
曽
町
の
農
家
に
生
ま
れ
る
 

徴
兵
に
よ
り
戦
車
隊
に
配
属
さ
れ
、満
州
へ
出
征
す
る
 

現
在
の
下
呂
市
萩
原
町
で
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
「
田
口

自
動
車
」
を
創
業
す
る
 

大
垣
に
拠
点
を
移
す
 

社
名
を「
西
濃
ト
ラ
ッ
ク
運
輸
株
式
会
社
」と
改
名
す
る
 

軍
部
の
統
合
要
請
に
よ
り
、西
濃
1
市
5
郡
の
14
業
者

で「
西
濃
運
輸
株
式
会
社
」
を
設
立
し
、専
務
と
な
る
 

岐
阜
県
内
で
7
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
い
た
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
業
界
が
、統
合
し
て「
国
土
防
衛
自
動
車
部
隊
」

を
結
成
し
、部
隊
長
と
な
る
 

統
合
会
社
を
解
散
し
、新
会
社
「
水
都
産
業
株
式
会

社
」
を
設
立
す
る
 

社
名
を
「
西
濃
ト
ラ
ッ
ク
運
輸
」
に
改
名
。
長
距
離
路

線
を
開
発
す
る
 

大
垣
｜
名
古
屋
間
の
長
距
離
路
線
免
許
を
取
得
す
る
 

 

明
治
40
年
 1
9
0
7
 

昭
和
2
年
 1
9
2
7
 

昭
和
5
年
 1
9
3
0
 

 昭
和
8
年
 1
9
3
3
 

昭
和
16
年
 1
9
4
1
 

昭
和
17
年
 1
9
4
2
 

 昭
和
18
年
 1
9
4
3
 

  昭
和
21
年
 1
9
4
6
 

 昭
和
23
年
 1
9
4
8
 

   田
口
利
八
関
係
年
譜
 

■
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
、
西
濃
運
輸
本
社
玄
関

ロ
ビ
ー
に
利
八
の
胸
像
が
設
置
さ
れ
た
。
台
座
に
は
「
創

業
者
　
田
口
利
八
会
長
之
像
」
の
文
字
と
、座
右
の
銘
「
踏

ま
れ
て
も
　
踏
ま
れ
て
も
　
強
く
　
野
に
咲
く
　
福
寿

草
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
 

■
利
八
は
、
故
郷
の
木
曽
谷
の
道
端
に
、
春
に
な
る
と
頭

を
も
た
げ
る
福
寿
草
が
大
好
き
で
あ
っ
た
。
踏
ま
れ
て
も

踏
ま
れ
て
も
負
け
る
こ
と
な
く
再
び
芽
を
だ
す
。
そ
し
て
、

時
に
季
節
外
れ
の
春
雪
に
見
舞
わ
れ
て
も
一
杯
咲
き
誇
る
。

人
生
も
同
じ
だ

―
。
利
八
は
、
人
間
も
福
寿
草
の
よ
う

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
続
け
て
き
た
。
こ
の
「
福
寿

草
精
神
」
は
、
社
員
に
も
浸
透
し
、
西
濃
運
輸
躍
進
の
精

神
的
支
柱
と
な
っ
て
い
る
。
 

利八の胸像除幕式［西濃運輸株式会社蔵］ 書と愛用の文箱［西濃運輸株式会社蔵］ 

田口文庫贈呈式［大垣市蔵］ 
昭和57年（1982）2月25日、西部中学校にて。 
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土
屋
義
雄
の
二
男
と
し
て
荒
尾
町
に
生
ま
れ
る
。
大
垣
中
学（
現
・
大
垣
北
高
校
）を
経
て
東
京
帝
国
大
学

文
学
部
美
学
美
術
史
学
科
を
卒
業
後
、マ
ス
コ
ミ
の
第
一
線
で
活
躍
。
大
垣
共
立
銀
行
に
取
締
役
と
し
て
入

行
後
は
、進
取
の
気
性
と
反
骨
精
神
で
次
々
に
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
打
ち
出
し
、同
行
を
不
動
の
地
位
に
押

し
上
げ
、頭
取
、会
長
、名
誉
会
長
を
歴
任
し
た
。
ま
た
、大
垣
商
工
会
議
所
会
頭
の
ほ
か
幾
多
の
公
職
を

歴
任
し
、大
垣
市
は
も
と
よ
り
、岐
阜
県
経
済
界
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
一
方
で
、ぎ
ふ
中
部
未
来

博
覧
会
協
会
会
長
、（
初
代
）大
垣
市
文
教
協
会
会
長
、（
初
代
）大
垣
市
文
化
連
盟
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、

地
域
の
文
化
振
興
の
一
翼
を
担
い
、岐
阜
県
名
誉
県
民
と
も
な
っ
た
。
 

土
屋 

斉
明治40年～平成15年 
（1907～2003）

 

大
垣
市
名
誉
市
民 

つ

ち
 

や

 

ひ

と

し

 
経
済
界
の
活
性
化
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
文
化
人 

呑
舟
之
魚
ハ
 

枝
流
に
遊
ば
す
　
□印
 

し
り
ゅ
う
 

あ
そ
 

ど
ん
し
ゅ
う
の
う
お
 

土屋斉筆「河童之図」 
［大垣共立銀行蔵］ 

土屋斉筆「呑舟之魚」［個人蔵］ 

土屋斉筆「鴨之図」 
［大垣共立銀行蔵］ 

昭和13年（1938）5月9日　東京学士会館にて。 
前列左から母志う、父義雄、4人目が新郎の斉。 

結婚記念写真［個人蔵］ 

■
大
学
で
は
、ド
イ
ツ
哲
学
を
中
心
に
学
ん
だ
斉
だ
が
、「
大

学
の
勉
強
よ
り
面
白
か
っ
た
」
と
い
う
大
学
新
聞
の
執
筆

に
熱
中
し
、
卒
業
後
、
社
団
法
人
同
盟
通
信
社
（
現
在
の

共
同
通
信
社
、
時
事
通
信
社
の
前
身
）に
入
社
し
記
者
と

な
っ
た
。
入
社
後
、
す
ぐ
に
ア
メ
リ
カ
へ
研
修
旅
行
に
出
か

け
た
の
を
き
っ
か
け
に
、ド
イ
ツ
や
ア
ジ
ア
各
地
に
派
遣
さ

れ
、
緊
迫
し
た
国
際
情
勢
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
夫
人

は
、
文
部
省
の
雑
誌
の
編
集
者
を
し
て
お
り
、
斉
と
は
仕

事
の
関
連
で
出
会
っ
た
。
仕
事
の
性
質
上
、お
互
い
を
理
解

し
合
え
た
し
、
趣
味
も
文
学
関
係
で
話
が
あ
っ
た
の
で
、
一

年
間
の
交
際
の
後
、結
婚
式
を
挙
げ
た
。
 

昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）十
二
月
八
日
、日
本
軍
が
真
珠

湾
を
攻
撃
し
太
平
洋
戦
争
が
起
き
た
。
軍
に
よ
る
報
道
規

制
が
強
化
さ
れ
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
理
念
は
、
戦

争
の
渦
中
に
埋
没
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
戦
況
報
告
は
、

い
つ
も
「
わ
が
国
の
被
害
は
軽
微
」
と
決
ま
っ
て
い
た
。「
事

実
を
書
い
て
も
削
ら
れ
る
。
日
本
が
敗
戦
を
認
め
る
ま
で
、

国
民
に
事
実
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
悔
や

ん
だ
。
昭
和
二
十
一
年
、
同
盟
通
信
社
時
代
の
同
期
と
と

も
に
み
や
こ
新
聞
社
を
設
立
、
翌
年
に
は
社
長
に
就
任
し

た
。
そ
の
後
、
郷
里
に
戻
る
こ
と
を
考
え
た
斉
は
、ラ
ジ
オ

放
送
局
（
岐
阜
放
送
）の
設
立
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、父
 

義
雄（
P. 
94
）の
強
い
要
請
に
よ
り
、昭
和
三
十
二
年
十
月
、

大
垣
共
立
銀
行
に
取
締
役
と
し
て
入
行
し
た
。
 

□印
 

 
無
常
迅
速
 

 
光
陰
可
惜
 

 
 
 
 
 
 
□印
 

秋
夜
鳴
声
渡
　
江
上
芦
風
渡
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
土
屋
画
　
□印
　
□印
 

（
大
意
）
 

（
舟
を
ひ
と
飲
み
す
る
よ
う
な
大
魚
は
小
さ
な
川
で
は
遊

ば
な
い
の
意
か
ら
）
大
人
物
は
く
だ
ら
ぬ
仕
事
に
は
手
を

出
さ
な
い
。
遠
大
な
志
を
い
だ
く
人
物
は
小
事
に
は
目
も

く
れ
な
い
と
い
う
こ
と
の
た
と
え
 

（
解
説
）
 

中
国
の
故
事
・
列
子
の
「
楊
朱
」
に
あ
る
原
文
は
「
游
が
ず
」

と
な
っ
て
い
る
。
 

お
よ
 

斉
は
、ユ
ー
モ
ア
を
大
切
に
し
、
河
童
愛
好
家

が
遊
び
心
を
も
ち
な
が
ら
環
境
保
護
を
考
え

る
「
河
童
連
邦
共
和
国
」
の
大
統
領
に
就
任
、

亡
く
な
る
ま
で
の
約
十
五
年
間
つ
と
め
た
。
 

冬
に
輝
く「
産
業
と
防
災
の
ま
ち
」
大
垣 
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土屋斉筆「柿之図」［個人蔵］ 

韓
非
子
 

　
古
者
丈
夫
 

　
不
耕
草
木
 

　
之
實
足
食
也
 

　
婦
人
不
織
禽
 

　
獣
之
皮
足
衣
 

　
也
　
　
　
　
　
 
 
土
屋
　
□印
 

横
ざ
ま
に
 

こ
の
よ
を
と
 

思
え
ど
も
 

よ
し
あ
し
の
ま
ゝ
に
 

 
 
 
 
 
 
 
こ
そ
　
　
□印
 

土屋斉筆「蟹 横ばい」 
［個人蔵］ 

（
大
意
）
 

古
代
は
、
男
子
は
耕
作
し
な
か
っ
た
が
、こ
れ

は
草
木
の
実
を
食
べ
る
だ
け
で
、
十
分
生
き

て
い
け
た
か
ら
だ
。
ま
た
婦
人
は
衣
類
を
お

ら
な
か
っ
た
が
、こ
れ
は
鳥
獣
の
皮
を
着
る

だ
け
で
、十
分
こ
と
足
り
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

勤
労
な
く
し
て
、
生
活
の
物
資
は
こ
と
足
り

て
お
り
、
人
民
は
少
な
く
て
資
材
は
あ
ま
る

ほ
ど
あ
る
の
で
、
人
々
は（
資
材
を
め
ぐ
っ
て
）

争
わ
な
い
。
こ
の
理
由
で
、重
い
賞
を
与
え
ず
、

重
い
罰
を
用
い
な
く
て
も
、
人
々
は
自
然
に

治
ま
っ
て
い
た
。
 

 （
解
説
）
 

中
国
の
古
典
「
韓
非
子
」
の
「
第
四
十
九
　

五
蠧
篇
」
よ
り
 

土屋斉書「陽山春光」［個人蔵］ 

大垣市文化連盟設立総会 
昭和56年（1981）11月14日。同連盟の初代会長として、壇上であいさつをする斉。 

財団法人大垣交通遺児育英会20周年記念大会［大垣市蔵］ 
昭和60年（1985）11月。斉は同会を設立し、理事長をつとめた。 

名誉市民章受章の伝達［大垣市蔵］ 
昭和63年（1988）3月1日。 
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土屋斉書「瀧」［大垣共立銀行蔵］ 

斉の自宅書斎［個人蔵］ 名誉県民章［個人蔵］ 

土
屋
義
雄（
P. 
94
）の
二
男
と
し
て
現
在
の
荒
尾
町

に
生
ま
れ
る
 

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
科
を

卒
業
す
る
 

社
団
法
人
同
盟
通
信
社
に
入
社
す
る
 

株
式
会
社
み
や
こ
新
聞
社
を
設
立
す
る（
翌
年
、

社
長
と
な
る
） 

大
垣
美
術
家
協
会
を
設
立
し
会
長
と
な
る
 

岐
阜
放
送
株
式
会
社
常
務
取
締
役
と
な
る
 

大
垣
共
立
銀
行
に
入
行
、取
締
役
と
な
る
 

大
垣
共
立
銀
行
常
務
取
締
役
と
な
る
 

大
垣
共
立
銀
行
専
務
取
締
役
と
な
る
 
 

大
垣
市
文
教
協
会
を
設
立
し
会
長
と
な
る
 

大
垣
共
立
銀
行
取
締
役
頭
取
と
な
る
 

財
団
法
人
大
垣
交
通
遺
児
育
英
会
を
設
立
し
理

事
長
と
な
る
 

大
垣
市
総
合
計
画
審
議
会
会
長
と
な
る
 

社
団
法
人
大
垣
銀
行
協
会
会
長
と
な
る
 
 

大
垣
市
功
労
章
を
受
け
る
 
 

梁
川
星
巌
顕（
P. 
50
）彰
会
会
長
と
な
る
 

岐
阜
県
公
安
委
員
会
委
員
長
と
な
る
 
 

学
校
法
人
大
垣
日
本
大
学
高
等
学
校
理
事
長
と
な
る
 

 

明
治
40
年
 1
9
0
7
 

 昭
和
7
年
 1
9
3
2
 

 昭
和
8
年
 1
9
3
3
 

昭
和
21
年
 1
9
4
6
 

 昭
和
25
年
 1
9
5
0
 

昭
和
29
年
 1
9
5
4
 

昭
和
32
年
 1
9
5
7
 

昭
和
35
年
 1
9
6
0
 

昭
和
39
年
 1
9
6
4
 

 昭
和
42
年
 1
9
6
7
 

昭
和
44
年
 1
9
6
9
 

 昭
和
45
年
 1
9
7
0
 

   昭
和
46
年
 1
9
7
1
 

  土
屋
斉
関
係
年
譜
 

年
齢
 

1 
  26 

  27
 

40 
  44

 
48
 

51
 

54
 

58 
  61

 
63 
  64 

    65 
  

岐
阜
県
消
防
友
の
会
連
合
会
会
長
と
な
る
 

新
本
店
ビ
ル
を
建
設
す
る
 

勲
三
等
瑞
宝
章
を
受
け
る
 

財
団
法
人
霊
山
顕
彰
会
岐
阜
県
支
部
を
設
立
し

支
部
長
と
な
る
 
 

大
垣
市
文
化
連
盟
を
設
立
し
会
長
と
な
る
 

岐
阜
県
更
生
保
護
会
連
盟
会
長
と
な
る
 
 

大
垣
商
工
会
議
所
会
頭
と
な
る
 

ぎ
ふ
中
部
未
来
博
覧
会
協
会
会
長
と
な
る
 
 

財
団
法
人
岐
阜
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
と
な
る

大
垣
共
立
銀
行
取
締
役
会
長
と
な
る
 

勲
三
等
旭
日
中
綬
章
を
受
け
る
 

大
垣
市
名
誉
市
民
の
称
号
と
名
誉
市
民
章
を
受

け
る
 

財
団
法
人
大
垣
市
体
育
連
盟
須
　
章
を
受
け
る
 

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
岐
阜
県
本
部
代
表
と
な
る
 

岐
阜
県
博
物
館
協
議
会
会
長
と
な
る
 

奥
の
細
道
む
す
び
の
地
「
大
垣
」
全
国
俳
句
大
会

実
行
委
員
長
と
な
る
 
 

岐
阜
県
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
推
進
協
議
会
会
長
と
な
る
 

大
垣
共
立
銀
行
取
締
役
名
誉
会
長
と
な
る
 
 

花
フ
ェ
ス
タ
’95 
ぎ
ふ
実
行
委
員
会
副
総
裁
と
な
る
 

岐
阜
県
名
誉
県
民
の
称
号
を
受
け
る
 

河
童
連
邦
共
和
国
大
統
領
と
な
る
 

永
眠
 
 

正
五
位
を
贈
ら
れ
る
 
 

 

昭
和
47
年
 1
9
7
2
 

昭
和
48
年
 1
9
7
3
 

昭
和
55
年
 1
9
8
0
 

昭
和
56
年
 1
9
8
1
 

  昭
和
57
年
 1
9
8
2
 

 昭
和
61
年
 1
9
8
6
 

  昭
和
62
年
 1
9
8
7
 

昭
和
63
年
 1
9
8
8
 

 平
成
元
年
 1
9
8
9
 

 平
成
2
年
 1
9
9
0
 

平
成
3
年
 1
9
9
1
 

  平
成
5
年
 1
9
9
3
 

 平
成
8
年
 1
9
9
6
 

平
成
10
年
 1
9
9
8
 

平
成
15
年
 2
0
0
3
 

 

66
 

67
 

74
 

75 
   76 

  80
  

 
 81

 
82 
  83 

  84
 

85 
   87 

  90
 

92
 

97
 

ぎふ中部未来博覧会［個人蔵］ 
昭和63年（1988）6月17日、ぎふ中部未来博覧会会場

で開催された「1988　ミスインターナショナル」での一幕。

斉は、ぎふ中部未来博覧会協会会長をつとめ、事業を

成功に導いた。 

平成8年（1996）8月21日。5人目（大垣市初）の名誉県民となった。 書や絵画の道具であふれている。 
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春
の
先
賢
展
で
は
、
花
と
音
楽
を
テ
ー
マ
に
5
人
の
先
賢

を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
講
演
会
の

ほ
か
、体
験
工
房
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

 

オープニングセレモニー 

先賢展展示 先賢展展示 先賢展展示 

記念講演会 「『草木図説』の彩色原画の世界」 押し花体験 市民かがやきギャラリーコンサート 

来
場
者
数
 
 
延
べ
2
5
、0
0
0
人
 

スイスイちゃん スイトくん 

121 120

オープニング 
セレモニー 
4月26日［土］ 
10：00～11：00 

スイトピアセンター音楽堂 

大垣ルネサンス 
先賢フェスティバル 

大垣ルネサンス先賢展 

【紹介する先賢】 
 　　飯沼 慾斎 ： 近代植物学の開拓者 

 　　戸田 極子 ： 日本音楽を西洋に紹介した琴の名手 

 　　小倉 末子 ： 大垣から世界へ羽ばたいた天才ピアニスト 

 　　江口 夜詩 ： 上石津町出身の偉大なる作曲家 

 　　戸田 義明 ： 墨俣町が生んだ眩惑のピアニスト 

 ● 記念講演会 
 　 ■ 4月26日［土］13：30～ 
　　 　「『草木図説』の彩色原画の世界」 
　　 　講師：愛知大学非常勤講師 遠藤正治氏 

　　 ■ 5月17日［土］13：30～ 
　　 　「昭和のレコードコンサート」 
　　 　講師：レコード評論家 山田賢二氏 
　　　（協力 コーラス「とき」） 

 ● 親子展示見学会 
 　 4月27日［日］・5月11日［日］13：30～ 
 ● 先賢展巡り 
 　 5月3日［土・祝］江口夜詩記念館 ほか 
 ● 市民公募事業 
 　 土・日・祝 
　　  ■ 体験工房　■ 市民・花ギャラリー　■ 市民・ギャラリーコンサート 

 ◆ 写真でみるわがまち大垣のあゆみ（同時開催） 

平成20年 

4 26と　き 
土 5 25日 

大垣市スイトピアセンター 
アートギャラリー（学習館1階）他 

ところ 

（1783ー1865） 

（1857ー1936） 

（1891ー1944） 

（1903ー1978） 

（1939ー2003） 

 

いい ぬま よくさい 

 と　　だ　　きわ こ 

　お ぐら　すえ　こ 

　え　ぐち　 よ　し 

　と　だ　 よし　あき 

（大垣市室本町5-51） 入場
無料

 

大垣市制90周年記念事業 大垣ルネサンス先賢展 

季節ごとに「まちの個性」をテーマとした先賢の偉業を顕彰し、郷土 大垣の理解と愛着を深めるとともに、 
市民協働による新しいまちづくりや文化の創造につなげてまいります。 

に観る「花と音楽のまち」大垣 に想う「鉄道と交通のまち」大垣 

に振り返る「歴史と文化のまち」大垣 に輝く「産業と防災のまち」大垣 

4月26日［土］～5月25日［日］ 

10月4日［土］～11月3日［月・祝］ 

6月28日［土］～7月27日［日］ 

2月7日［土］～3月8日［日］ 

9：00～17：00（4月26日［土］は11：00 テープカット・開場） 



「
春
に
観
る
『
花
と
音
楽
の
ま
ち
』
大
垣
」
を
テ
ー
マ
に
郷

土
の
先
賢
5
人
を
紹
介
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
4
／
26
（
土
）〜
5
／
25
（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
展
示
目
録
】
P. 
152
 

 

4
、0
0
0
人
 

先
賢
関
係
資
料
、パ
ネ
ル
の
展
示
 

春
に
観
る『
花
と
音
楽
の
ま
ち
』大
垣
 

事
業
概
要
 

先
賢
展
展
示
 

 大
垣
市
出
身
の
絵
本
作

家
市
川
里
美
の
作
品
の

中
か
ら
、
花
を
テ
ー
マ
に

描
か
れ
た
13
作
品
を
展

示
し
ま
し
た
。
 

4
、0
0
0
人
 

市
川
里
美
「
花
の
香
」
展
 

先
賢
展
特
別
展
示
 

市
制
90
周
年
記
念
事
業
の
全
事
業
を
包
括
す
る
「
大
垣
ル

ネ
サ
ン
ス
先
賢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
も
兼
ね
た

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
セ
レ
モ
ニ
ー
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
4
／
26
（
土
）　
13
時
30
分
〜
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
入
口
 

【
テ
ー
プ
カ
ッ
タ
ー
】
  

小
川
市
長
 

津
汲
市
議
会
議
長
 

棚
橋
衆
議
院
議
員
 

高
田
岐
阜
県
西
濃
振
興
局
長
 

小
川
大
垣
商
工
会
議
所
会
頭
 

田
中
大
垣
市
文
化
連
盟
会
長
 

7
5
0
人
 

先
賢
展
「
春
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
 

2
、0
0
0
人
 

市
民
か
が
や
き
花
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

音
楽
を
テ
ー
マ
に
し
た
花
の
展
示
  

【
と
　
き
】
4
／
26
（
土
）〜
5
／
25
（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
 

【
協
　
力
】
池
坊
裏
千
家
安
部
華
道
教
室
 

寄
せ
植
え
華
道
の
展
示
  

【
と
　
き
】
5
／
3（
土
）〜
5
／
25
（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

【
協
　
力
】
寄
せ
植
え
華
道
協
会
西
濃
支
部
 5

、0
0
0
人
 

5
、0
0
0
人
 

花
の
展
示
 

第
2
回
「
昭
和
の
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」
  

江
口
夜
詩
の
作
品
を
中
心
に
昭
和
の
懐
か
し
い
歌
謡
曲
を

楽
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、来
場
者
の
皆
さ
ん
と
夜
詩
の
代
表
作

「
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
」
を
大
合
唱
し
ま
し
た
。
 

【
講
　
師
】レ
コ
ー
ド
評
論
家
　
山
田
賢
二
氏
 

【
協
　
力
】コ
ー
ラ
ス
と
き
 

【
と
　
き
】
5
／
17
（
土
）　
13
時
30
分
〜
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
コ
ス
モ
ド
ー
ム
 

2
5
0
人
 

先
賢
展
イ
ベ
ン
ト
 

先
賢
展（
春
）パ
ネ
ル
巡
回
展
 

上
石
津
地
域
お
よ
び
墨
俣
地
域
に
お
い
て
先
賢
展
の
パ
ネ

ル
巡
回
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

﹇
上
石
津
地
域
﹈ 

【
と
　
き
】
6
／
1（
日
）〜
6
／
29
（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

ホ
ワ
イ
エ
 

﹇
墨
俣
地
域
﹈ 

【
と
　
き
】
7
／
1（
火
）〜
7
／
31
（
木
） 

【
と
こ
ろ
】
大
垣
市
さ
く
ら
会
館
　
１
階
ロ
ビ
ー
 

1
、0
0
0
人
 

公
募
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
に
先
賢
展
会
場
を
花
で
飾
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】 

第
1
回
　
5
／
5（
月
・
祝
）・
6（
火
・
祝
） 

 

第
2
回
　
5
／
10
（
土
）・
11
（
日
） 

 

第
3
回
　
5
／
17
（
土
）・
18
（
日
） 

 

第
4
回
　
5
／
24
（
土
）・
25
（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
 学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
 

【
出
展
者
】 

第
1
回
　
馬
渕
恵
津
子
さ
ん
 

 

第
2
回
　
安
武
清
子
さ
ん
 

 

第
3
回
　
長
谷
川
文
子
さ
ん
 

 

第
4
回
　
渡
辺
千
代
子
さ
ん
 

 

第
1
回
「『
草
木
図
説
』の
彩
色
原
画
の
世
界
」
  

飯
沼
慾
斎
が
著
し
た
「
草
木
図
説
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
 

【
講
　
師
】 

愛
知
大
学
非
常
勤
講
師
　
遠
藤
正
治
氏
 

【
と
　
き
】 

4
／
26
（
土
）　
13
時
30
分
〜
 

【
と
こ
ろ
】
 学
習
館
1
階
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
 

1
0
0
人
 

記
念
講
演
会
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花
押
し
体
験
 

自
分
で
育
て
た
草
花
、野
原
に
咲
い
て
い
る
草
花
な
ど
で
押

し
花
の
作
り
方
と
保
管
方
法
を
学
習
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
 

【
と
　
き
】 

第
1
回
　
4
／
26
（
土
）　
11
時
〜
15
時
 

 

第
2
回
　
4
／
27
（
日
）　
11
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
 学
習
館
1
階
　
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】
押
し
花
サ
ー
ク
ル
 

3
5
0
人
 

押
し
花
の
ハ
ガ
キ（
し
お
り
）づ
く
り
体
験
 

自
分
で
押
し
た
押
し
花
で
ハ
ガ
キ
、し
お
り
づ
く
り
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

【
と
　
き
】 

5
／
3（
土
）　
11
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】
押
し
花
サ
ー
ク
ル
 

1
5
0
人
 

親
子
か
が
や
き
体
験
工
房
 

1
5
0
人
 

1
5
0
人
 

1
5
0
人
 

押
し
花
で
飾
る
 

牛
乳
パ
ッ
ク
の
レ
タ
ー
ケ
ー
ス
づ
く
り
体
験
 

押
し
花
で
飾
っ
た
牛
乳
パ
ッ
ク
で
レ
タ
ー
ケ
ー
ス
づ
く
り
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

【
と
　
き
】 

5
／
5（
月
･
祝
）　
11
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】
押
し
花
サ
ー
ク
ル
 

押
し
花
の
ミ
ニ
額
づ
く
り
体
験 

長
期
間
美
し
い
自
然
の
色
が
楽
し
め
る
押
し
花
の
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
と
し
て
押
し
花
の
ミ
ニ
額
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

【
と
　
き
】
5
／
11（
日
）　
11
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】
押
し
花
サ
ー
ク
ル
 

布
で
作
る
一
輪
ざ
し
の
花
体
験
 

白
い
布
を
染
色
し
て
、「
母
の
日
」
に
贈
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
ス
イ
ト
ピ
ー
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
5
／
6（
火
・
祝
）　
11
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】
は
な
の
わ
の
会
 

か
み
い
し
づ
緑
の
村
公
園
・
日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩

記
念
館
間
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
、同
時
開
催
さ
れ
た

「
第
38
回
岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
り
」
来
場
者
等
に
江
口
夜
詩

記
念
館
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】 

5
／
3（
土
）　
10
時
30
分
〜
15
時
 

 
親
子
展
示
見
学
会
 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
先
賢
展
の
展
示
資
料

の
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
第
1
回
 
4
／
27（
日
） 
13
時
30
分
〜
14
時
30
分
 

第
2
回
 
5
／
11（
日
） 
13
時
30
分
〜
14
時
30
分
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

5
0
人
 

先
賢
展
ラ
イ
ブ
 

花
と
音
楽
の
ま
ち
・
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
 

「
花
と
音
楽
」
に
ち
な
ん
だ
人
形
劇
や
紙
芝
居
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
を
上
演
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
第
1
回
 
5
／
10（
土
） 
14
時
〜
15
時
 

第
2
回
 
5
／
11（
日
）　
15
時
〜
15
時
30
分
 

第
3
回
 
5
／
17（
土
）　
14
時
〜
15
時
 

第
4
回
 
5
／
18（
日
）　
15
時
〜
15
時
30
分
 

第
5
回
 
5
／
24（
土
）　
14
時
〜
15
時
 

第
6
回
 
5
／
25（
日
）　
15
時
〜
15
時
30
分
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
 

【
協
　
力
】
童
話
の
会
「
た
ん
ぽ
ぽ
」（
第
1
・
3
・
5
回
） 

お
話
の
会
「
大
き
な
樹
」（
第
2
・
4
・
6
回
） 

6
0
0
人
 

5
0
人
 

先
賢
展
巡
り
 

5
0
人
 

折
り
紙
で
飾
る
寄
せ
植
え
づ
く
り
体
験
 

折
り
紙
で
飾
る
寄
せ
植
え
づ
く
り
体
験
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

【
と
　
き
】
5
／
17
（
土
）　
11
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】
終
の
住
ま
い
研
究
会
プ
ラ
チ
ナ
プ
ラ
ザ
 3

0
0
人
 

戸
田
義
明
ピ
ア
ノ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
 

戸
田
義
明
の
コ
ン
サ
ー
ト
ラ
イ
ブ
の
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
し
た
。 

【
と
　
き
】 

5
／
17
（
土
）･
18
（
日
）･
24
（
土
）･
25
（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
 

【
協
　
力
】
案
山
子
の
会
 

4
0
0
人
 

親
子
映
像
鑑
賞
会
 

「
花
と
音
楽
」
に
ち
な
ん
だ
映
像
を
上
映
し
ま
し
た
。 

【
と
　
き
】 

4
／
26（
土
）〜
5
／
25（
日
）の
毎
土
曜
・
日
曜
日
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
 

【
内
　
容
】
日
本
の
科
学
の
開
拓
者
「
飯
沼
慾
斎
」
 

日
本
最
初
の
科
学
的
植
物
図
鑑
「
草
木
図
説
」
 

想
い
を
紡
ぐ
画
家
「
守
屋
多
々
志
」
 

市
民
か
が
や
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

公
募
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
に
よ
る
音
楽
演
奏
で
先
賢
展

会
場
に
彩
り
を
そ
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】 

第
1
回
　
5
／
17（
土
）　
12
時
40
分
〜
13
時
10
分
 

 

第
2
回
　
5
／
17（
土
）　
15
時
30
分
〜
16
時
 

 

第
3
回
　
5
／
25（
日
）　
13
時
〜
13
時
30
分
 

【
と
こ
ろ
】
 学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
内
　
容
】
第
1
回
　
弦
楽
四
重
奏
 

第
2
回
　
サ
ッ
ク
ス
＆
電
子
ピ
ア
ノ
演
奏
 

第
3
回
　
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
 

【
出
　
演
】第
1
回
　
大
垣
市
室
内
管
弦
楽
団
メ
ン
バ
ー（
4
人
） 

第
2
回
　
田
中
豪
さ
ん
・
大
場
航
さ
ん
 

第
3
回
　
フ
ラ
ウ
タ
ー
ス
 

 

5
0
0
人
 

春
　
計
2
5
、0
0
0
人
 

125 124



オープニングセレモニー 

オープニングセレモニー 先賢展展示 先賢展展示 

鉄道模型操作体験 ミニＳＬ＆電車  乗車体験「ミニＳＬ」 子どもなりきり車掌体験 

127 126

 に想う 
 「鉄道と交通のまち」大垣 

大垣ルネサンス先賢展 

【紹介する先賢】 
　　 松本荘一郎 ： わが国最初の工学博士で日本鉄道界のリーダー 

　　 野村龍太郎 ： 鉄道界の元老で南満州鉄道社長の工学博士 

　　 立川勇次郎 ： 電気鉄道業界の先駆者で養老鉄道の創始者 

　　 那波　光雄 ： 鉄道敷設の大家で橋梁学の工学博士 

　　 谷九太夫（木因） ： 船町湊の発展に尽くした船問屋 

◆ 写真で見るわがまち大垣のあゆみ（同時開催） 

平成20年 

6 28と　き 
土 7 27日 

大垣市スイトピアセンター 
アートギャラリー（学習館1階）他 

ところ 

（大垣市室本町5-51） 入場
無料

 

に観る「花と音楽のまち」大垣 に想う「鉄道と交通のまち」大垣 

に振り返る「歴史と文化のまち」大垣 に輝く「産業と防災のまち」大垣 

4月26日［土］～5月25日［日］ 

10月4日［土］～11月3日［月・祝］ 

6月28日［土］～7月27日［日］ 

2月7日［土］～3月8日［日］ 

9：00～17：00（6月28日［土］は9：30 テープカット・開場） 

（1848ー1903） 

（1859ー1943） 

（1862ー1925） 

（1869ー1960） 

（1646－1725） 

季節ごとに「まちの個性」をテーマとした先賢の偉業を顕彰し、郷土 大垣の理解と愛着を深めるとともに、 
市民協働による新しいまちづくりや文化の創造につなげてまいります。 

先賢展イベント 

■ミニＳＬ＆電車に乗ろう！ 毎週土・日 

■子ども車掌撮影会 毎週土・日 毎週土・日 ■スーパーカーの展示 6/28 ■鉄道模型操作体験 ■ＪＲ東海名古屋吹奏楽団の演奏 

■「銀河鉄道の夜」の上映 

○C  KAGAYA studio

7/19・20・21・26・27 ■鉄道アーティスト小倉沙耶のトーク＆ライブ 7/20

7/20

6/28～
7/27の

 

毎週土日
に開催！ 

まつ もと そう いち ろう 

  の  むらりゅう  た  ろう 

たち かわ ゆう   じ  ろう 

  な   わ　　　 みつ  お 

たにきゅう だ  ゆう　  ぼく いん 

夏
の
先
賢
展
で
は
、鉄
道
と
交
通
を
テ
ー
マ
に
5
人
の
先
賢

を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
親
子
で
遊
ぼ
う
鉄
道
i
n

大
垣
」
と
題
し
た
楽
し
く
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
を
毎
週
末
開
催

し
ま
し
た
。
 

来
場
者
数
 
 
延
べ
9
1
、0
0
0
人
 

スイスイちゃん スイトくん 



「
夏
に
想
う
『
鉄
道
と
交
通
の
ま
ち
』
大
垣
」
を
テ
ー
マ
に

郷
土
の
先
賢
5
人
を
紹
介
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28
（
土
）〜
7
／
27
（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
展
示
目
録
】
P. 
152
 

1
0
、0
0
0
人
 

先
賢
関
係
資
料
、パ
ネ
ル
の
展
示
 

上
石
津
地
域
お
よ
び
墨
俣
地
域
に
お
い
て
先
賢
展
の
パ
ネ

ル
巡
回
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

﹇
上
石
津
地
域
﹈ 

【
と
　
き
】
9
／
2（
火
）〜
9
／
30
（
火
） 

【
と
こ
ろ
】
日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
　

ホ
ワ
イ
エ
 

﹇
墨
俣
地
域
﹈ 

【
と
　
き
】
8
／
1（
金
）〜
8
／
31
（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
大
垣
市
さ
く
ら
会
館
　
１
階
ロ
ビ
ー
 

1
、0
0
0
人
 

先
賢
展（
夏
）パ
ネ
ル
巡
回
展
 

故
小
関
正
一
氏
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
、「
鉄
道
と
交
通
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
9
点
の
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28
（
土
）〜
7
／
27
（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

1
0
、0
0
0
人
 

「
小
関
正
一
　
写
真
パ
ネ
ル
」
展
 

公
募
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
に
先
賢
展
会
場
を
花
で
飾
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】 

第
1
回
　
6
／
28
（
土
）・
29
（
日
） 

 

第
2
回
　
7
／
5（
土
）・
6（
日
） 

 

第
3
回
　
7
／
12
（
土
）・
13
（
日
） 

 

第
4
回
　
7
／
19
（
土
）・
20
（
日
） 

 

第
5
回
　
7
／
26
（
土
）・
27
（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
 

【
出
展
者
】 

第
1
回
　
杉
本
和
子
さ
ん
 

 

第
2
回
　
杉
本
和
子
さ
ん
 

 

第
3
回
　
杉
本
和
子
さ
ん
、三
輪
茂
子
さ
ん
 

 

第
4
回
　
杉
本
和
子
さ
ん
、久
留
間
昭
子
社
中
 

 

第
5
回
　
杉
本
和
子
さ
ん
、森
茶
華
道
教
室
 

1
0
、0
0
0
人
 

市
民
か
が
や
き
花
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

夏
に
想
う「
鉄
道
と
交
通
の
ま
ち
」
大
垣 

事
業
概
要
 

先
賢
展
展
示
 

「
大
垣
駅
」
の
沿
革
を
中
心
に
、
鉄
道
と
交
通
の
変
遷
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28
（
土
）〜
7
／
27
（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
展
示
目
録
】
P. 
153
 

1
0
、0
0
0
人
 

「
大
垣
駅
の
沿
革
」
展
 

公
募
に
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
鉄
道
と
交
通
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
自
慢
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28
（
土
）〜
7
／
27
（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
出
品
者
数
】
10
人
 

1
0
、0
0
0
人
 

「
マ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
展
 

「
交
通
の
要
衝
・
大
垣
」
を
テ
ー
マ
に
水
運
・
街
道
に
つ
い
て

資
料
、パ
ネ
ル
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28
（
土
）〜
7
／
27
（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
展
示
目
録
】
P. 
154
 

1
0
、0
0
0
人
 

「
交
通
の
要
衝
・
大
垣
」
展
 

先
賢
展
特
別
展
示
 

テ
ー
マ「
鉄
道
と
交
通
」
に
ち
な
み
日
本
に
１
台
し
か
な
い

豪
華
バ
ス
を
展
示
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】 

7
／
20
（
日
）　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
北
出
口（
屋
外
） 

【
協
　
力
】
名
阪
近
鉄
バ
ス
株
式
会
社
 

5
0
0
人
 

豪
華
バ
ス
「
輝
」
号
の
展
示
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き
ど
保
育
園
・
み
の
り
保
育
園
の
鼓
笛
隊
に
よ
っ
て
「
祝
典

序
曲
」
が
演
奏
さ
れ
る
中
、松
本
荘
一
郎
が
北
海
道
で
走
ら

せ
た
弁
慶
号
モ
デ
ル
の
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
に
乗
車
し
た
主
催
者
、来
賓

が
登
場
す
る
と
い
う
演
出
で
セ
レ
モ
ニ
ー
は
開
会
し
ま
し
た
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
は
、来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
た
先
賢
の
ご
子

孫
に
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、再
び
鼓
笛
隊

に
「
大
垣
市
民
の
う
た
」
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28
（
土
）　
9
時
30
分
〜
10
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス（
ピ
ロ
テ
ィ
） 

【
テ
ー
プ
カ
ッ
タ
ー
】
小
川
市
長
、高
橋
市
議
会
議
長
、 

松
本
修
様
、立
川
麗
子
様
、 

立
川
元
彦
様
、園
児
5
人
 

【
協
　
力
】
き
ど
保
育
園
・
み
の
り
保
育
園
、 

県
立
岐
阜
工
業
高
校
 

5
0
0
人
 

先
賢
展
「
夏
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
 

先
賢
展
イ
ベ
ン
ト
 

テ
ー
マ「
鉄
道
と
交
通
」
に
ち
な
み
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
走
行

し
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
展
示
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】 

6
／
28
（
土
）〜
7
／
27
（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
 学
習
館
1
階
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

【
協
　
力
】
中
日
本
自
動
車
短
期
大
学
 

5
、0
0
0
人
 

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
の
展
示
 

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
＆
電
車
　
乗
車
体
験
「
弁
慶
号
」
 

期
間
中
の
毎
週
土･

日
曜
日
は
、ミ
ニ
Ｓ
Ｌ（
電
車
）が
走
る

こ
と
が
話
題
と
な
り
、親
子
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

【
と
　
き
】
6
／
28（
土
）・
29（
日
）　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
東
　
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
 

【
協
　
力
】
県
立
岐
阜
工
業
高
校
 

3
0
0
人
 

親
子
か
が
や
き
体
験
工
房
 

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
＆
電
車
　
乗
車
体
験
「
大
工
電
車
」
 

【
と
　
き
】
7
／
5（
土
）・
6（
日
）・
26（
土
）・
27（
日
） 

 

10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
東
　
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
 

【
協
　
力
】
県
立
大
垣
工
業
高
校
 

6
0
0
人
 

5
、0
0
0
人
 

七
夕
の
笹
飾
り
 

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
＆
電
車
　
乗
車
体
験
 

「
N
A
C
B
P
レ
ー
ル
ウ
ェ
イ（
電
汽
車
）」
 

【
と
　
き
】
7
／
12
（
土
）・
13
（
日
）　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
東
　
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
 

【
協
　
力
】
中
日
本
自
動
車
短
期
大
学
 

3
0
0
人
 

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
＆
電
車
　
乗
車
体
験
「
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
」
 

本
物
の
石
炭
を
た
い
て
蒸
気
を
つ
く
り
走
ら
せ
た「
ミ
ニ
S
L
」

は
、話
題
を
よ
び
、懐
か
し
む
高
齢
者
の
皆
さ
ん
も
多
く
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
7
／
19（
土
）・
20（
日
）　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
東
　
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
 

【
協
　
力
】
山
川
誠
一
さ
ん
 

 

大
垣
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
 

4
0
0
人
 

鉄
道
模
型
操
作
体
験
 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
人
気
の
鉄
道
模
型（
2
×
5
メ
ー
ト
ル

の
大
ジ
オ
ラ
マ
）Ｎ
ゲ
ー
ジ
の
展
示
と
操
作
体
験
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28
（
土
）〜
7
／
27
（
日
）の
 

 毎
土
曜
・
日
曜
日
　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
協
　
力
】
岐
阜
経
済
大
学
鉄
道
研
究
会
 

2
、0
0
0
人
 

親
子
Ｓ
Ｌ
見
学
会
 

樽
見
鉄
道
を
走
っ
た
S
L
C
1
1
1
5
5
の
特
別
乗
車
と

見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28
（
土
）〜
7
／
27
（
日
）の
 

 毎
土
曜
・
日
曜
日
　
11
時
〜
、14
時
〜
 

【
と
こ
ろ
】
子
ど
も
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ザ
1
階
　
Ｓ
Ｌ
展
示
室
 

【
協
　
力
】Ｓ
Ｌ
保
存
会
 

3
0
0
人
 

子
ど
も
な
り
き
り
車
掌
体
験
 

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
電
車
の
大
型
写
真
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
前
で
、

子
ど
も
用
の
車
掌
服
を
着
て
の
記
念
撮
影
な
ど
で
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28
（
土
）〜
7
／
27
（
日
）の
 

 毎
土
曜
・
日
曜
日
　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
協
　
力
】Ｊ
Ｒ
東
海
、養
老
鉄
道
、樽
見
鉄
道
 

8
0
0
人
 

季
節
の
行
事
で
会
場
を
飾
る
七
夕
の
笹
飾
り
を
し
、来
場

者
に
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

【
と
　
き
】 

7
／
4（
金
）〜
7
／
7（
月
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、 

学
習
館
東
　
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
 

【
笹
の
数
】
20
本
 

 

テ
ー
マ「
鉄
道
と
交
通
」
に
ち
な
み
ス
ー
パ
ー
カ
ー
「
フ
ェ
ラ
ー

リ
」
を
展
示
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28
（
土
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス（
ピ
ロ
テ
ィ
） 

【
協
　
力
】
中
日
本
自
動
車
短
期
大
学
 

2
、0
0
0
人
 

ス
ー
パ
ー
カ
ー
の
展
示
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パ
ソ
コ
ン
で
未
来
の
乗
り
物
を
描
こ
う
！
 

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
未
来
の
乗
り
物
を
自
由
に
描
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28
（
土
）〜
7
／
27
（
日
）の
 

 

毎
土
曜
・
日
曜
日
　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】
絵
め
ー
る
ゆ
う
え
倶
楽
部
 

6
0
0
人
 

パ
ソ
コ
ン
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
乗
り
物
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
ろ
う
！
 

 パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
未
来
の
乗
り
物
を
自
由
に
描
き
Ｔ
シ
ャ
ツ

に
プ
リ
ン
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28
（
土
）〜
7
／
27
（
日
）の
 

 毎
土
曜
・
日
曜
日
 
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】
絵
め
ー
る
ゆ
う
え
倶
楽
部
 

2
0
0
人
 

工
作
で
乗
り
物
を
つ
く
ろ
う
「
粘
土
」
 

粘
土
で
乗
り
物
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
29
（
日
）、7
／
12
（
土
）　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
Ｏ
Ｂ
会
 

2
0
0
人
 

工
作
で
乗
り
物
を
つ
く
ろ
う
「
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
」
 

専
用
の
工
作
道
具
を
使
っ
て
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
乗
り
物
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28
（
土
）、7
／
6
（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
工
作
保
存
会
 

2
0
0
人
 

工
作
で
乗
り
物
を
つ
く
ろ
う
「
折
り
紙
」
 

折
り
紙
で
乗
り
物
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
29（
日
）、7
／
6（
日
）・
13（
日
）・
20（
日
）・

27
（
日
）　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】
お
り
紙
の
会
 

3
0
0
人
 

「
『
鉄
道
と
交
通
の
ま
ち
』
大
垣
」
お
え
か
き
ボ
ー
ド
 

 先
賢
の
似
顔
絵
な
ど
を
描
い
た
大
型
の
ボ
ー
ド
に
乗
り
物
の

絵
な
ど
を
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28
（
土
）〜
7
／
27
（
日
）の
 

 

毎
土
曜
・
日
曜
日
　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
入
口
 

【
協
　
力
】
大
垣
女
子
短
期
大
学
 

3
、0
0
0
人
 

3
、0
0
0
人
 

明
治
時
代
の
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
鉄
道
音
楽
隊
に
よ
る
、

鉄
道
唱
歌
な
ど
の
演
奏
や
楽
し
い
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
29
（
日
）　
 

13
時
〜
13
時
30
分
、15
時
〜
15
時
30
分
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

1
5
0
人
 

鉄
道
音
楽
隊
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
 

  ま
さ
に
天
空
の
汽
車
に
乗
車
し
た
か
の
よ
う
な
夢
の
体
験
が

で
き
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
専
用
ソ
フ
ト
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」の

上
映
を
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
7
／
19
（
土
）　
15
時
30
分
〜
 

7
／
20
（
日
）・
21
（
月
・
祝
）・
26
（
土
）・
27
（
日
） 

10
時
〜
、13
時
30
分
〜
、14
時
30
分
〜
、 

15
時
30
分
〜
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
コ
ス
モ
ド
ー
ム
 

【
入
場
料
】
高
校
生
以
下
無
料
、一
般
5
0
0
円
 

2
、0
0
0
人
 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ソ
フ
ト
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」の
上
映
 

先
賢
展
ラ
イ
ブ
 

先
賢
展
ク
イ
ズ（
ス
タ
ン
プ
）ラ
リ
ー
  

先
賢
展
の
展
示
内
容
か
ら
出
題
し
た
ク
イ
ズ
な
ど
に
答
え
て

い
た
だ
く
ク
イ
ズ（
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
）を
開
催
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28
（
土
）〜
7
／
27
（
日
）の
 

 

毎
土
曜
・
日
曜
日
　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ
か
 

1
0
0
人
 

御
段
木
の
森
の
小
物
づ
く
り
 

小
枝
の
ブ
ロ
ー
チ
や
か
ご
づ
く
り
な
ど
の
つ
る
細
工
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
7
／
26
（
土
）　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樽
見
鉄
道
を
守
る
会
 

お

つ

だ

 

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
＆
マ
イ
コ
ン
カ
ー
自
走
体
験
 

マ
イ
コ
ン
カ
ー
の
外
装
を
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
作
成
し
て
い
た

だ
き
、実
際
に
走
行
さ
せ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28（
土
）・
29（
日
）、7
／
6（
日
）・
13（
日
）・

27
（
日
）　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
協
　
力
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ソ
コ
ン
ま
る
ご
と
ア
シ
ス
ト
 

5
0
0
人
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2
5
0
人
 

鉄
道
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
 
 

小
倉
沙
耶
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
 

鉄
道
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
人
気
の
小
倉
沙
耶
さ
ん
と
と
も

に
養
老
鉄
道（
大
垣
〜
養
老
）に
乗
り
、日
本
の
電
気
鉄
道

の
先
駆
者
で
あ
り
養
老
鉄
道
の
創
始
者
で
も
あ
る
立
川
勇

次
郎
の
顕
彰
碑
を
訪
ね
る
ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
7
／
20（
日
） 

 

9
時
30
分
〜
10
時（
特
別
改
札
） 

 

10
時
〜
10
時
33
分（
大
垣
↓
養
老
） 

 

　
〈
顕
彰
碑
見
学
〉
 

 

11
時
6
分
〜
11
時
30
分（
養
老
↓
大
垣
） 

【
と
こ
ろ
】
養
老
鉄
道
大
垣
駅
〜
養
老
駅
 

【
出
　
演
】
小
倉
沙
耶
 

【
参
加
料
】
無
料（
乗
車
券
は
参
加
者
各
自
の
負
担
） 

1
5
0
人
 

小
倉
沙
耶
の
養
老
鉄
道
ミ
ニ
ミ
ニ
ツ
ア
ー
 

公
募
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
に
よ
る
音
楽
演
奏
で
先
賢
展

会
場
に
彩
り
を
そ
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
第
1
回
　
6
／
28
（
土
） 13
時
〜
13
時
30
分
、 

 
 

14
時
〜
14
時
30
分
 

第
2
回
　
7
／
6（
日
） 11
時
〜
11
時
30
分
 

第
3
回
　
7
／
6（
日
） 13
時
〜
13
時
30
分
 

第
4
回
　
7
／
26
（
土
） 11
時
〜
11
時
30
分
、 

 

13
時
30
分
〜
14
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
内
　
容
】
第
1
回
　
ピ
ア
ノ
独
奏
 

第
2
回
　
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
で
贈
る
　

　
　
　
　
癒
し
の
サ
ウ
ン
ド
 

第
3
回
　
オ
カ
リ
ナ
の
調
べ
 

第
4
回
　
弦
楽
四
重
奏
 

【
出
　
演
】
第
1
回
　
樋
口
健
司
さ
ん
 

第
2
回
　
由
川
史
比
古
カ
ル
テ
ッ
ト
 

第
3
回
　
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
 

第
4
回
　
大
垣
市
室
内
管
弦
楽
団
メ
ン
バ
ー
 

　
　
　
　（
4
人
） 

4
0
0
人
 

市
民
か
が
や
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

 鉄
道
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
人
気
の
小
倉
沙
耶
さ
ん
の

楽
し
い
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
7
／
20
（
日
）　
14
時
〜
14
時
30
分
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
出
　
演
】
小
倉
沙
耶
 

夏
計
  
9
1
、0
0
0
人
  

「
鉄
道
と
交
通
」
に
ち
な
ん
だ
人
形
劇
や
紙
芝
居
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
上
演
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
第
1
回
　
6
／
28
（
土
）  
14
時
〜
15
時
 

第
2
回
　
7
／
5（
土
）  
14
時
〜
15
時
 

第
3
回
　
7
／
12
（
土
）  
14
時
〜
15
時
 

第
4
回
　
7
／
19
（
土
）  
14
時
〜
15
時
 

第
5
回
　
7
／
26
（
土
）  
14
時
〜
15
時
 

第
6
回
　
7
／
27
（
日
）  
14
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
 

【
協
　
力
】
童
話
の
会
「
た
ん
ぽ
ぽ
」（
第
1
〜
5
回
） 

て
ん
て
こ
座（
第
6
回
） 

2
5
0
人
 

鉄
道
と
交
通
の
ま
ち
・
お
話
キ
ャ
ラ
バ
ン
 

「
鉄
道
と
交
通
」
に
ち
な
ん
だ
映
像
を
上
映
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
6
／
28
（
土
）〜
7
／
27
（
日
）の
毎
土
曜
 

 

（
10
時
〜
13
時
）・
日
曜
日（
10
時
〜
16
時
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
 

【
内
　
容
】「
紅
葉
の
養
老
鉄
道
」
、「
J
R
貨
物
古
戦
場

を
ゆ
く
」
、「
岐
阜
県
の
鉄
道
大
全
集
」
 

「
樽
見
鉄
道
冬
の
旅
」
、「
S
L
と
出
会
う
街

大
垣
」
、「
博
士
の
群
像
」
 

5
0
0
人
 

親
子
映
像
鑑
賞
会
 

み
そ
ぎ
保
育
園
・
わ
か
た
け
保
育
園
の
園
児
と
Ｊ
Ｒ
東
海

名
古
屋
吹
奏
楽
団
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
7
／
20
（
日
）　
 

第
一
部
　
11
時
〜
11
時
30
分
 

第
二
部
　
13
時
15
分
〜
13
時
45
分
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス（
ピ
ロ
テ
ィ
） 

【
出
　
演
】
み
そ
ぎ
保
育
園
・
わ
か
た
け
保
育
園
（
第
一
部

の
み
）、Ｊ
Ｒ
東
海
名
古
屋
吹
奏
楽
団
 

5
0
0
人
 

先
賢
展
か
が
や
き
コ
ン
サ
ー
ト
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オープニングセレモニー 

先賢展展示 先賢展展示 先賢展展示 

講演会「江馬蘭斎と細香」 日本の文化体験（お香） ぬり絵で学ぶ小原鉄心物語 

秋
の
先
賢
展
で
は
、
歴
史
と
文
化
を
テ
ー
マ
に
12
人
の

先
賢
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
会
や
体
験
工
房

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

来
場
者
数
 
 
延
べ
6
0
、5
0
0
人
 

スイスイちゃん スイトくん 
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「
秋
に
振
り
返
る『
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
』
大
垣
」
を
テ
ー
マ

に
郷
土
の
先
賢
12
人
を
紹
介
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
10
／
4（
土
）〜
11
／
3（
月
・
祝
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
展
示
目
録
】
P. 
154
 

 

1
2
、0
0
0
人
 

先
賢
関
係
資
料
、パ
ネ
ル
の
展
示
 

秋
に
振
り
返
る「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
大
垣 

事
業
概
要
 

先
賢
展
展
示
 

先
賢
展
特
別
展
示
 

先
賢
展（
秋
）パ
ネ
ル
巡
回
展
 

上
石
津
地
域
お
よ
び
墨
俣
地
域
に
お
い
て
先
賢
展
の
パ
ネ

ル
巡
回
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

﹇
上
石
津
地
域
﹈ 

【
と
　
き
】
1
／
5（
月
）〜
2
／
1（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
　

ホ
ワ
イ
エ
 

﹇
墨
俣
地
域
﹈ 

【
と
　
き
】
12
／
1（
月
）〜
20
（
土
） 

【
と
こ
ろ
】
大
垣
市
さ
く
ら
会
館
　
１
階
ロ
ビ
ー
 

大
垣
か
ら
多
く
の
博
士
を
輩
出
す
る
も
と
と
な
っ
た
大
垣

藩
校
の
歴
史
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
10
／
4（
土
）〜
11
／
3（
月
・
祝
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

1
、0
0
0
人
 

市
民
か
が
や
き
花
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

公
募
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
に
先
賢
展
会
場
を
花
で
飾
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
第
1
回
　
10
／
4（
土
）・
5（
日
） 

第
2
回
　
10
／
11
（
土
）〜
13
（
月
・
祝
） 

第
3
回
　
10
／
18
（
土
）・
19
（
日
） 

第
4
回
　
10
／
25
（
土
）・
26
（
日
） 

第
5
回
　
11
／
1（
土
）〜
3（
月
・
祝
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
 

 

2
0
、0
0
0
人
 

「
博
士
の
ま
ち
大
垣
」
展
 

1
2
、0
0
0
人
 

先
賢
展
イ
ベ
ン
ト
 

紹
介
す
る
郷
土
の
先
賢
の
ご
子
孫
を
お
迎
え
し
て
、オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
10
／
4（
土
）　
9
時
30
分
〜
10
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
入
口
 

【
テ
ー
プ
カ
ッ
タ
ー
】
小
川
市
長
、高
橋
市
議
会
議
長
、 

江
馬
斉
一
郎
様
、安
藤
カ
ヨ
子
様
、 

和
田
悌
二
様
、岩
越
健
二
様
、 

竹
田
善
隆
様
、関
屋
潔
様
 

先
賢
展
「
秋
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
 
1
5
0
人
 

紹
介
す
る
先
賢
に
つ
い
て
の
専
門
家
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
各
回
と
も
に
、講
演
後
、展
示
会
場
に
お
い
て
、

実
際
の
展
示
資
料
を
ご
覧
い
た
だ
き
な
が
ら
、講
師
の
解
説

を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

第
1
回
「
大
垣
藩
の
藩
政
改
革
の
推
進
者
　
小
原
鉄
心
」
 

 【
と
　
き
】
10
／
5（
日
）　
10
時
〜
11
時
30
分
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
2
階
　
ス
イ
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
 

学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
講
　
師
】
大
垣
市
市
史
編
纂
室
専
門
員
　
横
幕
孜
氏
 

1
5
0
人
 

先
賢
展
か
が
や
き
歴
史
文
化
講
演
会
 

【
出
展
者
】
第
1
回
　
杉
本
和
子
さ
ん
、稲
川
明
子
さ
ん
、 

　
　
　
　
川
瀬
美
樹
さ
ん
、久
留
間
昭
子
社
中
 

第
2
回
　
杉
本
和
子
さ
ん
、稲
川
明
子
さ
ん
、

　
　
　
　
吉
田
ち
よ
子
さ
ん
 

第
3
回
　
杉
本
和
子
さ
ん
、古
田
正
弘
さ
ん
、

　
　
　
　
柳
瀬
さ
だ
さ
ん
 

第
4
回
　
杉
本
和
子
さ
ん
、井
上
由
子
さ
ん
、

　
　
　
　
原
み
さ
代
さ
ん
 

第
5
回
　
杉
本
和
子
さ
ん
、月
城
文
子
さ
ん
 

明
治
以
降
に
活
躍
し
た
先
賢
の
う
ち
特
に
女
性
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
、7
人
の
女
性
を
パ
ネ
ル
に
よ
り
紹
介
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
10
／
4（
土
）〜
11
／
3（
月
・
祝
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
紹
介
し
た
女
性
】
戸
田
極
子
、吉
岡
ひ
ろ
、上
田
や
す
、 

西
川
文
子
、上
田
君
子
、上
野
葉
子
、 

小
倉
末
子
 

「
大
垣
の
女
性
群
像
」
展
 

1
2
、0
0
0
人
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む
か
し
の
遊
び
体
験
 

ク
ラ
フ
ト
・
竹
細
工
・
こ
ま
回
し
な
ど
の
遊
び
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
10
／
4（
土
）・
5（
日
） 

10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
 
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
垣
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
 

4
0
0
人
 

先
賢
展
親
子
か
が
や
き
体
験
工
房
 

「
歴
史
と
文
化
」
に
ち
な
ん
だ
人
形
劇
や
紙
芝
居
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
上
演
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
第
1
回
　
10
／
4（
土
）　
13
時
30
分
〜
14
時
 

第
2
回
　
10
／
5（
日
）　
13
時
30
分
〜
14
時
 

第
3
回
　
10
／
11（
土
）　
13
時
30
分
〜
14
時
 

第
4
回
　
10
／
12 （
日
）　
13
時
30
分
〜
14
時
 

第
5
回
　
10
／
13
（
月
・
祝
）13
時
30
分
〜
14
時
 

第
6
回
　
10
／
18（
土
）　
13
時
30
分
〜
14
時
 

第
7
回
　
10
／
19（
日
）　
13
時
30
分
〜
14
時
 

第
8
回
　
10
／
25（
土
）　
13
時
30
分
〜
14
時
 

第
9
回
　
10
／
26（
日
）　
13
時
30
分
〜
14
時
 

第
10
回
　
11
／
1（
土
）　
13
時
30
分
〜
14
時
 

第
11
回
　
11
／
2（
日
）　
13
時
30
分
〜
14
時
 

第
12
回
　
11
／
3（
月
・
祝
）13
時
30
分
〜
14
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
 

【
協
　
力
】お
話
の
会
「
大
き
な
樹
」（
第
1
・
2
・
5
回
） 

「
び
っ
く
り
ば
こ
」（
第
3
・
4
回
） 

松
本
好
弘
さ
ん（
第
6
・
8
回
） 

黒
下
み
ゆ
き
さ
ん（
第
7
回
） 

つ
ば
さ（
第
9
回
） 

童
話
の
会
「
た
ん
ぽ
ぽ
」（
第
10
・
11
・
12
回
） 

 

5
0
0
人
 

歴
史
と
文
化
の
ま
ち
お
話
キ
ャ
ラ
バ
ン
 

秋
の
先
賢
展
を
テ
ー
マ
に
し
た
俳
句
を
募
集
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
10
／
4（
土
）〜
11
／
3（
月
・
祝
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
入
口
 

1
0
0
人
 

先
賢
展
投
句
 

日
本
の
文
化
体
験（
生
け
花
・
お
茶
・
お
香
） 

生
け
花
・
お
茶
・
お
香
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
10
／
4（
土
）　
10
時
〜
12
時
 

11
／
1（
土
）〜
3（
月
･
祝
）　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】
久
留
間
昭
子
社
中（
生
け
花
・
お
茶
） 

大
垣
聞
香
の
会（
お
香
） 

8
0
0
人
 

ぬ
り
絵
で
学
ぶ
小
原
鉄
心
物
語
 

マ
ン
ガ「
小
原
鉄
心
物
語
」
を
通
じ
て
、小
原
鉄
心
の
功
績
を

楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
10
／
4（
土
）・
5（
日
） 
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
 
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
 

1
0
0
人
 

公
募
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
に
よ
る
音
楽
演
奏
で
先
賢
展

会
場
に
彩
り
を
そ
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
第
1
回
　
10
／
4（
土
）　
11
時
〜
11
時
20
分
 

第
2
回
　
11
／
1（
土
）　
11
時
〜
11
時
20
分
、 

 
 

13
時
〜
13
時
20
分
 

第
3
回
　
11
／
1（
土
）　
14
時
〜
14
時
20
分
 

第
4
回
　
11
／
3（
月
・
祝
）11
時
〜
11
時
20
分
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
内
　
容
】
第
1
回
　
弦
楽
デ
ュ
オ（
バ
イ
オ
リ
ン
） 

第
2
回
　
一
絃
琴
 

第
3
回
　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
デ
ュ
オ
と
声
楽
 

第
4
回
　
バ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
弦
楽
ト
リ
オ
 

【
出
　
演
】
第
1
回
　
B
r
ü
c
k
e
〜
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
〜
 

第
2
回
　
ひ
び
き
会
一
絃
琴
 

第
3
回
　
安
藤
泰
子
さ
ん
、清
水
淑
子
さ
ん
、 

 

安
藤
由
美
子
さ
ん
、山
口
峻
さ
ん
、 

 

福
井
理
恵
子
さ
ん
 

第
4
回
　
B
r
ü
c
k
e
〜
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
〜
 

市
民
か
が
や
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

先
賢
展
ラ
イ
ブ
 

5
0
0
人
 

秋
計
  
6
0
、5
0
0
人
 

 「
歴
史
と
文
化
」
に
ち
な
ん
だ
映
像
を
上
映
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
10
／
4（
土
）〜
11
／
3（
月
・
祝
）の
 

 

毎
土
曜
・
日
曜
日
　
9
時
〜
12
時
30
分
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
 

【
内
　
容
】「
博
士
の
群
像
」
、「
青
野
城
の
お
殿
様
」
、 

 

「
鳥
の
子
祭
り
と
粥
の
付
神
事
」
 

 

「
谷
汲
の
四
季
」
、「
飯
沼
慾
斎
と
草
木
図
説
」
、 

 

「
梁
川
星
巌
を
偲
ん
で
」
 

5
0
0
人
 

親
子
映
像
鑑
賞
会
 

第
2
回
「
博
士
の
ま
ち
大
垣
」
 

【
と
　
き
】
10
／
23
（
木
）　
13
時
30
分
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
2
階
　
ス
イ
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
 

学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
講
　
師
】
大
垣
市
市
史
編
纂
室
長
　
清
水
進
氏
 1

5
0
人
 

第
3
回
「
江
馬
蘭
斎
と
細
香
」
 

【
と
　
き
】11
／
3（
月
・
祝
）　
10
時
〜
11
時
30
分
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
2
階
　
ス
イ
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
 

学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
講
　
師
】
岐
阜
女
子
大
学
教
授
　
丸
山
幸
太
郎
氏
 

1
5
0
人
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オープニングセレモニー 

先賢展展示 先賢展展示 先賢展展示 

「大垣いちおし製品認定製品」ＰＲ展 先賢展かがやき講演会「バットづくり名人に聞く」 「紙ぶるる」で耐震構造を学ぼう 

冬
の
先
賢
展
で
は
、
産
業
と
防
災
を
テ
ー
マ
に
9
人
の
先

賢
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、イ
ベ
ン
ト
で
は
、
講
演
会
の

ほ
か
、体
験
工
房
な
ど
を
開
催
し
、楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
 

来
場
者
数
 
 
延
べ
8
7
、5
0
0
人
 

スイスイちゃん スイトくん 
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「
冬
に
輝
く
『
産
業
と
防
災
の
ま
ち
』
大
垣
」
を
テ
ー
マ
に

郷
土
の
先
賢
9
人
を
紹
介
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
2
／
7（
土
）〜
3
／
8（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
展
示
目
録
】
P. 
156
 

1
3
、0
0
0
人
 

先
賢
関
係
資
料
、パ
ネ
ル
の
展
示
 

 「
大
垣
い
ち
お
し
製
品
」
と
し
て
認
定
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
製

品
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
2
／
7（
土
）〜
3
／
8（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
Ｐ
Ｒ
製
品
等
】
 

芭
蕉
水
御
膳（
大
垣
商
工
会
議
所
）、芭
蕉
水
豆
腐（
大
垣
商
工

会
議
所
）、健
脳
S
w
e
e
t
V
a
l
l
e
y
S
t
y
l
e

製
品（
大
垣
商
工
会
議
所
）、総
合
水
管
理
サ
ー
ビ
ス「
ハ
リ

ヨ
く
ん
」（
昭
和
技
研
株
式
会
社
）、き
り
え
か
る
た
　
ふ
る

さ
と
大
垣（
御
せ
ん
べ
い
処
　
田
な
か
）、大
垣
発
！
光
触
媒

環
境
浄
化
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品（
大
垣
市
光
触
媒
研
究
会
）、

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
「
お
も
ひ
で
や
」（
昭
和
技
研
株
式
会

社
）、奥
の
細
道
む
す
び
の
地
「
大
垣
味
自
慢
」（
株
式
会
社

金
蝶
園
総
本
家
）、癒
し
ま
す（
有
限
会
社
大
橋
量
器
）、セ

キ
ュ
オ
ス（
ク
ロ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
）、芭
蕉

元
禄
い
な
り
す
し（
大
垣
商
工
会
議
所
食
品
部
会
）、木
戸

屋
し
ょ
う
ゆ
「
心
」
シ
リ
ー
ズ（
木
戸
屋
醸
造
株
式
会
社
）、

水
都
大
垣
も
の
が
た
り
・
水
都
大
垣
小
豆
や
っ
こ（
御
菓
子

司
　
胡
蝶
庵
）、名
水
わ
さ
び
製
品（
名
水
わ
さ
び
） 

1
3
、0
0
0
人
 

「
大
垣
い
ち
お
し
製
品
認
定
製
品
」
Ｐ
Ｒ
展
 

1
3
、0
0
0
人
 

プ
ロ
野
球
名
選
手
の
バ
ッ
ト
展
 

冬
に
輝
く「
産
業
と
防
災
の
ま
ち
」
大
垣 

事
業
概
要
 

先
賢
展
展
示
 

明
治
時
代
か
ら
現
在
ま
で
の
大
垣
市
の
産
業
の
発
展
に
つ

い
て
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
2
／
7（
土
）〜
3
／
8（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

 

1
3
、0
0
0
人
 

大
垣
市
の
産
業
の
歩
み
展
 

先
賢
展
特
別
展
示
 

先
賢
展（
冬
）パ
ネ
ル
巡
回
展
 

上
石
津
地
域
お
よ
び
墨
俣
地
域
に
お
い
て
先
賢
展
の
パ
ネ

ル
巡
回
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

﹇
上
石
津
地
域
﹈ 

【
と
　
き
】
3
／
10
（
火
）〜
3
／
24
（
火
） 

【
と
こ
ろ
】
日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
　

ホ
ワ
イ
エ
 

﹇
墨
俣
地
域
﹈ 

【
と
　
き
】
4
／
17
（
金
）〜
5
／
15
（
金
）（
予
定
） 

【
と
こ
ろ
】
大
垣
市
さ
く
ら
会
館
　
１
階
ロ
ビ
ー（
予
定
） 

1
、0
0
0
人
 

市
民
か
が
や
き
花
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

公
募
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
に
先
賢
展
会
場
を
花
で
飾
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
第
1
回
　
2
／
7（
土
）・
8（
日
） 

第
2
回
　
2
／
14
（
土
）・
15
（
日
） 

第
3
回
　
2
／
21
（
土
）・
22
（
日
） 

第
4
回
　
2
／
28
（
土
）・
3
/
1（
日
） 

第
5
回
　
3
／
7（
土
）・
8（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
 

【
出
展
者
】
第
1
回
　
杉
本
和
子
さ
ん
 

第
2
回
　
杉
本
和
子
さ
ん
、久
留
間
昭
子
さ
ん
、

　
　
　
　
山
田
友
美
子
さ
ん
、近
藤
晏
行
さ
ん
、 

　
　
　
　
井
上
由
子
さ
ん
 

第
3
回
　
杉
本
和
子
さ
ん
、山
田
弘
美
さ
ん
 

第
4
回
　
杉
本
和
子
さ
ん
 

第
5
回
　
杉
本
和
子
さ
ん
、大
野
久
美
甫
さ
ん
 

1
5
、0
0
0
人
 

「
大
垣
の
産
業
日
本
一
」
展
 

製
造
業
を
中
心
に
市
内
の
事
業
者
に
よ
る
産
業
日
本
一

の
製
品
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
2
／
7（
土
）〜
3
／
8（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
展
示
製
品
等
】
 

プ
リ
ン
ト
配
線
基
板（
イ
ビ
デ
ン
株
式
会
社
）、モ
ー
タ
ー
・

ト
ラ
ン
ス
用
電
磁
鉄
芯（
城
山
産
業
株
式
会
社
）、路
線
貨

物
輸
送（
西
濃
運
輸
株
式
会
社
）、自
動
車
用
タ
イ
ヤ
バ
ル

ブ
・
バ
ル
ブ
コ
ア（
太
平
洋
工
業
株
式
会
社
）、自
動
車
用
ヒ
ュ
ー

ズ（
太
平
洋
精
工
株
式
会
社
）、毛
芯
地（
東
海
サ
ー
モ
株

式
会
社
）、ガ
ラ
ス
び
ん（
日
本
耐
酸
壜
工
業
株
式
会
社
）、

セ
ロ
ハ
ン（
フ
タ
ム
ラ
化
学
株
式
会
社
　
大
垣
工
場
）、車
体

プ
レ
ス
部
品（
株
式
会
社
丸
順
）、ま
す（
大
垣
「
ま
す
」
生

産
者
実
行
委
員
会
） 

1
3
、0
0
0
人
 

水
野
利
八
に
ち
な
み
、
利
八
が
創
業
し
た
ス
ポ
ー
ツ
用
品

メ
ー
カ
ー
で
製
造
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
野
球
名
選
手
の
野
球

バ
ッ
ト
を
展
示
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
2
／
7（
土
）〜
3
／
8（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
協
　
力
】ミ
ズ
ノ
 

テ
ク
ニ
ク
ス
株
式
会
社
 

【
展
示
バ
ッ
ト
】 
 

イ
チ
ロ
ー
選
手（
シ
ア
ト
ル
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
）
 

山
　
　

武
司
選
手（
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル

デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
）
 

井
端
　

弘
和
選
手（
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
） 

荒
木
　

雅
博
選
手（
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
） 

和
田
　

一
浩
選
手（
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
） 
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1
5
0
人
 

先
賢
展
「
冬
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
 

紹
介
す
る
先
賢
に
つ
い
て
の
講
演
の
ほ
か
、先
賢
が
創
業
し

た
企
業
の
職
人
の
話
や
、テ
ー
マ
に
ち
な
ん
だ
大
垣
の
産
業

史
の
話
な
ど
、先
賢
展
に
関
し
て
様
々
な
視
点
で
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
 

第
1
回
「
バ
ッ
ト
づ
く
り
名
人
に
聞
く
」 

【
と
　
き
】
2
／
7（
土
）　
13
時
〜
13
時
45
分
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
6
階
　
か
が
や
き
活
動
室
6-

1
 

【
講
　
師
】ミ
ズ
ノ
 

テ
ク
ニ
ク
ス
株
式
会
社
　
 

プ
ロ
バ
ッ
ト
マ
イ
ス
タ
ー
　
久
保
田
五
十
一
氏
 

【
司
　
会
】
岐
阜
経
済
大
学
　
　
 

硬
式
野
球
部
監
督
　
　
小
森
 
茂
氏
 

 

※
削
っ
た
バ
ッ
ト
は
、先
賢
展
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
3
月
8
日（
日
）に
開
催
し
た

大
垣
ル
ネ
サ
ン
ス
先
賢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
の
会
場
で
抽
選
し
贈
呈
し
ま
し
た
。
 

2
0
0
人
 

5
0
0
人
 

先
賢
展
か
が
や
き
講
演
会
 

ロ
ボ
ッ
ト
操
作
体
験
 

災
害
救
助
型
ロ
ボ
ッ
ト
や
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
作
体
験
は

子
供
た
ち
の
関
心
を
引
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
2
／
7（
土
）・
8（
日
）　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
協
　
力
】
県
立
大
垣
工
業
高
校
 

先
賢
展
親
子
か
が
や
き
体
験
工
房
 

先
賢
展
イ
ベ
ン
ト
 

第
2
回
「
大
垣
の
産
業
史
」
 

【
と
　
き
】
2
／
8（
日
）　
10
時
〜
11
時
30
分
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
2
階
　
ス
イ
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
 

【
講
　
師
】
大
垣
市
市
史
編
纂
室
長
　
清
水
進
氏
 

2
0
0
人
 

第
3
回
「
大
垣
の
先
賢
に
学
ぶ
」
 

【
と
　
き
】
2
／
19
（
木
）　
13
時
30
分
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
2
階
　
ス
イ
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
 

【
講
　
師
】
大
垣
市
市
史
編
纂
室
主
幹
　
坂
東
肇
氏
 

2
0
0
人
 

木
ま
す
づ
く
り
 

生
産
量
日
本
一
を
誇
る
大
垣
の
木
ま
す
づ
く
り
に
挑
戦

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
2
／
7（
土
）・
8（
日
）　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】
大
垣
「
ま
す
」
生
産
者
実
行
委
員
会
 3

0
0
人
 

「
紙
ぶ
る
る
」
で
耐
震
構
造
を
学
ぼ
う
 

紙
工
作
で
楽
し
く
建
物
の
耐
震
化
の
必
要
性
を
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
2
／
7（
土
）・
8（
日
）　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ラ
ウ
ン
ジ
 

【
協
　
力
】
岐
阜
県
防
災
士
会
西
美
濃
ブ
ロ
ッ
ク
 3

0
0
人
 

地
震
体
験
 

地
震
体
験
車
で
、過
去
に
発
生
し
た
大
地
震
の
振
動
を
実

際
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
2
／
7（
土
）・
8（
日
）　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス（
ピ
ロ
テ
ィ
） 

【
協
　
力
】
岐
阜
県
危
機
管
理
課
 

3
0
0
人
 

子
ど
も
な
り
き
り
消
防
士
 

子
供
用
の
消
防
服
を
着
て
、ミ
ニ
消
防
車
に
乗
っ
て
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
2
／
7（
土
）・
8（
日
）　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

【
協
　
力
】
大
垣
消
防
組
合
 

3
0
0
人
 

先
賢
展
ク
イ
ズ（
ス
タ
ン
プ
）ラ
リ
ー
 

先
賢
展
の
展
示
内
容
か
ら
出
題
し
た
ク
イ
ズ
な
ど
に
答
え

て
い
た
だ
く
ク
イ
ズ（
ス
タ
ン
プ
）ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
2
／
7（
土
）・
8（
日
）　
10
時
〜
15
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ
か
 

2
、0
0
0
人
 

先
賢
展
投
句
 

冬
の
先
賢
展
を
テ
ー
マ
に
し
た
俳
句
を
募
集
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
2
／
7（
土
）・
8（
日
） 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

5
0
人
 

紹
介
す
る
郷
土
の
先
賢
の
ご
子
孫
を
お
迎
え
し
て
、オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
2
／
7（
土
）　
9
時
30
分
〜
10
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
入
口
 

【
テ
ー
プ
カ
ッ
タ
ー
】
小
川
市
長
、高
橋
市
議
会
議
長
、 

金
森
元
雄
様
、土
屋
嶢
様
、 

小
川
信
也
様
、須
　
一
己
様
、 

田
口
義
嘉
壽
様 
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子
供
向
け
の
防
災
ク
イ
ズ
で
学
習
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
2
/
7（
土
）　
11
時
〜
、14
時
30
分
〜
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

 

5
0
0
人
 

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
学
ぶ
防
災
教
室
 

公
募
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
に
よ
る
音
楽
演
奏
で
先
賢
展

会
場
に
彩
り
を
そ
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
第
1
回
 
2
／
7（
土
） 11
時
30
分
〜
11
時
50
分
 

第
2
回
 2
／
7（
土
） 14
時
〜
14
時
20
分
 

第
3
回
 2
／
7（
土
） 15
時
〜
15
時
20
分
 

第
4
回
 
2
／
8（
日
） 11
時
30
分
〜
11
時
50
分
 

第
5
回
 2
／
8（
日
） 14
時
〜
14
時
20
分
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

【
内
　
容
】
第
1
回
　
1
0
0
0
年
の
哀
愁
の
時
を
越
え
て
 

　
　
　
　
今
甦
る
美
し
い
音
 

第
2
回
　
ウ
ク
レ
レ
＆
ベ
ー
ス
D
u
o
 

第
3
回
　
弦
楽
四
重
奏
の
響
き
 

第
4
回
　
ベ
ト
ナ
ム
民
族
音
楽
の
調
べ
 

第
5
回
　
オ
カ
リ
ナ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
 

【
出
　
演
】
第
1
回
　
ひ
び
き
会
一
絃
琴
 

第
2
回
　
由
川
史
比
古
さ
ん
・
矢
野
良
和
さ
ん
 

第
3
回
　
大
垣
市
室
内
管
弦
楽
団
 

第
4
回
　
蒔
田
義
信
さ
ん
 

第
5
回
　
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
 

5
0
0
人
 

市
民
か
が
や
き
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

プ
ロ
野
球
選
手
の
バ
ッ
ト
を
製
作
し
て
い
る
職
人
に
よ
る

バ
ッ
ト
削
り
実
演
＆
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。
削
っ
た

バ
ッ
ト
は
、先
賢
展
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ

い
た
方
の
中
か
ら
3
月
8
日
（
日
）に
開
催
し
た
大
垣
ル

ネ
サ
ン
ス
先
賢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の

会
場
で
抽
選
し
贈
呈
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
2
／
8（
日
） 

 

10
時
〜
、11
時
〜
、13
時
〜
、14
時
〜
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
 

【
出
　
演
】ミ
ズ
ノ
 

テ
ク
ニ
ク
ス
株
式
会
社
　
 

　
　
　
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
　
名
和
民
夫
氏
 3

0
0
人
 

バ
ッ
ト
削
り
実
演
 

先
賢
展
ラ
イ
ブ
 

「
産
業
と
防
災
」
に
ち
な
ん
だ
人
形
劇
や
紙
芝
居
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
上
演
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
第
1
回
　
2
／
7（
土
） 13
時
30
分
〜
14
時
 
 
 

第
2
回
　
2
／
21
（
土
） 13
時
30
分
〜
14
時
 

第
3
回
　
2
／
22
（
日
） 13
時
30
分
〜
14
時
 

第
4
回
　
2
／
28
（
土
） 13
時
30
分
〜
14
時
 
 

第
5
回
　
3
／
1（
日
） 13
時
30
分
〜
14
時
 

第
6
回
　
3
／
7（
土
） 13
時
30
分
〜
14
時
 

第
7
回
　
3
／
8（
日
） 13
時
30
分
〜
14
時
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
 

【
協
　
力
】
黒
下
み
ゆ
き
さ
ん（
第
1
回
） 

松
本
好
弘
さ
ん（
第
2
回
） 

童
話
の
会
「
た
ん
ぽ
ぽ
」（
第
3
・
4
回
） 

お
話
の
会
「
大
き
な
樹
」（
第
5
・
6
・
7
回
） 

3
0
0
人
 

産
業
と
防
災
の
ま
ち
お
話
キ
ャ
ラ
バ
ン
 

親
子
映
像
鑑
賞
会
 

「
産
業
と
防
災
」
に
ち
な
ん
だ
映
像
を
上
映
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
2
／
7（
土
）〜
3
／
8（
日
）の
 

 

毎
土
曜
・
日
曜
日
　
9
時
〜
12
時
 

 

※
2
／
8（
日
）・
14
（
土
）・
15
（
日
）を
除
く
 

【
と
こ
ろ
】
学
習
館
1
階
　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
 

【
内
　
容
】「
輪
中
と
生
活
」
 

「
母
な
る
水
を
守
ろ
う
」
 

「
博
士
の
群
像
」
 

4
0
0
人
 

冬
計
  
8
7
、5
0
0
人
  

総
計
  
2
6
4
、0
0
0
人
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大
垣
ル
ネ
サ
ン
ス
先
賢
展
な
ど
市
制
90
周
年
記
念
事
業

の
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
、ま
た
、市
民
の
か
が
や
き
ラ
イ
フ
活

動
の
発
表
の
場
と
し
て
、公
募
市
民
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

【
と
　
き
】
4
／
30
（
水
）〜
3
／
25
（
水
） 

 

（
4
〜
7
月
は
毎
週
水
曜
日
、8
〜
3
月
は
原
 

 

則
毎
月
第
4
水
曜
日
） 

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
本
庁
舎
1
階
　
ロ
ビ
ー
特
設
ス
テ
ー
ジ
 

 
関
連
事
業 

事
業
概
要
 

市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

市
役
所
本
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
て
、季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト
に
合

わ
せ
た
飾
り
物
を
設
置
し
、大
垣
ル
ネ
サ
ン
ス
先
賢
展
な

ど
市
制
90
周
年
記
念
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
 

  【
と
　
き
】
6
／
10
（
火
）〜
7
／
18
（
金
） 

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
本
庁
舎
1
階
　
特
設
ス
テ
ー
ジ
 

【
協
　
力
】
山
川
誠
一
さ
ん
 

「
鉄
道
と
交
通
の
ま
ち
」
大
垣
　
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
展
示
 

【
と
　
き
】
6
／
17
（
火
）〜
6
／
27
（
金
） 

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
本
庁
舎
1
階
　
特
設
ス
テ
ー
ジ
 

【
協
　
力
】
丸
の
内
保
育
園
 

市
役
所
七
夕
飾
り
 

【
と
　
き
】
2
／
9
（
月
）〜
3
／
3
（
火
） 

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
本
庁
舎
1
階
　
特
設
ス
テ
ー
ジ
 

【
協
　
力
】
丸
の
内
保
育
園
 

市
役
所
ひ
な
飾
り
 

【
と
　
き
】
12
／
3
（
水
）〜
12
／
25
（
木
） 

【
と
こ
ろ
】
市
役
所
本
庁
舎
1
階
　
特
設
ス
テ
ー
ジ
 

【
協
　
力
】
丸
の
内
保
育
園
、発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
工
作
保
存
会
 

市
役
所
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
 

市
役
所
季
節
飾
り
 

5/7（水） 
ひびき会一絃琴［一絃琴］ 

5/28（水） 
大垣オカリナの会「ほほえみ」［オカリナ］ 

5/14（水） 
桑原まゆこ［ピアノ］ 

6/4（水） 
エーデルワイス［オカリナ］ 

5/21（水） 
細井美欧 ［箏］ 

4/30（水） 
リコーダーフレンズ［リコーダー］ 

6/11（水） 
由川史比古・木全希巨人［ギター、ベース］ 

6/18（水） 
大正琴「ハイビスカス」［大正琴］ 

6/25（水） 
大垣市室内管弦楽団［バイオリン］ 

7/2（水） 
山口昇二 ［ギター］ 

7/9（水） 
Laterne ［フルート］ 

7/16（水） 
蒔田義信 ［二胡］ 

7/23（水） 
Coro  Solana（コーロ ソレーナ）［コーラス］ 

8/27（水） 
桑原まゆこ［ピアノ］ 

9/24（水） 
東松栄会 ［津軽三味線］ 

10/22（水） 
デコメロ カルテット［鍵盤ハーモニカ］ 

11/26（水） 
由川史比古・清水晴美［ギター、サックス］ 

12/24（水） 
ビアン シャンテ［ハンドベル］ 

12/24（水） 
丸の内保育園［うた］ 

1/28（水） 
Brücke（ブリュッケ）［バイオリン］ 

2/18（水） 
Felice（フェリーチェ）［声楽とピアノ］ 

3/25（水） 
金森星寿会［三味線］ 

3/3（火） 
丸の内保育園［歌］ 
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展
示（
掲
載
）資
料
一
覧
 

資
料
名
 

所
蔵
者
等
 

春
に
観
る
『
花
と
音
楽
の
ま
ち
』
大
垣
 

 　
飯
沼
慾
斎
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

早
稲
田
大
学
図
書
館
 

宇
田
川
榕
庵
「
植
学
啓
原
』（
1
〜
3
巻
） 

大
垣
市
立
図
書
館
 

伊
藤
圭
介
「
泰
西
本
草
名
疏
」（
上
･
下
巻
、付
録
） 

東
山
動
植
物
園
 

飯
沼
慾
斎
「
稿
本
草
木
図
説
」（
1
、8
、16
巻
） 

個
人
 

飯
沼
慾
斎
「
ク
ロ
ユ
リ
標
本
」（
お
し
葉
） 

大
垣
市
立
荒
崎
小
学
校
 

写
真
「
明
治
時
代
の
平
林
荘
」（
3
点
） 

大
垣
市
立
荒
崎
小
学
校
 

「
草
木
図
説
」
の
広
告
貼
り
紙
 

東
山
動
植
物
園
 

複
製
「
稿
本
草
木
図
説
」（
全
27
巻
） 

大
垣
市
立
図
書
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
稿
本
草
木
図
説
　
カ
タ
ク
リ
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
稿
本
草
木
図
説
　
サ
ギ
ソ
ウ
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
稿
本
草
木
図
説
　
ス
ズ
カ
ケ
ソ
ウ
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
稿
本
草
木
図
説
　
ア
ヤ
メ
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
稿
本
草
木
図
説
　
ゲ
ン
ゲ（
レ
ン
ゲ
）」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
稿
本
草
木
図
説
　
ヒ
マ
ワ
リ
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
稿
本
草
木
図
説
　
ク
ロ
ユ
リ
」
 

個
人
 

田
中
芳
男
「
新
訂
草
木
図
説
」（
全
20
巻
×
2
組
） 

個
人
･
大
垣
市
立
図
書
館
 

牧
野
富
太
郎
「
増
訂
草
木
図
説
　
草
部
」（
全
4
巻
） 

大
垣
市
立
図
書
館
 

北
村
四
郎
「
増
訂
草
木
図
説
　
木
部
」（
上
･
下
巻
） 

大
垣
市
立
図
書
館
 

フ
ラ
ン
セ
ー
・
サ
バ
チ
ェ「
日
本
植
物
名
彙
」（
全
2
巻
） 

大
垣
市
立
図
書
館
 

飯
沼
慾
斎
「
蘭
科
の
花
図
」
 

個
人
 

飯
沼
慾
斎
「
ハ
リ
ナ
ス
ビ
の
図
」
 

個
人
 

美
濃
路
大
垣
宿
軒
別
絵
図
面
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

パ
ネ
ル「
邸
宅
お
よ
び
開
業
地
略
図
」
 

「
飯
沼
慾
斎
」
か
ら
転
載
 

写
真
パ
ネ
ル「
飯
沼
慾
斎
邸
跡
」
碑
 

俵
町
地
内
 

写
真
パ
ネ
ル「
慾
斎
解
剖
之
地
」
 

本
今
町
地
内
 

飯
沼
慾
斎
「
解
剖
図
」
 

東
山
動
植
物
園
 

飯
沼
慾
斎
「
頭
部
解
剖
図
」
 

東
山
動
植
物
園
 

飯
沼
慾
斎
「
魚
類
図
」
 

個
人
 

飯
沼
慾
斎
「
魚
禽
譜
」
 

東
山
動
植
物
園
 

飯
沼
慾
斎
「
石
譜
」
 

東
山
動
植
物
園
 

書
「
尺
蠖
之
屈
以
欲
伸
也
」
 

個
人
 

書
「
九
九
巳
過
符
未
至
　
　
焉
失
笑
又
隠
机
」
 

大
垣
城
 

写
真
パ
ネ
ル「
顕
彰
碑
」
　
 

大
垣
公
園
内
 

　
戸
田
極
子
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
鹿
鳴
館
ス
タ
イ
ル
の
極
子
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
戸
田
公
使
一
家
」
 

「
戸
田
氏
共
公
」
か
ら
転
載
 

写
真
パ
ネ
ル「
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
極
子
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
日
本
の
民
族
音
楽（
日
本
民
謡
集
）」（
表
紙
・「
六
段
」
）（
複
製
） 
大
垣
市
教
育
委
員
会
 

守
屋
多
々
志
画
「
ウ
ィ
ー
ン
に
六
段
の
調
」
 

大
垣
市
守
屋
多
々
志
美
術
館
 

　
小
倉
末
子
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
神
戸
女
学
院
時
代
の
末
子
」
 

神
戸
女
学
院
大
学
図
書
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
東
京
音
楽
学
校
教
授
時
代
の
末
子
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
東
京
音
楽
学
校
教
授
時
代
の
履
歴
書
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
楽
壇
の
新
星
帰
る
 

（
大
正
5
年
4
月
24
日
　
東
京
朝
日
新
聞
）」
 

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
 

写
真
パ
ネ
ル「
音
楽
の
天
才
小
倉
女
史
帰
る
 

（
大
正
5
年
4
月
22
日
　
都
新
聞
）」
 

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
 

写
真
パ
ネ
ル「
皇
后
宮
音
楽
学
校
に
行
啓
 

（
大
正
5
年
11
月
17
日
　
東
京
朝
日
新
聞
）」
 

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部

写
真
パ
ネ
ル「
東
京
音
楽
学
校
卒
業
記
念
写
真
」
 

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
 

写
真
パ
ネ
ル「
1
万
円
の
ピ
ア
ノ
を
弾
く
末
子
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
1
0
0
年
祭
記
念
放
送
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
声
楽
家
ネ
ト
ケ
・
レ
ー
ヴ
ェ
夫
人
と
の
演
奏
会
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
東
京
音
楽
学
校
で
教
え
子
と
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
教
え
子
に
囲
ま
れ
て
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
校
内
で
ピ
ア
ノ
を
弾
く
末
子
」
 

個
人
 

音
楽
演
奏
曲
目
梗
慨
 
第
二
十
六
 
東
京
音
楽
学
校（
大
正
8
年
）
 

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
 

音
楽
演
奏
曲
目
梗
慨
 
第
二
十
八
 
東
京
音
楽
学
校（
大
正
9
年
）
 

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
 

音
楽
演
奏
曲
目
梗
慨
 
第
三
十
一
 
東
京
音
楽
学
校（
大
正
11
年
）
 

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
 

大
正
十
一
年
五
月
十
三
日
土
曜
日
／
十
四
日
日
曜
日
 

午
後
一
時
半
会
場
二
時
開
演
　
音
楽
演
奏
曲
目
 
東
京
音
楽
学
校
 

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部

　
江
口
夜
詩
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
楽
譜
ピ
ー
ス『
夜
の
愁
』
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
望
郷
の
唄
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
聲
も
姿
も
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
急
げ
幌
馬
車
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
旅
の
流
れ
星
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
幌
馬
車
は
ゆ
く
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
曠
野
を
行
く
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
瓢
箪
ブ
ギ
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
長
崎
の
ザ
ボ
ン
売
り
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
波
路
を
越
へ
て
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
時
雨
ひ
と
と
き
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
轟
沈
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
乙
女
の
日
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
希
望
の
首
途
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
そ
ん
な
お
方
が
あ
つ
た
な
ら
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
湖
畔
の
灯
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
ピ
エ
ロ
の
子
守
唄
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

楽
譜
ピ
ー
ス
「
赤
い
ラ
ン
プ
の
終
列
車
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

歌
詞
カ
ー
ド
「
ふ
ん
な
の
な
い
わ
」
 

個
人
 

歌
詞
カ
ー
ド
「
婦
人
愛
国
の
歌
」
 

個
人
 

歌
詞
カ
ー
ド
「
興
安
お
ろ
し
」
 

個
人
 

歌
詞
カ
ー
ド
「
皇
軍
へ
感
謝
の
歌
」
 

個
人
 

歌
詞
カ
ー
ド
「
銃
執
り
て
」
 

個
人
 

歌
詞
カ
ー
ド
「
愛
馬
の
別
れ
」
 

個
人
 

歌
詞
カ
ー
ド
「
吹
雪
峠
」
 

個
人
 

歌
詞
カ
ー
ド
「
ミ
ス
・
満
州
」
 

個
人
 

歌
詞
カ
ー
ド
「
續
露
菅
の
歌
」
 

個
人
 

レ
コ
ー
ド
「
赤
い
ラ
ン
プ
の
終
列
車
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

レ
コ
ー
ド
「
忘
ら
れ
ぬ
花
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

直
筆
色
紙
「
忘
ら
れ
ぬ
花
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

直
筆
楽
譜
「
夢
を
な
く
し
た
男
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

直
筆
楽
譜
「
思
い
出
に
誘
は
れ
て
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

直
筆
楽
譜
「
コ
タ
ン
の
夜
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

戦
時
下
の
詩
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

江
口
源
吾
筆
　
七
言
一
句
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

夜
詩
ゆ
か
り
の
オ
ル
ガ
ン
 

明
覚
寺
 

パ
ス
ポ
ー
ト
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

朝
顔
型
ホ
ー
ン
蓄
音
器
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

直
筆
歌
詞
・
楽
譜
「
時
中
学
校
々
歌
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

直
筆
歌
詞
・
楽
譜
「
時
山
小
学
校
々
歌
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

直
筆
色
紙（
10
点
） 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
『
挙
国
の
歓
喜
』
作
曲
の
頃
」（
昭
和
3
年
） 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
御
大
礼
参
列
記
念
」（
昭
和
3
年
） 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
『
婦
人
愛
国
の
歌
』
吹
き
込
み
風
景
」（
昭
和
13
年
） 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
海
軍
特
別
報
道
班
員
と
し
て
南
方
戦
線
を
取
材
） 

（
昭
和
18
年
） 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
上
石
津
町
の
生
家
」（
2
点
） 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
時
村
役
場
に
て
ア
ル
バ
イ
ト
」（
大
正
8
年
） 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
養
老
の
滝
の
夜
詩
」（
昭
和
30
年
） 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
東
京
音
楽
学
校
時
代
の
夜
詩
」（
大
正
14
年
） 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
西
条
八
十
と
夜
詩
」（
昭
和
11
年
） 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
名
指
揮
者
ワ
イ
ン
ガ
ル
ト
ナ
ー
を
迎
え
て
」（
昭
和
12
年
） 
日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
松
竹
映
画
『
高
原
の
月
』ロ
ケ
先
の
信
州
に
て
 

高
峰
三
枝
子
ら
と
」（
昭
和
17
年
） 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
近
江
俊
郎
・
高
橋
掬
太
郎
と
」（
昭
和
28
年
） 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
春
日
八
郎
と
」（
昭
和
29
年
） 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
古
賀
政
男
と
夜
詩
」（
昭
和
35
年
） 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
小
畑
実
と
」
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

愛
用
の
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

愛
用
の
８
ミ
リ
カ
メ
ラ
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

愛
用
の
印
鑑
・
ス
タ
ン
プ
・
ス
タ
ン
プ
台
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

愛
用
の
置
き
時
計
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

愛
用
の
煙
草
入
れ
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

小
唄
家
元
鑑
札
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
上
石
津
町
音
頭
・
同
青
少
年
歌
発
表
会
」（
昭
和
45
年
） 
日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
顕
彰
碑
」
 

旧
時
小
学
校
跡
地
 

夜
詩
の
町
民
葬
時
の
肖
像
写
真
 

日
本
昭
和
音
楽
村
江
口
夜
詩
記
念
館
 

　
戸
田
義
明
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

大
垣
市
墨
俣
さ
く
ら
会
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
墨
俣
小
学
校
時
代
」
 

大
垣
市
墨
俣
さ
く
ら
会
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
東
安
中
学
校
時
代
」
 

大
垣
市
墨
俣
さ
く
ら
会
館
 

直
筆
楽
譜
「
神
田
川
」
 

個
人
 

直
筆
楽
譜
「
き
よ
し
こ
の
夜
」
 

個
人
 

直
筆
楽
譜
「
ム
ー
ン
リ
バ
ー
」
 

個
人
 

直
筆
楽
譜
「
峠
の
我
が
家
」
 

個
人
 

直
筆
楽
譜
「
イ
ェ
ス
タ
デ
ー
」
 

個
人
 

サ
イ
ン
入
り
楽
譜
「
手
花
火
の
」
 

個
人
 

Ｃ
Ｄ
作
品
「
魂
潤
す
ピ
ア
ニ
ズ
ム
　
戸
田
義
明
の
世
界
」（
6
枚
組
） 
個
人
 

レ
コ
ー
ド
作
品
「
ピ
ア
ノ
・
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
　
戸
田
義
明
の
世
界
」
 

大
垣
市
墨
俣
さ
く
ら
会
館
 

レ
コ
ー
ド
作
品
「
ピ
ア
ノ
・
ポ
エ
ト
リ
ー
　
こ
ぼ
れ
萩
」
 

大
垣
市
墨
俣
さ
く
ら
会
館
 

カ
セ
ッ
ト
作
品
「
日
本
美
へ
の
共
振
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル
｢
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
公
演
」（
平
成
6
年
） 

大
垣
市
墨
俣
さ
く
ら
会
館
 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
公
演
時
の
ト
ー
ク
原
稿
 

個
人
 

リ
サ
イ
タ
ル
の
ポ
ス
タ
ー
 

個
人
 

サ
イ
ン
入
り
色
紙
「
町
制
１
０
０
周
年
記
念
」
 

大
垣
市
墨
俣
さ
く
ら
会
館
 

「
さ
く
ら
会
館
竣
工
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
 

大
垣
市
墨
俣
さ
く
ら
会
館
 

著
作
「
歌
謡
曲
た
ち
が
幸
せ
だ
っ
た
頃
」
 

大
垣
市
墨
俣
さ
く
ら
会
館
 

著
作
「
ピ
ア
ノ
抒
情
曲
集
　
芙
蓉
峰
」
 

大
垣
市
墨
俣
さ
く
ら
会
館
 

著
作
「
ピ
ア
ニ
ス
ト
徒
然
草
」
　
V
o
l.
1
〜
2
 

大
垣
市
墨
俣
さ
く
ら
会
館
 

著
作
「
エ
ッ
セ
イ
　
母
」
 

大
垣
市
墨
俣
さ
く
ら
会
館
 

夏
に
想
う
「
鉄
道
と
交
通
の
ま
ち
」
大
垣 

 　
松
本
荘
一
郎
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

個
人
 

荘
一
郎
の
履
歴
書（
明
治
3
年
〜
36
年
） 

個
人
 

荘
一
郎
の
履
歴
書
　
土
木
学
士
と
し
て
 

個
人
 

荘
一
郎
の
履
歴
書
　
賞
罰
等
 

個
人
 

箕
作
麟
祥
先
生
門
下
生
会
案
内（
明
治
34
年
） 

個
人
 

箕
作
麟
祥
先
生
門
下
生
会
会
員
の
名
刺（
大
塚
晃
長
･
岡
俊
雄
･
 

石
井
槌
太
郎
･
小
松
烋
三
郎
･
岸
眞
次
郎
･
石
坂
二
郎
） 

個
人
 

亜
行
日
記
 

個
人
 

留
学
先
で
仲
間
ら
と（
1
8
7
1
年
2
月
） 

個
人
 

写
真
「
レ
ン
セ
ラ
ー
工
科
大
学
」
 

個
人
 

留
学
時
代
の
英
語
練
習
帳（
1
8
7
1
年
頃
） 

個
人
 

留
学
時
代
の
テ
キ
ス
ト
「
T
o
p
o
g
r
a
p
h
y（
地
形
学
）」
 
個
人
 

留
学
時
代
の
ノ
ー
ト
「
F
r
e
e
 
D
r
a
w
i
n
g（
製
図
）」
 
個
人
 

留
学
時
代
の
設
計
図
面
 

個
人
 

写
真
「
弾
正
橋
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
八
幡
橋（
旧
弾
正
橋
）」
 

東
京
都
江
東
区
 

写
真
「
開
拓
使
時
代
の
荘
一
郎
」
 

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
第
二
番
機
関
車
停
車
場
前
停
車
之
図（
弁
慶
号
）」
 
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
 

写
真
「
弁
慶
号
」
 

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
 

弁
慶
号
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
模
型
 

岐
阜
工
業
高
校
 

欧
米
行
日
記（
1
9
0
0
年
） 

個
人
 

荘
一
郎
の
名
刺
 

個
人
 

荘
一
郎
の
米
国
視
察
日
誌（
第
二
〜
四
信
） 

個
人
 

辞
令
『
兼
任
大
喪
使
事
務
官（
明
治
30
年
1
月
16
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
皇
太
后
陛
下
　
御
柩
供
奉
被
　
仰
付（
明
治
30
年
1
月
28
日
）
』
 個
人
 

辞
令
『
金
四
百
五
拾
圓
右
事
務
格
別
勉
勵
二
付
慰
労
ト
シ
テ
 

給
與（
明
治
30
年
3
月
30
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
京
都
大
阪
神
戸
ヘ
出
張
ヲ
命
ス（
明
治
30
年
4
月
15
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
欧
米
各
国
ヘ
派
遣
中
臨
時
現
金
前
渡
ヲ
受
ク
ル
官
吏
 

ヲ
命
ス（
明
治
30
年
5
月
8
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
一
級
俸
下
賜（
明
治
30
年
8
月
18
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
敘
_
等
官
二
等（
明
治
30
年
8
月
18
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
敘
_
等
官
一
等（
明
治
30
年
8
月
18
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
任
鉄
道
作
業
局
長
官
逓
信
省
鉄
道
局
長
逓
信
技
監
 

（
明
治
30
年
8
月
18
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
欧
米
各
国
派
遣
被
免（
明
治
30
年
10
月
2
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
臨
時
政
務
調
査
委
員
被
免（
明
治
30
年
9
月
13
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
金
五
百
圓
　
右
事
務
格
別
勉
勵
二
付
慰
労
ト
シ
テ
賞
與
 

（
明
治
30
年
12
月
17
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
鉄
道
局
勤
務
ヲ
命
ス（
明
治
30
年
12
月
18
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
依
願
免
無
逓
信
省
鉄
道
局
長（
明
治
30
年
12
月
18
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
製
鐵
事
業
取
調
嘱
託
手
当
ト
シ
テ
金
弐
百
圓
給
與
ス
 

（
明
治
30
年
12
月
22
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
條
約
實
施
準
備
委
員
被
免（
明
治
31
年
7
月
18
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
逓
信
省
所
管
事
務
政
府
委
員
被
　
仰
付
 

（
明
治
31
年
12
月
2
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
金
八
百
円
　
右
事
務
格
別
勉
勵
二
付
慰
労
ト
シ
テ
 

賞
與（
明
治
31
年
12
月
17
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
條
約
實
施
委
員
ヲ
命
ス（
明
治
32
年
1
月
19
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
京
仁
鐡
道
商
議
員
ヲ
命
ス（
明
治
32
年
1
月
24
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
鐡
道
國
有
調
査
會
委
員
被
　
仰
付（
明
治
32
年
2
月
25
日
）』
 
個
人
 

辞
令
『
臺
灣
総
督
府
　
鉄
道
事
務
顧
問
ヲ
嘱
託
ス
 

（
明
治
32
年
5
月
27
日
）
』
 

個
人
 

辞
令
『
栃
木
県
下
ヘ
出
張
ヲ
命
ス（
明
治
32
年
11
月
13
日
）
』
 

個
人
 

鉄
道
全
国
普
及
の
た
め
の
建
言
書（
草
案
） 

個
人
 

伊
藤
博
文
書
簡
　
荘
一
郎
宛
 

個
人
 

岩
倉
具
定
書
簡
　
荘
一
郎
宛
 

個
人
 

渋
沢
栄
一
書
簡
　
荘
一
郎
宛
 

個
人
 

荘
一
郎
の
葬
儀
記
録（
荘
一
郎
の
長
男
　
松
本
烝
治
に
よ
る
） 

個
人
 

葬
儀
時
の
遺
影
 

個
人
 

荘
一
郎
の
葬
儀
時
の
弔
辞（
古
市
公
威
に
よ
る
） 

個
人
 

写
真
「
札
幌
駅
前
　
胸
像
建
設
落
成
記
念
式
典
」
 

個
人
 

記
念
絵
ハ
ガ
キ
「
札
幌
駅
前
　
胸
像
建
設
落
成
記
念
」（
2
点
） 

個
人
 

松
本
荘
一
郎
の
胸
像
レ
リ
ー
フ
 

小
樽
市
総
合
博
物
館
 

　
野
村
龍
太
郎
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

「
野
村
龍
太
郎
傳
」
か
ら
転
載
 

写
真
パ
ネ
ル「
龍
太
郎
瞑
想
の
木
」
 

大
垣
市
保
健
セ
ン
タ
ー
 

写
真
「
ベ
ル
リ
ン
に
て
」
 

「
野
村
龍
太
郎
傳
」
か
ら
転
載
 

写
真
「
満
州
・
韓
国
視
察
」
 

「
野
村
龍
太
郎
傳
」
か
ら
転
載
 

写
真
「
濃
飛
学
寮
創
立
10
周
年
記
念
」
 

「
野
村
龍
太
郎
傳
」
か
ら
転
載
 

龍
太
郎
の
書
「
傲
不
可
長
欲
不
可
縦
志
不
可
満
楽
不
可
極
」
 

大
垣
市
郷
土
館
 

野
村
龍
太
郎
寿
像
 

大
垣
市
郷
土
館
 

　
立
川
勇
次
郎
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

個
人
 

写
真
「
養
老
鉄
道
株
式
会
社
本
社
」
 

イ
ビ
デ
ン
株
式
会
社
 

養
老
鉄
道
株
式
会
社
　
定
款
 

個
人
 

養
老
鉄
道
株
式
会
社
　
第
2
回
株
主
総
会
報
告
書（
明
治
45
年
） 
個
人
 

養
老
鉄
道
株
式
会
社
　
第
5
回
株
主
総
会
報
告
書（
大
正
2
年
） 
個
人
 

養
老
鉄
道
関
係
資
料（
絵
ハ
ガ
キ
・
路
線
図
な
ど
） 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
電
気
鉄
道
発
祥
の
地
碑
」
 

京
浜
急
行
電
鉄
川
崎
大
師
駅
前
 

写
真
「
東
京
の
自
宅
玄
関
前
に
て
」
 

個
人
 

写
真
「
東
京
の
自
宅
に
お
け
る
勇
次
郎
と
夫
人
」
 

個
人
 

写
真
「
東
京
白
熱
電
燈
球
製
造
株
式
会
社
」
 

個
人
 

写
真
「
東
京
市
街
鉄
道
」
 

個
人
 

写
真
「
米
国
ゼ
ネ
ラ
ル
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
を
視
察
」（
大
正
11
年
） 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
勇
次
郎
が
寄
進
し
た
大
前
机
」
 

安
楽
寺
 

写
真
パ
ネ
ル「
勇
次
郎
の
墓
」
 

安
楽
寺
 

写
真
「
『
立
川
勇
次
郎
君
顕
彰
碑
』
落
成
記
念
式
典
」
 

個
人
 

写
真
「
『
立
川
勇
次
郎
君
顕
彰
碑
』
落
成
記
念
集
合
写
真
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
立
川
勇
次
郎
君
顕
彰
碑
」
 

養
老
鉄
道
養
老
駅
前
 

　
那
波
光
雄
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

個
人
 

光
雄
の
履
歴
書（
備
忘
録
） 

個
人
 

写
真
「
袋
町（
本
町
）の
生
家
」
 

個
人
 

写
真
「
帝
国
大
学
の
学
生
時
代
」
 

個
人
 

帝
国
大
学
卒
業
証
書（
明
治
26
年
7
月
10
日
） 

個
人
 

写
真
「
完
成
し
た
関
西
鉄
道
揖
斐
川
橋
梁
」
 

個
人
 

写
真
「
関
西
鉄
道
揖
斐
川
橋
梁
の
建
設
機
材
」
 

個
人
 

写
真
「
建
設
途
中
の
関
西
鉄
道
揖
斐
川
橋
梁
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
関
西
鉄
道
揖
斐
川
橋
梁（
現
況
）」
 

三
重
県
桑
名
市
 

写
真
「
関
西
鉄
道
木
曽
川
橋
梁
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
関
西
鉄
道
木
曽
川
橋
梁（
現
況
）」
 

三
重
県
長
島
町
 

写
真
「
関
西
鉄
道
木
津
川
橋
梁
架
橋
工
事
」
 

個
人
 

辞
令
「
京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
土
木
工
学
第
二
講
座
 

分
擔
に
付
職
務
俸
金
四
百
圓
下
賜
」（
明
治
32
年
7
月
12
日
） 

個
人
 

辞
令
「
土
木
工
学
研
究
ノ
為
満
二
年
間
独
国
へ
留
学
ヲ
命
ス
」
 

（
明
治
33
年
6
月
12
日
） 

個
人
 

辞
令
「
曩
ニ
命
令
ノ
留
学
生
年
限
内
二
於
テ
墺
伊
瑞
佛
英
米
ノ
 

六
箇
国
ヘ
順
次
ニ
転
学
ヲ
命
ス
」（
明
治
33
年
9
月
29
日
） 

個
人
 

絵
ハ
ガ
キ
「
パ
リ（
フ
ラ
ン
ス
）か
ら
」
明
治
33（
1
9
0
0
）年
10
月
26
日
 
個
人
 

絵
ハ
ガ
キ
「
ド
レ
ス
デ
ン（
ド
イ
ツ
）か
ら
」
 

明
治
34
（
1
9
0
1
）年
12
月
6
日
 

個
人
 

絵
ハ
ガ
キ
「
プ
ラ
ハ（
オ
ー
ス
ト
リ
ア〈
当
時
〉
）か
ら
」
 

明
治
34
（
1
9
0
1
）年
12
月
9
日
 

個
人
 

絵
ハ
ガ
キ
「
ベ
ル
リ
ン（
ド
イ
ツ
）か
ら
」
明
治
34
（
1
9
0
1
）年
12
月
13
日
 個
人
 

絵
ハ
ガ
キ
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
明
治
34
（
1
9
0
1
）年
12
月
 

個
人
 

絵
ハ
ガ
キ
「
ベ
ル
リ
ン（
ド
イ
ツ
）か
ら
」
明
治
34
（
1
9
0
1
）年
12
月
30
日
 個
人
 

絵
ハ
ガ
キ
「
ベ
ル
リ
ン（
ド
イ
ツ
）か
ら
」
明
治
35
（
1
9
0
2
）年
1
月
1
日
 個
人
 

絵
ハ
ガ
キ
「
ベ
ル
リ
ン（
ド
イ
ツ
）か
ら
」
明
治
35
（
1
9
0
2
）年
1
月
 個
人
 

絵
ハ
ガ
キ
「
ベ
ル
リ
ン（
ド
イ
ツ
）か
ら
」
明
治
35（
1
9
0
2
）年
1
月
11
日
 個
人
 

絵
ハ
ガ
キ
「
ベ
ル
リ
ン（
ド
イ
ツ
）か
ら
」
明
治
35（
1
9
0
2
）年
1
月
16
日
 個
人
 

絵
ハ
ガ
キ
「
ベ
ル
リ
ン（
ド
イ
ツ
）か
ら
」
明
治
35（
1
9
0
2
）年
1
月
22
日
 個
人
 

絵
ハ
ガ
キ
「
ベ
ル
リ
ン（
ド
イ
ツ
）か
ら
」
明
治
35（
1
9
0
2
）年
1
月
29
日
 個
人
 

絵
ハ
ガ
キ
「
パ
リ（
フ
ラ
ン
ス
）か
ら
」
明
治
34（
1
9
0
1
）年
10
月
15
日
 
個
人
 

絵
ハ
ガ
キ
「
ポ
ー
ト
サ
イ
ド（
エ
ジ
プ
ト
）か
ら
」
 

明
治
34
（
1
9
0
1
）年
10
月
8
日
 

個
人
 

写
真
「
ド
イ
ツ
ベ
ル
リ
ン
に
て
　
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
む
」
 

個
人
 

写
真
「
ド
イ
ツ
ベ
ル
リ
ン
に
て
　
邦
人
留
学
生
仲
間
と
」
 

個
人
 

辞
令
「
任
京
都
帝
国
大
学
理
工
科
大
学
教
授
　
叙
高
等
官
五
等
」
 

（
明
治
35
年
12
月
27
日
） 

個
人
 

写
真
「
京
都
帝
大
教
授
時
代
」
 

個
人
 

辞
令
「
陞
叙
高
等
官
四
等
」（
明
治
38
年
2
月
1
日
） 

個
人
 

辞
令
「
依
願
免
本
官
」（
明
治
39
年
8
月
16
日
） 

個
人
 

写
真
「
帝
国
鉄
道
庁
中
津
事
務
所
長
時
代
」
 

個
人
 

写
真
「（
那
波
式
）デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
橋
梁
工
事
」
 

個
人
 

報
告
書
「
第
９
回
国
際
鉄
道
会
議
と
伊
国
の
鉄
道
に
就
い
て
」（
大
正
4
年
） 
鉄
道
博
物
館
 

辞
令
「
鉄
道
院
総
裁
官
房
研
究
所
長
を
命
ス
」（
大
正
8
年
6
月
7
日
） 
個
人
 

満
州
視
察
日
誌（
大
正
9
年
10
月
） 

鉄
道
博
物
館
 

支
那
視
察
日
誌（
大
正
9
年
10
月
） 

鉄
道
博
物
館
 

辞
令
「
依
願
免
本
官
竝
兼
官
」（
大
正
15
年
5
月
5
日
） 

個
人
 

辞
令
「
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
講
師
ヲ
嘱
託
ス
」（
大
正
15
年
5
月
5
日
） 個
人
 

勲
三
等
瑞
宝
章（
大
正
9
年
10
月
25
日
） 

個
人
 

勲
三
等
瑞
宝
章
　
勲
記（
大
正
9
年
10
月
25
日
） 

個
人
 

勲
三
等
旭
日
中
綬
章（
昭
和
35
年
4
月
1
日
） 

個
人
 

勲
三
等
旭
日
中
綬
章
　
勲
記（
昭
和
35
年
4
月
1
日
） 

個
人
 

昭
和
大
禮
記
念
章
 

個
人
 

紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
念
章
 

個
人
 

　
谷
九
太
夫
（
木
因
）
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
美
濃
路
大
垣
宿
軒
別
絵
図
面
」（
部
分
） 

大
垣
市
立
図
書
館
 

谷
九
太
夫
屋
敷
図
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

「
咄
つ
た
え
」
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

谷
家
の
れ
ん
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

谷
家
伝
来
の
短
刀
 

大
垣
市
郷
土
館
 

船
町
御
役
船
入
石
帳
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

谷
九
運
送
店
広
告
　
「
岐
阜
県
名
所
旧
跡（
大
正
11
年
刊
）」
 

個
人
 

 　
大
垣
駅
の
沿
革
展
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
駅
　
初
代
駅
舎
」
 

大
垣
駅
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
駅
　
3
代
駅
舎
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
駅
　
3
代
駅
構
内
」
 

岐
阜
経
済
大
学
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
駅
　
4
代
駅
舎
」
 

大
垣
駅
 

写
真
パ
ネ
ル「
林
地
下
道
新
設
に
伴
う
仮
踏
切
」
 

大
垣
駅
 

写
真
パ
ネ
ル「
林
地
下
道
新
設
に
伴
う
高
屋
川
渡
船（
昭
和
29
年
）」
 大
垣
駅
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
駅
　
切
符
売
場（
昭
和
27
年
）」
 

大
垣
駅
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
駅
　
待
合（
昭
和
27
年
）」
 

大
垣
駅
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
駅
　
東
出
口（
昭
和
27
年
）」
 

大
垣
駅
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
・
豊
橋
間
初
電
車
運
転（
昭
和
30
年
）」
 

大
垣
駅
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
駅
を
発
つ
特
急
つ
ば
め（
昭
和
25
年
）」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
電
化
開
通
を
祝
い
装
飾
さ
れ
た
大
垣
駅
舎（
昭
和
30
年
）」
 大
垣
駅
 

写
真
パ
ネ
ル「
駅
前
噴
水
池
よ
り
４
代
駅
舎
玄
関
を
望
む
」
 

大
垣
駅
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写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
駅
　
5
代
駅
舎
」
 

「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
大
垣
 

 

絵
は
が
き
」
か
ら
転
載
 

4
代
目
駅
舎
の
望
楼
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
大
時
計
 

大
垣
城
 

美
濃
赤
坂
駅
で
使
用
さ
れ
た
掛
時
計
 

大
垣
城
 

写
真
パ
ネ
ル「
東
海
道
線
揖
斐
川
鉄
橋（
現
況
）」
 

新
開
町
 

写
真
パ
ネ
ル「
樽
見
線
揖
斐
川
鉄
橋（
現
況
）」
 

新
開
町
 

写
真
パ
ネ
ル「
養
老
線
ホ
ー
ム（
昭
和
27
年
）」
 

大
垣
駅
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
駅
前
に
集
ま
る
乗
合
バ
ス
」
 

名
阪
近
鉄
バ
ス
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
・
美
濃
赤
坂
間
を
走
っ
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー（
昭
和
33
年
）」
 個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
荒
尾
付
近
を
走
る
大
垣
発
美
濃
赤
坂
行
列
車
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
美
濃
赤
坂
駅
を
発
車
す
る
C
1
1
1
5
5
牽
引
の
 

上
り
貨
物
列
車（
昭
和
32
年
）」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
美
濃
赤
坂
・
乙
女
坂
間
西
濃
鉄
道
2
1
0
5
牽
引
の
 

美
濃
赤
坂
行
貨
物
列
車
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
樽
見
線
開
通
初
列
車（
昭
和
31
年
）」
 

大
垣
駅
 

写
真
パ
ネ
ル「
に
ぎ
わ
う
樽
見
線
ホ
ー
ム
」
 

大
垣
駅
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
駅
に
到
着
し
た
美
濃
神
海
発
列
車（
昭
和
35
年
）」
 個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
樽
見
線
　
Ｓ
Ｌ
さ
よ
な
ら
列
車
の
運
転（
昭
和
47
年
）」
 
個
人
 

バ
ス
乗
車
券
 

名
阪
近
鉄
バ
ス
株
式
会
社
 

汽
車
時
刻
并
汽
車
賃
金
表（
明
治
21
年
　
岐
阜
日
日
新
聞
附
録
） 
中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
 

東
海
道
鉄
道
旅
行
独
案
内（
明
治
22
年
） 

中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
 

東
海
道
汽
車
栗
毛
鉄
道
笑
歌
 

中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
 

鉄
道
唱
歌
第
一
集（
明
治
33
年
） 

中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
 

鉄
道
統
計
要
覧（
復
刻
） 

中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
 

東
海
道
線
鉄
道
図
絵
 

中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
 

松
茸
狩
御
案
内（
明
治
43
年
　
鉄
道
院
発
行
） 

個
人
 

鉄
道
旅
行
案
内（
大
正
10
年
　
鉄
道
省
発
行
） 

中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
 

入
驛
記
念
ス
タ
ン
プ
集（
昭
和
3
年
頃
） 

中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
 

大
垣
駅
写
真
帖（
昭
和
3
年
） 

中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
 

大
垣
駅
改
築
落
成
式
案
内
状
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

大
垣
駅
発
着
各
線
時
刻
表
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

汽
車
時
刻
表
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

　
交
通
の
要
衝
・
大
垣
展
 

大
垣
宿
本
陣
で
使
用
さ
れ
た
関
札
 

大
垣
市
郷
土
館
 

墨
俣
宿
本
陣
で
使
用
さ
れ
た
関
札（
3
点
） 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
草
津
宿
本
陣
表
門
前
に
復
元
さ
れ
た
関
札
」
 

草
津
市
 

写
真
パ
ネ
ル「
全
昌
寺
全
景
図
」
 

「
美
濃
国
名
誉
図
誌
」
か
ら
転
載
 

写
真
パ
ネ
ル「
琉
球
使
節
通
行
記
念
燈
籠
」
 

墨
俣
町
津
島
神
社
境
内
 

写
真
パ
ネ
ル「
朝
鮮
山
車
附
属
品
」
 

竹
島
町
祭
典
委
員
会
 

写
真
パ
ネ
ル「
十
六
町
豊
年
踊
り
」
 

十
六
町
自
治
会
 

豊
年
踊
り
衣
装
と
楽
器
、道
具（
一
式
） 

十
六
町
自
治
会
 

上
判
事
第
一
船
屏
風
 

個
人
 

別
府
細
工
　
梯
子
燭
台
 

大
垣
市
郷
土
館
 

別
府
細
工
　
龍
頭
宝
船
燭
台
 

大
垣
市
郷
土
館
 

別
府
細
工
　
旗
持
ち
燭
台
 

大
垣
市
郷
土
館
 

大
象
の
図
 

中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
 

美
濃
路
絵
図
 

個
人
 

美
濃
路
大
垣
宿
軒
別
絵
図
面
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
宿
本
陣
武
右
衛
門
間
取
絵
図
」
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

朝
鮮
国
奇
嘗
百
軒
筆
語
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

朝
鮮
人
来
朝
物
語
 

中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
 

琉
球
人
大
行
列
記
 

中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
 

琉
球
人
行
列
附
 

中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
 

豊
年
踊
り
の
図
 

十
六
町
自
治
会
 

行
列
の
役
割
分
担
帳
 

十
六
町
自
治
会
 

写
真
パ
ネ
ル「
十
万
石
祭
で
再
現
さ
れ
た
豊
年
踊
り
の
行
列
」
 

十
六
町
自
治
会
 

大
将
官
人
形
 

十
六
町
自
治
会
 

道
中
案
内
 

個
人
 

旅
行
用
心
集
 

個
人
 

東
海
木
曽
両
道
中
懐
宝
図
鑑
 

個
人
 

大
垣
宿
竹
島
本
陣
模
型
 

ま
ち
づ
く
り
工
房
大
垣
歴
史
 

 

観
光
グ
ル
ー
プ
 

明
治
天
皇
が
使
用
し
た
洋
風
椅
子
 

大
垣
城
 

写
真
パ
ネ
ル「
蒸
気
船
の
就
航
」
 

「
大
垣
商
業
高
校
発
行
絵
は
 

 

が
き
」
か
ら
転
載
 

写
真
パ
ネ
ル「
船
町
高
橋
の
河
岸
」
 

「
大
垣
商
業
高
校
発
行
絵
は
 

 

が
き
」
か
ら
転
載
 

送
り
状
 

中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
 

送
り
状
 

中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
 

送
り
状
 

中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
 

蒸
気
船
　
愛
岐
丸
の
図
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

    

秋
に
振
り
返
る
「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
大
垣 

 　
谷
木
因
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

個
人
 

愛
用
の
重
硯
箱
 

大
垣
市
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
記
念
館
 

芭
蕉
書
簡
　
木
因
宛
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

「
山
ぶ
き
や
」
画
賛
　
傍
島
洞
竹
画
 

大
垣
市
教
育
委
員
会
 

「
此
萩
の
」
画
賛
　
傍
島
洞
竹
画
 

大
垣
市
教
育
委
員
会
 

「
連
誹
秘
決
抄
或
問
」
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

「
観
水
軒
」
額
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

木
因
の
落
款（
3
点
） 

大
垣
市
立
図
書
館
 

　
江
馬
蘭
斎
 

江
馬
春
斎
筆
「
蘭
斎
肖
像
画（
家
訓
十
二
ケ
条
）」
 

個
人
 

江
馬
活
堂
筆
「
江
馬
邸
鳥
瞰
図
」
 

個
人
 

「
解
体
新
書
」（
全
5
巻
） 

個
人
 

杉
田
玄
白
書
簡
　
蘭
斎
宛
 

個
人
 

前
野
良
沢
書
簡
　
蘭
斎
宛
 

個
人
 

「
五
液
診
法
」
の
写
本
 

個
人
 

蘭
斎
の
オ
ラ
ン
ダ
単
語
帳
 

個
人
 

西
本
願
寺
御
門
跡
病
気
二
付
京
都
江
罷
越
候
一
件
覚
書
 

個
人
 

江
馬
家
門
人
姓
名
録
 

個
人
 

　
江
馬
細
香
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
画
」
 

個
人
 

細
香
詩
稿
　
山
陽
添
削
　
梅
花
 

個
人
 

五
歳
の
作
「
竹
と
雀
の
図
」
 

個
人
 

「
湘
夢
遺
稿
」
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

愛
用
品
　
印
箱
 

個
人
 

愛
用
品
　
印
章（
5
点
） 

個
人
 

愛
用
品
　
朱
肉
 

個
人
 

愛
用
品
　
文
鎮（
2
点
） 

個
人
 

愛
用
品
　
櫛
 

個
人
 

愛
用
品
　
鏡
 

個
人
 

愛
用
品
　
筆
立
 

個
人
 

愛
用
品
　
水
差
し（
2
点
） 

個
人
 

愛
用
品
　
硯
 

個
人
 

愛
用
品
　
矢
立
 

個
人
 

愛
用
品
　
筆
 

個
人
 

愛
用
品
　
燭
台
 

個
人
 

水
墨
竹
の
図（
2
曲
1
双
） 

大
垣
市
教
育
委
員
会
 

　
梁
川
星
巌
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
画
」
 

華
渓
寺
 

明
星
津
石
 

大
垣
市
郷
土
館
 

鉄
如
意
 

大
垣
市
郷
土
館
 

「
吉
野
懐
古
」
 

華
渓
寺
 

星
巌
の
落
款（
3
点
） 

大
垣
市
立
図
書
館
 

「
山
水
之
図
」
 

個
人
 

　
張
　
紅
蘭
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
画
」
 

華
渓
寺
 

老
龍
琴（
七
絃
琴
） 

大
垣
市
郷
土
館
 

「
群
蝶
之
図
」
 

個
人
 

「
紅
蘭
小
集
」
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

「
白
　
社
集
会
図
」（
伊
豆
原
麻
谷
筆
・
児
玉
石
峯
写
） 

個
人
 

紅
蘭
の
落
款（
2
点
） 

大
垣
市
立
図
書
館
 

　
小
原
鉄
心
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

「
禁
中
に
お
い
て
二
首
を
賦
す
」
 

個
人
 

「
酔
中
大
書
」
 

個
人
 

「
鉄
心
遺
稿
」
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

愛
用
の
笠
 

大
垣
城
 

愛
用
の
杖
 

大
垣
城
 

　
南
条
文
雄
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

誓
運
寺
 

高
倉
学
寮
入
学
許
可
書
 

誓
運
寺
 

高
倉
学
寮
木
札
 

誓
運
寺
 

南
条
笠
原
両
師
書
簡
 

大
谷
大
学
博
物
館
 

マ
ッ
ク
ス
ミ
ュ
ー
ラ
ー
書
簡
文
雄
宛
 

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
 

書（
父
毛
芥
と
文
雄
） 

誓
運
寺
 

書（
四
兄
弟
寄
せ
書
き
） 

誓
運
寺
 

書（
梵
文
）「
諸
の
悪
を
作
す
莫
れ
・・・
」
 

誓
運
寺
 

書（
梵
・
英
・
漢
文
の
三
体
）「
バ
ル
ト
リ
ハ
リ
歓
学
の
歌
」（
明
治
35
年
） 
誓
運
寺
 

書（
大
垣
に
帰
省
し
た
際
の
書
）（
明
治
43
年
） 

誓
運
寺
 

書（
大
橋
翠
石
の
観
音
像
合
作
） 

誓
運
寺
 

書
「
為
法
不
為
身
」（
大
正
3
年
） 

誓
運
寺
 

著
書
「
大
明
三
蔵
聖
教
目
録
」（
2
点
） 

大
谷
大
学
図
書
館
・
 

 

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
 

写
真
「
蓮
師（
蓮
如
上
人
）御
遠
忌
」（
明
治
31
年
） 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
 

写
真
「
清
沢
満
之
葬
儀
会
葬
者
」（
明
治
36
年
） 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
 

写
真
「
能
海
寛
師
追
悼
法
要
」（
大
正
6
年
） 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
 

写
真
「
大
谷
大
学
卒
業
記
念
写
真
」（
大
正
11
年
） 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
 

南
条
文
雄
・
泉
芳
　
訳
自
筆
草
稿
「
邦
訳
　
梵
文
入
楞
伽
経
」
 

大
谷
大
学
博
物
館
 

著
書
「
邦
訳
　
梵
文
入
楞
伽
経
」
 

大
谷
大
学
図
書
館
 

南
条
文
雄
校
訂
自
筆
草
稿
「
梵
文
入
楞
伽
経
」
 

大
谷
大
学
博
物
館
 

南
条
文
雄
・
笠
原
研
寿
自
筆
「
称
友
尊
者
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
註
梵
文
」
 大
谷
大
学
博
物
館
 

南
条
文
雄
・
笠
原
研
寿
自
筆
謄
写
本
「
称
友
梵
文
倶
舎
釈
論
」
 

大
谷
大
学
博
物
館
 

愛
用
品
　
僧
衣
 

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
 

愛
用
品
　
文
箱
 

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
 

愛
用
品
　
懐
中
時
計
 

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
 

愛
用
品
　
袈
裟
「
宗
祖
大
師
七
百
回
忌
記
念
」
 

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
 

著
書
「
懐
旧
録
」（
昭
和
2
年
） 

誓
運
寺
 

特
殊
功
章（
大
正
12
年
10
月
1
日
） 

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
 

補
権
大
僧
正
任
命
状（
昭
和
2
年
11
月
9
日
） 

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
 

　
松
井
直
吉
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

「
東
京
大
学
百
年
史
」
か
ら
転
載
 

学
位
記
「
理
学
博
士
」（
明
治
21
年
6
月
7
日
） 

個
人
 

戸
籍（
明
治
40
年
6
月
10
日
） 

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
 

ド
ク
タ
ー
論
文
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
 

個
人
 

建
築
図
面
「
サ
ン
・
ル
イ
・
ア
ン
・
リ
ル
教
会（
フ
ラ
ン
ス
　
パ
リ
）」
 

個
人
 

絵
画（
女
性
像
） 

個
人
 

学
位
記
「
バ
チ
ェ
ラ
ー
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
」（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
　
明
治
11
年
） 個
人
 

学
位
記
「
ド
ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
」（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
　
明
治
13
年
）
 
個
人
 

留
学
時
代
の
デ
ッ
サ
ン（
2
点
） 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
文
部
省
第
一
期
海
外
留
学
の
同
期
」（
明
治
38
年
） 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
家
族
と
と
も
に
」
 

「
郷
土
大
垣
の
輝
く
先
人
」
か
ら
転
載
 

写
真
パ
ネ
ル「
初
期
文
展
審
査
員
」（
明
治
40
年
）　
 

個
人
 

長
男
元
太
郎
の
大
阪
偕
行
社
入
学
願
い（
明
治
21
年
） 

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
 

岐
阜
県
尋
常
中
学
校
大
垣
分
校
商
議
員
嘱
任
状（
明
治
29
年
） 

個
人
 

宮
中
宴
会
招
待
状（
33
点
） 

個
人
 

名
刺（
浅
井
忠
画
似
顔
絵
付
き
） 

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
 

勲
記
「
旭
日
重
光
章
」（
明
治
44
年
） 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
胸
像
」（
大
正
3
年
・
新
海
竹
太
郎
作
） 

東
京
大
学
農
学
部
 

弔
辞（
東
京
帝
国
大
学
総
長
　
濱
尾
新
） 

個
人
 

弔
辞（
社
団
法
人
　
養
成
社
社
長
　
濱
弘
一
） 

個
人
 

弔
辞（
岐
阜
県
丙
戌
会
幹
事
長
　
脇
水
鐡
五
郎
） 

個
人
 

弔
辞（
東
京
地
学
協
会
会
長
） 

個
人
 

弔
辞（
清
国
留
学
生
総
代
） 

個
人
 

弔
辞（
大
日
本
山
林
会
幹
事
長
） 

個
人
 

弔
辞（
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
学
生
総
代
） 

個
人
 

弔
辞（
東
京
化
学
会
副
会
長
） 

個
人
 

弔
辞（
林
友
会
総
代
） 

個
人
 

弔
辞（
学
士
会
） 

個
人
 

弔
辞（
農
学
会
長
） 

個
人
 

弔
辞（
講
農
会
） 

個
人
 

弔
辞（
農
業
教
育
研
究
会
） 

個
人
 

弔
辞（
農
家
大
学
生
徒
一
同
代
表
） 

個
人
 

　
佐
藤
三
吉
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

縁
覚
寺
 

写
真
「
自
宅
に
て
」
 

個
人
 

佐
藤
先
生
寿
像（
昭
和
4
年
　
斉
藤
素
巌
作
）　
 

縁
覚
寺
 

雑
誌
「
日
本
之
医
界
」（
大
正
9
年
4
月
24
日
） 

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
 

御
紋
章
付
銀
花
瓶
 

縁
覚
寺
 

銀
杯
 

個
人
 

銀
製
煙
草
入
箱
 

個
人
 

「
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
念
章
」
 

個
人
 

「
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
念
章
」
 

個
人
 

「
朝
鮮
国
勢
調
査
記
念
章
」
 

個
人
 

「
昭
和
 
大
禮
記
念
章
」
 

個
人
 

「
昭
和
 
大
禮
記
念
章
」
 

個
人
 

勲
章
「
勲
二
等
瑞
宝
章
」
 

個
人
 

勲
章
「
勲
三
等
瑞
宝
章
」
 

個
人
 

「
大
満
州
国
建
国
功
労
章
」
 

個
人
 

第
26
回
日
本
臨
床
外
科
学
会
総
会
　
記
念
感
謝
状（
昭
和
39
年
） 
縁
覚
寺
 

第
26
回
日
本
臨
床
外
科
学
会
総
会
　
記
念
表
彰
状（
昭
和
39
年
） 
縁
覚
寺
 

第
26
回
日
本
臨
床
外
科
学
会
総
会
　
記
念
メ
ダ
ル（
昭
和
39
年
） 

縁
覚
寺
 

写
真
パ
ネ
ル「
臨
床
講
義
中
の
三
吉
」
 

「
東
京
大
学
医
学
部
外
科
学
第
二

　
 

講
座
百
年
の
あ
ゆ
み
」
か
ら
転
載
 

写
真
パ
ネ
ル「
親
友
青
山
胤
道
と
三
吉
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
ポ
リ
ク
リ（
臨
床
実
習
）風
景
」
 

「
東
京
大
学
医
学
部
外
科
学
第
二

　
 

講
座
百
年
の
あ
ゆ
み
」
か
ら
転
載

写
真
パ
ネ
ル「
佐
藤
外
科
大
手
術
室
」
 

「
東
京
大
学
医
学
部
外
科
学
第
二

　
 

講
座
百
年
の
あ
ゆ
み
」
か
ら
転
載

写
真
パ
ネ
ル「
佐
藤
外
科
手
術
室
内
部
」（
明
治
39
年
） 

「
東
京
大
学
医
学
部
外
科
学
第
二

　
 

講
座
百
年
の
あ
ゆ
み
」
か
ら
転
載

書
「
自
然
之
謂
・・・
」
 

個
人
 

書
「
幽
竹
如
人
・・・
」
 

個
人
 

佐
藤
三
吉
筆
五
言
絶
句
「
罷
相
作
」
 

縁
覚
寺
 

書
籍
「
佐
藤
三
吉
先
生
伝
」（
昭
和
36
年
刊
） 

縁
覚
寺
 

写
真
「
佐
藤
三
吉
先
生
顕
彰
碑
除
幕
式
」
 

個
人
 

書
籍
「
佐
藤
三
吉
博
士
顕
彰
碑
建
立
記
念
　
如
梅
」（
昭
和
44
年
刊
） 縁
覚
寺
 

書
籍
「
東
京
大
学
医
学
部
外
科
科
学
第
二
講
座
百
年
の
歩
み
」
 

（
平
成
5
年
刊
） 

縁
覚
寺
 

写
真
パ
ネ
ル「
ス
ク
リ
バ
と
ベ
ル
ツ
の
胸
像
」
 

東
京
大
学
 

写
真
パ
ネ
ル「
佐
藤
三
吉
像
」（
大
正
13
年
　
水
谷
鉄
也
作
） 

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
 

写
真
パ
ネ
ル「
青
山
胤
通
像
」（
大
正
9
年
　
新
海
竹
次
郎
作
） 

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
 

写
真
パ
ネ
ル「
愛
用
品（
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
、文
鎮
、墨
挟
み
、 

葉
巻
置
き
台
、筆
、水
差
、硯
、眼
鏡
、懐
中
時
計
、聴
診
器
）」
 

東
京
大
学
医
学
図
書
館
 

　
和
田
万
吉
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

個
人
 

直
筆
自
宅
表
札（
本
郷
区
駒
込
西
片
町
） 

個
人
 

写
真
「
自
宅
玄
関
前
で
の
家
族
写
真
」
 

個
人
 

写
真
「
自
宅
縁
側
に
て
」
 

個
人
 

直
筆
日
記
手
帖
「
二
都
初
遊
」（
明
治
22
年
8
月
） 

個
人
 

名
刺
「
京
都
市
上
京
区
三
本
樹
南
町
　
松
井
直
吉
方
」
 

個
人
 

名
刺
「
東
京
市
本
郷
区
駒
込
西
片
町
　
岐
阜
県
士
族
」
 

個
人
 

直
筆
日
記
「
道
志
亭
日
記
」
 

（
明
治
23
年
1
月
21
日
〜
12
月
23
日
﹇
全
3
冊
﹈
） 

個
人
 

直
筆
日
記
「
朝
鮮
出
張
日
記
」（
大
正
9
年
5
月
〜
6
月
） 

個
人
 

写
真
「
理
文
会
　
呉
医
学
士
送
別
会
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
」
 

個
人
 

写
真
「
東
大
図
書
館
長
室
に
て
」
 

個
人
 

名
刺
「
正
四
位
勲
三
等
　
文
学
博
士
」
 

個
人
 

名
刺
「
日
本
図
書
館
協
会
長
」
 

個
人
 

名
刺
「
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
長
」（
英
語
版
） 

個
人
 

封
筒（
帝
国
大
学
） 

個
人
 

封
筒（
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
） 

個
人
 

写
真
「
文
部
省
図
書
館
員
教
習
所
卒
業
式
」
 

個
人
 

直
筆
論
文
「
読
書
と
図
書
館
」
 

個
人
 

書
籍
「
図
書
館
雑
誌
」（
第
30
号
/
大
正
6
年
4
月
） 

個
人
 

書
籍
「
図
書
館
雑
誌
」（
第
36
年
第
6
号
/
昭
和
17
年
6
月
） 

個
人
 

直
筆
ノ
ー
ト
「
狂
言
解
」
 

（
明
治
書
院
刊
行
の
自
著
「
校
註
　
狂
言
選
集
」
の
稿
本
資
料
） 

個
人
 

直
筆
ノ
ー
ト
「
謡
曲
選
解
」（
聖
心
学
院
用
）昭
和
5
年
 

個
人
 

直
筆
ノ
ー
ト
「
b
i
b
l
i
o
g
r
a
p
h
y（
書
誌
学
）」（
英
文
） 
個
人
 

直
筆
ノ
ー
ト
「
年
表
１
」
 

個
人
 

直
筆
ノ
ー
ト
「
年
表
４
」
 

個
人
 

執
筆
契
約
書（
「
明
治
書
院
『
校
註
　
狂
言
選
集
』
） 

個
人
 

著
書
「
普
通
論
理
学
」
 

個
人
 

著
書
「
新
撰
国
文
典
　
全
」
 

個
人
 

著
書
「
日
本
歴
史
大
綱
　
上
」
 

個
人
 

著
書
「
日
本
歴
史
大
綱
　
下
」
 

個
人
 

著
書
「
日
本
歴
史
参
照
図
表
　
完
」
 

個
人
 

著
書
「
國
史
綱
領
」
 

個
人
 

著
書
「
西
洋
笑
府
」
 

個
人
 

著
書
「
日
本
文
典
講
義
」
 

個
人
 

著
書
「
新
西
洋
笑
府
」
 

個
人
 

著
書
「
謡
曲
物
語
　
前
編
」
 

個
人
 

著
書
「
謡
曲
物
語
　
後
編
」
 

個
人
 

著
書
「
日
本
近
代
画
家
在
世
年
表
」
 

個
人
 

著
書
「
書
画
贋
物
語
」
 

個
人
 

著
書
「
諧
謔
世
界
小
話
」
 

個
人
 

著
書
「
江
戸
時
代
笑
話
選
」
 

個
人
 

著
書
「
図
書
館
管
理
法
大
綱
」
 

個
人
 

著
書
「
増
訂
　
図
書
館
小
識
」
 

個
人
 

著
書
「
謡
曲
物
語
」
 

個
人
 

著
書
「
馬
琴
日
記
」
 

個
人
 

著
書
「
版
画
礼
讃
」
 

個
人
 

著
書
「
モ
ン
タ
ヌ
ス
日
本
誌
」
 

個
人
 

著
書
「
ア
ル
ス
文
化
大
講
座
」
 

個
人
 

著
書
「
繪
本
和
漢
朗
詠
集
」
 

個
人
 

著
書
「
繪
本
徒
然
草
」
 

個
人
 

著
書
「
赤
本
・
黒
本
・
青
本（
前
編
）」
 

個
人
 

著
書
「
竹
取
物
語
・
今
昔
物
語
・
謡
曲
物
語
」
 

個
人
 

著
書
「
校
註
　
狂
言
選
集
」
 

個
人
 

著
書
「
謡
曲
選
釈
」
 

個
人
 

著
書
「
美
味
珍
味
」
 

個
人
 

著
書
「
改
訂
重
刊
　
古
版
地
誌
解
題
」
 

個
人
 

著
書
「
図
書
館
史
」
 

個
人
 

著
書
「
能
と
謡
」
 

個
人
 

著
書
「
日
本
書
誌
学
概
説
」
 

個
人
 

著
書
「
古
活
字
本
研
究
資
料
」
 

個
人
 

著
書
「
日
本
文
献
史
序
説
」
 

個
人
 

著
書
「
図
書
館
学
大
綱
」
 

個
人
 

著
書
「
校
訂
本
　
【
西
鶴
】
好
色
一
代
男
」
 

個
人
 

著
書
「
校
訂
本
　
【
西
鶴
】
好
色
一
代
女
」
 

個
人
 

著
書
「
校
訂
本
　
【
西
鶴
】
好
色
五
人
女
」
 

個
人
 

著
書
「
校
訂
本
　
【
西
鶴
】
西
鶴
諸
国
咄
本
朝
櫻
陰
比
事
」
 

個
人
 

著
書
「
校
訂
本
　
【
西
鶴
】
武
家
義
理
物
語
」
 

個
人
 

著
書
「
校
訂
本
　
【
西
鶴
】
日
本
永
代
蔵
」
 

個
人
 

著
書
「
校
訂
本
　
【
馬
琴
】
椿
説
弓
張
月（
全
3
冊
）」
 

個
人
 

著
書
「
校
訂
本
　
【
三
馬
】
浮
世
床
」
 

個
人
 

著
書
「
校
訂
本
　
【
近
松
】
曽
我
会
稽
山
/
心
中
天
の
網
島
」
 

個
人
 

著
書
「
校
訂
本
　
【
近
松
】
国
姓
爺
合
戦
/
鑓
の
権
三
重
帷
子
」
 

個
人
 

著
書
「
校
訂
本
　
【
近
松
】
東
海
道
中
膝
栗
毛
　
上
」
 

個
人
 

著
書
「
校
訂
本
　
【
近
松
】
東
海
道
中
膝
栗
毛
　
下
」
 

個
人
 

直
筆
戯
画（
色
紙
） 

個
人
 

直
筆
戯
画（
ハ
ガ
キ
）（
6
点
） 

個
人
 

写
真
「
欧
米
各
国
の
図
書
館
を
視
察
」（
明
治
42
年
） 

個
人
 

欧
米
視
察
の
際
に
家
族
に
宛
て
た
葉
書（
3
点
） 

個
人
 

新
村
出
書
簡
　
万
吉
宛
 

個
人
 

岡
倉
由
三
郎
書
簡
　
万
吉
宛
 

個
人
 

小
杉
椙
邨
書
簡
　
万
吉
宛
 

個
人
 

山
極
勝
三
郎
書
簡
　
万
吉
宛
 

個
人
 

和
田
三
造
書
簡
　
万
吉
宛
 

個
人
 

万
吉
書
簡
　
三
好
学
宛
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

　
脇
水
鉄
五
郎
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

個
人
 

脇
水
鉄
五
郎
筆
五
言
一
句
「
翰
墨
伴
清
閑
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
第
一
高
等
学
校
卒
業
記
念
」（
明
治
23
年
） 

個
人
 

使
用
し
た
教
科
書
「
小
学
修
身
書
」
 

個
人
 

自
筆
「
中
学
師
範
入
学
試
業
問
題
集
」
 

個
人
 

自
筆
ノ
ー
ト
「
地
形
論
適
要
」
 

個
人
 

自
筆
ノ
ー
ト
「
英
語
練
習
」（
東
京
英
語
学
校
） 

個
人
 

自
筆
ノ
ー
ト
「
数
学
」
 

個
人
 

自
筆
ノ
ー
ト
「
科
学
」
 

個
人
 

卒
業
証
書
　
第
一
番
小
学（
明
治
8
年
6
月
） 

個
人
 

卒
業
証
書
　
興
文
学
校（
明
治
14
年
1
月
） 

個
人
 

著
作
教
科
書
「
実
業
世
界
地
理
」
 

個
人
 

著
作
教
科
書
「
女
子
鉱
物
教
科
書
」（
大
正
14
年
） 

個
人
 

著
作
教
科
書
「
女
子
鉱
物
教
科
書
」（
昭
和
5
年
） 

個
人
 

著
作
教
科
書
「
地
理
教
科
書
」
 

個
人
 

著
作
教
科
書
「
実
業
学
校
　
鉱
物
教
科
書
」
 

個
人
 

著
書
「
車
窓
か
ら
観
た
自
然
界
　
―
東
海
道
―
」
 

個
人
 

著
書
「
車
窓
か
ら
観
た
自
然
界
　
―
山
陽
道
―
」
 

個
人
 

著
書
「
ラ
ジ
オ
新
書
　
日
本
の
風
土
・
支
那
の
風
土
」
 

個
人
 

 み
ょ
う
じ
ょ
う
つ
せ
き
 

て
つ
に
ょ
い
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著
書
「
日
本
風
景
誌
」
 

個
人
 

著
書
「
日
本
風
読
本
」
 

個
人
 

著
書
「
日
本
風
景
の
研
究
　
名
勝
の
自
然
科
学
的
考
察
」
 

個
人
 

著
書
「
日
本
地
理
風
俗
体
系
」
 

個
人
 

直
筆
油
彩
画（
伊
吹
山
） 

個
人
 

写
真
「
帝
国
大
学
理
科
大
学
　
地
質
学
教
室
に
て
」
 

個
人
 

写
真
「
実
弟
と
鉄
五
郎
一
家
」（
明
治
34
年
） 

個
人
 

写
真
「
ベ
ル
リ
ン
に
て
」（
大
正
2
年
） 

個
人
 

帝
国
大
学
農
科
大
学
卒
業
記
念
写
真
 

「
講
農
會
廿
五
週
年
紀
念
號
」
 

 

か
ら
転
載
 

　
関
屋
龍
吉
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

個
人
 

写
真
「
大
垣
中
学
1
年
生
」（
明
治
31
年
） 

個
人
 

写
真
「
東
京
府
立
第
一
中
学
校
卒
業
記
念
」
 

個
人
 

写
真
「
第
一
高
等
学
校
2
年
生
」（
明
治
39
年
） 

個
人
 

写
真
「
東
京
帝
国
大
学
1
年
生
　
第
一
高
等
学
校
英
文
科
同
窓
生
と
」
 
個
人
 

写
真
「
東
京
帝
国
大
学
3
年
生
」（
明
治
42
年
） 

個
人
 

写
真
「
文
部
省
普
通
学
務
局
長
時
代
」（
大
正
14
年
） 

個
人
 

龍
吉
書
簡（
ハ
ガ
キ
）　
渡
部
鋭
一
宛（
12
月
30
日
） 

個
人
 

龍
吉
書
簡（
ハ
ガ
キ
）　
渡
部
善
兵
衛
宛（
8
月
28
日
） 

個
人
 

龍
吉
書
簡（
ハ
ガ
キ
）　
渡
部
善
兵
衛
宛（
10
月
8
日
） 

個
人
 

龍
吉
書
簡（
ハ
ガ
キ
）　
渡
部
鋭
一
宛（
4
月
13
日
） 

個
人
 

龍
吉
書
簡（
封
筒
）　
渡
部
秀
夫
宛（
11
月
） 

個
人
 

愛
用
の
灰
皿
 

個
人
 

写
真
「
日
本
青
年
協
会
　
全
国
支
部
長
会
」（
昭
和
15
年
） 

（
財
）日
本
青
年
協
会
 

公
文
書
「
日
本
青
年
協
会
　
事
業
奨
励
補
助
金
下
付
申
請
」（
昭
和
9
年
）
 （
財
）日
本
青
年
協
会
 

写
真
パ
ネ
ル「
講
話
す
る
龍
吉（
日
本
青
年
協
会
　
利
根
研
修
所
）」
 「
関
屋
龍
吉
先
生
謝
恩
碑
建
 

 

立
記
念
」
か
ら
転
載
 

直
筆
書
「
真
ん
中
を
歩
け
・
土
台
石
に
な
ろ
う
」
 

（
財
）日
本
青
年
協
会
 

写
真
「
渡
欧
の
途
中
エ
ジ
プ
ト
に
て
」（
大
正
11
年
） 

個
人
 

写
真
「
人
形
大
使
と
し
て
　
ワ
シ
ン
ト
ン
大
使
館
に
て
」（
昭
和
2
年
） 
個
人
 

写
真
「
ド
イ
ツ
に
て
」
 

個
人
 

写
真
「
ブ
ラ
ジ
ル
視
察
時
」
 

個
人
 

パ
ス
ポ
ー
ト（
ブ
ラ
ジ
ル
視
察
時
の
も
の
） 

個
人
 

関
屋
潔
「
随
想
録
　
社
会
教
育
事
始
め
」
 

個
人
 

財
団
法
人
　
日
本
青
年
協
会
刊
「
青
年
教
育
へ
の
期
待
」
 

個
人
 

財
団
法
人
　
日
本
青
年
協
会
刊
「
協
会
の
家
塾
精
神
」
 

個
人
 

日
本
青
年
協
会
中
央
講
習
会
記
念
写
真
帳（
昭
和
5
年
） 

（
財
）日
本
青
年
協
会
 

日
本
青
年
協
会
中
央
講
習
会
記
念
写
真
帳（
昭
和
13
年
） 

（
財
）日
本
青
年
協
会
 

表
札
「
日
本
青
年
協
会
分
塾
」
 

個
人
 

写
真
「
国
民
精
神
文
化
講
習
会
修
了
記
念
」（
昭
和
14
年
） 

（
財
）日
本
青
年
協
会
 

著
書
「
自
叙
伝
『
壺
中
７０
年
』
」
 

個
人
 

書
籍
「
岐
阜
県
学
寮
70
年
の
歩
み
」
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

    

冬
に
輝
く「
産
業
と
防
災
の
ま
ち
」
大
垣 

 　
伊
藤
伝
右
衛
門
 

伊
藤
伝
右
衛
門
肖
像
画
 

片
野
記
念
館
 

大
目
付
役
拝
命
書
 

片
野
記
念
館
 

伝
右
衛
門
書
状
 
根
古
地
村
鬼
頭
兵
内
宛（
天
明
4
年
正
月
18
日
） 片
野
記
念
館
 

写
真
パ
ネ
ル「
鵜
森
伏
越
樋
図
」
 

「
大
垣
市
史
　
中
巻
」
 

 

（
昭
和
5
年
刊
） 

家
族
宛
遺
書（
お
見
勢
宛
）　
 

片
野
記
念
館
 

鵜
森
伏
越
樋
普
請
図
 
林
慶
司
画
 

大
垣
市
輪
中
館
 

三
川
分
流
工
事
竣
工
に
付
き
祭
祀
料
贈
呈
書
　（
明
治
33
年
4
月
） 片
野
記
念
館
 

写
真
「
伊
藤
伝
右
衛
門
遺
績
碑
　
除
幕
式
」
 

片
野
記
念
館
 

伊
藤
伝
右
衛
門
遺
績
碑
除
幕
式
案
内
状（
明
治
41
年
5
月
） 

片
野
記
念
館
 

伝
右
衛
門
遺
績
碑
建
設
の
辞
　（
明
治
41
年
3
月
） 

片
野
記
念
館
 

拓
本
「
伊
藤
伝
右
衛
門
遺
績
碑
」
 

片
野
記
念
館
 

扇
子
「
日
下
部
東
作
よ
よ
る
遺
績
碑
に
刻
ま
れ
た
詩
文
」
 

片
野
記
念
館
 

　
関
谷
清
景
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

東
京
大
学
地
震
研
究
所
 

関
谷
清
景
履
歴
書
 

東
京
大
学
地
震
研
究
所
 

清
景
書
状
 
江
馬
活
堂
宛（
2
点
） 

個
人
 

大
日
本
国
地
震
図
　
 

東
京
大
学
地
震
研
究
所
 

江
馬
賤
男
自
叙
伝
 

個
人
 

地
震
学
用
語
集
 

東
京
大
学
地
震
研
究
所
 

「
地
震
動
の
性
質
を
示
す
雛
形
の
説
明
」
 

東
京
大
学
地
震
研
究
所
 

美
濃
尾
張
両
国
地
理
変
革
之
図
 

大
垣
市
立
図
書
館
・
 

 

岐
阜
県
歴
史
資
料
館
 

大
垣
町
震
火
災
地
略
図
 

大
垣
城
 

方
縣
郡
黒
野
高
等
尋
常
小
学
校
震
災
小
誌
　
 

東
京
大
学
地
震
研
究
所
 

「
地
震
学
に
関
し
震
災
予
防
調
査
会
に
於
い
て
従
事
す
べ
き
研
究
の
概
要
」（
草
稿
）
　
 東
京
大
学
地
震
研
究
所
 

写
真
「
関
谷
先
生
誕
生
之
地
碑
除
幕
式
」（
2
点
） 

個
人
 

　
金
森
吉
次
郎
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
美
濃
路
大
垣
宿
軒
別
絵
図
面（
部
分
）」
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

金
森
吉
次
郎（
毅
庵
）筆
「
油
島
千
本
松
原
詩
」
 

大
垣
城
 

金
森
吉
次
郎（
毅
庵
）筆
七
言
絶
句
 

個
人
 

西
村
捨
三（
酔
處
）筆
「
三
大
川
分
流
成
工
詩
」
 

個
人
 

金
森
金
四
郎（
恬
敏
）筆
「
不
飛
不
鳴
」
 

個
人
 

写
真
「
根
尾
谷
を
視
察
す
る
吉
次
郎
た
ち
」
 

「
金
森
吉
次
郎
翁
」
か
ら
転
載
 

西
濃
山
岳
震
災
図（
巻
） 

個
人
 

父
金
四
郎
の
遺
命
が
記
さ
れ
た
団
扇
「
乙
澪
切
団
扇
撮
影
帳
」
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

絵
ハ
ガ
キ
「
明
治
29
年
大
洪
水
点
の
標
柱
」（
大
正
12
年
） 

大
垣
市
立
図
書
館
 

写
真
「
明
治
29
年
大
洪
水
点
の
標
柱
」（
現
況
） 

大
垣
城
 

金
森
吉
次
郎
宛
小
室
翠
雲
書
状
 

個
人
 

金
森
吉
次
郎
宛（
福
沢
）諭
吉
書
状
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
の
吉
次
郎
邸
」
 

西
圓
寺
 

金
森
家
居
宅
の
瓦
 

大
垣
市
郷
土
館
 

写
真
「
金
森
製
糸
工
場
」（
3
点
） 

大
垣
市
立
図
書
館
 

吉
次
郎
書
状
河
合
治
平
宛
 

個
人
 

衆
議
員
議
員
当
選
祝
宴
会（
巻
） 

個
人
 

写
真
「
吉
次
郎
寿
像
全
景
」
 

個
人
 

写
真
「
吉
次
郎
寿
像
除
幕
式
」
 

個
人
 

拓
本
「
金
森
吉
次
郎
翁
寿
像
碑
文
」（
2
点
） 

大
垣
城
 

各
氏
書
翰（
屏
風
仕
立
） 

個
人
 

上
奏
文
　
草
案
　
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

大
正
新
聞
第
4
6
7
1
号
大
正
8
年
1
月
16
日
抜
粋
 

「
梅
花
よ
り
も
芳
し
き
美
談
」
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

建
言
書
　
内
閣
総
理
大
臣
高
橋
是
清
宛
　
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

帝
国
森
林
政
策
に
関
す
る
建
言
書（
謄
本
）大
正
11
年
6
月
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

金
森
翁
の
植
林
地
を
基
に
森
林
組
合
を
創
立
し
て
 

支
持
経
営
の
趣
意
書
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

勲
六
等
瑞
宝
章（
大
正
13
年
2
月
） 

個
人
 

昭
和
大
禮
記
念
章（
昭
和
3
年
11
月
） 

個
人
 

藍
綬
褒
章（
昭
和
3
年
12
月
） 

個
人
 

金
森
健
二（
吉
次
郎
の
実
弟
の
子
）「
紺
綬
褒
章
」
 

個
人
 

故
西
村
酔
處
翁
と
予
と
の
間
に
於
け
る
舊
夢
録（
明
治
42
年
4
月
） 真
照
寺
 

金
森
金
次
郎
氏
略
伝
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

　
水
野
利
八
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
美
濃
路
大
垣
宿
軒
絵
図（
部
分
 
西
船
町
）」
 

大
垣
市
立
図
書
館
 

興
文
高
等
小
学
校
１
年
時
の
学
籍
簿
 

大
垣
市
立
興
文
小
学
校
 

商
用
日
記（
明
治
34
年
） 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

奉
公
時
代
に
作
成
し
た
取
引
先
番
付
表
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

日
露
戦
争
出
征
日
記
　
　
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

日
露
戦
争
軍
隊
手
帳
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

会
社
設
立
趣
意
書
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

療
養
中（
創
業
年
）の
日
記
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

処
世
規
約
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

日
記（
大
正
3
年
） 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

名
刺（
日
本
語
版
･
英
語
版
） 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

パ
ス
ポ
ー
ト
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

全
国
高
等
学
校
野
球
連
盟
表
彰
状
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
全
国
高
等
学
校
野
球
連
盟
表
彰
を
受
け
る
利
八
」
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

雑
誌
広
告
「
ア
サ
ヒ
ス
ポ
ー
ツ
」
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

野
球
グ
ラ
ブ（
大
正
2
年
頃
製
造
）複
製
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
阪
北
区
蜆
橋
北
西
角
の
新
店
舗
」
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
阪
実
業
団
野
球
大
会
」
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
阪
淀
屋
橋
の
新
社
屋
」
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
大
学
ボ
ー
ル（
昭
和
10
年
頃
製
造
） 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

野
球
バ
ッ
ト（
昭
和
25
年
製
造
・
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
原
田
徳
光
選
手
使
用
） ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

美
津
濃
チ
ー
ム
の
利
八
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

社
員
へ
の
訓
辞
原
稿
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

社
則
原
稿
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

美
津
濃
株
式
会
社
年
賀
状（
4
点
） 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

部
下
へ
の
命
令
書
複
写
機
　
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

部
下
へ
の
命
令
書（
未
着
手
事
項
） 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

西
船
倶
楽
部
記
念
絵
葉
書（
一
式
） 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

水
野
新
道
開
通
・
倶
楽
部
開
館
・
建
碑
除
幕
式
案
内
人
名
簿
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

「
実
業
界
で
の
成
功
者
」
大
阪
毎
日
岐
阜
版（
昭
和
5
年
8
月
12
日
） ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

養
老
工
場
　
地
鎮
祭
・
起
工
式
案
内
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

愛
用
品
　
め
が
ね
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

愛
用
品
　
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

愛
用
品
　
時
計
式
計
算
機
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

愛
用
品
　
懐
中
時
計
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

書
「
福
」
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
野
球
殿
堂
入
り
」
 

ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
 

　
土
屋
義
雄
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

株
式
会
社
大
垣
共
立
銀
行
 

土
屋
義
雄（
向
陽
）筆
「
慶
雲
」
 

大
垣
市
 

土
屋
義
雄
筆
「
大
垣
城
再
建
古
詩
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
城
再
建
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
」
 

大
垣
市
 

土
屋
義
雄（
向
陽
）筆
山
水
画
「
雨
後
新
緑
」
 

個
人
 

土
屋
義
雄（
向
陽
）筆
自
画
像
賛
「
自
画
像
自
題
」
 

個
人
 

土
屋
義
雄（
向
陽
）筆
「
竹
影
」
　
武
藤
嘉
門
画
賛
 

個
人
 

名
誉
市
民
章
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
市
名
誉
市
民
章
受
章
祝
賀
会
」
 

大
垣
市
 

勲
記
「
勲
四
等
瑞
宝
章
」
 

個
人
 

位
記
「
従
五
位
」
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
共
立
銀
行
本
店
行
員
」（
大
正
2
年
） 

「
大
垣
共
立
銀
行
百
年
史
」
か
ら
転
載
 

写
真
「
神
戸
高
等
商
業
学
校
学
生
時
代
の
義
雄
」
 

個
人
 

写
真
「
大
垣
共
立
銀
行
に
入
行
頃
の
義
雄
」
 

個
人
 

写
真
「
家
族
と
と
も
に
」
 

個
人
 

国
宝
大
垣
城
再
建
趣
意
書
 

大
垣
城
 

写
真
「
大
垣
商
工
会
議
所
会
頭
の
義
雄
」
 

個
人
 

写
真
「
昭
和
40
年
4
月
1
日
　
大
垣
共
立
銀
行
入
行
式
記
念
」
 

個
人
 

写
真
「
大
垣
共
立
銀
行
に
て（
昭
和
40
年
11
月
）」
 

個
人
 

写
真
「
自
宅
で
く
つ
ろ
ぐ
義
雄
」
 

個
人
 

冊
子
「
大
垣
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
10
年
の
歩
み
」
 

個
人
 

土
屋
義
雄
先
生
像
 

大
垣
日
本
大
学
高
等
学
校
 

大
垣
高
校
校
舎
起
工
式
 

（
「
大
垣
日
本
大
学
高
等
学
校
　
創
立
三
十
周
年
記
念
誌
」
よ
り
） 
大
垣
日
本
大
学
高
等
学
校
 

　
小
川
宗
一
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

写
真
「
創
業
当
時
の
太
平
洋
工
業
合
名
会
社
」（
外
観
・
工
場
内
）　
 太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

創
業
当
初
の
バ
ル
ブ
コ
ア
発
送
用
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

創
業
当
初
の
バ
ル
ブ
コ
ア（
5
ケ
ー
ス
） 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

創
業
当
初
の
社
員
章
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

桜
井
自
動
車
工
器
吸
収
合
併
関
係
資
料
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

タ
イ
ヤ
に
装
着
さ
れ
た
バ
ル
ブ（
模
型
） 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

バ
ル
ブ
コ
ア（
10
倍
模
型
） 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

写
真
「
本
社
工
場（
美
和
町
）門
柱
」
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

写
真
「
空
気
も
れ
検
査
機
」
　
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

写
真
「
本
社
工
場
内（
美
和
町
）」
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

本
社
工
場（
美
和
町
）模
型
・
写
真
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

バ
ル
ブ
コ
ア
実
用
新
案
登
録
証
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

製
品
カ
タ
ロ
グ（
昭
和
13
年
） 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

「
西
大
垣
工
場
の
誕
生
」（
昭
和
35
年
11
月
11
日
　
東
海
日
々
新
聞
） 太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

軟
式
庭
球
用
ラ
ケ
ッ
ト
　
 

個
人
 

写
真
「
愛
知
一
中
時
代
の
宗
一
」
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

写
真
「
若
き
日
の
宗
一
」（
2
点
） 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
西
コ
ー
ト
開
き
」（
昭
和
39
年
） 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

写
真
「
軟
式
庭
球
岐
阜
県
チ
ー
ム
　
岐
阜
国
体
総
合
優
勝
で
 

胴
上
げ
さ
れ
る
総
監
督
の
宗
一
」（
昭
和
40
年
） 

個
人
 

写
真
「
大
垣
商
工
会
議
所
会
頭
就
任
披
露
式
」（
昭
和
43
年
） 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

写
真
「
晩
年
の
宗
一
」（
昭
和
61
年
） 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
市
青
年
の
家
 
完
工
開
所
式
」（
昭
和
39
年
） 

大
垣
市
 

写
真
「
日
本
福
祉
大
学
附
属
図
書
館
の
寄
贈
」
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

日
本
福
祉
大
学
附
属
図
書
館
「
小
川
文
庫
目
録
」（
2
点
） 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

写
真
「
財
団
法
人
 
小
川
科
学
技
術
財
団
助
成
金
贈
呈
式
」
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
財
団
法
人
 
小
川
科
学
技
術
財
団
」
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

藍
綬
褒
章（
昭
和
43
年
） 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

勲
四
等
瑞
宝
章（
昭
和
46
年
） 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
市
名
誉
市
民
章
受
章
の
伝
達
」（
昭
和
63
年
） 
大
垣
市
 

大
垣
市
名
誉
市
民
章
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

正
六
位（
平
成
2
年
） 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

伝
記
「
男
の
軌
跡
｜
倦
鬼
を
逐
う
」「
南
風
吹
入
太
平
洋
」
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

牛
の
置
物（
2
点
） 

個
人
 

書
「
瑞
祥
」
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

書
「
心
」
　
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

創
業
50
周
年
記
念
品
皿
「
心
」
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
故
小
川
宗
一
氏
を
し
の
ぶ
」
 

太
平
洋
工
業
株
式
会
社
 

　
須
　
潔
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

イ
ビ
デ
ン
株
式
会
社
 

位
記
「
従
四
位
」
 

個
人
 

藍
綬
褒
章
 

個
人
 

勲
三
等
旭
日
中
綬
章
 

個
人
 

名
誉
市
民
章
　
 

個
人
 

愛
読
書（
福
沢
諭
吉
全
集
・
千
宗
左
茶
道
全
集
 
ほ
か
全
22
点
） 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
社
長
室
に
て
」
 

イ
ビ
デ
ン
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
新
工
場
建
設
地
鎮
祭
」
 

イ
ビ
デ
ン
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
藍
綬
褒
章
受
章
祝
賀
会
」
 

イ
ビ
デ
ン
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
第
1
回
越
年
マ
ラ
ソ
ン
開
催
」
 

（
財
）大
垣
市
体
育
連
盟
 

写
真
パ
ネ
ル「
岐
阜
国
体
に
て
総
合
優
勝
に
輝
く
」
 

（
財
）大
垣
市
体
育
連
盟
 

写
真
パ
ネ
ル「
体
育
連
盟
15
周
年
記
念
植
樹
」
 

（
財
）大
垣
市
体
育
連
盟
 

写
真
パ
ネ
ル「
体
育
連
盟
20
周
年
記
念
誌
編
集
会
議
」
 

（
財
）大
垣
市
体
育
連
盟
 

写
真
パ
ネ
ル「
故
須
崎
会
長
追
憶
の
夕
べ
」
 

（
財
）大
垣
市
体
育
連
盟
 

故
須
崎
会
長
追
憶
の
夕
べ
関
係
綴
り
 

（
財
）大
垣
市
体
育
連
盟
 

写
真
パ
ネ
ル「
墓
碑
」
 

慈
渓
寺
 

　
田
口
利
八
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

大
垣
市
 

出
征
時
の
千
人
針
　
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
『
田
口
自
動
車
』
創
業
の
頃
の
利
八
」
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

自
動
車
運
転
免
許
証
　
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

社
員
章（
2
点
） 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
城
前
に
勢
ぞ
ろ
い
し
た
田
口
自
動
車
」
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
富
士
山
を
眺
め
な
が
ら
走
る
ト
ラ
ッ
ク
」
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

水
都
産
業
株
式
会
社
　
定
款
・
設
立
登
記
申
請
書
類
　
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

路
線
免
許
状（
3
点
） 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

乗
務
員
所
属
車
両
登
録
簿
　
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

自
筆
原
稿
「
道
路
整
備
行
政
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
 
西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

書
「
労
使
協
調
」
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

労
働
組
合
と
締
結
し
た
協
約
の
原
案
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

自
筆
の
小
切
手
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

書
「
踏
ま
れ
て
も
踏
ま
れ
て
も
強
く
野
に
咲
く
福
寿
草
」
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

文
箱
　
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

落
款（
2
点
） 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

朱
肉
入
れ
・
印
鑑
入
れ
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

手
帳（
昭
和
57
年
） 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

名
刺
入
れ
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
夫
人
・
孫
と
」
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

全
国
学
士
会
ア
カ
デ
ミ
ア
賞
　
　
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

内
閣
総
理
大
臣
表
彰（
交
通
安
全
普
及
） 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
城
乾
隅
櫓
起
工
式
」（
昭
和
41
年
） 

大
垣
市
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
市
総
合
体
育
館
竣
工
式
」
 

大
垣
市
 

写
真
パ
ネ
ル「
都
市
対
抗
野
球
大
会
壮
行
会
」（
昭
和
38
年
） 

（
財
）大
垣
市
体
育
連
盟
 

第
65
回
都
市
対
抗
野
球
大
会（
平
成
6
年
） 

白
獅
子
旗（
準
優
勝
）獲
得
メ
ン
バ
ー
寄
せ
書
き
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

第
65
回
都
市
対
抗
野
球
大
会（
平
成
6
年
） 

白
獅
子
旗（
準
優
勝
） 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

第
68
回
都
市
対
抗
野
球
応
援
コ
ン
ク
ー
ル
敢
闘
賞（
カ
ッ
プ
） 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
後
楽
園
球
場
の
都
市
対
抗
野
球
大
会
で
応
援
す
る
利
八
」
 
西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
田
口
文
庫
贈
呈
式
」（
昭
和
57
年
） 

大
垣
市
 

勲
二
等
旭
日
重
光
章（
昭
和
52
年
） 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

写
真
パ
ネ
ル「
胸
像
除
幕
式
」（
昭
和
57
年
） 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

位
記
「
正
四
位
」
 

西
濃
運
輸
株
式
会
社
 

　
土
屋
斉
 

写
真
パ
ネ
ル「
肖
像
写
真
」
 

大
垣
商
工
会
議
所
 

写
真
「
結
婚
記
念
写
真
」（
昭
和
13
年
） 

個
人
 

霊
山
顕
彰
会
岐
阜
県
支
部
刊
「
維
新
の
道
　
創
刊
号
」
 

（
財
）霊
山
顕
彰
会
岐
阜
県
支
部
 

土
屋
斉
筆
「
河
童
之
図
」
 

株
式
会
社
大
垣
共
立
銀
行
 

土
屋
斉
筆
「
鴨
之
図
」
 

株
式
会
社
大
垣
共
立
銀
行
 

土
屋
斉
筆
「
呑
舟
の
魚
」
 

個
人
 

土
屋
斉
筆
「
柿
之
図
」
 

個
人
 

土
屋
斉
筆
「
蟹
　
横
ば
い
」
 

個
人
 

土
屋
斉
書
「
陽
山
春
光
」
 

個
人
 

勲
三
等
旭
日
中
綬
章
 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
ぎ
ふ
中
部
未
来
博
覧
会
会
場
に
て
ミ
ス
イ
ン
タ
ー
 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
開
催
」（
昭
和
63
年
） 

個
人
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
市
名
誉
市
民
章
受
章
の
伝
達
」（
昭
和
63
年
） 
大
垣
市
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
市
名
誉
市
民
章
贈
呈
式
」（
昭
和
63
年
） 

大
垣
市
 

大
垣
市
名
誉
市
民
章
 

個
人
 

愛
用
品
　
そ
ろ
ば
ん
 

株
式
会
社
大
垣
共
立
銀
行
 

河
童
の
置
物（
2
点
） 

株
式
会
社
大
垣
共
立
銀
行
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
市
文
化
連
盟
設
立
総
会
」
 

大
垣
市
 

写
真
パ
ネ
ル「
大
垣
交
通
遺
児
育
英
会
20
周
年
記
念
大
会
」
 

大
垣
市
 

岐
阜
県
名
誉
県
民
章
 

個
人
 

土
屋
斉
書
「
瀧
」
 

株
式
会
社
大
垣
共
立
銀
行
 

自
宅
書
斎
に
置
い
た
愛
用
品（
筆
・
硯
・
文
鎮
・
水
滴
・
筆
洗
・
落
款
） 
個
人
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大
垣
ル
ネ
サ
ン
ス
先
賢
展
記
録
誌
 

せん 

けん 

てん 

ぼん 

大
垣
市
か
が
や
き
ラ
イ
フ
推
進
部
市
民
活
動
推
進
課
 

大
垣
市
市
史
編
纂
室
 

 平
成
21
年（
2
0
0
9
）3
月
 

 

大
垣
市
制
９０
周
年
記
念
 

協
力
者
等
一
覧
 

主
な
参
考
文
献
 

大
垣
市
制
90
周
年
記
念
事
業
　
大
垣
ル
ネ
サ
ン
ス
先
賢
展
の
開
催
に
あ
た
り
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
、心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

（
敬
称
略
） 

 安
藤
 

カ
ヨ
子
、安
藤
 

泰
子
、安
藤
 

由
美
子
、稲
川
 

明
子
、井
上
 

由
子
、井
上
 

由
子
、岩
越
 

健
二
、上
杉
 

佐
一
、上
田
 

千
枝
子
、江
口
 

純
朗
、江
崎
 

孝
三
郎
、

江
崎
 

美
奈
子
、江
馬
 

斉
一
郎
、江
馬
 

寿
美
子
、遠
藤
 

正
治
、大
野
 

久
美
甫
、

大
場
 

航
、大
橋
 

邦
典
、小
川
 

信
也
、小
川
 

哲
也
、奥
田
 

忠
雄
、小
倉
 

君
江
、

小
関
 

正
一
、小
西
 

光
明
、影
山
 

智
洋
、加
藤
 

智
、金
石
 

教
子
、金
森
 

基
雄
、

川
瀬
 

美
樹
、
木
全
 

希
巨
人
、
吉
田
 

ち
よ
子
、
紀
平
 

太
郎
、
紀
平
 

悌
子
、

義
見
 

静
馬
、久
留
間
 

昭
子
、久
世
 

弥
平
、久
保
尾
 

俊
郎
、久
保
田
 

五
十
一
、

黒
下
 

み
ゆ
き
、桑
原
 

ま
ゆ
こ
、小
林
 

郁
子
、小
森
 

茂
、近
藤
 

晏
行
、佐
久
間
 

敏
雄
、佐
竹
 

英
哉
、清
水
 

晴
美
、清
水
 

武
、清
水
 

淑
子
、杉
原
 

幸
子
、杉
本
 

和
子
、須
　
 

一
己
、関
根
 

美
津
子
、関
根
 

龍
太
郎
、関
屋
 

潔
、大
滝
 

由
紀
子
、

高
橋
 

和
夫
、田
口
 

義
嘉
壽
、竹
田
 

善
隆
、立
川
 

元
彦
、立
川
 

麗
子
、田
中
 

豪
、

谷
 

貞
宏
、津
上
 

智
実
、月
城
 

文
子
、土
屋
 

嶢
、豊
田
 

武
司
、中
山
 

秀
幸
、

那
波
 

節
子
、那
波
 

光
俊
、名
和
 

民
夫
、野
一
式
 

勇
、野
村
 

和
子
、橋
本
 

久
美
子
、

長
谷
川
 

文
子
、林
 

新
太
郎
、原
 

み
さ
代
、樋
口
 

健
司
、広
瀬
 

和
子
、福
井
 
理
恵
子
、

藤
尾
 

昭
定
、藤
本
 

芳
徳
、古
田
 

正
弘
、古
舘
 

多
寿
子
、片
尾
 

徹
、細
井
 

美
欧
、蒔
田
 

義
信
、松
本
 

修
、松
本
 

好
弘
、馬
渕
 

恵
津
子
、丸
山
 

幸
太
郎
、

三
輪
 

茂
子
、三
輪
 

春
雄
、三
輪
 

隆
一
、安
武
 

清
子
、柳
瀬
 

さ
だ
、矢
野
 

良
和
、

矢
橋
 

修
太
郎
、矢
橋
 

善
治
郎
、山
岡
 

耕
春
、山
川
 

誠
一
、山
口
 

峻
、山
口
 

昇
二
、山
田
 

賢
市
、山
田
 

賢
二
、山
田
 

友
美
子
、山
田
 

弘
美
、由
川
 

史
比
古
、

和
田
 

悌
二
、和
田
 

洋
一
、渡
辺
 

千
代
子
、渡
利
 

正
彦
、 

大
垣
市
立
荒
崎
小
学
校
、安
楽
寺
、池
坊
裏
千
家
安
部
華
道
教
室
、イ
ビ
デ
ン

（
株
）、エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
、絵
め
ー
る
ゆ
う
え
倶
楽
部
、縁
覚
寺
、大
垣
「
ま
す
」

生
産
者
実
行
委
員
会
、大
垣
オ
カ
リ
ナ
の
会
「
ほ
ほ
え
み
」
、（
株
）大
垣
共
立
銀

行
、岐
阜
県
立
大
垣
工
業
高
校
、大
垣
市
室
内
管
弦
楽
団
、（
財
）大
垣
市
体
育

連
盟
、
大
垣
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
、
大
垣
商
工
会
議
所
、
大
垣
消
防
組

合
、大
垣
女
子
短
期
大
学
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
垣
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
、大
垣

日
本
大
学
高
等
学
校
、大
垣
聞
香
の
会
、大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
、大
谷

大
学
図
書
館
、大
谷
大
学
博
物
館
、憶
念
寺
、押
し
花
サ
ー
ク
ル
、小
樽
市
総
合

博
物
館
、お
話
の
会
「
大
き
な
樹
」
、お
り
紙
の
会
、
案
山
子
の
会
、
学
習
院
、

華
渓
寺
、片
野
記
念
館
、金
森
星
寿
会
、き
ど
保
育
園
、岐
阜
経
済
大
学
、岐
阜

経
済
大
学
鉄
道
研
究
会
、岐
阜
県
危
機
管
理
課
、岐
阜
県
博
物
館
、岐
阜
県
防

災
士
会
西
美
濃
ブ
ロ
ッ
ク
、岐
阜
県
歴
史
資
料
館
、岐
阜
県
立
岐
阜
工
業
高
校
、

岐
阜
市
歴
史
博
物
館
、久
留
間
昭
子
社
中
、京
都
大
学
大
学
文
書
館
、京
都
大
学

付
属
図
書
館
、近
畿
日
本
鉄
道（
株
）、ク
レ
イ
ク
ラ
フ
ト
Ｏ
Ｂ
会
、京
浜
急
行
電

鉄（
株
）、大
垣
市
立
興
文
小
学
校
、神
戸
女
学
院
大
学
図
書
館
、コ
ー
ラ
ス
と
き
、

国
立
科
学
博
物
館
、国
立
国
会
図
書
館
、西
圓
寺
、慈
渓
寺
、十
六
町
自
治
会
、

松
濤
寺
、浄
土
真
宗
東
本
願
寺
派
本
山
東
本
願
寺
、常
楽
寺
、真
照
寺
、誓
運
寺
、

西
濃
運
輸（
株
）、西
濃
鉄
道（
株
）、禅
昌
寺
、大
正
琴
「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
」
、太
平
洋

工
業
（
株
）、竹
島
町
自
治
会
、立
川
勇
次
郎
氏
顕
彰
会
、谷
中
天
王
寺
、樽
見

鉄
道（
株
）、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
樽
見
鉄
道
を
守
る
会
、終
の
住
ま
い
研
究
会
プ
ラ
チ
ナ

プ
ラ
ザ
、つ
ば
さ
、デ
コ
メ
ロ
　

カ
ル
テ
ッ
ト
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
・

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
、（
財
）鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
、鉄
道
博
物
館
、て
ん
て
こ
座
、東
海

旅
客
鉄
道（
株
）、東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
、東
京
大
学
医
学
図
書
館
、東
京

大
学
地
震
研
究
所
、東
京
大
学
総
合
図
書
館
、東
京
大
学
東
京
大
学
史
史
料
室
、

東
京
大
学
農
学
系
総
務
課
、東
京
大
学
農
学
生
命
科
学
図
書
館
、（
株
）東
芝
、

童
話
の
会
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
、
中
山
道
ミ
ニ
博
物
館
、
中
日
本
自
動
車
短
期
大
学
、

（
社
）日
本
外
科
学
会
、（
財
）日
本
青
年
協
会
、（
社
）日
本
図
書
館
協
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
パ
ソ
コ
ン
ま
る
ご
と
ア
シ
ス
ト
、発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
工
作
保
存
会
、は
な
の
わ
の
会
、

ビ
ア
ン
　

シ
ャ
ン
テ
、東
松
栄
会
、東
山
動
植
物
園
、び
っ
く
り
ば
こ
、ひ
び
き
会
一

絃
琴
、フ
ラ
ウ
タ
ー
ス
、北
海
道
大
学
付
属
図
書
館
、ま
ち
づ
く
り
工
房
大
垣
　

歴

史
観
光
グ
ル
ー
プ
、丸
の
内
保
育
園
、ミ
ズ
ノ
　

テ
ク
ニ
ク
ス（
株
）、ミ
ズ
ノ（
株
）、

み
そ
ぎ
保
育
園
、み
の
り
保
育
園
、明
覚
寺
、名
阪
近
鉄
バ
ス（
株
）、森
茶
華
道

教
室
、養
老
町
、養
老
鉄
道
（
株
）、慾
斎
研
究
会
、寄
せ
植
え
華
道
協
会
西
濃

支
部
、リ
コ
ー
ダ
ー
フ
レ
ン
ズ
、（
財
）霊
山
顕
彰
会
岐
阜
県
支
部
、れ
ん
げ
草
の
会
、

わ
か
た
け
保
育
園
、早
稲
田
大
学
図
書
館
、 

B
r
ü
c
k
e（
ブ
リ
ュッ
ケ
）、C
o
r
o
 
S
o
l
a
n
a（
コ
ー
ロ
　
ソ
レ
ー
ナ
）、

F
e
l
i
c
e（
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
）、Ｊ
Ｒ
東
海
大
垣
駅
、Ｊ
Ｒ
東
海
名
古
屋
吹
奏
楽
団
、

Ｊ
Ｒ
東
京
総
合
病
院
、L
a
t
e
r
n
e
、Ｓ
Ｌ
保
存
会
 

            

色
の
な
い
地
球
儀
、江
馬
細
香
展
、大
垣
驛
七
十
年
の
歩
み
、大
垣
共
立
銀
行
百

年
史
、大
垣
市
史
、大
垣
商
工
会
議
所
百
年
史
、大
垣
青
年
會
誌
、大
垣
の
あ
ゆ

み
　

市
制
七
十
年
史
、大
垣
の
先
賢
展
　

飯
沼
慾
斎
、大
垣
の
先
賢
展
　

小
原
鉄

心
、大
垣
の
先
賢
展
　

金
森
吉
次
郎
翁
、大
垣
の
先
賢
展
　

戸
田
公
と
大
垣
、大

垣
の
先
賢
展
　

蘭
斎
と
細
香
、お
お
が
き
芭
蕉
生
誕
三
六
〇
年
祭
「
特
別
展
」
芭

蕉
と
美
濃
大
垣
の
門
人
た
ち
、京
大
土
木
百
年
人
物
史
、郷
土
大
垣
の
輝
く
先

人
、京
都
大
学
工
学
部
土
木
工
学
教
室
六
十
年
史
、京
都
帝
國
大
學
史
、「
月

刊
」
西
美
濃
わ
が
街
、国
土
を
創
っ
た
土
木
技
術
者
た
ち
、壺
中
七
十
年
、地
震

学
事
始
　

開
拓
者
・
関
谷
清
景
の
生
涯
、翔
平
君
へ
の
手
紙
、墨
俣
町
百
十
一
年

の
あ
ゆ
み
、ス
ポ
ー
ツ
は
陸
か
ら
海
か
ら
大
空
へ
―
水
野
利
八
物
語
、西
濃
地
方

の
開
発
に
灯
を
つ
け
た
人
、太
平
洋
工
業
株
式
会
社
七
十
五
年
史
、体
連
五
十

年
、溪
毛
芥
　

南
條
文
雄
父
子
展
、父
と
娘
の
昭
和
悲
史
、東
京
大
学
百
年
史
、

東
京
電
気
株
式
会
社
50
年
史
、図
書
館
を
育
て
た
人
々
、戸
田
氏
共
公
、土
木

學
會
誌
、西
美
濃
ゆ
か
り
の
女
性
群
像
、野
村
龍
太
郎
傳
、文
教
の
ま
ち
大
垣
、

ミ
ズ
ノ
創
業
百
周
年
記
念
誌
、美
濃
大
垣
の
先
賢
、明
治
・
大
正
の
日
本
の
地
震
学
、

明
治
前
期
の
官
営
幌
内
炭
鉱
と
幌
内
鉄
道
の
建
築
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
、

梁
川
星
巌
と
紅
蘭
　

ブ
ロ
ン
ズ
像
建
立
記
念
、慾
斎
研
究
会
だ
よ
り
、輪
中
と
治
水
 

 

編
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